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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「──準備は完かん了りようした。これより〝実験〟を開始する」

　嗄しわがれた老人の声が厳おごそかな口く調ちようで告げた。

　そこは通常の建物であれば三階分の高さが吹き抜けになった、堅けん牢ろうな石せき造ぞう建けん築ちくの構こう内ないであった。

　部屋の中央に鎮ちん座ざした、円えん筒とう形けいの巨大な機械。

　金属製の導どう線せんやパイプを蔦つたのように絡からみつかせ、あたかも世界を支える円柱のごとくそびえ立つ大型装置を中心に、フロアの隅すみ々ずみまで奇き妙みような形状の機械類がひしめき合っている。

　採光窓の大半が閉ざされているため、構内は薄暗い。そのため広大な面積にもかかわらず、〝実験場〟の内部はどこか息の詰つまるような閉へい塞そく感かんに満たされていた。

　フロアに置かれた機械類には数名の技師が取りついて作動の確認を行っていたが、みな一様に灰色の防ぼう護ご服ふくで頭から爪つま先さきまでをすっぽり覆おおい、薄うす闇やみの中で動き回る姿はあたかも地底を徘はい徊かいする食屍鬼グールの群むれを思わせる。

　この部屋の中で素顔を晒さらしているのは、中央の円柱型装置の前に立つ三人の男女だけであった。

「完成にはまだ時間がかかると聞いていたが……本当に大だい丈じよう夫ぶなのか。被ひ験けん者しやの生命は保障されるのだろうな？」

　三人のうちの一人──二十代半なかばの若い男が問いただした。

　燃もえるような赤い髪かみをうなじで束たばねた精せい悍かんな顔つきの男だ。

「生命ですって？　うふふ、おかしなことをいうわね」

　揶や揄ゆするように笑ったのは、男とほぼ同どう年ねん輩ぱいの美しい女である。

「ご覧なさいよ、あのぶざまな姿──あんな状態になっても、まだ彼が〝生きてる〟っていうの？」

　そういって円柱型装置を指さす。

〝円柱〟の一部は硝子ガラス張ばりの水すい槽そうになっており、透明な液体で満たされたその内部に一人の男が拘こう束そくされていた。

　いや、男だったもの──というべきか。

　表向き沈ちん着ちやく冷れい静せいに作業をこなしている防護服の技師たちが、よくよく見れば水槽に視線がいかぬよう懸けん命めいに顔を逸そらしながら働いている。

　頑がん丈じような金属製の拘束台に縛しばり付けられ、時とき折おり思い出したようにもぞもぞと動き出す〝それ〟は曲がりなりにも人の形状をとっているとはいえ、正常な神経の持ち主ならば数秒と正視できぬであろう醜悪な怪物であった。

　その醜みにくさが完全に人間離ばなれした異い形ぎようのものなら、まだしも救われたであろう。

　だが怪物の顔は紛まぎれもなく知性をもった人間であり、なおかつ病やんだ心をさらけだしてニタニタだらしなく笑い続けていることが、その忌いまわしさをいっそう耐たえ難がたいものにしていた。

「残念ながら、モーズリは〝融ゆう合ごう〟に失敗した。彼奴きやつの元の人格が移い植しよくされた〝スパルトイ〟に拒絶反応を示し、結局どちらにもなりきれぬまま崩ほう壊かいしてしまったのだ」

　三人の中で最も高こう齢れいの人物が、低く嗄れた声で説明した。

　齢よわい六十に近い老人である。顎あご髭ひげに覆おおわれた頰ほおは不健康に瘦やせこけ、両目の下には黒々とした隈くまと皺しわが共に刻まれている。まるで半病人だが、その蒼あおい瞳ひとみは深い知性をはらむ炯けい々けいたる眼光に輝きいささかの年とし波なみも感じさせなかった。

「彼奴の身体からだより速すみやかに〝スパルトイ〟を分ぶん離りせねばならぬ。貴重なホモ・ファルサスを無意味な肉にく塊かいの中に埋うもれさせておくわけにはゆかぬからな」

「聞き捨てならんな。同どう志しモーズリは異い術じゆつ師しとしても、また現場指揮官としても有能な男だった。いくら貴き公こうが最高指導部から任命された大幹部でも、革命のために身を捨てた同志を侮ぶ辱じよくすることは──」

「そうカッカしないでよロイガー。何にせよ、今のままじゃモーズリは廃はい人じんも同然なんだから。それに、うまく行けば彼も助かる──かもしれないんでしょ？　ドクター」

「………」

　老人はそれには答えず、片手を高く挙あげ背はい後ごの技師たちに指示を送った。

　これまで幾いく度どとなく模も擬ぎ実験が繰り返されているのであろう。それだけの指図で、技師たちは全てを了解したように黙もく々もくと機械の操作を開始した。

「汝なんじすべからく炎より土を分かち、粗そ野やなるものから精せい妙みようなるものを分離すべし。いとも優しく、巧みなる技もちて──」

　呪じゆ文もんのような文もん句くを唱えながら老人が最後のスイッチを入れると、蜂はちの羽は音おとのような低い唸うなりを上げて〝円柱〟が起動した。

　水槽の内部が仄ほのかな青白い光に満たされていく──。

　ヒト型の怪物はびくっと身体を震ふるわせ、やがて拘束台を破は壊かいせんばかりに暴れ始めた。

　液体と防ぼう爆ばく硝子の壁を通して絶叫が聞こえて来るようだ。
















「あらあら、あんなに痛がって……怖いわねぇ。一歩間違えれば、私たちもこうなるところだったのかしら？」

　口ではそういいながらも、女はどこか楽しげだ。嗜し虐ぎやく的てきな薄笑いを浮かべ、紅く細い舌先でしきりに唇くちびるを嘗なめている。

「アルマ、貴き様さまは黙っていろ！」

　赤毛の男は不快そうにいうと、それきり憮ぶ然ぜんとした表情で黙り込んだ。

　水槽全体の発する青い光が、〝ドクター〟──実験の指揮を取る老人の瘦せこけた相そう貌ぼうをあたかも幽ゆう鬼きのごとく浮かび上がらせている。

　老人の額ひたいには翠すい玉ぎよくを思わせる逆三角形のプレート──一般には〝タブレット〟と呼ばれる異術師のシンボル──が埋め込まれていたが、さらにその〝タブレット〟を中心にして額全体に人間の目を象かたどった不ぶ気き味みな刺いれ青ずみが施ほどこされていた。

「そは偽いつわりなき真実。確実にして至し高こうなる現実。唯ゆい一いつにして完全なる実在……」

　顎髭に埋もれた口がかすかに動き、傍かたわらにいる二人にも聞き取れぬほどの低い声で、古いにしえの錬れん金きん術じゆつ文書の一節をぶつぶつとつぶやき続けている。

　ドクターの鋭い両りよう眼がん、そして額に彫られた〝第三の目〟が見守る中──やがて水槽の中でもがき苦しんでいた怪物の肉体はボロリと溶とけ崩くずれていった。




　二十分の後──。

「そら見たことか──この装置は不完全だ！」

　ロイガーは吐はき捨てるように怒ど鳴なっていた。

「そうでもなくてよ。モーズリは、きちんと自分の身体を取り戻したじゃない？」

　水槽をのぞき込みながら、アルマがいう。

　その言葉は半分だけ真実を言い当てていた。

　既すでに〝円柱〟は動きを止め、液体も全て抜かれた水槽の中にあの醜い怪物の姿はない。

　拘束台の上では、怪物と入れ替かわるように出現したヒト型の肉塊が、全身を弓なりに反そらして痙けい攣れんを繰り返していた。

　剝むき出しの筋肉層の表面に、露ろ出しゆつした内臓が標本のようにぎっしりと張り付いている。

　生きながら肉体の表裏が逆転していたのだ。

「〝器うつわ〟はもう必要ない。適当に処分せい」

　技師たちに素そっ気けなく命じると、ドクターは足早に〝円柱〟を離れた。

　三メートルほど離れた場所に設置された別の装置を、いそいそとのぞき込む。

　巨大な円柱型装置に比べれば十分の一ほどの大きさもない、地味な箱形の機械──だがそれは、今回の実験の核心ともいうべき重要な使命を担った装置であった。

　箱形の台座の上に直径二十センチほどの円筒形の硝子容よう器きが据すえられ、さらにその中心に親指の先ほどの結けつ晶しよう体たいが固定されている。

「おお……！」

　実験が始まる前は無色透明だった結晶体が、今や上質のトパーズを思わせる茶金の輝きを放はなっているのを確認し、ドクターの口くち許もとに初めて会かい心しんの笑えみが浮かんだ。

「見よ！　スパルトイの分離は成功した。〝器〟より抽ちゆう出しゆつせしホモ・ファルサスをこの容器に封ふうじ込めたのだ──偉大なる異術の始し祖そ、伝説の錬金術師ゼルファナスの叡えい智ちに、我らはまた一歩近づいた！」

　元異ソ術シ師エ協タ会ス理事長ライオス・ライモンドス博士──今は秘密結社〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の大幹部ドクター・ライオスは、顔全体を歪ゆがめて誇ほこらしげに叫んだ。

　薄暗い実験場の構内に、老人のけたたましい笑い声だけが延えん々えんと響ひびきわたった。








第１章　擬ぎ獣じゆう地ち帯たいミザリア









　広大な原生林を震ふるわせて低い咆ほう吼こうが轟とどろき渡った。

　生おい茂しげる高木をなぎ倒し、木の葉を舞まい上げ、鮮あざやかな緑の樹じゆ海かいを泳ぐかのように巨大な黒い影かげが移動していく。

　樹冠の遥はるか上まで頭をのぞかせ、小山のようにそびえ立つ影──だが、そいつは紛まぎれもなく生きて動いていた。

　四本の短い足で大地を踏ふみ締しめた、獰どう猛もうそうな生き物である。

　胴体部分のフォルムは、強しいてたとえれば犀さいに似ているだろうか。しかし玄げん武ぶ岩がんのごとくごつごつした黒い外がい皮ひに覆おおわれた体表、逞たくましく発達した肩けん胛こう骨こつのあたりから長く伸びる二本の衝しよう角かくは犀を含めていかなる哺ほ乳にゆう類るいとも異質なものだし、優ゆうに三百トンは超こすと思われる巨体は陸上動物の限界を完全に超えている。

　二本角の下にある頭部は体格に比ひして意外に小さく、飢うえに輝かせた両りよう眼がんと牙きばを剝むいた口さえ開いていなければ、奇き妙みような形の岩山としか見えないだろう。

　実際、そばにいた誰もがそう信じて疑わなかったのだ──そいつがいきなり立ち上がって動き出すまでは。

　魂たましいなき偽いつわりの獣。紫むらさきの血を流す忌いまわしき疑ぎ似じ生物──。

　ここヴァリシニア王国の民から〝擬ぎ獣じゆう〟と呼ばれ恐れられる怪物は、己おのれのテリトリーに踏ふみ込んだ侵しん入にゆう者しやを追うべくゆっくり歩き出し──間もなくそれは、大地を揺ゆるがす全力疾しつ走そうへと移行した。




　突進する擬獣のすぐ鼻先で、アルノー・ヴェルヌーブは口くち許もとをやや強こわ張ばらせながらもひたすら走り続けていた。

　ひと目で野や戦せん服ふくと知れる濃緑色のシャツとズボン。ただし所属や階級を示す記章の類たぐいを身につけていないところから見て、おそらく特定の軍隊に所属せぬ契けい約やく傭よう兵へいであろう。

　まだ若い──二は十た歳ち手前といった雰ふん囲い気きの青年だが、岩や倒木など森の中の障害物を巧たくみに避さけながら逃走する身のこなしは明らかに訓練された兵士のものであった。

　ギュオオオオォォォ──ン！

　壊こわれた弦げん楽がつ器きの奏かなでるがごとき擬獣の叫きよう声せいが、逃にげるアルノーの耳をつんざいた。

　背はい後ごから急速に迫ってくる重い地じ鳴なり。

　首筋に吹き付けるなま暖かい風は、奴の鼻息だろうか。

「くそっ。やっぱり逃げ切れねえか──！」

　若者は意を決したように立ち止まり、腰こしのホルスターに吊つった拳けん銃じゆう型の小しよう火か器きを引き抜いた。

　対擬獣用の突撃拳銃スツルムピストル。拳銃と呼ぶにはいささか大きすぎる口こう径けいは、むしろ小型の擲てき弾だん筒とうと表現した方が相応ふさわしいかもしれない。単発式ながら二十六ミリの特とく殊しゆ弾だん頭とうが発射可能で、小型の擬獣ていどなら一発で即死させる凶きよう暴ぼうな兵器である。

　折おり畳たたみ式の簡かん易いストックを展開して肩かたに当て、片かた膝ひざ立ちの姿勢をとって発射の反動に備そなえた。

「俺が時間を稼かせぐ！　メルティア、おまえはラッセルを連れて逃げろ！」

　返事はない。

「──って、おい？」

　いささか間の抜けた声を上げ、アルノーは慌あわてて左右を見回した。

　岩山の擬ぎ態たいをとっていた擬獣が、突然正体を現して襲おそいかかってきたのがつい一分前のことである。それまで傍かたわらにいた二人の連れ──てっきり一いつ緒しよに逃げているとばかり思った仲間たちの姿が見当たらない。

「うえぇ～～ん、誰か助けて～っ」

　擬獣の足音と咆ほう吼こうに混じり、微かすかに届くか細い悲ひ鳴めい。

「ラ、ラッセルか!?　いったいどこに──」

　声の出所を確認する暇ひまも与あたえず、擬獣の巨体が押し寄せる山やま津つ波なみのごとく視し界かいいっぱいに迫ってきた。

「……！」

　ドガァッ!!　──ズンンッ！

　肉と肉のぶつかり合う鈍にぶい音が響き、驚くアルノーの眼がん前ぜんに銀の柱が突き立った。

　杉の大木に匹ひつ敵てきする巨人の片足──よく見れば、すらりと形の良い女のふくらはぎである。

　背後から飛び出したヒト型の巨大生物が、アルノーの頭上をまたいで擬獣の突とつ進しんを食い止めたのだ。

　身みの丈たけおよそ十八メートル。波なみ打うつように伸びた長い髪、しなやかそうな肢し体たいと胸の膨ふくらみは見るからに人間の若い女性を連想させる。

　しかし全身を滑なめらかに包む銀色の皮ひ膚ふ、尖とがった耳と白目のない真しん紅くの双そう眸ぼうを持つ仮面のような顔は、〝彼女〟が明らかに人間とは異質の存在であることを物語っていた。

　銀色の女巨人は擬獣の衝角の片方を右みぎ脇わきに抱かかえ込こみ、左手で頭部を押さえつけ、両足を踏ふん張ばって相手の前進を阻はばんでいた。

　見かけのほっそりした体型にもかかわらず、自分より一回り巨大な擬獣に対抗できるだけの力はあるらしい。

「メルティア……！」

　立ち上がったアルノーが、思わず〝彼女〟の名をつぶやく。

　その声が耳に入ったか──巨人は傭兵の方をちらりと見やり、「任まかせろ」といいたげに小さくうなずいた。




　大型擬獣を押さえつけた、その瞬間。

　外見からは判わからないが、巨人の内部には二つの人格が共きよう存ぞんし、一秒間に数百語という驚きよう異い的てきなスピードで互たがいに情報を交こう換かんしていた。

　──といっても、当人たちの主観としては、声による日常会話と大差ない感覚でコミュニケートしているわけだが。

〈まんまと一杯食わされたわね。ったく、擬態をとって待ち伏せだなんて図ずう体たいの割にセコいヤツ！〉

　一つは、まだあどけない少女の人格。姿すがた形かたちは定かでないが、いかにも負けん気の強い利発そうな性格が彼女の意志からは感じ取れた。

〈──けど、あーまで徹底すればいっそお見事だわ。気け配はいを消したばかりか、呼こ吸きゆうや心しん拍ぱくまで完全に止めて岩山に化けてたなんて〉

〈すまない、ユピテル。わたしもすっかり騙だまされていた〉

　もう一つの人格──巨人の肉体を直接制せい御ぎよしているメルティアが、やや気まずそうに詫わびた。

　今は女の姿をとっているとはいえ、メルティア自身もかつては廃はい墟きよの街フォラスに君くん臨りんし〝銀色の魔ま獣じゆう〟と怖おそれられた大型擬獣である。視し覚かく・聴ちよう覚かく・嗅きゆう覚かくなど五ご感かんの鋭えい敏びんさは人間の比ではない。

　元擬獣の〝彼女〟にしてみれば、同じ擬獣のカモフラージュに欺あざむかれたことでいささかプライドを傷つけられた気分なのだろう。

〈ドンマイ、ドンマイ☆　気にすることないって。擬獣ダムダルの擬死能力しんだふりには、対擬獣戦のプロもよく引っかかるってゆーから〉

〈姑こ息そくな能力もあったものだな。──だが、正体を見せたのがこいつの間違いさ！〉

　メルティアは渾こん身しんの力を込めてダムダルを背後に押しやり──。

　そして擬獣が及および腰ごしになった一瞬を狙ねらって突き放すと、すかさず顔面に数発の掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

　ギュロォオオオッ!?

　当とう惑わくしたような唸うなりを上げて大きく後ずさるダムダル。

　相あい対たいする女巨人は、やや腰を落として身み構がまえた。

〈さー、ちゃっちゃと片づけるわよメルティア！　あたしら、こんな所で道みち草くさ食ってるヒマなんてないんだからねっ！〉

〈いわれなくても、分かっている！〉

　答えるが早いか、メルティアの額ひたいで逆三角形の緑光が輝いた。

　胸のあたりで両手を合わせると、掌てのひらの間に見る見るまばゆい光を放つ球形の炎が凝ぎよう集しゆうしていく。

　この世界とは位い相そうを異ことにする時空、アカーシャ空間に満ちあふれる第五元素エーテル──この未知のエネルギーを意志力によって抽ちゆう出しゆつし、敵を直接制せい圧あつするための〝力オプス〟として操作する戦闘異術。本来ならば〝タブレット〟と呼ばれる結晶体を額に移植した異術師だけが持つ特とく異い能力である。

　擬獣メルティアと異術師の少女ユピテル──彼女たち二人は現在、〝融ゆう合ごう体たい〟と呼ばれる一心同体の状態にある。そのため見かけは巨大なヒト型擬獣ながら、人間の異術師同様に、否いなそれ以上に強力な戦闘異術が使いこなせるのだ。

　直径二メートルほどの大きさにまで膨ふくれ上がった火か球きゆう──エーテル操そう作さで生み出した炎の疑ぎ似じ精せい霊れい──を片手でつかみ、ダムダルめがけて投げつけようと大きく振りかぶる。

　──だが、その動きは途中でピタリと止まった。

〈な……っ!?〉

〈あららら──〉

「た、助けてぇ～～っ!!」

　ダムダルの背中の上──冷えた溶よう岩がんを思わせる凹おう凸とつにしがみつき、一人の少年が声を涸からして泣き叫んでいた。

　年齢にして十二、三というところか。卵をわずかに膨ふくらませたような顔に優しげな目鼻立ち。服装こそ薄うす汚よごれた旅たび装しよう束ぞくであるが、育ちの良さそうな美少年である。

〈ラッセル!?〉ユピテルの意識が弟の名を叫んだ。

〈あ、あの子ったら──何だってあんなトコにいるのよ!?〉

〈我々の居い場ば所しよを確かめるため、地図と望ぼう遠えん鏡きようを持って上に登っていたんだ。奴のことはてっきり岩山だと思いこんでいたから……〉

〈は～。相変わらず……運が悪い子ねぇ〉

「怖いよぉ～～っ!!　だ、誰かぁ──……」

　あとはかすれて言葉にならなかった。

〈まずいな。あのままでは、すぐ奴に見つかってしまう〉

〈思い出すわぁ、弟のちっちゃな頃ころ〉

〈？〉

〈聞いて聞いて。あの子ってば臆おく病びようさんのクセに、実は好こう奇き心しんがすっごく強いの。でね、木登りのやり方を教えて上げると初めのうち大はしゃぎで上り詰つめるんだけど、そこで初めて降り方を知らないことに気づいて──〉

〈のんびり回想に耽ふけっている場合かっ〉

〈まだるっこしいわねえ……あっそーだ！　何も見なかったことにして、このまま擬獣ごとブッ飛ばしちゃおっか？〉

〈貴様っ、それでもあの子の姉かぁ──っ!?〉

　メルティアは片手の火球を憤ふん然ぜんと足元に叩たたきつけた。

　爆ばく音おんと共に森の木々が燃え上がり、近くにいたアルノーが泡あわを食って退たい避ひする。

「ば、馬鹿！　どこを狙ってやがる!?」

　抗こう議ぎの叫びは〝融合体〟の耳を虚むなしく素す通どおりした。

〈アハハハーッ冗じよう談だんよ、ジョーダン。弟のこととなると、すぐそーやってムキになるんだからぁ。もうっ、メルティアってば可愛い♡〉

〈茶ちや化かすな！　例え冗談でも、ラッセルを虐いじめる奴はわたしが許さん！〉

〈あら、どー許さないってのよ？　あたしら融合しちゃってるのに……〉

　グルルルル……。

　擬獣ダムダルは三十メートルほどの間合いをとったまま、警けい戒かいしたように唸うなり声を上げていた。どうやら巨人の不可解な行動に戸と惑まどっているらしい。

　ふいに、擬獣の肩から伸びる衝角が尖せん端たんで光を放った。角つのと角の間に青白い電でん弧こが走り、中央部で膨れ上がって急速に巨大な球きゆう雷らいを形成していく。

〈えーっ!?　まさか──〉

　息を吞のむユピテルの意識。

　危険を直感したメルティアは、とっさにしゃがんで足元にいるアルノーの身体を摑つかみ上げた。

「うわあっ!?」

　叫びを上げる傭兵を構わず胸むな元もとに抱え込み、そのまま横に転がる。

　一瞬の差で彼女の立っていた場所にダムダルの放った球雷が命中、千の雷らい鳴めいを束たばねたような轟ごう音おんと共に炸さく裂れつした。

　激しい爆ばく圧あつが樹木を放射状になぎ倒し、大量の木この葉はが宙ちゆう高く舞い上がる。

〈せ、戦闘異術の雷撃ぃ～!?〉

　メルティアは両腕でアルノーを庇かばい、自分も身を屈かがめて樹冠の下に隠れた。

〈あのダムダルとかいう奴、我々と同じ術を操るのか？〉

〈し、知らないわよぉ……異ソ術シ師エ協タ会ス発行の図鑑には、そんなコト一行も書いてなかったもの〉

　異術師としては天才的といっていい実力をもつユピテルだが、擬獣相手の闘いに関していえばさほど豊富な実戦経験を積んでいるわけではない。何しろ弟と二人で家を飛び出し、生まれて初めて王都の外に出たのがつい半年ほど前のことなのだから。

　従って擬獣に関する知識も、その大半は王都の異術学院や図書館で学んだ、いわば二次的な情報にすぎないのだ。

「おい、何をモタついてやがる！　何であいつを仕し留とめないんだ!?」

　メルティアの腕の中で、もどかしげにアルノーが怒鳴った。

『奴の背中にラッセルがいる。こちらからは迂う闊かつに攻撃できない』

　巨人の喉のどの皮膚が震ふるえ、声を出して返答した。基本的にはメルティア自身の声だが、身体が大きくなっている分やや低くこもったような声こわ音ねに変へん調ちようしている。

「何だとぉ!?　あ、あいつ、まだ逃げてなかったのか……」

　呆れたようにアルノーがぼやいたとき。

　ダムダルが木の間に見え隠れするメルティアの姿に感づき、再び角から球雷を放出した。

〈見つかった！〉

　メルティアは──厳げん密みつにいえば彼女の中に在あるユピテルの意志が──前方に防御界バリユームを展開。エーテル操作によって生み出された半透明の障しよう壁へきが雷撃の威い力りよくを減げん衰すいさせ、球雷は鮮あざやかな放ほう電でん光こうを閃きらめかせて消滅した。

『奴の攻撃は防げる。だが、このままではあの子が……』

「スキを見てうまく逃げろといっても──無理だろうなぁ、あの有あり様さまじゃ」

　見れば、少年はダムダルの背中にしがみついたまま、相変わらず大声で泣きじゃくっている。

　擬獣の方もそろそろ感づいてきたのか、訝いぶかしげに周囲を見回し、泣き声の出所を捜し始めている様子であった。

「とにかく──ラッセルのことは俺が何とかする。奴に近づいて、少しのあいだ動きを止められないか？」

『……やってみよう』

　アルノーの身体を胸に抱いたまま、メルティアが立ち上がった。

　身長一八〇センチ近い長身の傭兵といえども、十八メートルの巨人の手にすっぽり収まってしまうとまるで玩具おもちやの兵隊のようだ。

　振り向けば、眼前には大人一人くらい楽に埋まってしまいそうな胸の谷間が迫っている。

（でっけー……）

　巨乳とか爆乳とかいうレベルではない。推定九百センチのバストを前にして、アルノーは自分の方が小人になったような錯さつ覚かくに、一瞬目め眩まいを覚えた。

　改めて間近で見る巨人の肌はだは彫ちよう像ぞうのごとく硬く滑らかそうであったが、そのくせ手を伸ばして触れてみると、指先にはぬくもりとほんの微かすかな弾力が感じられた。

（妙な手触りだなぁ……金属みたいな、それでいて生き物のような……）

〈きゃあ!?　ちょっとアルノー、あんたどこ触ってんのよっ!?　いや～んエッチ!!　サイテーッ!!〉

『何をしているアルノー？　小娘が錯さく乱らんしてるぞ』

「！　っと、わりいわりい」

　慌あわてて手を引っ込め、前を向く。

『まあ外がい皮ひに傷がつくわけでなし、わたしはどうでもいいがな。──そんなことより、しっかりつかまっていろよ！』

　樹冠の陰から姿を現した巨人を睨にらみつけ、ダムダルが吼ほえた。

　肩の二本角がぐにゃりと内側に折れ曲がり──互たがいに絡からみ合ったと見るや、たちまち棒ぼう飴あめのように捻ねじれて一本の長大な衝角を形成した。同時に発生した放電光が角全体にまとわりつき、さながら雷神の槍やりのごとく青白い火花を散らしている。

『ふん、角にエーテルの力オプスを充じゆう塡てんしているな。あいつで防御界バリユームごと貫つらぬく腹だろう』

「おい、大丈夫かよ？　あんなので突かれたら──」

『心配するな。アルノー、おまえはラッセルのことを頼む！』

　擬獣は後うしろ肢あしで二、三度大地を蹴けったかと思うと──次の瞬しゆん間かん、巨体を上下に揺らしながら猛然と突進してきた。

　メルティアは動かない。

　ダムダルの突撃をぎりぎりまで引きつけ、紙一重の間合いを見切って体を捻ひねった。

　闘牛士を思わせる巧みな体たい捌さばきで衝角をかわすと、すかさず擬獣の体側に組みつき、片手の爪つめを鋭い爪そう刃じんへと変形させ硬い外皮に食い込ませる。

　が、それでもダムダルの突進は止まらない。巨人の身体を引きずるようにして二百メートルほど突っ走ったところで、いきなり前まえ肢あしを踏ん張って制動をかけた。

『──!?』

　勢い余って前方に投げ出されるメルティア。細身の身体──といっても八〇トン近くあるはずだが──が数十本の高木をなぎ倒しながら、もんどりうって樹海に転がった。

　立ち上がる余裕を与えず、再びダムダルが突っ込んで来る。

　絡み合っていた二本角が再度変形して分離し──クワガタ虫の顎あごのごとく左右に広がったかと思うと、転がって横に逃れようとしたメルティアの身体を捕らえた。

　帯電したダムダルの角から紫の電光が迸ほとばしる。

　巨人の細い腰を挟み込んだまま宙に吊り上げ、角にみなぎるエーテルを雷いかずちに変えて撃ち込んできた。

　背骨をハンマーで叩かれたようなショックが、ユピテルの意識にまで伝わった。

『ぐあぁっ!?』

　メルティアが顔をのけぞらせ、喉のどから苦痛の呻うめきを洩らす。

　慌ててユピテルは紋もん様よう型がた防ぼう御ぎよ界かいを展開した。巨人の体表面に蛮ばん族ぞくの刺いれ青ずみを思わせる赤い紋様──炎の疑似精霊サラマンデル──が浮き上がり、高圧電流によるダメージから胴体をガードした。

　最初から紋様を展開しておけばダメージは少なかったのだが、それでは掌の中にいたアルノーを焼き殺してしまっただろう。

〈だ、大丈夫!?〉

〈心配ない……これで、奴の動きを……止められた！〉

　人間より遥はるかに優すぐれた視力を有する、巨大な紅こう玉ぎよくにも似たメルティアの視覚器官。

　その視線はいま、ダムダルの背中の一点に注そそがれていた。

　動く岩山のような擬獣の背に張り付いた、二つの人影──アルノーとラッセル。

　初めにダムダルの体側に組みついた瞬間、メルティアはアルノーの身体を擬獣の背に移していたのだ。──正確には、アルノー自身が絶ぜつ妙みようのタイミングで飛び移ったのだが。

「待ってろよ……ラッセル……」

　傭兵は手足をいっぱいに伸ばして擬獣のごつごつした外皮につかまり、蟹カニが這はうようにして少年の方へとゆっくり近づいていった。

　片やラッセルは、もはや悲鳴を上げることもせず、石せき筍じゆんのごとく突き出した外皮の一部にしがみついたまま硬直している──気を失っているのかもしれない。

　ダムダルはまだ気づかない。

　電撃が効かぬと見るや、今度は熱による攻撃に切り替えた。

　二本角を白熱させ、巨人の胴を焼き切ろうと凄すさまじい力で締め付けてきたのだ。

　炎の紋様と擬獣の角──両者がせめぎ合うように輝きを強め、錬金術的な熱反応が呼び起こす火花が激しく四し散さんする。

　ジュウウウゥ……衝角に挟はさまれたメルティアの腰よう部ぶが徐じよ々じよに溶よう解かいを始め、滲にじみ出した紫の体液が沸ふつ騰とうして白はく煙えんを上げた。

『くぅ……あぁっ!!』

〈頑がん張ばってメルティア！　あと少し──！〉

　同じ頃、ダムダルの背では──。

「おい、ラッセル！　俺だ──つかまれっ!!」

　少年の身体まであとわずかの距離に接近したアルノーが、右手を伸ばして必死に呼びかけていた。

「ア、アルノー……？」

　ようやく声が届いたか──固く閉じていた少年の瞳ひとみがうっすらと開かれ、驚いたように傭兵の方を振り向く。

　その瞬間、それまでの緊きん張ちようが一気に緩ゆるんだのか。

「あ………」

　今度こそ本当に意識を失い──。

　両手を放してストンと下に落ちた。

「わあああぁ──っ!?」

　アルノーの頭の中が真っ白になった。自らも手を放すと大声で喚わめきながらダムダルの体表──斜しや面めんというよりほぼ垂直の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに近い──を駆け下り、滑り落ちていくラッセルを必死で追う。

　間一髪、外がい套とうの襟えり首くびに手が届いた。

　華きや奢しやな少年の身体を強引に右腕一本で抱え込み──二人して空中に放り出される寸前、辛かろうじて目の前に突き出した外皮の出っ張りに左手でぶら下がった。

　その直後、眼下十数メートルの地面がチラリと視界を過よぎる。

「ふぅ。……危ねー、危ねー」

　ぎろり──。ダムダルの眼球が動いた。

　アルノーが背中を駆け下りた震しん動どうで、ついに二人の存在を察さつ知ちしたのだ。

　グオオオオオォッ

　それまで黒い火成岩の崖がけにしか見えなかった外皮の各所に亀き裂れつが走り、内部から長さ二メートルほどの〝棘とげ〟が次々と飛び出し始めた。

「げっ……!?」

　メルティアを捕らえている衝角に比べれば遥かに小さいが、人間くらいならたやすく串くし刺ざしにできそうな肉色の針山。それはダムダルの頭の方から発生し、ハリネズミが体毛を逆立てるようにもの凄すごいスピードでアルノーたちの方に迫ってきた。

「くっ……！」

　アルノーはラッセルの身体を抱えたまま、息を吞のんでその光景を見つめていたが──。

「ええい、ままよ！」

　意を決し、自ら擬獣の体表を蹴けって空中に身を躍おどらせた。

　まさにその瞬間、二人がいた場所からも無数の棘が突出する。

「……！」

　アルノーは落下の速さと角度を冷静に読みながら、タイミングよく足下に突き出した〝棘〟の側面に飛び乗った。その後は空いている手と足をフルに使って棘から棘へと乗り移り、器用に落下の加速度を殺していく。

（そーいや、ガキの頃遊んだ寄よせ木ぎ細ざい工くの玩がん具ぐに、こんなのがあったよなぁ……あれは何てったっけ）

　いささか場ば違ちがいなことを思い出しながら──。

　やがて樹海からひときわ高く突き出した梢こずえの一つを狙い、大きく跳躍した。

〈──今よ！〉

〈よしっ！〉

　傭兵と少年の姿が森の中に消えた、その瞬間。

　メルティアは両手を前方にかざすと、防御と並行してユピテルが抽出しておいたエーテルを光元素フオトンの矢に変へん換かん、ダムダルの顔面に放った。

　ジュヴァア──ッ!!

　至近距離からの直撃が岩のごとき外皮を粉ふん砕さいし、紫の血と光の粒りゆう子しが混じり合い飛び散った。

　ギィアアアアアアアッ!?

　擬獣の口こう腔こうから悲鳴が迸ほとばしり、巨人の腰を締めつけていた衝角の力がわずかに緩ゆるむ。

〈！〉メルティアは両手で衝角を握にぎりしめると（巨人にしては）細い腕に似合わぬ力で一気に押し開いた。

　器械体操を思わせる優ゆう美びな動きで、片足を大きく前方に振り上げ──。

　次の瞬間、渾こん身しんの力を込めてダムダルの頭部に打ち下ろした。

　グシャアッ!!

　落差十数メートルの踵かかと落おとしが見事に決まり、たった今〝光の矢〟が抉えぐった場所に銀色の足首が踝くるぶしまで深々とめりこんだ。

　元から目立たなかったダムダルの頭はぐしゃぐしゃに潰つぶれて陥かん没ぼつし、もはやその原型をほとんど留とどめていない。

　擬獣の四し肢しが力無く折れ、どっと地じ響ひびきを立てて大地に腹はら這ばいになる。

　メルティアは沈黙したダムダルの衝角につかまったまま、今度は両足を揃そろえて振り上げた。

　そのまま空中で一回転、綺き麗れいにとんぼをきって背後の地面に着地。

〈一〇・〇〇！　──なーんてね。あ～ん、審査員がいないのが残念だわっ〉

〈気を抜くなっ！　ヤツはまだ生きてるぞ！〉

〈へ？〉

　ングゥルルルゥルルルゥ……。

　不気味な唸うなり声が上がった。

　見れば、頭部を潰されたダムダルが再び起き上がっている。

　頭など飾りにすぎない──とでもいうように、衝角を振りかざして至近距離から体当たりをかけてきた。

〈──!!〉

　ユピテルがエーテルを抽ちゆう出しゆつするより先に、

　ガシュウッ!!

　衝角の先せん端たんをメルティアが両手で受け止め、そのまま背後に倒れ込んだ。

　視界いっぱいにのしかかる、擬獣の黒い影。

『うおおおぉ──っ！』

　巨人の喉から獣のような叫びが上がり──。

　次の瞬間、ダムダルが大きく宙を舞っていた。

　大地に仰あお向むけに倒れたメルティアの右足が、空に向けて真っ直ぐ伸ばされている。

　ダムダルの突撃にあえて逆らわず、逆に利用して後方に投げ飛ばしたのだ。

　岩山のような巨獣の体が束つかの間、空中に静止し──シュールな抽ちゆう象しよう画がのごとき構図を描いた直後、慣かん性せいと万ばん有ゆう引いん力りよくの定める軌き道どうに従って大地に激突した。

　樹海の木々が地震に見舞われたようにざわめき、ダムダルは腹を上に向けた格好で胴体半分まで地面にめり込んでいた。

　べぎっ、めきめきめきぃっ──。

　巨大な自じ重じゆうが仇あだとなり、己の骨こつ格かくと内臓を押し潰していく異い様ような響き。

　尻尾しつぽと四本の足がビクビクと痙けい攣れんしていたが──やがて止まった。

〈はあ～……メルティア、あんたいつの間に格闘術なんて覚えたの？〉

〈何をいってる？　おまえ自身の記憶にあった投げ技だぞ〉

〈そーいや、異術学院の授業に護ご身しん術じゆつの科目もあったっけ……〉

　ユピテルの肉体と精神を融合したメルティアは、当然、彼女の記憶や知識をも共有する立場にある。必要とあれば、ユピテル自身も忘ぼう却きやくしているような無意識の領域にアクセスし、自在に情報を引き出すことが可能なのだ。

〈すっかり忘れてたなー。ほら、あたしってばか弱い女の子だし♡〉

〈覚えてないのか？　参照した記憶によれば、おまえは今の技の練習中にあのルスカとかいう小僧の肋あばらを叩き折っているが〉

〈ぜーんぜん。そんなの日にち常じよう茶さ飯はん事じだったもん〉

　あっけらかんと答える。

〈……まあ、どうでもいいが〉

　メルティアはゆっくり立ち上がり、身体についた泥どろと枝えだ葉はを軽く払った。

〈慣れてくるとなかなか面白いな、人間の身体も。初めのうちは手足が細すぎるのが不安だったが、その分可動範囲が広いから、相手の体格や力に応じて実に柔じゆう軟なんに闘える〉

〈ちょっとメルティア？　あたしの身体は別に白はく兵へい戦せん兵へい器きとして設計されてるワケじゃないのよ。お願いだから、もー少し丁てい寧ねいに扱あつかってよねっ。割れモノよ割れモノ。女の子の身体って、マシュマロみたいに脆もろくてデリケートなんだから！〉

〈ふむ。いわれてみれば、胸と尻のあたりに少々無む駄だな肉が多いかな〉

　見事に膨らんだ銀色のバストをぐいっと両手で持ち上げ、

〈──特にこれ。ふっ、重くてかなわん〉

〈うう。嫌みなヤツ……〉

　同世代の女友達に比べて限りなく発はつ展てん途と上じような自分本来の体型を思い出し、ユピテルはほんの少し落ち込んだ。

〈……ま、いーわ。そんなことより、ケガの手当てをしなくっちゃね〉

〈そうだな……頼む〉

　メルティアの腰の両りよう脇わき、黒く焼け爛ただれた傷きず跡あとがふいに青白い光を放ち、腫はれが引くように見る見る癒いえていく。

　エーテルによる自己再生能力である。

　傷の治療はユピテルに任せ、メルティアは顔を上げてアルノーたちの姿を捜さがした。

〈確か、あのあたりに落ちたはずだが──〉
















　二人が飛び降りた場所に見当をつけると、巨人は森をかき分けながら移動を開始した。

〈かなりの高さだった……ラッセルにケガがなければいいんだが〉

〈大丈夫だって。アルノーのことだもの、うまく手て頃ごろな木に飛びついたわよ〉

〈それにしても──大した奴だな、あのアルノーという男。先刻の身のこなし、わたしから見てもとても人間わざとは思えなかったぞ〉

〈そーかしら？　契約傭兵ってくらいだから、普段から鍛きたえてるんじゃない？〉

〈普通の人間でも、鍛えればああまで動けるものなのか？〉

〈さあ……アルノーってば、昔の話はあんまりしてくれないから……〉

〈不思議に思わないのか、ユピテル？　もう何ヶ月もの間、あの男と行動を共にしているのだろう。わたしの気にかかっているということは、おまえの心にも同じ疑問が生じているということだぞ〉

〈それをいったら、あたしだって父さんのこととか、まだ彼に打ち明けてないもの……前に訊きかれた時は、うまくはぐらかしちゃったし〉

〈…………〉

〈──知らなくたっていいよ。あたしと弟はアルノーのこと信用してるし、彼だってあたしらのこと、たぶん信じてくれてる……今のままで、充分だと思う〉

〈ふうん？　そんなものか〉

〈何よぉ。らしくないじゃないのメルティア？　あんたが弟以外の人間に興きよう味み示すなんてさ──あーっ、さては気があるナ？〉

〈！　馬鹿をいうな。わたしは、ただ──〉

　メルティアがむきになって反はん駁ばくしようとした時──。

　何かがいきなり巨人の首に巻きつき、凄まじい力で背後に引きずり倒した。

『うぐっ!?』〈な、何!?〉

　太さ三十センチはありそうな肉色の管くだ──いや、触しよく手しゆ。

　首だけではない。何ど処こからか伸びてきたそいつは透明な粘ねん液えきを垂たらしながらメルティアの手足や胴体──体中至る所に絡みついて強引に引き寄せているのだ。

　背後を振り返ったメルティア／ユピテルの視界に、異様な光景が映った。

　たった今倒したはずの大型擬獣──ダムダルの腹にざっくりと割れ目が走り、内部から伸びた数十本の触手が糸いと蚯蚓みみずのように蠢うごめいている。

〈何なんだ、こいつは!?〉

〈こいつ、ダムダルじゃない！　ダムダルの体内に寄き生せいしてた、全然別の擬獣よ！

　──ってことは、まさか!?〉

　抵抗する間もなく、メルティアの身体は死し骸がいのすぐそばまで引きずられていった。手足をがんじがらめにされ、擬獣の腕力をもってしても容易に身動きがとれない。

　ブバッ!!　ダムダルの胴体が大きく裂け、中からさらに百本以上の触手が飛び出した。獲え物ものを捕らえた磯いそ巾ぎん着ちやくのごとく、四方八方からメルティアに襲いかかってくる。

〈でええ～～っっ!?　きっ、キモチ悪いいいっ!!〉

　半ばパニック状態に陥おちいりつつも、ユピテルはあらん限りのエーテルを抽出し紋様型防御界を強化した。

　ぬちゅっ。ねちゃっ。じゅるるるる──。

　紡ぼう錘すい状じように膨らんだ触手の先端がメルティアの肌をいやらしく嘗なめ回し、炎の紋様と反応して白煙を立ち上らせる。溶よう解かい性せいの液体でも分泌しているのか──防御界の守りがなければ、あっという間に全身穴だらけにされている所であろう。

　その時になってようやく敵の意図を理解し、ユピテルは愕がく然ぜんとした。

〈こいつ……今度は、あたしらの身体に寄生するつもりなんだ！〉

　大型擬獣ダムダルの体内に寄生し意のままに操あやつっていた〝そいつ〟は、ダムダルを倒したメルティアを宿やど主ぬしとすることで、より強く新しい肉体を手に入れる魂こん胆たんなのだろう。

　外皮の一ヶ所でも破れれば触手はそこから体内に侵入し、宿主の肉と内臓を食い荒らしながら身体の隅すみ々ずみにまで根ねを張り巡らせる──おぞましい光景がユピテルの脳のう裏りを過よぎった。

〈冗談じゃないわ！　これ以上、身体ン中に居い候そうろう抱かかえる余よ裕ゆうなんてないわよ!!〉

〈それはわたしに対する皮ひ肉にくか？　ユピテル〉

〈だああーっ！　仲間割れしてる場合じゃないでしょーがっ!?〉

　ずるり。ずずずずずずず──。

　擬獣の骸むくろの中から、音を立てて異い様ような物体が這い出した。

　大だい蛇じやのようにも見えるそれは、触手ではなく無数の頸けい骨こつが連つらなる脊せき椎ついだった。

　太さはほぼ人間と同じくらい。ただし長さは十数メートルもある脊椎の先端に生えた〝顔〟が、鎌かま首くびをもたげメルティアの眼前に近づいてきた。

　皺しわに覆おおわれ、ぶよぶよと揺ゆれる灰色の肉にく塊かい──剝むき出しの大脳の下で、外がい眼がん筋きんに支えられた二つの眼球が、手足を縛ばくされた巨人の身体を値ね踏ぶみするかのように眺ながめている。

　脳の前面、前頭葉の中央に埋め込まれた正逆三角形の結晶体が、翠すい玉ぎよくを思わせる緑色の光に点滅していた。

〈こいつ、人間なのか……？〉

〈やっぱりだわ──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の擬ぎ獣じゆう兵へい！　大型擬獣に寄生して操るタイプね!?〉

　敵の正体を見破った瞬間、ユピテルの心の中で何かが弾はじけた。

〈なめるな──っ!!〉

　メルティアの両腕が青白いアストラル光を放った。同時に肘ひじのあたりから鋭い刃物状突起ブレードが突出し、腕に巻きついた触手を切断する。

　防御界バリユームによるコーティングで切れ味を強化した肘のブレード、および爪そう刃じんを振るって下半身に絡む触手を斬り飛ばすと、転がるようにして前方に離脱。

　素早く立ち上がり擬獣兵の本体に向き直ると、両手を上げ手首のあたりで十字に組み合わせる。左右の腕に抽出されていたエーテルが接せつ触しよく点てんで合流した瞬間、物理的な破壊力を伴ともなう光元素フオトンに変換され、燦さん然ぜんたる光の奔流ルミナス・カスケイドと化して照しよう射しやされた。

　極光オーロラのごとき集しゆう束そく光こうが標的目がけて突進する──だが直撃の寸前、擬獣兵の前方空間が肉眼で判わかるほど歪わい曲きよくし防御界を形成した。

　膨大なエーテルの力オプスが同じエーテルの障しよう壁へきに堰せき止められ、巨大な光球と化して瞬時に膨れ上がる。

〈無駄よ！　ヤツには止められないわ！〉

　ユピテルの言葉通り──次の瞬間、光球は風船が割れるように擬獣の側で弾はじけ、防御界を貫かん通つうした熱衝しよう撃げきがダムダルの死し骸がいもろとも擬獣兵の脳を爆ばく砕さいした。

　炭たん化かしたダムダルの肉塊が白煙を引いて森の中に四し散さんし、生木と肉の焦こげる悪臭が周囲一帯に立ちこめる。

〈ひゃっほう☆キまったーっ!!〉

　ユピテルの意識が興奮した様子で歓声を上げた。

　もし身体があれば、その場で飛び上がって手を叩いたことだろう。

〈凄い凄ーい！　異術学院にいた頃、遊び半分で考えついたオリジナルの戦闘異術だけど──まさか、実戦で使うハメになるとは思わなかったなぁ〉

〈何だ、それは？〉

〈まともに解放したら町一つ消滅させるくらいの力オプスを、目標周辺の空間だけに作用するよう制せい御ぎよして叩き込んだの。こんなの、人間の異術師がやったら自分の身体が消滅してるわよ。──うふふふ、さっすが擬獣のナイスバディね～。使い甲が斐いがあるわっ〉

〈……吞のん気きに喜んでいていいのか？　こんな芸げい当とうができるのも、要するに我々がすっかり融合してしまったということだろうが〉

〈うみゅ……い、今は忘れましょーよ。そーゆー不景気な話題は……〉

〈………〉

　ふいにメルティアが、がっくりと地面に片かた膝ひざをついた。

〈ど、どーしたの？　もしかして、さっきのケガで──〉

〈そうではないが……何だか、急に力が抜けた〉

〈あら。瞬間的に大量のエーテルを消しよう耗もうしたから、身体に負ふ荷かがかかったのかしら？

　──やっぱ過激すぎかなぁ、今の必殺技ルミナス・カスケイド〉

〈そのようだな。〝融合体〟を維い持じするのが辛つらくなってきた……いったん、人間の姿に戻るぞ〉

　大地にうずくまった巨人の身体を青白いアストラル光が包み込み、〝融合体〟が相そう変へん異いを開始する。

　数秒後──。

　巨人の姿は宙ちゆうに溶とけるように消え失うせ、再び静けさを取り戻した森の中に、青紫色のミニドレスをまとった若い女がぽつりと佇たたずんでいた。

　一七〇センチ弱の引き締まった肢体。

　軽くウェーブを描いて腰まで流れ落ちる長い銀髪。

　整いすぎてどこか造りものめいた印象すら与える美び貌ぼうとは裏うら腹はらに、少し吊つり気ぎ味みの紅い瞳には野生動物にも似た強い精せい気きが宿っていた。

　戯たわむれに人の姿を借りて出現した森の妖よう精せい──そう形容してもおかしくない美女である。

　だが、厳げん密みつにいえば〝彼女〟は妖精でも人間でもない。

　およそ百年前、不ふ世せい出しゆつの大錬金術師ゼルファナスによって生み出された人工生命ホモ・ファルサス。

　固有の実体を持たず、代わりに人間を含ふくむあらゆる生物に憑ひよう依いして己の〝器うつわ〟となすエーテル生命体。

　異術師の少女ユピテルの肉体を借りて誕たん生じようした疑似人間。

　それが〝彼女〟──メルティアの正体なのだ。




　数ヶ月前のことになる。

　廃はい都とフォラスに棲すむ大型擬獣として猛もう威いを振るっていたメルティアは、近きん傍ぼうの村人から怪物退治の依頼を受けて乗り込んできた異術師ユピテルに倒され、その直後ホモ・ファルサスの本能に従って「器を乗り換えた」──すなわちユピテルの肉体に憑依した。

　本来ならばそのまま〝融合〟──宿やど主ぬしの肉体と記憶をとりこんで疑似人間ホモ・フアルサスに進化する──を遂とげるはずであったが、〝器〟にされたユピテルが持ち前の強きよう[image: 靫]じんな意志力で抵抗したことから、事態は両者にとって予想外の展開を見せる。

　一つの身体の中に二人（？）の人格が共存したままで融合してしまったのだ。

　人間の少女ユピテルと擬獣メルティア──融合の初期段階において両者は不安定な相変異を繰り返していたが、港町カラナンに滞在中ついにメルティアがユピテルの肉体をとりこんだ。ただしユピテルの意識じたいは依い然ぜんとしてメルティアのエーテル体の中に残ざん留りゆうしているため、現在に至るも〝彼女〟は人間にも擬獣にもなりきれない、どっちつかずの状態が続いているのだ。

　肉体の所有権を巡めぐり当然のごとく激しくいがみ合っていた彼女らだが、ユピテルの弟ラッセルのとりなしもあり、現在はとりあえず共通の目的──再び分離してユピテルは元の身体を、メルティアは自分自身の〝器〟を得ること──を果たすため協力して旅を続けている。

　──そう。初めは、あくまでそれが旅の目的だった。

　サブナック、アッザムそしてカラナン──ホモ・ファルサスの造り主たるゼルファナスの〝遺い産さん〟を求めて、メルティア／ユピテルとラッセル、ついでに行きがかりで巻き込まれた契けい約やく傭よう兵へいアルノーの一行はヴァリシニア王国の各地を渡り歩いていたのだ。

　だが、カラナン沖合いの海底でついに発見した〝遺産〟は、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟を名乗るテロリスト集団によってまんまと奪うばい去られてしまった。

　異術師を主軸とした革命結社〝黒い太陽〟──公式の異術師協会と長らく対立し、武力による現体制の打倒を目もく論ろむ彼らもまた、ゼルファナスの叡えい智ちの精せい髄ずいともいうべき〝遺産〟の存在に目をつけていたのだ。

　カラナンで肉体を失ったユピテルの意識はしぶとくメルティアの中に留とどまり、その後彼女らは奪われた〝遺産〟──それは棺ひつぎを連想させる黒い金属製の筐きよう体たいに保管されていた──の行方ゆくえを追って新たな行動を起こしていた。




「要ようは、連中の立場になって考えてみるこった。お宝を手に入れたって実際に利用するつもりなら、まず海から引き揚げてどこかの拠点アジトに運ばなきゃなんねーだろ？」




　アルノーの意見に従ってカラナン周辺の海岸地形から揚よう陸りく地点を推定し、そこから内陸の町や村へと少しずつ捜そう索さくの網あみを広げていく。それは同時に、〝黒い太陽〟との本格的な対決をも意味していた。

　そして一週間前──この地方では中規模の商業都市にあたるフルーメンに滞たい在ざい中、下町の居い酒ざか屋やに入った一行の耳に、ついに手がかりになりそうな噂うわさ話ばなしが飛び込んだのだ。




『噓うそじゃねえ、俺ァ見たんだってば！』

『けっ。また始まったぜ、ホラ吹きハンスの──』

『ミザリアの森？』

『あの、擬獣どもがウヨウヨしてる──』

『──胡う散さん臭くさい連中が馬車で運んで、』

『……何だか棺かん桶おけみてえな……』

『黒い筐はこ』




　巨人と擬獣の激闘で樹木がなぎ倒され、さらには両者の戦闘異術のあおりを食って広こう範はん囲いに焼き払われた原生林──ミザリアの森の一角は、あたかも焼やき畑はた農のう法ほうで開拓された即席の耕こう地ちのごとき有あり様さまを呈ていしていた。

〈まったく油断もスキもないわよね。こ～んな辺ぴな場所にまで、ヤツらの手先が待ち伏せてるんだからっ〉

　一面の焦しよう土どと化した周囲を眺ながめるメルティア──今は人間の女に姿を変えている──の心に、ユピテルの意識が語りかけてきた。

　彼女もまた、メルティアの目を通して同じ光景を見ているのだ。

〝黒い太陽〟の生物兵器──彼らが〝擬ぎ獣じゆう兵へい〟と呼ぶ怪物──とメルティアたちが初めて交戦したのは、カラナンの海で〝遺産〟の回収にあたった時のことだった。

　擬獣兵の能力については不明な部分も多いが、どうやらその正体は特とく殊しゆな処しよ置ちを施ほどこされた人間の兵士で、自ら擬獣に相変異するものと別の擬獣に寄生して操るもの、二種類のタイプが存在しているらしい。

　カラナンを後にしてから今日までの間にも、人ひと気けのない山中などで数回〝黒い太陽〟のメンバーと思われる男たちの襲撃を受けていたが、敵のグループには人間の兵士に混じって虎とらや狼おおかみを思わせる半はん獣じゆう身しんの怪物の姿があった。

　もっともその時は〝遺産〟から手を引かせるための脅おどしにすぎなかったのか、メルティアが擬獣の正体を現して反撃すると襲撃者たちは慌あわてて退たい却きやくしていったが──。

〈──でも、これでフルーメンの町で仕し入いれた情報に裏が取れたってワケね。わざわざ連中の方から、この近くに組織の拠点があるって教えてくれたよーなものよ〉

「………」

　得意げに続けるユピテルの話を聞いているのか、いないのか。

　メルティアは複雑な表情で、白煙の燻くすぶる焼け野原に点々と転がる名も知れぬ擬獣兵の屍しかばね──といっても、もはや原型を留とどめぬ黒炭の塊に過ぎなかったが──を見つめていた。

〈ん。どったのメルティア？　まだ具合が悪いの？〉

「奴は、わたしの……いや、我々の身体に寄生して乗っ取るつもりだったんだな？　わたしが、おまえの身体を〝器〟にしたように……」

〈まーね。でもこいつは、あんたの〝眷けん族ぞく〟じゃないわよ。おおかた〝黒い太陽〟が自前の技術で開発した、ホモ・ファルサスのまがいモノってとこね。

　擬獣の体に人間の脳を移植して手て懐なずける──擬獣災害が今よりずっと深刻だった時代に、ソシエタスでも似たような研究をやっていたって聞くわ。もちろん他の擬獣に対抗させるためだけどね。もっとも発想があまりに外げ道どうなんで、動物実験の段階で中止になったそうだけど〉

「同じことさ。こいつもわたしも……他の生き物の身体を奪うばって生きる、あさましいバケモノだ」

　やや自じ嘲ちよう気ぎ味みにメルティアがつぶやいた。

　かつては本能だけで生きる擬獣だったメルティアは、〝器〟であるユピテルの記憶──知識と経験、さらには無意識の領域も含めた全人格──を取り込んだことで、人間と変わらぬ知性と自我を手に入れた。だがそれは、自分が人間の手によって造られた怪物である現実をも認識させるという、彼女にとって皮肉な事態を招いていた。

　人間でも擬獣でもない自分は、いったい何者なのか──。

　合体した当初──己以外の擬獣やホモ・ファルサスに対し一切共感を示さないメルティアの非情なまでの闘いぶりに接し、ユピテルはそれも擬獣の闘争本能のなせる業わざと単純に解かい釈しやくしていた。

　だが〝融合〟を終えた今は、それが認識不足であったことがよく解る。

　精神面で人間に近づけば近づくほど、メルティアの中では擬獣でありホモ・ファルサスである自分自身への嫌けん悪おが募つのっていたのだ。

〈……そりゃまあ、取り付かれる方の迷惑は似たようなもんだけど……けどさ、あんたがあたしを〝器〟にしたのは、本能だか何だかとにかく不ふ可か抗こう力りよくだったワケでしょ？

　でもこいつは〝黒い太陽〟のテロリスト──自分の意志で生物兵器に成り下がった確信犯だもの。同情の余地なんかないわ！〉

「別に同情する気はないが……ただ、理解できない。元はこいつも人間だったのだろう？　なぜ立派な自分の身体を持ちながら、好き好んでわたしのような怪物になりたがる？」

〈えーっとね。自分の主義主張いいぶんを暴ぼう力りよく沙ざ汰たで押し通そうとする連中をテロリストって呼ぶんだけど……宗教にしろ理念イデオロギーにしろ、思い入れが行き過ぎちゃった連中ってのは、自分の身体生命なんかどーでもよくなっちゃうらしいのよね。あたしには、ちょっとついてけない世界だけど……〉

「………」

〈だから、その擬獣兵にとっては組織の大たい義ぎが最優先で──自分が人間を辞やめることなんて、きっと大した問題じゃなかったのよ〉

「奴らの目的は、いったい何なんだ？」

〈〝黒い太陽〟ってのは、古典錬金術における〝黒ニグレド〟の過程──要するに鉛なまりが純じゆん金きんに変へん成せいする前の腐ふ敗はい段だん階かいを象しよう徴ちようする言葉なんだけどね。世界を新たな黄金時代に導みちびくため徹てつ底てい的てきに破壊して暗黒の底に沈しずめる──錬金術思想に基もとづく世界改革ってのが連中の主張なのよ〉

「それで、革命か……」

〈知るもんですか！　そりゃーあたしだって、今の王国政府やソシエタスが絶対の正義だとまではいわないけど……でも、あたしは〝黒い太陽やつら〟を認めない。人間であることを──自分が自分だってことを平気でポイ捨てできる連中の起こす革命なんて、どーせロクなもんじゃないわ！〉

「ラザルス、フラーマ、アルラウネ……他にもいるといっていたな」

　敵の組織に身を投じた〝眷族〟──同じ疑似人間ホモ・フアルサスたちの名をつぶやき、メルティアは軽くため息をついた。

「──連中とも、いずれまた遭あうことになるのだろうな」

〈関係ないわよ、他の連中がどんな道を選ぶかなんて！　メルティア、あんたは自分の信じた通りに行動している──それでいいじゃない〉

「………」

〈あたしがあんたのこと許したのはね、出しゆつ自じはどうあれ、借り物じゃない自分になろうって頑張ってるあんたが好きになったからよ……それだけは覚えといてね〉

「……すまんな」

「おい、どうなってんだ!?　この焼け跡──」

　背後からかけられる声。

　メルティアが振り返ると、野や戦せん服ふくの若者が森の奥からこちらに近づいてくる姿が見えた。

　背中には気絶した少年を背負っている。

「アルノー！　ラッセル！」

　元気いっぱいの声と共に──。

　銀髪の女のすぐ隣に、もう一人の少女の姿がふわりと浮き上がった。

　赤いフェルト地のケープを翼つばさのように広げ、その下は白のブラウスに丈たけの短いプリーツスカート。

　赤みがかったショートヘアに、くりっとした大きな瞳。

　そして前髪の間からのぞく緑色の結晶体──〝タブレット〟。

　メルティアの〝器〟、異術師ユピテルだ。

　本来の肉体はメルティアに融合されてしまったが、辛うじて精神部分をホモ・ファルサスのエーテル体に組み込んだため、短時間ながら疑似精霊として実体化できるのだ。

　森から出てきたアルノーは仰天したように立ち止まった。

　もっとも彼を驚かせた原因は宙に浮かんだユピテルの姿ではなく、焼け野原と化した周囲の惨さん状じようであるが。

「これも──その、戦闘異術かよ？」

「えへへー。必殺技☆」

　得意げに胸を張る精霊ユピテル。

「おーこわ……間違っても、町中じゃ使うなよ」

　いいながら、アルノーは腰を屈め背中のラッセルを地面に降ろした。

「ラッセル……？」メルティアが心配そうにしゃがみこむ。

「心配すんな。ショックで気を失ってるだけだ」

「……よかった」

　少年の頭を膝に乗せ、疑似人間の女は安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。

　ユピテルを〝器〟とすることで自我と知性を手に入れたメルティアが、最初に心を開いた人間がユピテルの弟ラッセルである。

　疑似生命体である彼女が、初めて自覚した個としての感情──そして彼女自身の人格が固まっていくにつれ、その想おもいはますます強まっているようであった。

「で、あの岩山みたいな擬獣は──吹っ飛んじまったか」

「奴は〝黒い太陽〟の擬獣兵に操られていたのよ」

　ユピテルが説明する。

「カラナンで闘ったネトロゾーマと同じパターンね。この森に棲すむ大型擬獣に仲間の兵士を寄生させて、忠実な生物兵器に仕し立たて上げたんだわ」

「──！」

　傭兵の若者は眉をひそめ、改めて地面に散乱する擬獣の残ざん骸がいを見渡した。

「やれやれ、大型擬獣が用よう心じん棒ぼう代わりってわけかよ……適かなわねーなぁ。ひょっとして俺たち、えらい組織を敵に回しちまったんじゃねーのか？」

「承しよう知ちの上だ。──それとも、おまえはここで手を引くか？」

　メルティアが冷ややかに尋たずねる。

「馬鹿いえ！　ここまで来て、尻尾しつぽ巻いて逃げられるかよ。──でもなぁ。俺やおまえさん方はともかく、この坊やは……」

　ちょうど、その時。

「う～……ん」

　微かすかな唸うなり声を上げて、ラッセルが意識を回復した。

　ふっと瞼まぶたを開き、まるっこい瞳をきょろきょろ怪け訝げんそうに動かす。

「!!」

　そこで初めてメルティアと目が合い、頰ほおを赤らめ慌あわてて起きあがった。

「大丈夫か？　ラッセル」

「ぼ、ぼ、ぼく……」

「心配ない。あの擬獣は片づけた」

「あ……」

　呆気あつけにとられた顔つきで周囲を見回し──。

　やがて、がっくり肩を落としてすすり泣き始めた。

「ごめんなさい……ぼく、ぼく……また、みんなに迷めい惑わくかけちゃった……」

　しゃくりあげる少年を見守りながら、メルティアとアルノー、そしてユピテルの疑似精霊は気まずそうに目め配くばせし合った。

「あのね、ラッセル？」

　一同を代表するように、姉のユピテルが口を開く。

「心配しないで。誰もあんたのこと迷惑だなんて思ってないから……ただねー」

「……え？」

「こっから先は、やっぱりあんたにはキツすぎるわ。だから、一足先に家に帰ってなさいよ」

「か、帰れ……って……」

「取りあえず、フルーメンまで送ってあげる。あとは馬車を雇やとって、ソシエタスの支部のある大きな町に行って……それくらいは、一人でできるわよね？」

「そんな……やだよ！　今さら、何でぼくだけ追い返すのさ!?」

　そう叫んでから、助けを求めるようにメルティアを見上げる。

「約束したよね!?　君に本物の〝器〟を見つけてあげるって──」

　疑似人間の女は、少し辛そうに目を伏ふせた。

「ユピテルのいう通りだ……気持ちは嬉うれしいが、おまえをこれ以上危険な目に遭わせたくない」

「そんな……そんな……」

　ラッセルは肩を震ふるわせ、ぶんぶんかぶりを振った。

「帰れない！　今さら家になんか帰れないよ！　姉さんだって知ってるだろ、父さんがぼくを養よう子しに出したがってること!?　あの家に、ぼくの居い場ば所しよなんてないもの──。

　帰りたくない！　どんなに危険でもいいから、ぼくはみんなと一緒にいたいよ！」

「……しょーがないわねえ」

　きゃああああああっ

　ぴくっ、とメルティアが顔を上げた。

「──いま、人間の声が聞こえた」

「俺もだ。何だか、女の悲ひ鳴めいみたいだったな」

　耳を澄ませながらアルノーがうなずく。

「あたしら以外に、誰かいるのかしら？　こんな擬獣の棲せい息そく地域に……」

　四人は訝いぶかしげに悲鳴の聞こえた方角を見やった。

「……行って見よーか？」

「ほっとけ。我々には関わりのないことだ」

　と、にべもなくメルティア。

「この森は、地元の人間ですら近づかない危険な場所なのだろう？　自分で自分の身を護まもれない者は、最初から来なければいいのさ」

「あ、こら！　そーゆー利り己こ的な態度は、人としてかなり問題あるわよっ」

「何とでもいえ。どうせわたしは人間ではないし、人間の番犬になるつもりもない」

　そういって、ぷいとそっぽを向いた。

　ひぃいいいいいいっ

「今度は男の声？　アベックでも襲おそわれてるのかな」

「ねえ、可か哀わい想そうだよ……た、助けに行ってあげようよ！」

　半ば叫ぶように、ラッセルがいった。

「ぼ、ぼくがいえる筋すじ合あいじゃないけど……でも、困った人は助けてあげなくちゃ」

　メルティアは振り向いて少年の顔をじっと見つめていたが、やがて髪をかき上げ、諦あきらめたように苦く笑しようした。

「──判わかったよ。行こう」

「あっきれた。現金な女ねーっ……！」

　絶句するユピテル。が、すぐに気を取り直すと。

「そーと決まれば──善は急げよ！」

　それだけ言い残して、少女の姿は空中にかき消えた。

　疑似精霊の姿を解といて意識だけの状態に還かえったのだ。

　同時に、悲鳴の上がった方角を目指しメルティアが走り出す。

「ラッセル、おまえはここで待ってろ！」

　アルノーはそう叫ぶと、先刻は出番のなかった突撃拳銃を腰から抜いてメルティアの後を追った。




「な、何だ、こりゃあ……？」

　突撃拳銃を構えたアルノーが、困こん惑わくしたようにつぶやいた。

　先に現場に到着していたメルティアも、すぐには手を出さず警けい戒かいしたように身み構がまえていた。

　男女の悲ひ鳴めいを聞いて駆けつけてきた彼らの頭上──真昼の陽光を遮さえぎる樹冠の間に、生なま白じろい物体が複数かいま見えた。

　地上からおよそ七、八メートルの位置にぶら下がったそれは、たわわに実った果実に、あるいは閉じた蕾つぼみのようにも見えるが、ただし一個の直径が二メートル近くある。

　果実のうちの一つ──ひときわ巨大に膨らんだ実が、ビクンッビクンッと生き物のように蠢しゆん動どうしていた。

　いや、正確には果実の内部にいる何者かが蠢うごめいているのだ。

「──人間!?」

　半透明の果か皮ひから透すけて見える黒い物体──それは〝果実〟の中で苦しみもがく二つの人影だった。

　先せん刻こくの悲鳴の主であろうか。

　シュルルルルルルッ。

　風を切る音と共に、細長い紐ひも状じようの物体がメルティアとアルノーに襲いかかった。

「──！」

　とっさに擬獣兵の触手を連想したが、そうではない。

　樹上から伸ばされたそれは触手というより、多くの葉と巻きヒゲを生やした植物の蔓つるに近い形状をしていた。

〈気をつけてっ、捕まっちゃダメよ！〉

　ユピテルに警告されるまでもなく──。

　メルティアは半ば反射的に両手の指先を鋭い刃──爪刃に変形させ、上から襲いかかる蔓の群を切断した。

　切り飛ばされて地面に落ちた蔓は、切断面から紫色の液体をまき散らしながら、断末魔の蛇のごとく草むらの中を跳ね回った。

「何だ、こいつも擬獣なのか？」

〈植物型擬獣ザシュラン──あの蔓からは、神経を麻ま痺ひさせる毒が分ぶん泌ぴつされてるのよ。いったん巻き付かれたら、擬獣や異術師だって助からないわ！〉

「──やれやれ。愉ゆ快かいな仲間たちが続々登場だな」

　ぼやきながらも、爪刃を振るって新たに襲しゆう来らいする蔓を迎げい撃げきするメルティア。

　背後では、拳銃を野戦用ナイフに持ち替えたアルノーが、やはりザシュランの蔓を相手に奮闘している。

　防戦の合間を見て、メルティアはアルノーの方に振り向き叫んだ。

「ユピテルによれば、奴の〝本体〟はあの白い果実らしいぞ。蔓の方はわたしが引き受けたから、さっさと片づけろ！」

「！　おうっ、判った！」

　ナイフを鞘さやに収めると、アルノーは再び突撃拳銃を抜いて樹上に垂れ下がる楕だ円えん形けいの〝果実〟を狙った。

　──だが、撃てない。

　半透明の〝果実〟──ザシュランの本体に吞み込まれた二人の犠ぎ牲せい者しやが、まだ生きてもがいているのだ。

　舌打ちして射しや撃げき姿し勢せいを解くと、拳銃の銃じゆう身しんを折って素早くカートリッジを交換した。

「アルノー、何をグズグズしている!?」

「──うるせぇ、待ってろ！」

　三たび拳銃を構え直す。今度は躊躇ためらいなく引き金を引いた。

　発射された弾頭が〝果実〟に命中して炸さく裂れつ。黄色い煙と共に形けい容ようし難がたい異い臭しゆうが辺り一面に漂った。ただそれだけのことで、擬獣の本体にはさしたるダメージも与えていない。

　にもかかわらず──それまでうねうねと宙を舞っていたザシュランの蔓が、突然収しゆう縮しゆくして樹上に戻ったかと思うと、それきり鳴りをひそめてしまった。

「何だ、今のは？」

「マンドラゴラの粉ふん末まつを仕込んだ臭気榴弾スメル・グレネードだよ。どういうわけか、擬獣はこの臭においをえらく嫌きらうらしい」

「うっ。確かに、イヤな臭いだ……」

　メルティアまでが鼻を押さえ、露ろ骨こつに顔をしかめている。

　現在は人間の身体を〝器〟にしているとはいえ、擬獣の時代に持っていた味み覚かくや嗅きゆう覚かくに関する嗜し好こうはそうたやすく変えられないのだろう。

「もっとも、こいつで動きを封じられるのはほんの二、三分だけどな──」

　そこまでいうと、芝居がかった仕し草ぐさでメルティアの前に跪ひざまずき、

「──というわけで、プリンセス・メルティア！　恐れながら、あの者たちを救うのに姫のお力を拝はい借しやく致したく存じます」

「わたしが行くのか……」

「そんな顔すんなよ。たまには人助けもいいもんだぜ。へへっ」

「ふんっ。調子のいい奴め！」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう──といった感じで、メルティアは大地を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　豹ひようのように素早い動きで樹上に駆け上ると、嫌そうに鼻を押さえながら、二人の人間を閉じこめたザシュランの果実をのぞき込む。

　細かい容よう姿しや年齢は判らないが、どうやら背はい囊のうを背負った旅行者風の男女らしい。

　半透明の果肉の中で女の方は既すでに動きを止め、まだ意識の残っているらしい男の方も弱々しく手足を動かしているのみであった。

「助かるのか？　こいつらは」

〈ザシュランはねー、本体の中に取り込んだ獲物をすぐには殺さず、丸一日かけてじっくり養よう分ぶんを吸収していくのよ。しかも意識のある状態でね。最後の数時間は、犠牲者にとってまさに生き地獄だって聞くわ〉

「ふっ、惨みじめな死に方だな。この二人、普段の行いがよほど悪かったとみえる」

　マンドラゴラの臭いが気に障さわるのか、八つ当たり気味にメルティアがいう。

〈ちょっと、気の毒な被ひ害がい者しやに対してそーゆー言い方はないでしょ!?　今なら充分間に合うんだから、四の五のいわずにさっさと助けてあげなさいってば!!〉

「判った判った。──判ったから、頭の中でぎゃあぎゃあ喚わめくな！」

　不ふ機き嫌げんそうな怒ど号ごうと共に爪刃を一いつ閃せん。植物型擬獣の本体を石榴ざくろのように切り開いた。

　ずるり──。

　果肉の中から音を立てて滑り落ちた二人の身体を、すかさずユピテルが具現化させた風の疑似精霊シルフイードが地面すれすれでやんわりと受け止める。

　メルティアは地上に飛び降り、まだ息のある二人を軽々とかついでザシュランの果実から引き離した。

　その直後、アルノーが最初に使用するはずだったカートリッジ──火竜焼夷弾サラマンデル・シエルを撃ち込み、残りの〝果実〟全てを焼き払った。




　植物型擬獣の体内から救出された二人の旅人は、どちらも十七、八の若い男女だった。

　男の服装はニッカーボッカーに鳥とり打うち帽ぼうを合わせたアウトドア用の三つ揃ぞろえ──外出着とはいえ、まるで貴族の狩しゆ猟りよう服ふくのように上等な仕立てだ。

　そんな男とは対照的に、女の方はニットシャツの上に黒革のジャンパー、労働者が好んではくブルージーンズといういたってラフな出で立ち。

　アベックにしては妙にちぐはぐな取り合わせである。

　ザシュランの果汁、いや体液にまみれて気を失っていたが、二人とも命に別状はない様子であった。

「交こう易えき商しよう……って感じでもねーなぁ。近くの街からハイキングに来た学生か？」

　地面に横たえた二人を慣なれた手つきで介かい抱ほうしながら、アルノーが首を捻ひねった。

「何にせよ、タチの悪い冗談だぜ。どこの坊ちゃん嬢ちゃんだか知らねえが、擬獣に対する備えもなしにこんな場所をほっつき歩くなんてよ！」

　そんなぼやきは、ほとんどメルティアの耳に届いていなかった。

　彼女はアベックの片かた割われ──男の方の傍かたわらにしゃがみ込み、不ふ審しんそうな面おももちでその顔を見つめていたのだ。

「この男……確か、どこかで」

〈そーいや、見覚えのある顔よねえ。誰かしら？〉

　顔についた粘ねん液えきを拭ぬぐって確かめようとした時、呻うめき声を上げて男が目を覚ました。

「ううぅ……くそっ、ひどい目に遭あった……」

　頭を振りながら起きあがった拍ひよう子しに、鳥打ち帽がポトリと地面に落ちた。

　整った細ほそ面おもての顔立ち、高く通った鼻はな筋すじ──まあ美少年といってよい風ふう貌ぼうである。

　色白の額には、若者が異術師であることを示す緑色の〝タブレット〟が埋め込まれ淡あわい光を放っていた。

　その姿を見た瞬間、メルティア／ユピテルの記憶が稲いな妻ずまのごとく閃ひらめいた。

「こいつ……！」〈ル、ルスカ!?〉

「……うん？　おまえたちが助けてくれたのか？」

　若者はやや垂たれ気味の三さん白ぱく眼がんを瞬かせながらメルティアとアルノーを見み比くらべていたが、やがてふっと苦く笑しようして肩をすくめた。

　──助かったと知って急に気が大きくなったのか。

　胸ポケットから銀製の櫛くしを取り出し、乱れた髪をせっせと整え始める。

「なら、感謝はするけど──ただし何のお礼もできないよ。だってあの擬獣に襲われたのはあくまで連れのミステークで、ボクは巻き添え食っただけなんだからね」

「………」

　メルティアはルスカの言葉など聞いていなかった。

　異術師の若者を睨む紅い瞳が眦まなじりを裂かんばかりに見開かれ、食いしばった歯の間からギリギリと不気味な音が洩れた。

　次の瞬間──。

「うおおおおおおおぉっ!!」

　拳こぶしを固め天を仰ぎ、擬獣の女は全身から怒りの咆ほう吼こうを迸ほとばしらせた。

「──従って、謝礼の要求だったら彼女の方に……って、うわ!?」

　驚くルスカの襟えり首くびをひっつかんで強引に引きずり起こし、二、三度大きく振り回した後で手近の大木に叩きつけた。

「げこぉっ!?」

　馬車に潰される瞬間の蝦暮がま蛙がえるにも似た悲鳴を上げ、地面に落下するルスカ。

「おいっ、何をやってる!?」

　アベックの女の容よう態だいを診みていたアルノーが、異変に気づき慌てて立ち上がった。

「おまえ正気かっ!?　ケガ人相手に何てことを──！」

「止めるなアルノー！　こいつはルスカ──アッザムの街でラッセルを誘ゆう拐かいした奴だ！」

「ルスカぁ？　──あ、あの異術師か」

　ソシエタスの異術師にしてエリート監かん察さつ官かん。そしてユピテルの学院時代のクラスメートでもあるルスカ・ゲルハルトの名は、アルノーとてよく知っている。

　かつて自治都市アッザムに滞在していた折、このルスカが黒幕を演じたある誘拐計画に巻き込まれ、ラッセルが散々な目に遭っていたからだ。

　ただし本人に会うのは、アルノーもこれが初めてであったが。

「何だって、ソシエタスの監察官がこんな所に……？」

「い、いきなり何をする……」

　よろよろ立ち上がったルスカが、弱々しく抗こう議ぎの声を上げた。

「お、おまえたち何者だ？　このボクを、いったい誰だと思って……」

　再びメルティアが吼えた。

　戦闘異術でガードする余よ裕ゆうを一切与えず、至近距離からのタックルで突き倒す。

「へぎぃ!?」

　仰向けに倒れたルスカの腹の上にすかさず馬乗りになると、マウントポジションから顔面を狙って猛もう然ぜんと拳の連打を浴びせかけた。

　どすっ。どすっ。どすっ。どすっ──。

　一発一発、女の細ほそ腕うでからは想像もつかぬ重い打撃音が響く。パンチがめり込むたびにルスカの口が大きく開き「ぐはっ」とも「えげっ」とも聞こえる異音を発し続けた。

「気持ちは解るがもうよせ！　死んじまうぞっ!!」

　アルノーは背後からメルティアに組み付き、必死の思いで制止した。

　その声が耳に届いたのか──。

　ふいに、メルティアが殴なぐる手を止めた。

「………」

　それまでの狂乱ぶりが噓のような冷たい無表情に戻り、静かに立ち上がる。

「ほっ。判ってくれたか……」

　胸をなで下ろし、彼女の肩から手を放すアルノー。

　擬獣の女は無言のまま一歩下がり、這いつくばってその場から逃れようとあがく監察官を冷ややかに見下ろしていたが──。

「──しぇい！」

　短く気合いを発しながら両手を伸ばし、素早くルスカの左足首をつかみ上げた。

　アルノーが止める間もあらばこそ──左足全体を抱きかかえるようにして地面に倒れ込み、がっちりと膝ひざ関節を極きめる。
















「うぎゃああああああああっ!!」

　捻ひねりを加えられた膝の[image: 靫]じん帯たいがミシミシと不気味な軋きしみを上げ、ルスカは自らも獣になったように叫びながら虚むなしく片手で地面をタップし続けた。

〈よしなさい！　もう充分よメルティアっ、いくら何でもやり過ぎだってば！〉

　見かねたユピテルが、直接メルティアの意識に警告を発した。

「いやだ！　こいつは、五体満足でこの森から還かえさん！」

〈あ～もうっ！　いー加減になさいっ!!〉

　ぼむっ!!　鈍にぶい爆発音と共に、メルティアの身体が後方に弾はじき飛ばされた。

　二人を引き離すため、ユピテルがやむなく風の疑似精霊を操作して圧縮空気を破は裂れつさせたのだ。

　当然ながらルスカも反対側に吹き飛ばされ、先刻と同じ大木に頭から激突すると「ぐげっ」と唸うなって再び失しつ神しんした。

　いったんは倒れたメルティアだったが、素早く跳はね起きるなり、またもやルスカ目指して走り出す。

　その前に大きく両手を広げ、小柄な少女が立ちはだかった。

　──疑似精霊として実体化したユピテルである。

「スト──ップ！　これまでっ！」

「なぜ止めるユピテル!?　アッザムでは、こいつのせいでラッセルが──」

「それはもう、何ヶ月も前の話でしょーが？　もう過ぎたことじゃない。それにアッザムでの一件は、あたしらの手でキッチリ落とし前をつけてるんだし──もう、このへんで許してやんなさいよ」

「しかし……！」

「だいいち、そんな風にこの男を痛めつけてボロボロにして、それでラッセルが喜ぶとでも思う？　弟がそんな子じゃないってことは、あなた自身がよく知ってるはずよ！」

「判っているさ、そんなことは！　だがアッザムで、あの子が辛つらい目に遭ってる時にわたしは側そばにいてやれなかった……それが許せない！　だから今ここで、わたしなりにケジメをつけてやる!!」

「あんたが許せないのは、ルスカじゃなくて──弟を護まもってあげられなかった自分自身なんじゃないの？　だったら、例えルスカを殺したところでケジメになんかならないし、あんたの気持ちだってちっとも楽になりゃしないわよ！」

「くっ……！」

　メルティアは両の拳を握りしめ、唇くちびるを咬かんで俯うつむいた。

「市場でルスカの手下に襲われたとき、確かにあたしらがいればラッセルがケガすることもなかったでしょうね。でもそれを問題にするなら、弟はカティーナを見捨てて一人で逃げてればよかったはずよ。あの子はそうしなかった──被害者として巻き込まれたんじゃなくて、カティーナを護ろうとして自ら踏ふみとどまった。まあ結果的には痛い目に遭っちゃったけど──ラッセルはケガと引き替えに、男の子としてとっても大事なことを学んだと思うの。

　人間にはね、ただ安全に護られてるだけじゃあ、一生得られないものだってあるのよ。だからメルティア──あんたが、いつまでも自分を責める必要なんかないの」

「……わたしは……」

「とにかく──今日の所は、あたしに免めんじて勘かん弁べんしてあげてよ。こんなヤツでも、一応はあたしの元クラスメートなんだからさ。ね？」

「──」

　それでも収まりがつかないのか、不満げに何かいいかけたメルティアだったが──。

　突然はっとしたように顔を上げ、

「伏せろっ、ユピテル！」

「後ろだ！」ほぼ同時に、アルノーも叫んでいた。

「──へっ？」

　銀色の刃が陽光を反射して煌きらめいた。

　斧おのを思わせる形状の鋭い刃物が音もなく宙を滑り、振り返ったユピテルの身体を真横から真っ二つに切り裂いた。

　──ように見えたが、実際には疑似精霊としての彼女を構成するエーテル体の中を虚しく素通りしたにすぎない。

「な、何よ!?」

「──ちぃっ！　外した!!」

　口くち惜おしげに叫んだのは、大木の幹みきに寄りかかって立つルスカだった。

　いつの間に目を覚ましたのか──メルティアに殴なぐられ南瓜かぼちやのごとく腫はれ上がった顔の中で、血走った三白眼を爛らん々らんと輝かせている。まさに悪鬼あつきの形ぎよう相そうだ。

　怒りのあまり正常な判断力を失っているのか、今の奇襲攻撃がユピテルの身体を素通りした現象には気づいてない様子だった。

「あ、あらルスカ……起きてたのね。やっほー☆元気してるー？」

「やかましい!!　何でおまえがここにいるのか知らないが……きっとその凶きよう暴ぼうな女も仲間だな。だが、これで納なつ得とくがいったよ──」

　くわっと両眼を見開き、

「全てはおまえの差し金だな、ユピテル！　暗殺者を雇やとって、ボクを亡なき者ものにする陰謀だったかーっ!!」

「そ、そんな陰謀だなんて……落ち着いてよお、これには事情が──」

「ぬかせっ、この疫やく病びよう神がみ！」

　逆上しきって吼ほえるルスカの額で、〝タブレット〟が強烈な輝きを放っている。

　その頭上──地面から五メートルほどの高さに、いつの間にか水銀の滴しずくのような銀色の球体が出現していた。

「今日という今日は、もう許さん！　ゾシモス理事閣かつ下か直じき伝でんの新兵器、対たい地ち制せい圧あつ用疑似精霊〝ロック・ナー〟の[image: 餌]え食じきにしてくれる！」

　直径およそ二メートル。地上の光景を騙だまし絵のように歪ゆがめて映す球体の表面に、蛮ばん族ぞくの戦せん斧ふにも似た凶悪な形状の刃物がにょきにょきと生え出してきた。

　たった今ユピテルに斬きりつけてきた銀色の戦斧も、おそらくあの中から生じたものであろう。

（あの球体を中継して、戦斧を意のままに操作するってワケね……悪シュミ～。いかにもゾシモスが考えつきそうなセンスだわっ）

「ユピテル。もう相そう変へん異いしても構わんな？」

　妙に落ち着いた口調で、メルティアが尋ねてきた。

　戦闘形態になってロック・ナーと闘うつもりなのだろう。そして擬獣としての正体を見せる以上、今度は確実にルスカを殺す──そういっているのだ。

「ちょ、ちょっと待ってよ、早まっちゃダメ！　ここはあたしに任せて！」

　慌ててメルティアを制止しながら、ユピテルは自らも〝タブレット〟に念を凝こらしエーテルの抽ちゆう出しゆつにかかった。

「──やれいっ、ロック・ナー！」

　ルスカの号令を待っていたかのように、ロック・ナーの表面に生じた無数の戦斧が球体から飛び出し、地上のユピテルたち目がけて殺さつ到とうした。

　グモモモモォオオオ──ッ。

　低い地鳴りと共に下した生ばえが盛り上がり、地面の下から巨大な人影が這い出した。

　子供が戯たわむれに造った粘ねん土ど人形をそのまま拡大したような巨人が、ユピテルたちを庇かばうように両腕を広げる。

　ロック・ナーから放たれた戦斧は、残らずその胴体にめり込んで姿を消した。

「ぎ、擬獣か!?」

　思わず腰の突撃拳銃に手をかけるアルノー。

「心配ないわ。あれはあたしのマッディー。土の疑似精霊コボルトのパワーアップバージョンなの☆」

「しかし、あのデザインのセンスは──」

「可愛いでしょ？　モデルは、あたしが四つの時に造ったお人形よ♡

　あの頃は一番のお友達だったの。うふっ」

「………」

　身の丈およそ五メートル。幼稚園の工作教室から逃亡してきたような泥どろ巨人マッディーは傍らの樹木を大きく揺らしながら悠ゆう然ぜんと歩き始めた。

「ぬぅ……どうしたロック・ナーっ、さっさとヤツを破壊しろ！」

　主の命に応え、銀の球体が再び戦斧を射出する。ただし球体じたいが有する〝力オプス〟に限界があるのか、第一波の攻撃に比べると戦斧の数は半分以下に減っていた。

　突き刺さる斧の群をものともせずに、泥の巨人がひたすら前進する。

「ひっ……!?」

　ルスカの眼前まで迫ると、両腕を伸ばして空中に浮かぶロック・ナーを捕らえ──。

　パクリ。

　大口を開いて吞み込んだ。

「わぁーっ!!　ロック・ナー!?」

　ずどどどどどどどどどど。

「ひぇえええええええっ!?」

　球体型の疑似精霊を腹に収め、その〝力カプス〟を完全に中和したマッディーは、同時に自らも元の素材──森の腐ふ葉よう土どに還り、そのまま土ど砂しや崩くずれのごとくルスカの上に覆おおい被かぶさった。

　──あまりにたわいもない決着。

　メルティアとアルノーは、やや脱力した表情でその光景を見守っていた。

「わあい☆マッディーの勝ちーっ！」

　ただ一人、ユピテルだけが大はしゃぎでガッツポーズを決めた。




「さーてと。これでおとなしく、あたしの話を聞く気になった？　それとも、まだやるってゆーの？」

　腰から下が泥の山に埋まりすっかり身動きのとれなくなったルスカに、ユピテルが最後通つう牒ちようのごとく指を突きつけた。

「──ふ、ふんっ！　黙れこの妖怪おかっぱ娘！　見み損そこなうな、誰がおまえの話なんか聞く耳持つかいっ！」

「じゃあいーわ、こっちから質問するから。

　──あんた、この森の中で何やってたわけ？　生意気に女の子なんか連れちゃってさ」

「ふははははははっ！　仮にも監察局きってのエリート異術師、ゾシモス理事閣下直属のＡ級監察官、このルスカ・ゲルハルトが遂すい行こう中ちゆうの任務内容をべらべら他人に喋しやべるとでも思うのかい？　笑しよう止し千せん万ばんだね！」

「ふんふん。理事会の特命で、何かの任務に当たってたってワケね。で、その内容は外部に公表できないくらい機き密みつ度どが高い……と。それから？」

「………」

『しまったっ』──そう叫びたげな表情のまま硬こう直ちよくしたルスカの頰を、虚むなしく脂あぶら汗あせが流れ落ちていく。

「……つくづく諜ちよう報ほう関係の任務に向いてねーなぁ。この坊やは」

　半なかば同情するように、アルノーがつぶやいた。

　その時──。

「いったい、これは何の騒ぎなの!?」

　背後から、厳きびしく問いただす声。

　ユピテルたちが振り向くと、そこに険けわしい顔つきの若い女が立っていた。

　ルスカと共に擬獣ザシュランに襲われていた女性である。メルティアに救出されて以来ずっと気絶していたはずだが、いつの間にか意識を回復していたらしい。

　二、三秒の気まずい沈黙のあと──。

「な、何だ。目が覚めてたのかよ……身体の具合はどうだい？」

　位置的に彼女の近くにいたアルノーが、一同を代表するように声をかけた。

　女はすぐには返答せず、警けい戒かいするような鋭い目つきでアルノー、メルティア、そしてユピテルへと順じゆん繰ぐりに視線を移していった。

　クセの強い、やや硬そうなセミロングの髪。

　きりっとした太い眉まゆ。

　どこか山やま猫ねこを連想させる目め鼻はな立だち。

　救出した当初はアルノーさえ意識しなかったことだが、こうして面と向かい合うと野性的な雰囲気を漂わせた、なかなかの美人である。

　やせ気味ながら敏びん捷しようそうに引き締まった身体に、男物の革かわジャンパーとジーンズがよく似合っていた。

「……どうやら、貴方あなたがたに命を助けて頂いた様ね。その点は感謝します」

　ややあって、女が口を開いた。

「だけど、できれば──状況の説明をお願いできるかしら？　私の連れは、なぜあそこで生き埋めになっているの？」

　そういって、ぶざまに泥どろ山やまの下した敷じきになったルスカを指さす。

「おまけに、ひどいケガもしてるみたいだけど？」

「いや、これには色々と事情が……」

「ば、馬鹿！　この状況を見て判らないのか、レベッカ!?」

　金切り声を上げたのはルスカ本人であった。

「こいつらは敵だ！」

「……敵？」

　女の眉が片方、ピクリとはね上がる。

「そうとも！　ボクのこの有様を見ろ──今まで奴らに拷ごう問もんされてたんだ！　次は、君が同じ目に遭う番だぞ！」

「あんたねー。また、そーゆーデタラメを……」

　呆あきれたように咎とがめるユピテルの言葉を遮さえぎり、ルスカはいっそう甲かん高だかい声で叫んでいた。

「奴らは敵だ、レベッカ！　殺せ！　今すぐ始し末まつしろ！」








第２章　地図にない町









　話は数分前にさかのぼる。




「うぎゃああああああああっ!!」




　ラッセルは弾はじかれたように顔を上げた。

（な、何があったんだろう？）

　救いを求めるような男女の悲鳴を聞きつけたメルティアとアルノーが、確認のため森の奥に踏み込んでいったのがつい先せん刻こくのことである。

　ラッセル自身はアルノーの言葉に従いこの場所に留とどまっていたのだが、同じ方角から今度はひときわ凄すさまじい男の絶ぜつ叫きようが上がったのだ。断だん末まつ魔まの叫びといってもよい。

　実はメルティアに襲われたルスカの悲鳴だったのだが、もちろんラッセルにはあずかり知らぬことである。ただ、森の中で何か恐ろしい事態が発生していることだけは、少年にも充分察しがついた。

（どうしよう？　見に行ってみようかなあ……だ、駄だ目めだよ！　ぼくが行ったら、またみんなの足を引っ張るかもしれないし……）

　とはいえ──改めて周囲を見回せば、四方は鬱うつ蒼そうとした原生林。擬ぎ獣じゆうたちの徘はい徊かいする人じん外がい魔ま境きようのど真ん中に、ひとりぼっちで置き去りにされた自分がいる。

　言い様のない不安に囚とらわれ、そのくせメルティアたちの後を追って森に入る決心もつかず、ラッセルは何だか泣き出したい気分でその場に立ち尽つくしていた。

　──すると、本当に泣き声が聞こえてきた。

「……!?」

　仲間たちが森に入っていった、ちょうど反対側の方角だ。

　泣いているのは女性──どうやら子供らしい。

　か細いすすり泣きの合間に、時とき折おりしゃくりあげる音が入る。

（だ、誰だれ……!?）

　ラッセルは恐る恐る、泣き声の方を見やった。

　三十歩ほど離れた先だ。

　メルティアとダムダルの闘いでなぎ倒されずに生き残った、何本かの高木がまばらに立っているあたり。

　いつの間に現れたのか、ケヤキの古木のそばに小さな黒っぽい人影が佇たたずんでいた。

　伏せた顔を両手で覆おおった女の子──のようだ。

　ごくん、とラッセルは生なま唾つばを飲み込んだ。

　そばまで行って声をかけようか、どうしようか──。

　逡しゆん巡じゆんしているうちに、向こうが先に気づいたようだ。ゆっくり顔を上げ、こちらに向かっておずおずといった感じで歩いて来た。

　年とし格かつ好こうはだいたいラッセルと同じくらい──十二、三というところ。

　木綿もめんのブラウスに黒のスカートオール、首には臙えん脂じのネッカチーフ──服装じたいは何の変へん哲てつもない、この地方の農村でよく見かける女の子の普段着だ。ただしスカートの肩かた紐ひもを止める青せい銅どうのバックルとチーフリングに子供服にしては凝こった透すかし彫ぼりが施ほどこしてあり、そこだけが妙みように目を引いた。

　問題はそんなことではなく──。

（な、何でこんな場所に、ぼくと同い年の女の子が──それも一人で!?）

　ここ〝ミザリアの森〟はヴァリシニアでも有数の擬獣棲せい息そく地域である。地元の人間ですら滅めつ多たなことでは踏み込まない──アルノーは確かにそういっていたはずだ。

　困惑したまま、ラッセルはすぐ目の前まで来た少女の姿を見守った。

　そばかすの多い、地味な顔立ちの娘だ。目を真っ赤に泣き腫はらしているが、今はむしろ泣くことも忘れたような、きょとんとした表情でラッセルを眺ながめていた。

「……あんた、誰？」

　口を開いたのは少女が先だった。

「え!?　ぼ、ぼくは──ラッセル」

「あたい、あんたの顔知らない……どこの家の子？」

「どこって……姉さんと一緒に、モラックスから来たんだけど」

「モラックス？　なにそれ？」

　少女は不思議そうに尋たずね返した。

「モラックスは王都だよ！　王宮のある、ヴァリシニアの都じゃないか──ま、まさか知らないの!?」

　こくん、と少女がうなずいた。

　同時にラッセルの大声に怯おびえたのか──再び顔を覆い、えっくえっくとしゃくりあげ始めた。

「わっ!?」ラッセルは慌あわててポケットを探さぐり、ハンカチを取り出した。

「ごめん！　違うよ、怒ったんじゃないよ──ね、ね、君の名前は？」

「……ティティス」

　渡されたハンカチでぐしぐし顔を拭ふきながら、少女が答えた。

「ど、どうして泣いてたの？」

「〝外〟に出たかったの。おじいちゃんや町の人たちは、危ないから駄目だって怒るけど──」

「え？　え？」

「あたい〝外〟に出て、お父ちゃんとお母ちゃんに会いたかったの。でも、途中で道に迷っちゃって。おっきな怪獣が二匹も出てきて、あたいもう怖くて怖くて──」

　怪獣とはメルティアとダムダルのことであろう。森の中で迷った挙あげ句く、銀色の女巨人と大型擬獣の闘いを目まの当たりにしたのだ。

　その時の恐怖がありありと蘇よみがえってきたのか、ティティスはわっと泣き始めた。

「お、落ち着いて！　もう大だい丈じよう夫ぶだよ、擬獣なんかいないんだから！」

　ラッセルはおろおろ叫びながら、少女の背中を撫なでて必死になだめた。これまで自分が他人に泣かされることは数限りなくあったが、泣いている女の子を慰なぐさめるなど滅多にない体験なのですっかり当とう惑わくしている。

「迷ったっていうけど……だいいち君、いったい何ど処こから来たのさ？」

「町」

「ま、町って……どこの？」

「ファティム。ファティムの町……」

　そういうと、少女はハンカチに顔を押し当て盛せい大だいに鼻をかんだ。




　再び、森の中──。




「奴らは敵だ、レベッカ！　殺せ！　今すぐ始し末まつしろ！」

　レベッカ──そう呼ばれた女は、うろんそうな上うわ目め遣づかいでアルノーを睨にらんだ。

　彼女なりの判断で、その場にいた三人のうち唯一武器を持った若い傭よう兵へいをリーダー的存在であると踏ふんだのであろう。

　見たところ武器らしいものは持っていない。ただ両足をわずかに開き、肩の力をゆるやかに抜いた自然体で静かに構えていた。

（ヤバいぜ……この女、プロだ）

　アルノーの直感が警けい告こくを発した。
















　彼女の目つき、そして全身から発散する空気──言葉ではうまく表現できないが、たとえていえば体臭のようなもの──に、本格的な戦闘訓練を受けた者だけが放つ独特の殺気を感じたのだ。

　──つまりは、自分自身と同じ臭においを嗅かぎ取った。

（にしちゃあ、ナイフ一本持ってねえってのも妙だよな……）

　考えられるとすればルスカと同じ異術師──戦闘異術の使い手だが、彼女の額には異術師の証あかしである肝かん心じんの〝タブレット〟が見あたらなかった。もっとも、だからといって異術師でないとも決めつけられない。〝黒い太陽〟のテロリストたちのように、皮ひ膚ふの下ないしは頭骨の内部に〝タブレット〟を移植するケースもあり得るのだから。

　とはいえ丸まる腰ごしの女に対して先手を打って仕し掛かけるわけにもいかず、アルノーとしては用心しながらも相手の出方を見るより他なかった。

「………」

　胸むな元もとのペンダントを片手で弄もてあそびながら、レベッカはじっと考え込んでいる。

　名も知れぬ獣の牙きばを銀の金具で止めた首飾り──ありふれた魔ま除よけだが、彼女の着ている黒革のジャンパーにはよく馴な染じんでいた。

「聞こえないのかレベッカ!?　早くこいつらを──」

「黙ってて。私は、別に貴方あなたの部下というわけじゃないのよ。──状況は自分で判断するわ」

　ヒステリックに喚わめくルスカの方を、見向きもせずに答えた。

「──では、〝事情〟とやらを説明して貰もらえる？　それとも、私も彼みたいに拷ごう問もんされるのかしら？」

「おいおい、勘かん違ちがいすんなって。あれは、あの坊やの自業自得で──」

「はいはい！　しっつもーん！」

　教室で授業を受ける子供のように、ユピテルが元気良く手を挙げた。

「ひょっとして、お姉さんもルスカと同じ監かん察さつ官かんなのー？　見たとこ異術師じゃないみたいだけど……」

「──！」

　レベッカの顔色が変わった。

　濃こい眉まゆを逆立ててルスカに向き直り、

「彼らに、自分の所属と身分を明かしたの!?　信じられない──重大な命令違反じゃないの!!」

「げっ!?　あ、いや、それは……」

　詰きつ問もんされたルスカの顔からも、見る間に血の気が引いていく。

「……つ、つまりだね。連中に痛めつけられて、やむを得ず」

「渡しておいた〝栄養剤〟──無くしたとはいわせないわよ」

「ゔ……」

〝栄養剤〟が何を意味する符ふ丁ちようか、アルノーにはすぐにピンときた。おそらくは、携帯用のカプセルに詰められた即そつ効こう性せいの毒薬。機き密みつ任務中の兵士が敵の手に落ちた場合、情報を漏もらす前に隠し持った毒で自じ決けつするのは軍人にとっての常識である。

（……こいつはどうも、穏おだやかじゃねーなぁ）

「あのさぁ、何か勘違いしてるみたいだからいっとくけど──」

　緊きん迫ぱくした空気の漂い始めたルスカとレベッカの間に、「ひょこっ」とユピテルが割って入った。

　体重を感じさせない、宙ちゆうを滑すべるような歩き方。今のユピテルが疑ぎ似じ精せい霊れい状態であることを知らないレベッカは、一瞬不思議そうに目を擦こすった。

「ルスカがソシエタスの監察官だってこと、あたしハナから知ってたよ。別に尋じん問もんとか、そんなんじゃなくって」

「何ですって？」

「だって、あたしら異術学院の同期だもん。ほらっ」

　ぱさっと前髪を上げ、ユピテルは自らの〝タブレット〟を示した。

「あら？　貴方、ソシエタスの異術師なの？」

「〝元〟ソシエタスよ。ユピテルっていうの、よろしくね☆」

「理事長閣かつ下かの御ご令れい嬢じようと、同じ名前なのね……確か、病気療りよう養よう中だって聞いてるけど」

「あ！　別人、別人」パタパタ両手を振って、

「学生時代は、何かってゆーとあのお嬢サマと比較されて苦労したわ～。アハッ」

「……どうなってるの、ルスカ？　さっき、この人たちを〝敵〟だとかいってたけど」

「そ、それは……」

「ジョークよジョーク！　彼ったらねー、学生時代からこの手のイタズラで人を驚かせるのが好きで、もー困っちゃうの。アハハッ☆　──ねぇ、ルスカ？」

　と笑いながら、ユピテルは泥どろの中の監察官にちらっと目め配くばせした。

　──感謝なさいよ。あんたの面めん子つも立ててやってんだからね！

「本当なの？　ルスカ・ゲルハルト」

「………あ、ああ」

　憔しよう悴すいしきった表情でうなずくルスカ。

　相あい棒ぼうのレベッカがユピテルの身元──ソシエタス現理事長シュレディングの娘であること──を悟さとれば、自分の立場が圧倒的に不利になることは目に見えている。

　自己保身のためにも、この場はユピテルのアドリブに便びん乗じようした方が得とく策さく──と判断したらしい。

　すぐ隣で、牙きばを剝むいて威い嚇かくするメルティアに恐れをなしたのも一いち因いんだろうが。

「呆あきれたわ……子供じゃあるまいし」

　レベッカはうんざりしたように髪をかき上げた。

　軽けい蔑べつを通り越し、汚お物ぶつを見るような視線を泥まみれのルスカに投げつける。

「昔の友だちに再会してハメを外すのは、貴方あなたの勝手というものだけど──でも、私たちが任務中だってことを忘れないでほしいわね」

「………ごめん」

「てへへ～。叱しかられちゃったね☆」

「いつまでそんな所で泥遊びしてるつもり？　行くわよルスカ。予定よりだいぶ遅れてしまったわ」

「──だってさ。ホラホラ、そんな所に潜もぐり込んで遊んでないで、早く出てきなさいってば！」

　ユピテルに促されたメルティアが、ルスカの頭とう髪はつをぐいっと鷲わしづかみにするや無む造ぞう作さに泥の山から引きずり出す。

　グギッ。「ぎぃへえええええっ!!」

　骨がずれたような音と悲鳴が同時に上がったが、レベッカは構わずに地面に置いてあった自分の背はい囊のうを取り上げ背負いなおした。

「本当なら、助けて貰もらった御お礼れいをきちんとしたいのだけど──今は仕事中で、先を急いでるから。ごめんなさいね」

「いーってことよ。困ったときは、お互い様さ」

　アルノーが苦笑して肩をすくめた。

　ボロボロのルスカをひきずるようにして出発しようとしたレベッカに、

「──ところでソシエタスの仕事ってのは、学術調査か何か？」

「まあ、そんなとこね」

「それとも捜し物かい？　この森の中に、伝説の財宝が隠されてる……な～んてな」

「……助けられた立場でいうのも何だけど、ここは危険な場所よ」

　ソシエタスの女は振り向き、意味ありげに微笑ほほえんだ。

　それが癖くせなのか──胸元の牙の魔除けを、また片手で弄んでいる。

「日が暮れないうちに帰ることをお奨すすめするわ──命が惜おしいなら、ね」




「監察局の連中も乗り出してきやがったとはな……何だか面めん倒どうなことになってきたぜ」

　ソシエタスの二人が消えていった方角を見やり、アルノーがため息をついた。

「そりゃー黙ってないわよ、ソシエタスもアビス教会も。〝黒い太陽〟がアルディオラ家の戦艦を襲って〝ザインの棺ひつぎ〟を強ごう奪だつしたって報しらせは、たぶん王都にも伝わってるでしょうからね」

　エーテル応用化学、すなわち〝異術〟の創始者ゼルファナス──彼が生前に遺のこした数々の研究記録や発明品の現物を総称して〝遺い産さん〟と呼ぶ。その多くは不完全、あるいは断片的な資料にすぎず、従って異術について専門知識のない人間にとっては何の価値もない代物である。

　正統派の異術師組織を自認するヴァリシニア異術師協会──通称〝ソシエタス〟は、王国全土に散さん在ざいする〝遺産〟の回収とゼルファナスの技術の復元のため監察局を設もうけ、理事会メンバーの一人ゾシモス・ゲルハルトの指揮の下もとで多数の監察官が秘密裏りに〝遺産〟の探索・回収作業に携たずさわっているといわれる。

　だが数ある〝遺産〟の中にただ一つ、ゼルファナスが己おのれの叡えい智ちの全てを封じ込めた究極の〝遺産〟が存在し、それを見いだした人間は文字通り世界を意のままに変える力を手に入れる──という、いわゆるゼルファナスの〝最終遺産〟伝説を信じる者は多く、そのため〝シーカー〟と呼ばれる遺産探索専門の冒険者を多数生み出しているほどだ。

　そしてユピテルたちがカラナン沖おき合あいの海底で発見した〝ザインの棺〟こそは、まさにゼルファナスの叡智の精せい髄ずい──〝最終遺産〟と呼ぶにふさわしい存在だった。なぜなら、その筐きよう体たいの中に眠っていたのはゼルファナス自身──正確には彼の記憶を継けい承しようした疑似人間〝デミウルゴス〟だったのだから。

　だがその最終遺産＝デミウルゴスは、今や秘密結社〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の手のうちにある。

　この事態に対し〝遺産〟回収に執しゆう念ねんを燃やすソシエタスはいうに及ばず、異術の存在そのものを憎み〝遺産〟の封印を目もく論ろむ神聖アビス教会、さらに擬獣災害からの復興を急ぐ王国政府といった諸勢力が何らかの手段を講こうじていることは想像に難かたくない。

　一般の市民や領民たちのあずかり知らぬ所で密ひそかに進行する、それはある種の内戦と形容しても過言でない暗あん闘とうであった。

「まー他の連中は、他の連中よ。あたしらには関係ないコトね」

　ようやく精霊状態を隠す必要がなくなったユピテルは、リラックスしたようにプワプワ空中を漂いながら澄まし顔でいった。

「別に世界をどーこーしよう、な～んてつもりはこれっぽっちもないけどね。メルティアの〝器〟になった当事者は、他ならぬこのあたしだもの。当然、落とし前はあたし自身の手でつけさせて貰うわ」

「だがな、このまま深入りするのはヤバくねーか？　〝黒い太陽〟はともかく、ソシエタスまで敵に回す理由はないんだし」

「だからいってるでしょ、あたしは──」

「自分の親父おやじ──シュレディング理事長を敵に回してもか？」

　ユピテルはぎょっとした顔でアルノーを見つめた。

「し、知ってたのぉ!?」

「バーカ、ひっかかったな。さっきの会話を聞いて、何となくカマかけてみたんだが──やっぱりか！」

「☆◎×!!　あ～～ん狡ずるい狡いっ、アルノー卑ひ怯きようすぎっ!!」

　ぷるぷるかぶりを振って悔くやしがるが、もう遅い。

「本ほん音ねをいえばな、俺は今だって異術師やソシエタスが大嫌いだよ。連中より先に〝遺産〟を見つけて、鼻を明かしてやったら面白い──そうも思ってたさ」

　アルノーは気まずそうに頭をかきながら、

「だがな、それとこれとは話が別だ。娘と親父の争いなんざ見ていて気持ちのいいもんじゃねえし、ましてやその片かた棒ぼう担かつぐのはまっぴらごめんだね。なあユピテル……ここいらで手を引いて、ラッセルを連れて王都に帰ったらどうだ？」

「帰れですって!?　馬鹿いわないでよ！」

　ユピテルは怒ったように叫ぶと、傍かたわらに立って無言で話を聞いていたメルティアの肩にふわりと摑つかまった。

「こ～んな幽ゆう霊れいみたいな身体で、どの面つら下げて家に帰れってゆーのよ!?　おいしい料理も味わえないし、おニューのドレスだって着られないのよ！」

「そーかあ？　それはそれで便利だと思うぞ。何といっても食費と洗せん濯たく代がタダ……」

「何よっ、その生活臭にまみれたみみっちい発想は!?　ホント男ってデリカシーがないのね！　あ、でも体重計を気にしないで済すむのはラッキーかも──ってそーゆー問題じゃないわよ！」

　時間が経たつにつれて疑似精霊体の維い持じが難むずかしくなってきたのか、ユピテルの姿がぼんやりとかすみ始めた。

「とにかく、これはあたしの──あたしとメルティアの闘いなのよ。だから、例え父さんにだって邪じや魔まはさせないんだからっ！」

　そう言い残すと、少女の姿は陽かげ炎ろうのごとく揺ゆらいで消失した。

「……で、メルティア。おまえさんの考えはどうなんだ？」

「どうもこうもないさ。ユピテルがああいっている以上、仕方がなかろう？　今の我々は一心同体──あの小娘の意志は、わたしの意志なのだから」

　人の姿を借りた擬獣の女は素そっ気けなくいうと、腰まで伸びた銀髪を流りゆう体たいのごとく揺ゆらしてアルノーに背を向けた。

「戻るぞ。ラッセルが待ってる」

　──と、彼らが元来た方角から、手をつないだ二つの人影が近づいて来た。

　焼け跡に残してきたラッセルだ。

　もう一人、同い年くらいの少女の手を引いている。

「ど、どうしたラッセル？　その女の子──」

　さすがに驚いたアルノーが尋ねた。

「この子がね、森で迷まい子ごになったんだって」

「迷子……って、いったいどこの子供だよ？」

「えーと、確か〝ファティム〟だったよね？　君の町」

　振り向いたラッセルが確認すると、ティティスはこっくんとうなずいた。

　見知らぬ大人の男女──アルノーとメルティアが怖いのか、ラッセルの背後に隠れるようにしてじっと顔を伏せている。

「ファティム？　聞かねえ名だな」

　アルノーは野戦服のポーチからこの地方の最新版の地図を取り出し、〝ミザリアの森〟周辺に存在する町や村をざっと見渡してみたが、該がい当とうする地名は見つからなかった。

「見ろよ。少なくともこの界かい隈わいに、そんな町ねーぞ」

「──いや、そうでもない」

　口を挟はさんだのはメルティアである。

「この場所から西に一時間ばかり歩いた場所に、昔同じ名前の小さな町があった。百年前の古い地図ならば載のっているはずだ」

　例によって、ユピテルの潜せん在ざい記憶にアクセスし情報を得ているのだろう。

「百年前だと？　ってことは、まさか……」

「察さつしの通りさ。〝前のわたし〟が死んだフォラスと同じ──あの擬獣災害で完全に滅亡した町の一つだよ」







　鉄てつ格ごう子しのはまった小さな窓から差し込む陽よう光こうが、部屋の中央に置かれた机の上に日ひ溜だまりを映し出す。偏へん光こうの中に舞い踊る無数の埃ほこりが、ただでさえ殺さつ風ぷう景けいな取とり調しらべ室しつの空気をますます息苦しいものに演出していた。

「だから何度もいってるでしょ、アッシはしがねえ行ぎよう商しよう人にんだって。テロリストだなんてとんでもねえ誤解でさぁ」

　机を挟はさんで向かい合う男の弁べん明めいを、グレンデルは冷ひややかな無表情で聞き流していた。

　頭髪を短く刈かった広い額に切れ長の一ひと重え瞼まぶた。人の上に立つ知性と爬は虫ちゆう類るい的な冷れい酷こくさが整った風ふう貌ぼうの中に矛む盾じゆんなく同居している。身長一九〇近い均きん整せいのとれた巨体を包む黒い制服の襟えりには警備隊長の役職を示す階級章が縫ぬいつけられていた。

「信じて下せえよ、旦だん那なァ。これこの通り！」

　大げさに拝おがむような仕し草ぐさで男が哀あい願がんした。グレンデルには及ばないが、それでもかなり大柄な筋肉質の体格。頰ほお骨ぼねの突き出た険けん相そうは、どう見ても堅かた気ぎの市民とは思えない。

　無む法ほう者ものの頭かしらのような大男が机に手をついて平へい身しん低てい頭とうしている姿はどこか滑こつ稽けいですらあるが、グレンデルは眉まゆ一つ動かさず冷静に男の言動を観察していた。

（食えない奴だな……叩けばいくらでも埃が出そうだ）

　一見するとなりふり構わぬ低姿勢だが、そのくせ男の態度にはこちらを嘗なめてかかった余よ裕ゆうが透すけて見えた。つまりはこの手の取り調べを過去に幾たびか経験し、充分な免めん疫えきを備えているということだ。

　今は精せい一いつ杯ぱい猫を被かぶっているようだが、こちらがうっかり弱みを見せようものならたちまち虎に変へん貌ぼうして喰くらいついてくるに違いない。だが、多少世よ慣なれていたところで所しよ詮せんはチンピラだ。そういう手て合あいの扱いは十分に心こころ得えている。

「いくら自分で商人を名乗ろうとな──この町に貴き様さまの知ち己きはいないし、貴様の身分を証明する手だてもない」

　グレンデルが口を開いた。

「拳けん銃じゆうを携けい帯たいした怪あやしいよそ者が町の周まわりをウロウロしているのを、我々としても放って置くわけにはいくまい？」

「け、拳銃は擬獣除よけのお守まもりでさ。商いの都合で南にあるラプロスの町に行く途中、森ン中で道に迷っちまって偶ぐう然ぜんこの町を見つけてよ。災わざわい転じて何とやらってヤツで、ついでに一ひと稼かせぎさせて貰もらおうかと──」

「ラプロスに行くのなら別に街かい道どうがあるし、馬車隊も出ている。わざわざ徒歩で擬獣棲せい息そく地域の森に踏み込む必要などなかったはずだ」

「そ、それは……」

　男が言い淀よどんだ瞬間グレンデルは立ち上がり、猛もう烈れつな平ひら手て打ちを見み舞まった。

「ぐぅあがっ!?」

　平手とはいえ、女子供なら首の骨が折れてしまいそうな一発。男がかけていた黒くろ硝子ガラスの丸まる眼め鏡がねが床に吹っ飛び、唇くちびるを切って血が流れ出した。

「て……めぇっ」

　ジャケットの袖そでで血を拭ぬぐいながら、男は凄すさまじい形ぎよう相そうでグレンデルを睨にらみつけた。

「何しやがる!?　畜ちく生しようっ、いくらおまわりだからってこんな横おう暴ぼう許されるのかよ!!　法律違反じゃねえのかいっ!?」

「ふん、ようやく地が出たな。だが甘く見るなよ──このファティムは他の自治都市とはわけが違う」

「何ぃ!?　そ、そりゃどういう意味だよ!?」

「貴様ら虫けらの権利を守るための法律など存在せんということだ。すなわち、私の意志が法だ！」

「な……っ!?」

　あまりの理り不ふ尽じんさに絶ぜつ句くした男の胸むなぐらを摑つかみ上げ、グレンデルはさらに数発の平手を叩き込んだ。

「さて、聞かせてもらおうか──この町に来た目的は何だ？　地図にも載っていない町の所しよ在ざいを、いったい何ど処こで知った？」




「あの男は収しゆう容よう所じよにぶち込んでおけ。妙な動きを見せたら射しや殺さつしても構わん！」

　同席していた部下に命じると、一通りの尋じん問もんを終えたグレンデルは取調室を出た。

「──隊長！　お捜ししておりました」

　執しつ務む室しつに戻ろうとしたところで、廊ろう下かで行き当たった警備隊員に声をかけられた。

　町の正門警備を担当している男だ。

「取り急ぎご相談したいことがありまして──検けん問もん所じよからの報告で、許可証をもたぬ男女二名が入町を申しん請せいしているとのことです」

「ほう、また蠅はえが飛び込んだか。で、その二人は逮たい捕ほしたのだろうな？」

「いえ、そ、それが……」

「何をグズグズしている？　さっさと連行してこい。ちょうど時間が空あいた所だし、何なら私自ら尋問にあたっても構わんぞ」

「じ、実は……そのお二人は、アビス教会の司し祭さい様でありまして……その」

　隊員は気まずそうに口ごもった。わざわざ〝様〟をつけるからには、彼自身もアビス・ウルの信しん徒となのであろう。

「それがどうした？　許可証を持たぬ外部からの侵入者は、何なん人びとたりとも身み柄がらを拘こう束そくして取り調べよ──市長からの命令を忘れたのか？」

「そうはいわれましても……隊員も含め、この町の住民の大半はアビス教徒でありますし……司祭様を理由もなく逮捕しようものなら、彼らが黙っていませんよ。総そう主しゆ教きよう府ふからの推すい薦せん状じようもあるそうですし、町に入れても問題はないかと──」

「見せろ！」

　グレンデルは苛いら立だった表情で部下の言葉を遮さえぎると、差し出された申請用の書類をひったくるように受け取り目を走らせた。

「ミザリア特別教区司祭イアン・ズトラウス、二十三歳。女の方はユリア・ファーネス、十六歳……司祭にしては若いな」

　もっともユリアの方には〝司祭候補生〟と但ただし書きがあるから、正司祭イアンの助手といった立場であろう。

「ふむ──で、こいつらの目的は？」

「布ふ教きようだそうです。擬獣災害以来ずっと無人になっていたこの町の聖堂を、お二人で復興なさるのだとか……」

（聖堂だと？　よりによって、こんな時に……）

　グレンデルは忌いま々いましげに舌打ちした。

「ど、どうかなさいましたか？」

「何でもない。事情は判った──この件については、私から市長に報告して指示を仰あおぐとしよう。その二人はまだ町に入れるな、適当に理由をつけて足止めしておけ！」







「おい、まだ着かねーのかよ？」

　先頭を歩くメルティアに、アルノーが声をかけた。

「もう少しだ。あの娘の住んでいるという町が昔のファティムと同じ場所にあるなら、この方向にあと十分ほど歩けば、何か見えてくるはずだ」

　振り返りもせずにメルティアが答えた。

　時とき折おり立ち止まったかと思うと、何やらぶつぶつ独ひとり言ごとをつぶやき、軽くうなずいて再び歩き出す。どうやら、ユピテルの意識と対話して道を確認しているらしい。

（事情を知らない奴が見たら、単なる危ない人だよなぁ……）

　アルノーはちらりと思ったが、口には出さなかった。

　すぐ目の前を、森で保ほ護ごした少女ティティスとラッセルの二人が歩いている。

　いつ擬獣に襲われてもおかしくない危険な状況である。一行は非ひ力りきな子供二人を真ん中におき、前後をメルティアとアルノーが守る形で移動していた。

「よかったね、ティティス。もうすぐ君の町に着くってさ」

「あたい、お腹なかすいちゃった……」

「ぼく、チョコレート持ってる！　よかったらお食べよ」

「わぁ、甘ーい！　これ、いったい何の実？」

「あはは、木の実じゃないったら。お菓子だったら他にもあるよ。これはねえ……」

　森の中で道に迷い、不安に駆かられて泣いていたティティスを最初に見つけたのはラッセルだったが、それ以来こうしてつきっきりで世話を焼いているのだ。

　その姿はまるで仲の良い兄と妹のようだった。

（楽しそうだなぁ、ラッセル……へへっ。けっこうお似合いじゃねーか、あの二人）

　と、思わず独りでにやけてしまうアルノー。端はたから見ると少し不気味である。

　もっともラッセルの方は、ティティスが女の子だからというより、久々に同世代の子供と話せるのが嬉うれしくて仕方がないといった雰ふん囲い気きだったが。

　思えば姉ユピテルと二人で王都の実家を飛び出して以来、少年が関わった人物はほとんどが大人──しかもどういうわけか、人として壊れた連中が圧倒的多数を占めていた。

　サブナックでは連続殺人鬼に命を狙われ、アッザムではルスカの謀ぼう略りやくで町の無法者たちに誘拐され、さらにカラナンではテロリスト集団の人質にされている。

　いちいち思い出していたら、アルノーの方が何だか気が重くなってきた。

（とほほ……ラッセル、頼むからまっとうな大人に育ってくれよ～っ）

　ふいに、前を行くメルティアの足が止まった。

　また道を確認しているのかと思ったが、今度はやけに長い。

「──やかましいユピテル！　余よ計けいなお世話だっ!!」

　後続の三名──ラッセル、ティティス、そしてアルノー──がぎょっとしてメルティアの背中を見つめた。

「お、おい──どうしたってんだ？」

　慌ててアルノーが駆け寄ると、彼女は両の拳を握りしめ、俯うつむいてぶるぶる震えている。

「……面白くないっ！」

「はあ？」

「ラッセルは──なぜあんなに楽しそうにしてるんだ!?　わたしの前では、今まであんな顔を見せてはくれなかったのに……！」

「メルティア？　おまえ、いったい何いって──」

　前に回ってのぞきこんだアルノーは、思わず仰のけ反ぞりそうになった。

　平へい素そはほとんど感情を表に出さないメルティアが、白い頰ほおを膨ふくらませてそれこそ子供のようにむくれていたのだ。

「おまえ……ひょっとして……妬やいてんのか？」

「………」

「──！」アルノーはたまらず目を逸そらした。

　もちろん、吹き出すのを堪こらえるためである。

「……喉のど笛ぶえを咬かみ切られたいか？」

　唸うなるような低音でメルティアがつぶやいた。

「ぷぷっ──いや、ごめんごめん──あ、そーか！　ひょっとして、そのことでユピテルにからかわれてたのかぁ？」

「『胸ばかり大きくても若いコの魅み力りよくには勝てない』んだそうだ──あの小娘、先刻からずっと笑い転げているわ！」

「なるほど。そいつは怒ど鳴なりたくもなるよなぁ……」

　アルノーは腕を組み、神しん妙みような面おももちでうなずいた。
















　突然、後方にいたティティスがぺとんとしゃがみ込んだ。

「あたい、疲れたぁ……もう歩けないよう！」

「だ、大丈夫？」心配そうに隣にしゃがむラッセル。

「あ、そうだ！　ぼくがおぶって──」

　上から吹き付ける冷たい殺さつ気き。はっとして顔を上げると、いつの間にか二人の目の前に移動したメルティアが氷ひよう雪せつの女め神がみのごとく屹きつ立りつしていた。

「メ、メル……？」

「甘ったれるな小娘。誰のために、我々がこうして遠回りしてやってると思う？」

「だってぇ……」

「そんな言い方よせよ──ティティスが可か哀わい想そうじゃないか！」

　珍しく怒ったようにラッセルが声を荒くした。

「何時間も森の中を歩いてるんだもの。男のぼくだってもうへとへとだよ！　この子は君とは違うんだ──自分が平気だからって、それをぼくらにも押しつけないでよ！」

　言ってからまずいと思ったのか。

　ラッセルは慌あわてて口を押さえ、恐る恐るメルティアを見上げた。

「………」

　メルティアは唇を嚙かんで押し黙っていたが、ふっと目を逸らし、

「なら、わたしが運んでやる──乗れ！」

　やおら後ろを向いてかがみ込んだ。

　ティティスは驚いたように瞬まばたきしていたが、やがてぱっと顔を輝かせた。

「おねーちゃん、ありがと！」

「軽いな、おまえ。ダムダルの突撃の方がまだ歯ごたえがあったぞ」

「ダムダルって誰？　おねーちゃんのお友だち？」

「まあ、そんなものだ」

　メルティアは楽々立ち上がると、背中におぶった少女の質量なぞ存在していないかのようにしっかりした足取りで、再びスタスタと歩き始めた。

「何なんだよ……メルティアってば、急に怒りだして。わけ判わかんないよ、もうっ」

　後に取り残されたラッセルが不ふ服ふくそうにぶつくさこぼす。

　そんな少年の頭を軽く叩き、アルノーがいった。

「いーや。ラッセル、今のはおまえが悪いぜ」

「何でさ!?　ぼくは、ただティティスを──」

「その通り。おまえもあの女の子も、何も悪いことはしちゃいねーよ。でも、やっぱりおまえが悪いんだ。ちっとは考えろ」

「何だよそれ!?　アルノーのいってること、全然判らないよ！」

「理解しなくていーから納なつ得とくしろ。いいか？　これからの人生、おまえはいろんな女の子に出会うだろうし、その中のどの子を好きになろうが、そいつはおまえの自由ってもんだよ。だがな、あいつには……メルティアにとっては、たぶんこの先もずっとおまえ一人なんだぜ。それくらいは思いやってやれよ」

「……！」

　ラッセルはひどく動どう揺ようしたようにかぶりを振った。

「そ、そんな──ぼく、そんな器じゃないよ。メルティアとぼくとじゃ、どう考えたって釣つり合わないし……」

「釣り合うかどうかは、おまえ次し第だいだよ。まあ理り不ふ尽じんに思えるかもしれないが、こればっかりは世界中の人類オトコの中でおまえさん一人が背負っちまった〝責任〟なんだから──」

「………」




「おい！　こっちに来て見ろ！」

　前方の茂しげみの中からメルティアの声が上がった。

　アルノーとラッセルが後を追って茂みをかき分けていくと、間もなく視界が開け──。

　原げん生せい林りんの向こうに、突とつ如じよとして奇き妙みような光景が出現した。

　森の出口から先はなだらかな斜面になっていたが、百メートルほどの距離をおいて木材と鉄てつ条じよう網もうによる厳げん重じゆうな防ぼう柵さくが築かれている。

　そこだけ見るとまるで軍事基地であるが、さらにその向こうには畑や牧場、木造や煉れん瓦が積みの家いえ並なみが広がっていた。

　それは小さいながらも歴れつきとした〝町〟の眺ながめであった。

「見えた！　わあい、ファティムだ！」

　メルティアの背から降りたティティスが、嬉うれしそうに叫んだ。

「あれがファティムの町？　驚いたな、いつの間にかすっかり復ふつ興こうしてたのか」

「おかしいな……」

　メルティアが訝いぶかしげにつぶやいた。

「今、ユピテルと話してたんだが……ファティムの町は王おう暦れき三二〇年──つまり今からちょうど九十年前──に擬獣災害による滅亡が確認され、公式の地図から抹まつ消しようされたそうだ。そしてそれ以来、町の復興は報告されていない」

「んなこと言ったって、現にこうして立派な町があるじゃねーか。最新版の地図に、復興の報しらせが間に合わなかっただけだろ？」

「初めはユピテルもそう解かい釈しやくしていたらしいが……あの町の規模を見ろ。どう考えても、この二、三年で造られたものではないぞ」

「……！」

　アルノーははっとしたように傍かたわらの少女を見た。

「え～とティティスちゃんだっけ？　おまえさん、いつ頃あの町に越してきたんだ？」

「違うよお兄ちゃん。あたいはファティムの生まれだよ」

　少女は首を傾かしげ、さも意外そうに答えた。

「町の外に出たのは、今日が初めてだもん」

「確か──親父さんとお袋さんは、外の町で暮らしてるっていったよな？」

「お父ちゃんとお母ちゃんもファティムで生まれたって、おじいちゃんがいってた。

　あたいが赤ん坊の時に、二人とも外に出てっちゃったけど……」

「そうか？　わ、悪いな。嫌なこと思い出させて……」

　寂さびしそうに俯うつむく少女の肩を叩きながら、アルノーは混乱する思考をまとめにかかった。

　仮にティティスの年齢を十二歳として、その両親までがあそこに見える町で生まれたのだとすると、少なく見積もっても三十年以上昔にファティムは町として復興を遂とげていたことになる。

「何十年もの間、王国政府にも悟さとられずに町を維い持じしてたってことかよ……ったく、なに考えてやがんだ？　独立国家でもあるまいし」

「案外、そのつもりかもしれないわよ～」

　突然ユピテルの声が聞こえてアルノーを驚かせたが、姿は見えない。

　どうやらメルティアの声せい帯たいを使って喋しやべっているらしい。

「四方を擬獣の棲せい息そく地域に囲まれたこの土地なら、王国の役人も滅めつ多たに寄りつかないでしょうしね。内部で自給自足ができれば、まさに自分たちだけの楽園ってワケよ」

「しかし……いったい何の得になる？　隠れてるだけじゃ他の都市と交こう易えきもできないし、王国からの保護も受けられないんだぜ」

「よその国が攻めてくる心配はないから、無理に王国に所属する必要はないでしょ？

　それに治ち外がい法ほう権けんみたいなものだから、非合法に稼かせごうと思えばいくらでも手はあるわ。例えば麻薬の密造とかね」

「あっ……！」

「姉さん！　アルノー！」

　ラッセルが耐えかねたように声を上げた。

「この町が何をやってるかなんて、そんなのどうだっていいじゃないか！　ぼくら、ティティスを送り届けに来たんでしょ？　早くこの子を家に帰してあげようよ！」

「おっと、そうだったな」

　アルノーは気まずそうに肩をすくめ、再び町を見やった。

　防ぼう柵さくには有ゆう刺し鉄てつ線せんの鉄条網が幾いく重えにも張り巡らされ、間隔をおいて建てられた監かん視し塔とうの上では銃を持った兵士らしき人影が動いている。柵さくの向こうには機関銃の銃じゆう座ざが設置され、さらには対擬獣用のカノン砲ほうが森を睨にらむように砲ほう列れつを敷いていた。

　おそらく、似たような防ぼう御ぎよ陣じん地ちが町の全ぜん周しゆうを取り囲んでいるのだろう。

「しっかし警けい戒かい厳げん重じゆうだな。こりゃあちょっとした要よう塞さいだよ」

「ふん、ちゃちな守りだ。何ならわたしが突破してやろうか？」

「あのなメルティア、俺たちゃ別にこの町と戦争しに来たワケじゃないんだから……。

　何にせよ、ここからじゃ入れそうにねーな。あそこの兵隊に事情を話して、通つう用よう門もんに案内して貰もらうか」

「ダメーっ!!」

　突然、ティティスが怯おびえたように叫んだ。

「あ、あたいたち──本当は町の外に出ちゃいけないの。勝手に出たら、警備隊の人に銃で撃たれるから……」

「何だと!?」「まさか！」

　アルノーとラッセルは呆気あつけに取られて顔を見合わせた。

「待てよ。じゃあ、よそ者が町に入るのは？」

「外から来る人はね、〝許可証〟を持ってる人だけが町に入れるの。持ってない人は、門の所で警備隊に捕つかまって……そのあとどうなるかは、あたいも知らない」

「おいおい、冗じよう談だんじゃねーぜ。それじゃまるっきり強制収容所ラーゲリじゃねーか!?」

「何よソレ!?　ひっどーい、人権蹂じゆう躙りんよ！」

　メルティアの口を借りてユピテルが叫んだ。

「も～アッタマきた！　今すぐ融ゆう合ごう体たいに相そう変へん異いして、町ごと叩き潰つぶしちゃいましょ！」

「メルティア、しばらくユピテルを黙らせろ……事態をややこしくするだけだ」

　眉み間けんを押さえてアルノーが呻うめいた。

「あれ？　それじゃティティス、君はどうして外に出られたの？」

　ラッセルが素そ朴ばくな疑問を口にした。

「あたいの家、北の防柵のそばにあるんだけど……一ヶ所だけ、柵が壊れて穴が開いてる場所があるの。警備隊の人はまだ気づいてないけど」

「へえ？」

「柵の近くにお花を摘つみに行った時……あたい、見ちゃったの」

　ティティスはちょっと言葉を切り、ぷるっと身み震ぶるいした。

「森の方から怖いオバケが来て、柵の穴からこっちに入ってくるところ──」

「オバケ？　擬獣のことか」

「判んない……蛇へびみたいな、人間みたいなオバケ」

「蛇い？　ま、まさか──」

「あたい怖くって、ずうっと岩の陰かげに隠れてたんだけど……でもそのオバケ、柵を通ったらアッという間に綺き麗れいな女の人に変わって……何もなかったような顔で、町の方に行っちゃったわ」

「──アルラウネ!?」

　ティティス以外の全員が、思わず声に出して叫んでいた。







　工場を別にすれば、ファティムで一番大きな建築物は市長の邸てい宅たくだ。領主の居きよ城じようと呼んだ方が相応ふさわしいかもしれない。そもそも〝市長〟などどいう呼称じたい、この町の議会制が機能していた遠い昔の滑こつ稽けいな遺い物ぶつにすぎないのだから。

　門をくぐり広大な庭に一歩踏み込んだ瞬間にはもう武装した傭よう兵へいたちに取り囲まれていたが、グレンデルの顔に気づくと皆敬けい礼れいして持ち場に戻っていった。

「あら警備隊長。こんな昼間に何のご用かしら？」

　玄関から現れた市長秘書のベロニカが声をかけてきた。いちおう秘書らしくツーピースなど着込んでいるが、厚めの化け粧しようと気け怠だるげな仕し草ぐさがどこか退たい廃はい的てきな雰ふん囲い気きを漂わせた女だ。実際、複数いる市長の愛人の一人という噂うわさもあった。

「町の警備の件で、市長閣かつ下かのご意見をうかがおうと思いまして」

「相変わらず仕事熱心なのねぇ……でも市長はお忙いそがしいのよ。事前のアポがなければ、会わせるわけにはいかないわ」

「困りましたな。急ぎの用件なんだが──」

「うふふ、ウ・ソ・よ」

　妖よう艶えんな笑みを浮かべ、ベロニカは身を寄せてきた。化粧の匂においがむっと鼻を衝つく。

（〝外〟から取り寄せた香水だな──）

　グレンデルは内心で顔をしかめたが、努つとめて表には出さなかった。

「ホントはねぇ、急いで貴方あなたを呼ぶように市長にいわれてたのよ。だから手間が省けたってわけ」

「閣下が？　……何か治ち安あん上の問題でも？」

「さあ？　ただ、夕べから何だか様子がおかしいのよねぇ、あのデブ。食事もろくにとってないようだしサ」

「……とにかく、すぐに伺いましょう」

〝デブ〟は聞かなかったことにしてうなずいた。

「ねぇグレン？　私、今夜はすっごくヒマなの。よかったら……来て」

　甘えるような小声でささやきながら、ツーピースの胸元をちらりと開く。長身のグレンデルならよく見えることを承しよう知ちで挑ちよう発はつしているのだ。

　庭の傭兵たちが不ふ審しんそうにこちらを見ている。

「では、案内をお願いします」

　傭兵たちに聞かせるようにわざと声を張り上げ、グレンデルは足早に玄関に向かった。




　広間のような応おう接せつ間まに通され、ソファーに座って待っていると、間もなく市長のヴァイラス・ドーソンが屋敷の奥から姿を現した。

　今からおよそ四十年前、擬獣災害により無人の廃はい墟きよと化かしていたファティムに入にゆう植しよくし新たな町を建設した初代市長ヴァロム・ドーソンの息子。二十年前に父親の後を継ついで以来、閉ざされた町ファティムの支配者として君くん臨りんしてきた男。

　酒さか樽だるのように肥こえた胴どう体たいを特注のスーツで包み込んでいる。おそらく外部から取り寄せた高価な生地を仕し立たてさせたものだろう。

　外部との連絡を一切禁じられ貧まずしい生活に甘んじている一般住民を後しり目めに、市長とその一族、及び一握りの取り巻き連中は町の工場で生産される武器と麻薬の密売により地方領主並みの優ゆう雅がな生活を満まん喫きつしている。

　実に判り易やすい構図だ。

　この小さな町は外部の社会と隔かく絶ぜつしながら、実は社会そのものの縮図となっている──市長の屋敷に来る度、グレンデルはそう思う。

「まったく、奴らけしからん……余よを何だと思っておる！」

　グレンデルの敬礼を無視し、市長ヴァイラスは憤ふん懣まんやる方なしといった風ふ情ぜいで向かいのソファーに腰を沈めた。

「何事ですか？」

「〝黒い太陽ソル・ニゲル〟──足下そつかも知っていよう？」

「この町の武器を買っている、例の組織ですな」

「左さ様よう。今まではありがたい取引相手だったが……これを見ろ。夕べ、奴らが送りつけてきた書しよ簡かんだ！」

　手に持っていた封筒を叩きつけるようにテーブルに置いた。

　グレンデルは視線を落とし、封ふう蠟ろうに押おう印いんされた紋もん章しよう──十じゆう字じ架かに絡からみつく毒どく蛇へび──に目を留めた。

「──失礼」

　中の書簡を取り出し、ざっと目を通す。

「要するに……このファティムを彼らの軍事拠きよ点てんとして使用するため、各種の便べん宜ぎを図れということですか」

「よく文面を読め！　土地と建物の無期限借用、住民の無制限徴ちよう発はつ、政治委員による行政監視──そこに書かれている要求を全部吞のんだら、この町は丸ごと奴らに乗っ取られてしまうわ！」

「しかし、あの組織とは先代市長の時代からの付き合いなのでしょう？　王宮やソシエタスから見放されたこの町が、擬獣の脅きよう威いに晒さらされながらも何とか独立を維持できるのも彼らの援助があればこそです。一方的に要求をはねつけるのは、得とく策さくでないように思われますが」

「判わかっておる！　我々とて、奴らにはこれまで充分すぎるほど協力してきたわ。今でも町の工場では奴らの使う武器弾薬を生産し、研究所の施設に土地を貸しておる──だがな、町の行政にまで介入してくるとなれば話は別だ。ファティムは余の町──余は偉大な父ヴァロムより、生まれながらにしてこの町の指導者に任命されておるのだから！」

　ヴァイラスは脂あぶらぎった頰ほおを紅こう潮ちようさせ、やや自己陶とう酔すい気味に叫んだ。

　四十年前──元アビス教の司祭であり、かつ無政府主義者でもあったヴァロム・ドーソンは〝神の声〟に導かれてミザリアの森に踏み込み、幾多の苦難を乗り越えてファティムの町を再興した。その際、彼は王国政府はもちろんアビス教会の援助も受けず、外部の権力とは一切隔かく絶ぜつしたある種のユートピア共同体の建設を志したらしい。

　グレンデルにはとても理解できない思想だが、ファティムの一般住民の間では未だに初代市長を熱烈に信しん奉ぽうする者が多いことからみて、おそらくヴァロム自身が強きよう烈れつなカリスマ性を備えた神かみ懸がかりの指導者だったのであろう。

　そのヴァロムに過ちがあったとすれば、一つはテロリスト集団〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の援えん助じよを受け入れてしまったこと。そしてもう一つは、どう考えても指導者の器ではない無能な息子を後こう継けい者しやに指名してしまったこと──いかに優秀な創そう業ぎよう者しやといえども、自分の子供に対しては選せん択たく眼がんが曇くもるものなのだろうか。

　もっとも、グレンデルにとってはどうでもよい問題である。およそ一年前、とある武器商人の紹介でこの町の警けい備び隊たいに〝就職〟した時に既すでにヴァロムは亡く、息子のヴァイラスが二代目市長としてファティムを仕し切きっていたのだから。

「このままでは父上に合わせる顔がないし、市民共にも示しめしがつかん。従って、余は──」

　そこで市長は急に声を落とし、グレンデルの方にぐいっと身を乗り出すと、

「奴らと袂たもとを分かつことに決めた」

「──本気ですか？」

　さすがにグレンデルも眉まゆをひそめた。

「賢明なご判断とは申し上げかねますな。〝黒い太陽ソル・ニゲル〟が怪あやしい術で擬獣どもを操あやつることは、閣下もご存知でしょう？　擬獣を使った彼らの武力テロでアッザムの市街地は壊かい滅めつし、カラナンでは領主の戦艦が沈められました──この町の戦力では、とても太た刀ち打うちできませんよ」

　現在、このファティムは〝警備隊〟の名目で傭よう兵へい部隊を抱かかえ、その指揮はグレンデルに任まかされている。ライフルから重火器まで多数の兵器を保有し、その戦力は小規模な軍隊といってもよいほどだ。

　しかし相手が人間のテロリストならまだしも、大型擬獣では勝負になるまい。

「ぬふふふ、案ずるな。既に策さくは練ねっておるわ」

　唇を歪ゆがめて笑い、市長は人ひと差さし指で自分の側そく頭とうをとんとんと叩いた。

『ここの出来が違う』──とアピールしたいらしいが、グレンデルには猿が頭を搔かいているようにしか見えなかった。

「連中に対抗できる異術師組織──ソシエタスの力を借りようと思う」

「しかし、それは──この町の存在が公おおやけになるということですよ？　そうなればファティムはヴァリシニア王国の行ぎよう政せいに組み込まれ、失礼ながら閣下とて今ほどの権けん限げんを行使できなくなると思いますが」

「馬鹿正直に助けを求めればな。──そうならないように、切り札を確保する」

「切り札？」

「警備隊長なら知っておろうが。奴らが町外れの聖せい堂どう跡あとに運び込んだ、例の黒い筐はこ」

「存じておりますが……」

　当然である。二週間前の深夜、〝黒い太陽〟の兵士たちがあの棺かん桶おけのような黒い筐きよう体たいを町に運び込む際、市長命令で護ご衛えい役を務つとめたのはグレンデル自身なのだから。

　部下たちには硬かたく口止めしたはずなのだが、いったい何ど処こから情報が漏もれたのか──現在、『聖堂跡に安あん置ちされた黒い棺』の噂うわさは日頃から話題に飢うえたファティムの住民の間でちょっとしたセンセーションになっている。むしろ、市長がその話題を振ってこないのを今まで不思議に思っていたくらいだった。

（……まあ、少しはつき合ってやるか）

「ま、まさか市長、貴方あなたは──!?」

　グレンデルはいかにも驚いたような声を上げ、大おお仰ぎような身み振ぶりでソファーから腰を浮かせた。

「し！　声が高い声が。──筐はこの中味が何かは知らんが、どうやら異術師どもにとっては組織の命めい運うんに関わる貴き重ちような宝物らしい。その宝を我が方が奪うばい取り、今度はソシエタスと取り引きするための交渉材料カードとして使う──」

「確かに……彼らは聖堂跡に若じやつ干かんの守しゆ備び兵へいを置いているようですが、我が警けい備び隊たいの総力をもって奇き襲しゆうをかければ勝しよう機きはございますな」

「よき思いつきであろう？　ソシエタスならば王宮にも顔が利きくしな。連中を仲なか立だちに王国政府と交こう渉しようし、余よを公おおやけにファティムの領主として認めさせることも夢ではないわ」

「ご命令とあらば最善を尽くしますが……一歩間違えれば市し街がい戦せんになりますよ。くれぐれも慎しん重ちようにお考え下さい」

「いいや、もう充分に考えた！　いずれはこういう時も来ようかと、既すでに余は外部の町に腹ふく心しんを派は遣けんし、ソシエタスと内密に連絡を取っておったのよ」

「何ですと？」

「ソシエタスのエージェントが、間もなくこの町に来る手はずだ──許可証も渡してあるしな。もう来ているやもしれぬ」

「──！」

　これには演えん技ぎ抜きで驚いた。市長が警備隊長の自分にも図はからずに独断で動くとは、グレンデルにとっても予想外だったからである。

（まずいことになったな──）

「恐れながら閣下──〝黒い太陽〟を排除するのはよしとして、公の領主に封じられるというのは、いささかお父上の遺い志しに背そむきませんか？」

　と、グレンデルは少し意地の悪い質問をぶつけてみた。

「あらゆる権力から独立した自由の楽園──確か、それが先代市長ヴァロム様の理想であったと聞き及んでおりますが」

「あ～？」ヴァイラスは不思議そうな顔でグレンデルを見つめていたが、

「ゔぁはははははははははははっ！」

　次の瞬間、顔中を口にして絶ぜつ笑しようした。

「そ、それは住民どもが勝手に信じておる父の虚きよ像ぞうよ！　ぎょほほほほっ！　〝神の声〟だの〝自由のユートピア〟だの──そんなのは、無知な連中を煽あおり立てる父上の手口にすぎんわっ！」

「ほほう？」

「ここだけの話だがの、生前の父上が口癖のようにいっておったわ。『人民に自由の夢を与えよ。だが決して目め覚ざめさせてはならぬ』──それが奴らを支配する最良の手段だとな！　ぐはははは」




「一面の真理だな。貴公の父君とは、生せい前ぜんに会ってみたかったものだ」




「はは・は──」

　市長の表情が馬鹿笑いのまま凍こおり付いた。

　振り返ったグレンデルの目に、漆しつ黒こくのフロックコートを纏まとって影のように立つ男の姿が映った。

　やや骨張った瘦そう顔がん。燃え上がるような赤毛を背後で一つに束たばね、鋭い双そう眸ぼうには猛もう禽きんのごとき光が宿っている。

　心なしか、部屋の温度が急激に上がったように思われた。

「ま、待て警備隊長！　彼は組織の──！」

　反射的にホルスターの拳けん銃じゆうに手を掛けたグレンデルを、市長が悲鳴のような声を上げて制止した。

「返答がないので、こちらから出向いて来た──」

　応接間の中に一歩踏み込むと、男は低い声で告げた。

　グレンデルの存在など眼中にないかのようだ。

「ま、待ってくれ……待ってくれたまえよロイガー君！　なにしろ内容が内容だ。昨日の今日で即そく答とうできる道理がなかろう？」

　すっかり狼ろう狽ばいした市長はソファーから立ち上がり、十秒前と同じ人物とは思えないほどの弱よわ腰ごしで訴うつたえた。

「む、むろん君らの要求については、極きよく力りよくご期待にそえる方向で検けん討とうしておるよ。今もこうして、警備担当のグレンデル君と今後の対応を──」

「その必要はない。先の要求は全面的に撤てつ回かいする」

「そ、それでは……」

　安あん堵どのあまりだらしなく頰をゆるめた市長に、ロイガーは冷れい然ぜんと告げた。

「組織よりの新たな通告を伝える──現時刻をもってファティム市長ヴァイラス・ドーソンの全権を剝はく奪だつし、以後当市は我が〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の直接統とう治ち下かに入る！」

「………」

　だらり。──市長の表情筋きんが一気に弛し緩かんし、頰に張り付いた大量の脂し肪ぼうが二センチほどずり下がった。だが一瞬の後には猛もう烈れつな怒りで顔面をひきつらせ、

「剝奪!?　直接統治!?　きっ貴様ら、いったい何の権利があって、余に向かってそんなあつかましい通告ができるというのだっ!?」

「権利などはない。ただ、この町を占せん領りようする意志と能力があるというだけのことだ」

「ぐうぅ……！　若わか造ぞうっ、いわせておけば！」

　市長は丸い肩を上下に震ふるわせ、

「警備隊長！　や、奴をこの部屋からつまみ出せ──いいや撃ち殺せっ!!」

「よろしいのですか？」

　グレンデルは油ゆ断だんなく巨体を起こしながら、市長に質ただした。

「この男は組織の使者なのでしょう？　殺すと面倒なことになりますよ」

「構わん！　こ、こやつ──この余を、偉大なヴァロムの後こう継けい者しやである余を、生まれながらの指導者である余を侮ぶ辱じよくしおった!!」

　立ち上がった警備隊長の背後に逃げ込み、市長は嵩かさにかかって叫んだ。

「本当に、よろしいんですね？」

　重ねて問いただしながら、大型拳銃の銃口をロイガーに向ける。

　異術師の防御界でもかわせない至近距離──。だが〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の男は両手をコートのポケットに入れたまま、身じろぎもせず佇たたずんでいた。

「くどい！　こうなりゃ戦争だっ──テロリストの横おう暴ぼうには屈くつさぬ！　自由と自治のため、我がファティムの市民は最後の一人になろうと闘うぞぉーっ!!」

「──ご英えい断だんです。市長」

　それだけいうとグレンデルは拳銃を収め、背後に立つヴァイラスの突き出た腹に鋭するどい後ろ蹴げりを見舞った。

「ぐぅあばっ!?」

　九十キロ近い肥ひ満まん体たいが数メートル後方にすっ飛び、煉れん瓦が積づみのマントルピースに激突。

　市長ヴァイラスは反へ吐どに胃い液えきに糞ふん尿によう、体内に詰まっていたあらゆる腐ふ敗はい物ぶつを噴ふん出しゆつさせながら絨じゆう毯たんの上を転げ回った。

「待て、同どう志しグレンデル。その男の処しよ分ぶんは私の任務だ」

　拳銃を抜いて市長を撃とうとしたグレンデルを、背後からの声が止める。

　巨きよ漢かんの警備隊長は向き直り、姿勢を正してロイガーに敬礼した。

「同志行動隊長、わざわざご足そく労ろう頂いただき恐きよう縮しゆくです！」

「今は行動隊長ではないよ。戦せん略りやく拠きよ点てん防ぼう衛えい司し令れい官かんを拝はい命めいした」

「戦略拠点？　ということは──」

「最高指導部から発令された〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟──第一次戦略拠点として、このファティムが選ばれたというわけだ」

「つまり、もう豚ぶたどもの機き嫌げんを取る必要もないというわけですな」

　グレンデルは口の端はしを吊つり上げてニタリと嗤わらった。

「ごふっ、グ、グレン……貴様ァっ、裏切り……ぐぷぷっ」

　自分の吐き出した汚お物ぶつの海に這はいつくばった市長が、反吐にむせながら喚わめいた。

「裏切り？　とんでもない誤解だな」

　いいながら、ロイガーがつかつかとヴァイラスのそばに歩み寄る。

「同志グレンデルの名めい誉よのために説明しよう。彼は誰も裏切っておらんよ──なぜならばここの警備隊長に就しゆう任にんした時、既すでに我々の〝同志〟だったのだから」

「そ、そんなぁ～～……ごぼっ」

「自分の任務はこの町の警備隊を内部から掌しよう握あくすること。そして貴方に忠ちゆう誠せいを誓ちかう取り巻き連中をリストアップしておくこと……申し訳ありませんな、市長」

「あのリストは大いに役立ったよ、グレンデル」

「光こう栄えいです」

「そちらの方はアルマに任せてあるが……まあ四、五十人も片づければ、残った連中は大人しく我々に従うだろう」

「が……ふが……」

　市長は眼球が飛び出さんばかりに目を見開き、ロイガーの顔を見つめていた。かつて父親から継けい承しようし、当然のごとく支配してきた自らの王国がその一瞬に潰ついえ去った事実を、まだ現実と認識できない様子であった。

「さて、市長……親子二代にわたる組織への協力、厚く御おん礼れい申し上げる」

　ロイガーがいった。

「おまえたち父子は単なる豚だったが、この町の存在にはなかなか興味深いものがあったよ。檻おりの中に囲い込まれた大衆。特権的な少数者による支配──あらゆる社会の元げん型けいがこの小さな町に凝ぎよう縮しゆくされていたのだからな。程度の差こそあれ、他の貴族領や自治都市も実態は似たようなものだろう。仮に現王家を倒して新政府を樹立したところで、行き着く先は多分同じだ」

「………」

「だが、そのような社会体制は安定はしても発展性に欠ける。資源を食いつぶした分だけ規模は拡大するだろうが、その中で育はぐくまれる人間の質が劣れつ化かしていくからだ。進化の余力を失った生物が環境の中で淘とう汰たされるように、進歩を放ほう棄きした社会もまた歴史的必然として革命の洗礼を受けねばならない」

「………」

　市長にはロイガーの言葉は全く理解できなかったし、ロイガーもまた市長になど話しかけてはいなかった。

　遠くを見やるように陶とう然ぜんと目を細め、

「卑いやしき鉛なまりが浄じよう化かの炎に溶かされ純金に変成するごとく、世界もまた革命の劫ごう火かの内に進化を遂とげねばならぬ──だから、我々は真なる革命を断だん行こうする決意を固めた。〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟──すなわち百年前の擬獣災害を再現し、地上に存在する全ての社会体制を消滅させる！」

「……た、助けてェ……命ばかりは……」

「豚が──そら、貴様にも進化の炎をくれてやろう」

　ロイガーの額に緑色の光が灯ともった。

　同時に、脂あぶら汗あせにまみれた市長の頭部全体が音を立てて燃え上がった。

「あぢゃぢゃぢゃぢゃあああああああ!?」

　猿ましらのごとく吼ほえながら跳はね起き、絨毯の上でぴょんぴょんと踊るように飛び跳ねる。

　奇妙なことに男の着ている上等なスーツには燃え移らず、ただ服から露ろ出しゆつした頭と両手だけがぶすぶすと焼け焦こげていくのだ。

「わきゃああぁああああっ!!　ひいあっちゃあああおぇええええっ!!」

　肌はだが焼け剝はがれ、眼球が沸ふつ騰とうしてもなお死にきれず、泣き声とも笑い声ともつかぬ奇き声せいを発しながら市長は死のダンスを踊り続けた。

「くくくく……脂あぶら身みが多いから良く燃えるわ」

　ロイガーが愉ゆ快かいそうに嗤った。

「火事になりますよ」

「心配ない。火の疑似精霊サラマンデルには人体だけ焼き尽つくすように命じておいた」

「なるほど。さすがは、〝火竜使いサラマンデル・マスター〟ロイガー……炎の戦闘異術を使わせたら右に出る者はありませんな」

　そのとき応接間の扉が開き、十数名の男たちがバラバラ駆かけ込んできた。

　いずれも拳銃や散弾銃シヨツトガンで武装した屈くつ強きようの傭よう兵へいたち──屋敷の中にいた市長のボディーガードが悲鳴を聞きつけはせ参じたのだ。

「し、市長──っ!!」

「ヴァイラス様っ!?」

　最初に飛び込んだ何名かは、まず炎に包まれた市長の救出を優先し、自らの上着を脱ぬいで火を消しにかかった。

　だが──市長の身体に近づいたとたん、炎は生き物のごとく傭兵たちに燃え移り、数秒後には彼らも主人と同じ姿と化して死のダンスを踊り始めた。

「いけねえっ──近寄ったら俺たちもやられる！」

　運良く後方にいた連中は入り口付近に踏ふみとどまり、部屋の奥にいたグレンデルとロイガーを狙ねらい一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向けた。

　多数の細かい弾丸を一度に発射する水すい平へい二に連れん銃じゆう身しんの散弾銃シヨツトガン。その威い力りよくは熊すら撃うち殺し、至近距離の戦闘では必殺の武器である。

「貴様ら、よくも市長閣かつ下かを……！」

「裏切ったな、グレンデル!!」

「ブッ殺してやる!!」
















「同志。ここは、自分が……」

　グレンデルはロイガーに軽くうなずき、傭兵たちの前に一歩進み出た。

「諸君、現時刻をもってファティム全市は我ら〝黒い太陽〟が制圧した。ただちに無む駄だな抵抗を止め降伏せよ！　武器を捨て恭きよう順じゆんの意志を示せば、生命の安全は保障しよう！」

「降伏だと～？　バッカヤローっ！　寝ぼけてんじゃねーっ!!」

　口くち汚ぎたなく罵ののしりながら、傭兵の一人が散弾銃の引き金を引いた。

　応接間の壁を震ふるわす銃じゆう声せい。警備隊長の制服が破は裂れつしたように飛び散る。

　だが──。

「な、なにぃ!?」

　硝しよう煙えんが晴れたとき、そこに立っていたのは異い形ぎようの獣けものだった。

　身長二メートル。二本足で直立する筋きん骨こつ逞たくましい肉体は人間の男性のものだが、凄すさまじい眼がん光こうで傭兵を睨にらみ付けていたのは虎とらを思わせる肉にく食しよく獣じゆうの顔だった。

　獣の分ぶ厚あつい胸むな板いたに、たった今発射された数十発の散さん弾だんが食い込んでいた。

「ひっ──ぎ、擬ぎ獣じゆう!?」

「愚おろか者が。豚にケダモノ呼ばわりされる筋すじ合あいはない！」

　と人語で叫ぶなり、擬獣と化したグレンデルは床を跳ちよう躍やくして傭兵たちに襲いかかった。

　一人の顔面に爪を突き立てたかと見るや、そいつの身体を棒きれのように振り回して他の男たちに叩きつける。肉が潰つぶれ骨が砕くだける音が響ひびき、傭兵たちは一人、また一人と骨を剝むき出したティーボーンステーキのような姿に変えられていった。

　わずか五分の後──衣服に包まれた消けし炭ずみと原型を留とどめぬ肉にく塊かいが点々と横たわる応接間の中で、生きて立っているのは〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の二人きりとなっていた。

「擬獣化手術の結果は良好だな、グレンデル」

「絶ぜつ好こう調ちようですよ。生まれた時からこの身体だったと錯さつ覚かくしそうです」

　グレンデルは擬獣の顔のままで心地よく笑い声を上げていたが、すぐに厄やつ介かいな問題を思い出し気が重くなった。

「申し訳ありません、同志。市長がソシエタスに内通するのを阻そ止しできませんでした」

「〝ザインの棺ひつぎ〟の情報を流したというのだろう。あの男のやりそうなことだ」

「ご存じだったんですか？」

「心配するな。周辺の町や村に〝棺〟の噂を流したのも、わざと目に付く方法でこの町に運び込んだのも、全ては我が方で意い図と的てきに仕し組くんだことだ。ソシエタスだけではない。今頃はアビス教会も動き出しているだろうよ」

「何のために……？」

「うむ。最終遺産を確保したとはいえ、本格的に〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟を始動するにはまだ若じやつ干かんの時間を要する。その間に、計画の妨さまたげになる要素を念入りに排はい除じよしようと思ってな」

「と、いいますと」

「見るがいい」

　ロイガーが両手を差し上げ宙ちゆうにかざすと、指先から音もなく炎が立ち上り、空中に二つの生き物の姿を描き出した。

　一方は、四よん脚きやくの獣でありながら鷲わしのような純白の翼つばさを雄お々おしく広げた、まさに伝説の聖せい獣じゆうグリフォンを彷ほう彿ふつとさせる怪獣。

　そしてもう一方は、しなやかな肢し体たいを銀色の皮ひ膚ふに包み、波なみ打うつような白銀の髪を腰まで伸ばした女性型の巨人。

「こいつらは……擬獣？」

「正確には疑似人間ホモ・フアルサスというべきだろうな。擬獣の肉体に人間の知性を備そなえた人工生命──ゼルファナスの〝遺産〟の一種だよ」

「噂うわさには聞いております。確か人間を〝器うつわ〟にして擬獣化させるとか──すると、こいつらの正体は人間？」

「翼のある方は〝ミルヴァス〟。飛行能力を持った厄やつ介かいな敵だ。〝器〟となった人間は神しん聖せいアビス教会の司祭フェルゼン」

（司祭──？）

　グレンデルの脳のう裡りを、部下の報告書にあった二人の来らい訪ほう者しやが過よぎった。

「問題は、こっちの銀色の奴だ。〝メルティア〟──ラザルスとヴェパール、既すでに二人の同志がこいつの手にかかっている」

「こちらの〝器〟は？」

「ソシエタスの異術師だ。若い女らしい──ということしか判わかっていない。しかし同志アルマを〝器〟とするアルラウネが闘って歯が立たなかったというから、相当な手て練だれ──理事会メンバーに匹ひつ敵てきする力の持ち主やも知れぬ」

「──！」

「いずれにせよ、放置しておけば我々にとって障しよう害がいになることは間違いない。そこで〝ザインの棺〟を[image: 餌]にこの町におびき寄せ──一気に始末する」

「食いついて来るでしょうか？」

「もう来ているわ。ついさっき受けた報告によれば──町の東に配置していた擬ぎ獣じゆう兵へいトービアスが行ゆく方えを絶たったそうだ」

「トービアス……擬獣ダムダルに寄き生せいさせていた同どう志しが!?」

　擬獣兵の喉のどから驚きよう愕がくの唸うなりが洩もれた。

　トービアスは〝黒い太陽〟に所属する異術師であったが、自ら志し願がんして大型擬獣に寄き生せいして操る戦略級の擬獣兵に改造された。ダムダルへの寄生に成功した後の戦闘能力は完全武装した陸兵一個大隊に匹ひつ敵てきし、来きたるべき〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟でも主戦力を務つとめるものと期待されていたのだ。

「おびき寄せるのはいいとして、いったいどう始し末まつするおつもりです？　大型擬獣さえ退しりぞける怪物を──」

「くふふふっ。目には目を、怪物には怪物を……」

　ふいにロイガーの足下から炎が燃え上がり──。

　驚愕して後ずさったグレンデルの目の前に、太たい古こに滅ほろび去った肉食恐きよう竜りゆうを彷ほう彿ふつとさせる生物が出現していた。

　擬獣化したグレンデルよりさらに巨大な体たい軀くを鎧よろいのようにゴツゴツした赤い外がい皮ひで包み込んでいる。天井につかえそうな高さから、邪悪なまでの知性を湛たたえて輝く金色の目がグレンデルをじっと睨みつけていた。

『我が名は〝フラーマ〟──ゼルファナスの造りしホモ・ファルサスの一体』

「そ、それでは、同志が自ら……？」

『私だけではない。現在、我が組織が保有する四体のホモ・ファルサスを全てこの町に集結させてあるのだ。戦力比は二対一──いや、アビス教の司祭とソシエタスの異術師が共きよう闘とうするとは思えんから、実質的には四対一でかかることになる』

「なるほど……総そう力りよく戦せんというわけですな」

　納なつ得とくすると同時に、グレンデルは空そら恐おそろしさを覚えた。人間の知性と大型擬獣の肉体、さらには異術師の力を兼かね備そなえた地上最強の生命体が六体、間もなくこのファティムに姿を現し死し闘とうを演じるのだ。たかだか擬獣兵──肉体の約半分を擬獣細さい胞ぼうと交こう換かんした改造兵士──の自分など、とても出る幕はあるまい。

　──そう思ったとき、背後でどさっと物もの音おとがした。

　振ふり返かえると、開き放たれた扉の向こう──外の廊ろう下かに若い女がへたりこんでいる。

　市長秘書のベロニカだった。

　化粧の濃こい顔を恐怖にひきつらせ、わななく唇くちびるから声にならぬ声を洩らしている。尻しり餅もちをついた床の上に、音もなく失しつ禁きんの水たまりが広がっていった。

『聞かれたようだな……』

「お任せを」

「ひっ!?　ひああぁあああぁあっ!!」

　擬獣兵が一歩踏み出すのと、女が悲ひ鳴めいを上げたのはほとんど同時だった。

　廊下を這いつくばって逃げようとする女の背中に、容よう赦しやなく鉤かぎ爪づめの生はえた足を踏み降ろす。

「あぐっ!?」

　豊かなブロンドの髪を鷲わし摑づかみにして、力ちから任まかせに引き上げた。

「すまないなベロニカ──やはり、今夜はつき合えそうにない」

　彼女はひどく驚おどろいたような顔でグレンデルを見つめていた。

　──臍へそから下は腹はら這ばいのままで。

『知り合いだったのか？』

「市長の秘書です。情じよう報ほう収しゆう集しゆうのため……二回ほど寝ました」

　隠かくす理由もないので、ありのままに答えた。

『一度は関係をもった女を仕し留とめるのに、瞬しゆん刻こくのためらいも見せぬか。同志グレンデル、貴き様さまは実に優秀な兵士だ！』

　フラーマの金こん色じきの目が賛さん嘆たんに輝いた。

『フハハハッ、さすがは元王国騎き士し団だんの精せい鋭えい〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟の副隊長よ──貴様のような男を部下に持てて鼻が高いぞ！』

「恐きよう縮しゆくです」

　グレンデルは手を放し、背せ骨ぼねを真っ二つに折られて即そく死しした女の頭を無む造ぞう作さに床に投げ出した。








第３章　獣たちの宴うたげ









　王都モラックス──ヴァリシニア王国の首都であり、七十万の人口を擁ようする王国最大の都市。

　煉れん瓦が建築の高層商館ビルデイングスが林りん立りつし、広大な幹線道路メインストリートが縦じゆう横おうに行ゆき交かう中央市街地の景けい観かんは、とても百年前の擬ぎ獣じゆう災さい害がいで一度は廃はい墟きよと化し今なお大陸諸国とは断だん交こう状態にある島国の首都とは思えない。

　そんな都の中心部からいくらか隔へだたった東の外はずれに、他の民みん家かや商しよう館かんとは趣おもむきを異こととする奇妙な一区画が存在する。

　王宮を遥はるかに上回る大きさの白はく亜あの石せき造ぞう建けん築ちく。何か宗教的な意味を持つ神しん殿でんのようにも見えるが、神殿と決定的に異なるのは建物の周囲に鉄骨を組み合わせて建てられた無数の高い塔とうと、それらの鉄てつ塔とう同士の間に張はり巡めぐらされた導どう線せんの存在であった。

　少し注意深く観察すれば、鉄塔群ぐんとその間に張られた導線の一部は都の外にまで延えん々えんと連つらなっているのが判わかるだろう。

　その建物こそがこの街に、いやこの国にとって王宮以上に重要な意味を持つ施し設せつ──すなわち異ソ術シ師エ協タ会ス中央本部であった。

　単に協会本部の入った建物というだけではない。構こう内ないに設置された巨大なエーテル抽出装置エクストラクターは王都全域を取り囲む対擬獣環かん状じよう防ぼう護ご結げつ界かい──大型擬獣の侵しん入にゆうを阻はばむ超ちよう広こう範はん囲い防ぼう御ぎよ界かい──に〝力オプス〟を供きよう給きゆうする源みなもとであり、まさに王都防衛の要かなめといえる。

　だが──。

　その中央本部のさらに地下深くに建設されたもう一つの大規模施設の存在については、現在のところソシエタス内部でもごく一部の人間にしか知らされていない。

「二十年がかりで、ようやく七割の完成度ですか……こうなると〝ザインの棺ひつぎ〟を奪うばわれたのが痛いですねえ」

　地下七階の壁かべに塡はめられた防ぼう爆ばく硝子ガラスの窓を覗のぞき込みながら、長ちよう身しん瘦そう軀くに研究用の白衣をまとった男がため息をついた。

　端たん正せいではあるが半病人のごとく瘦やせこけた相そう貌ぼう。脂あぶら気けのない額ひたいに埋うめ込まれた緑色の〝タブレット〟──ソシエタス副理事長のジルクリストである。

　窓の向こうに存在しているのは、地下五階分の空間をぶち抜いて造られた広大な空間。そしてその中空には、数十本の頑がん丈じような鉄骨により巨大な──三階建ての商館がまるごと収おさまるほどの容よう積せきを持つ──銀ぎん色いろの球体が固定されていた。

　副理事長の立っている地下室の窓は球体を真ま横よこから望む高さにあたり、もう少し窓に近ちか寄よれば球体下方の床面に所ところ狭せましと並ぶ各種機械装置、及びその間を蟻アリのように動き回る技ぎ師したちの姿が視認できるはずだった。

「は～、勿もつ体たいない。あなたの甥おいごさん、わざわざカラナンまで出張して何をやってらっしゃったんですか？」

　キロリ、と非ひ難なんがましい横よこ目め遣づかいに見やった先には、副理事長とは対照的に漆しつ黒こくのローブを身に纏まとった短たん軀くで禿はげ頭あたまの異い術じゆつ師しの姿があった。

「な、何じゃその目は!?　今回はルスカのせいではないそ。あいつが現地に到着した時には、もう〝遺い産さん〟は〝黒い太陽ソル・ニゲル〟に奪うばわれた後だったんじゃからな！」

　丸まる眼め鏡がねの奥の細い目を嫌いやそうにしかめ、理事会メンバーの一人で監かん察さつ局きよく長ちよう官かんを兼けん任にんするゾシモスは吐はき捨すてるように答えた。

「で、奪だつ回かいのめどは立ってるんですか？」

「我が輩はいに訊きかれたって知らんよ。〝黒い太陽〟が絡んできた時点でこのヤマの主しゆ導どう権けんは保ほ安あん局きよくの連中に持ってかれちまったからな。今回、監察局こつちは人を貸しただけよ」

「誰を？」

「ルスカじゃ」

「……またですかぁ？」

「仕方ないじゃうが！　アシュモールの一件以来、部下の監察官どもみんな腰こしが引けちまって──危険な辺へん境きよう任にん務むにホイホイ出かけて行くお調ちよう子し者ものは、もうあいつくらいしかおらんのじゃから」

「人じん材ざい難なんですねえ」

　ジルクリストはハンカチを口に当て、ひとしきり咳せき込んだ。

「──しかし、ライオス博士も無む茶ちやをやってくれたものです。ホモ・ファルサスばかりか封ふう印いんされていた擬ぎ獣じゆう兵へいの研究まで〝黒い太陽〟に売り渡すとは」

「五年前の年ねん次じ総そう会かいを憶おぼえているか？　当時の理事長だったライオスの批ひ判はん動どう議ぎをシュレディングが提出し、結果的に理事会メンバーから追放した……まあ事実上の内部クーデターじゃな。その時の恨うらみをいよいよ晴らそうという魂こん胆たんじゃろ」

「逆さか恨うらみですよ。その直前にライオス博士が発表していた論文──貴方あなたもご存じでしょう？　どう考えても、先代理事長の精神状態はまともじゃありませんでした」

『純じゆん正せい錬れん金きん術じゆつ思し想そうに基もとづく世界と人類の進化』──それが前理事長ライオス・ライモンドス博士が公こう表ひようした論文の題名だった。

　五千頁に及ぶ大論文の中で博士は、あらゆる生せい物ぶつ種しゆにおいて次世代への進化の鍵かぎを握にぎる優秀な個体は常に総個体数の五％であり、〝不純物〟である九五％の個体を排はい除じよすることで種しゆの進化を人工的に早めることが可能と説いていた。

　古いにしえの錬れん金きん術じゆつは〝卑いやしき鉛〟を〝哲学者の炉アタノール〟の炎ほのおにて溶とかし、腐ふ敗はい・蒸じよう留りゆう・発はつ酵こう・昇しよう華かの各かく過か程ていを経て〝純粋な黄金〟にまで変へん成せいさせる秘ひ儀ぎを伝えているが、この〝黄金〟は決して現実の純金ではなく人間の精神面での進化を暗示したものであるとされている。ライオス博士は現実の世界を錬金術師のフラスコに見立て、全ての人類を炉ろの炎に投じるべしとの結論に到達したのだ。

　だが計画を実行に移す前に当時の副理事長クレヴィン・シュレディングを頭かしらとする穏おん健けん派が反はん旗きを翻ひるがえし、理事長ライオスは彼の信しん奉ぽう者しやたちと共にソシエタスの中ちゆう枢すうから追いやられていた。

「仮かりにも私は医者ですよ。人の命を救うのが本業なのに……あんなたわけた計画に荷か担たんできるわけないじゃないですか」

「そうか？　あの論文、我わが輩はいはなかなか面白いと思ったがね。確かに世間の連中の大半は、マア生きててもしょうがない連中じゃからなぁ」

「ほう？　それでは、五年前の解かい任にん決けつ議ぎの時はなぜ賛さん成せいに回られたのですか？」

「ケッ！　適当に腐くさってる今の浮うき世よが、我が輩これでなかなか気に入っておるのでな。世界人類の大進化なぞ大きなお世話だと思ったまでよ」

「屈くつ折せつしてますねえ」

「ほっとけ！　──だいたい理事長も理事長だ。イカれたライオスをさっさと粛しゆく清せいしちまえばよかったのに、自じ宅たく謹きん慎しんなんぞと手ぬるいことをやっとるから……奴やつこさんとうとう王都を遁走トンズラして、テロリストの親おや玉だまに収まっちまった」

「簡単にいいますけどね、十五年の間理事長を務つとめてソシエタスの組織をここまでにした功こう労ろう者しやをそう無む下げにはできませんよ。やり方に少々強ごう引いんな嫌きらいはありましたが……それでも、異術が生んだ擬ぎ獣じゆうの暴走で荒こう廃はいしたこの国を、同じ異術の力で復ふつ興こうさせたいという博士の情熱は本物でした。そう、あんなことさえなければ……」

「真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの男じゃったからな。そういう奴が壊こわれた時が一番怖いんじゃよ」

　副理事長はもう一度深いため息をつき、覗のぞき窓に映る己おのれの顔に視線を移した。

「やはり八年前、ご令息のニコラウス君が亡くなった時からですか……博士がおかしくなったのは」







「この大馬鹿もんっ!!」

　石いし積づみの壁かべに瓦かわら葺ぶき屋根の民家から出てきた老人は、ティティスの顔を見るなり問もん答どう無む用ようで張り倒した。

　小柄な少女の身体からだがひとたまりもなく庭先に吹っ飛ぶ。

　垣かき根ねの陰かげから見守っていたメルティアは、「いいのか？」と質ただすようにちらりとアルノーを見やった。

「ほっとけよ。俺たちが口出しできる問題じゃねえ」

「こんな時刻まで、どこほっつき歩いてやがった!?　心配したんだぞっ!!」

「………」

　ティティスは唇くちびるを嚙かみしめ、必死で泣くのを堪こらえながら立ち上がった。

「じいちゃんのいいつけを守れねえ奴はだなぁ──」

　怒ど鳴なりながら、老人がまた右手を振り上げたとき。

「やめて！　やめてよ、もうぶたないでっ！」

　アルノーが止める間もなく、ラッセルが庭の中に駆け込んでいた。

「ひどいよっ、理由も訊きかずに殴なぐることないじゃないか！」

「ぬわ!?　な、なんだオメエは？　どこの家のボウズだ!?」

　老人は呆気あつけにとられて少年の顔を凝ぎよう視ししていたが、すぐに垣根の向こうで気まずそうに頭を搔かくアルノーと、仮面のように無表情なメルティアの姿に視線を移した。

「……誰だ、おまえら……見ねえ顔だな」

　ぎょっとしたようにティティスを睨にらみ付けた。

「よそ者か!?　〝外〟から来た連中には近づくなってあれほど──」

「安心しろよ爺じいさん。俺たちは別に怪あやしい者じゃねえ、森で迷ってたあんたのお孫さんを送ってきたんだ」

「森だと!?　ティティス、オメエ柵さくの外に出たのか!?」

　老人の顔から見る間に血の気が引いていった。

　孫まご娘むすめの肩をがくがく揺ゆすぶり、

「ば、馬鹿な真ま似ねしやがって──で、警けい備び隊たいの連中には見つからなかったろうな!?」

「……う、うん」

「ときにあんたら、市長様の許きよ可か証しようは持ってるのか？」

「いーや。ここには、防ぼう柵さくの穴あなから勝かつ手てに入らせてもらった」

「何だとぉ!?　ええい、何てこった！」

「この町のことはティティスから聞いたよ。ま、俺たちだって命は惜おしいからな。すぐに引き揚あげるから、あんたの家にも迷めい惑わくはかけねえよ」

「いや、もう手遅れだ──畜ちく生しようめっ、もうすぐ連中が来る！」

「？？？」

「ちっ。しょうがねえ、家に入れ！　儂わしが合図するまで、大人おとなしく隠れてろよ！」

　アルノーにメルティア、それにラッセルの三人は背中を押されるようにして、有う無むをいわさず家の中に連れ込まれた。




　三人がティティスの祖父グラソルに案内されたのは──というか強引に押し込められたのは──家の奥にある一室だった。

「何だ？　ここは」

「お祖じ父いちゃんの仕事場よ。機械の職しよく人にんなの」

　後から入ってきたティティスが説明した。

　彼女の言葉通り部屋の中央には足あし踏ぶみ式の旋せん盤ばんが鎮ちん座ざし、作業机や壁の棚たなには万まん力りき、金かな敷しき、ハンマー、タガネといった鍛か冶じ仕事の必ひつ需じゆ品ひんからペンチ、ドライバー、拡大鏡など時計職人が扱うような小物細工用まで各種の工具類が乱らん雑ざつに置かれている。

〈へえ～、小さいけど立派な機械工こう房ぼうじゃない。これで〝哲学者の炉アタノール〟でも持ってくれば、まんま錬れん金きん術じゆつ師しの工房になるわね〉

　メルティアの中でユピテルが感心したようにつぶやいた。

　部屋の隅すみには木き箱ばこが積つみ上げられ、中には納のう品ひん用ようと思おぼしき製品が丁てい寧ねいに仕分けされて収められていた。

「何かの部品だな……あの爺さんが手作業で造ってるのか」

　アルノーは歩み寄り、中の一つを何気なく手に取ってみた。

（こいつは──爆弾の信しん管かん!?）

「どうかしたか、アルノー？」

　メルティアが不ふ審しんそうに尋ねる。

「い、いや……何でもねえ」

「ねえ、これって何？」

　向かい側の棚を覗いていたラッセルが声を上げた。

　工房の中で、その棚の一角だけは趣おもむきを異にしていた。ブローチや髪飾り、ブレスレット等の小さな装そう飾しよく品ひん──青せい銅どうや真しん鍮ちゆうを材料に、草くさ花ばなや森の小動物をモチーフにした精せい密みつな透すかし彫ぼりが施ほどこされている。

「それもお祖じ父いちゃんが作ったの！　昔は細さい工く師しだったんだって」

　ティティスは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、自分のスカートを飾るバックルを指さした。

「いーでしょー。去年の誕生日に作って貰もらったの」

「本当に？　何だか怖そうな人だったけど」

「あんな風に怒ると怖いけど……でもお祖父ちゃん、普段はとっても優しいのよ」

　楽しげに話す二人から目を逸そらし、アルノーはもう一度木箱の中に視線を戻した。

（これは信管。こっちは銃のパーツか……この家は武器工場かよ？）

「アルノー、これを見てみろ」

　メルティアが机の上に置かれた図面を取り上げた。

「設計図だな。ライフル……いや短機関銃マシンピストルか！」

「人間の兵器のことはよく知らんが、このカタチには見覚えがある──〝エウリディケ〟を襲った連中が持っていた銃だ」

「──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟!?」

　その時、隣りん室しつの居間からグラソルの銅ど鑼ら声ごえが響ひびいた。

「おーいティティス！　納品だ、品物をお出ししろ！」

「あ。はぁーい！」

　少女は重そうな木き箱ばこを抱え、よろよろ危あぶなっかしい足取りで工房を出ていった。

「お客が来てるようだな……」

　アルノーは扉に耳を押し当ててつぶやいた。

「男が三人……全員、銃を持った兵隊だな」

「判わかるのか」

「足音でな。俺だって本業は戦争屋ようへいだぜ」

　冗じよう談だんめかして笑いながらも、さらに耳を澄すます。

『よっしゃ、注文通りだな。おたくの製品は精せい度どが高いって、工場の連中にも評判がいいぜ』

『へへっ、そいつぁどうも……ごひいきに』

　家に来た兵士とグラソルの会話だ。

『おうっ、一いつ服ぷくしてくか？』

『いいねぇ。おい爺じいさん、火い貸してくれや』

　納品が済んでも兵士たちはなかなか帰ろうとせず、図ずう々ずうしく椅い子すに座って煙草をふかし始めた。まるで自分の家であるかのような振る舞いである。

「ちぇっ。弛たるんでやがるな……さっさと帰っちまえ」

　三番地の鍛か冶じ屋やの浮うわ気きが女によう房ぼうにバレただの、十番地の農のう家かで牛の三つ子が生まれたのと他た愛あいない世せ間けん話ばなしがしばらく続いた後──。

『ところで爺さん。近頃、町の方には行ってねえのか？』

　ふと思い出したように兵士が尋たずねた。

『いえ？　何しろこの通り、町外れの不便な場所ですから』

『ほれ、この前来た時に教えてやったろ？　黒い棺かん桶おけの話』

『へい。何でも、真夜中に〝外〟の連中が運んできたっていう──』

『その棺桶がな、どうやら十五番地の聖せい堂どう跡あとに安あん置ちされてるそうだ』

『あの、何十年も空き家になってる建物ですか』

『誰の棺桶かは知らねえけどな。葬そう式しきを出すわけでなし、よそ者の兵隊に守られたままあそこに置きっぱなしなんだとよ』

『何ともまあ、薄うす気き味みの悪い話ですなあ』




　警備隊の兵士が引き揚げた後、グラソルは不ふ機き嫌げんそうにおし黙って工房に入ってきた。

「孫を助けてもらった礼をしなけりゃならんが……あいにく〝外〟と違ってこの町には金ってモノがねえ。先代市長のヴァロム様が、人間の欲を煽あおる腐くさった財ざい産さん制せいを禁止されたからな。代わりといっちゃ何だが──」

　片手に持った銀の燭しよく台だいをぐいっと差し出し、

「ほれ、持ってけ！　こんな物でも、売りゃあナンボかになろうが」

「ちょっと待ってよ!?　ぼくら、そんなつもりで──」

「よせラッセル。声がでかいぞ」

　アルノーは少年をなだめた後、老人に渡された燭台を機き銃じゆうの設計図の上に置いた。

「ま、気持ちだけ貰もらっとくよ爺さん。そんなことより、いくつか訊ききたいことが──」

「何も訊くな！　儂わしも、おまえらには何も訊かん！」

　傍かたわらのティティスが驚くような大声で、老人が叫んだ。

「いいか？　このファティムの土を踏ふんでいいのは住人である儂らと、あとは市長様のお許しを受けた人間だけだ！　おまえらは欲と罪ざい悪あくに塗まみれた〝外〟から来た異端者だ──今そこに立っているだけで、この町の平和をかき乱しておるのだぞ！」

「……判った、判った。もう何も訊かねーよ」

　すっかり匙さじを投げた気分で、アルノーは大おお仰ぎように肩をすくめた。

「子供がよそで暮らしてる両親にも会えない生活が、そんなに平和なモノか知らねーけどな。とにかく俺たちはここから出てって、あんたがたとは二度と関わらねえ──それでいいだろ？」

　その言葉がよほど癇かんに触さわったのか、グラソルはこめかみに青あお筋すじを立てて怒ど鳴なり始めた。

「出て行け!!　今すぐこの町から出て行けーっ!!」




　老人の罵ば声せいを浴あびながら庭を出ると、外はすっかり夜の帳とばりに覆おおわれていた。

　家の主が兵士にいっていた通り、近所に他の家は見当たらない。あるのは擬獣除よけの防柵と畑くらいのものだった。

　三人は機械職人の家を離れ、畑の間の暗い小道をとぼとぼ歩いていった。

「あんまりだよっ。ぼくらは、何にも悪いことなんかしてないのに……！」

「もういいよ。泣くんじゃない」

　悔くやしそうに声を震ふるわせ鳴お咽えつするラッセルの肩を抱いてメルティアが慰なぐさめた。少年を見つめる疑似人間の眼まな差ざしは、まるで母親のように優しげである。彼女がユピテルの肉体を〝器うつわ〟にしていることを思えば、男おとこ勝まさりのユピテルの無む意い識しきに隠かくされた母性がこんな形で表出しているのかもしれない。

　アルノーは腕うで組ぐみし、南の方角に広がるファティム市街地の灯ひにじっと見入っていた。

「どう思う？　さっきの兵隊の話」

「見え見えのワナーッ！　って感じよね」

　ぽわん、と目の前にユピテルの疑ぎ似じ精せい霊れいが浮かび上がった。

「おまえ……すっかり幽ゆう霊れい状じよう態たいが板に付いてないか？」

「ほっといてよ！　それはともかく〝黒い太陽〟の連中、どうやら意図的に棺ひつぎの噂うわさをバラまいてるようね。フルーメンで最初の噂を耳にした時から、な～んか話が出来すぎてるとは思ってたけど」

「結局……ニセ情報に振り回されて、無駄足踏んだってわけか」

「そーとも言い切れないわ。強ごう奪だつした〝ザインの棺〟の隠し場所として、地図にも載ってないこのファティムは絶ぜつ好こうの穴あな場ばだもの。ちょっとばかり情報をリークしたところで、棺を追いかけてこんな所まで来る物好きはそういないでしょうしね」

「〝物好き〟ってのは俺たちとか、ソシエタスの連中のことだな──じゃあ奴らは、そこまで見み越こして？」

「要するに、連中もケリをつけたがってるのよ。〝棺〟を[image: 餌]えさにしてあたしらやソシエタスの監察官をホームグラウンドにおびき寄せ、まとめて始し末まつする。邪じや魔ま者ものを一掃したあとで、ゆっくりゼルファナスの復活に取り掛かろうって魂こん胆たんに違いないわ」

「待てよ。ってことは敵さんの方でも準じゆん備び万ばん端たん、てぐすねひいて待ち構えてるんじゃねえのか？」

「当然でしょ！　フラーマにアルラウネ──まだ他に疑似人間ホモ・フアルサスがいるなら、きっとそいつらも駆かり出されてくることでしょうね」

「げっ……」

「でもね、罠わななら罠であえてハマってみるのも一いつ興きようよ。そもそも秘密結社の類たぐいが恐いのは、敵の組織や戦力の全ぜん貌ぼうがはっきり判わからないからでしょ？　向こうからわざわざ手札を晒さらして仕し掛かけてくるなら、余よ計けいな手て間まが省はぶけて好こう都つ合ごうってもんじゃない！」

「そういうもんかぁ？」

「そーゆーモノよ!!」

　小さな拳を振り上げ、疑似精霊の少女はややエキサイト気ぎ味みに叫んだ。

　擬獣メルティアと融ゆう合ごうした副ふく作さ用ようか、あるいは肉体から解とき放はなたれた反動か──いつにも増して好戦的なユピテルである。かといって、それ以前が温おん和わだったというわけでは決してないが……。

「──こらラッセル！　男の子がいつまでもメソメソするなーっ!!」

　もはや闘争本能の抑おさえが利かないのか。メルティアの胸で泣いていた弟めがけてだしぬけにハイキックを放つ。

「きゃあ──っ!?」

　悲鳴を上げた少年の頭部を、精せい霊れい体たいの足が音もなく擦すり抜ぬけた。

「なーんちって。ウソ☆」

「たいがいにしろ、小娘！」

　怯おびえて頭を竦すくめたラッセルを庇かばい、メルティアが怒ったように睨にらみ付けた。

「あ～あ、またそーやって弟を甘やかすんだからぁ。いよいよ決戦間近だってのに、なに吞のん気きに母性フェロモン出しまくってるのよ!?」

「フェロモン……？」

「今の話聞いてたでしょ？　あたしら、これから敵の罠の中に飛び込んでいくんだから。覚かく悟ごは出来てるでしょーね？」

「ふふん。何を今さら──」

　メルティアの紅あかい瞳ひとみからそれまでの優しげな色が消え、本来の擬獣の本能を窺うかがわせる凶きよう暴ぼうな嗤わらいに変わった。

「人間だろうが擬獣だろうが、我々の邪魔をする奴はこれまで通り叩き潰すまでさ」

「決戦はいーんだけどな。これから何ど処こに行くつもりだよ？　聖堂跡の場所もまだ判わからねえってのに」

「問題ナシ！　あたし学院時代、擬獣災害についてのレポート書いた時に百年前のファテイムの古地図を見たことあるから。その時の潜せん在ざい記き憶おくを、メルティアに検けん索さくしてもらうわ」

「またわたしに捜さがさせるのか。自分の記憶だろうが……」

「仕方ないでしょーが。三年前にチラリと目を通したきりなんだもの」

　悪わるびれもせずにいうと、ユピテルは赤いケープを翻ひるがえし南に見えるファティムの町の灯ひをびしっと指差した。

「──さあ、行くわよ！」




　ユピテルたちがファティムの市街地を目指して動き出したのと、ほぼ同時刻。

　同じ町の中を、やはり十五番地の聖堂跡を目め指ざして走り抜ける一組の男女の姿があった。

　ひょろりとした長身の若い男と、まだ少女といっていい年頃の女。二人共揃そろって丈たけの長い白い法ほう服ふくをまとい、額にはアビス教司祭の位を示す〝聖せい石せき〟──涙るい滴てき型がたの青緑石アクアマリンが下げられていた。

「ケガはないか、カティーナ君!?」

「私は何ともないです、フェルゼン先せん輩ぱい！　でも──」

　女の方がふと立ち止まり、不安そうに背はい後ごを見やった。ふっくらした丸顔の、至っておとなしげな少女である。
















「大丈夫でしょうか、私たちを捕とらえようとしたあの兵士たち……まさか殺してしまったのでは」

「………」

　先を走っていた男の司祭も立ち止まり、少女の方に振り返った。

「彼らのことなら心配ないよ。命までは取らないように、ちゃんと手て加か減げんしておいたから」

「血を流して、倒れてました……とても苦しそうな顔で」

　石いし畳だたみの道路に目を落とし、カティーナは自分自身が痛みを堪こらえているかのような表情でつぶやいた。

「すまないカティーナ君。罪深いことかもしれないが……今は、総そう主しゆ教きよう猊げい下かから与えられた使命を最優先に考えて欲しい」

　詫わびるような口く調ちようでフェルゼンがいった。笑顔がそのまま地になったように柔にゆう和わな顔つきの青年だが、その目には苦く行ぎよう僧そうを思わせる深い哀かなしみが滲にじみ出ていた。

　信しん仰こうを全まつとうするために、非暴力という教義を破らなければならぬ矛む盾じゆんに対する苦く悩のう。

「〝黒い太陽〟の目的はゼルファナス本人を復活させ、彼らの野望に協力させることだ。それだけは絶対に防ふせがなくちゃいけない。例えそのために、僕らの魂たましいが地じ獄ごくに堕おちることになっても……」

「──判っていますわ」

　カティーナは顔を上げ、意を決したように答えた。

「もうこれ以上〝遺産〟の犠ぎ牲せい者しやを出したくありません。ゼルファナスの亡ぼう霊れいに弄もてあそばれて哀かなしい目に遭あうのは、自殺したお父様と私を最後にしたい──だからこそ、自ら望んで先輩の任務にご一いつ緒しよさせて頂いただいたのですもの」

「とにかく、急ごう。例の黒い棺ひつぎは、この町の西の外はずれにある聖堂跡だ！」

　木もく造ぞうと煉れん瓦が積づみの家が建ち並ぶファティムの夜や景けいは、ただ歩いている分には平和な田舎町であり、とてもこの土地が擬獣の巣そう窟くつに囲まれた陸の孤こ島とうとは思えない。

　住宅街を抜けて町の西側にあたる十五番地に入ると、ふいに家の灯が途と絶だえてゴーストタウンのごとく閑かん散さんとした路ろ地じに入った。

「ここは……？」

「旧市街だね。百年前、擬獣災害で滅めつ亡ぼうする前のファティムの中心部。その後今の住民が入にゆう植しよくして町は復ふつ興こうしたけど、この街がい区くだけは廃はい墟きよのまま取り残されたんだ」

　廃はい屋おくの建ち並ならぶ路地を抜けると、間もなく人工池のある広場に出た。百年前の時代は、中央公園として市民たちの憩いこいの場所だったのだろうか──今は池の水も涸かれ、石いし畳だたみには苔こけが生じてただの殺さつ風ぷう景けいな空き地と化かしている。

　その広場の向こうに、ドーム状の丸屋根が特とく徴ちよう的な石造りの聖堂があった。

「──あれだ！」

　目的の聖堂目指して足早に広場を横切る二人の司祭──だが、その足は人工池の手前でふと止まった。

「……？」

　直径約五メートル、深さ五十センチ足らずの浅い池。今は水も涸れてたんなる窪くぼみになっている池の中に、何やら黒い物体がピラミッド状に積み上げられている。

　月明かりの下でその正体を悟った瞬しゆん間かん、カティーナが悲鳴を上げてフェルゼンの腕に取りすがった。

　池の中に無む造ぞう作さに積まれていたのは、何十体とも知れぬ人間の死体だった。

　軍ぐん服ぷく姿すがたの兵士もいれば高価そうな私服を着た民間人もいる。中には女性や子供の死体もあった。大半は頭を銃で撃ち抜かれていたが、何体かは焼死体となって消けし炭ずみのような無む惨ざんな姿を晒さらしていた。

「酷ひどい！　誰だれが……誰がこんな!?」

　震ふるえる声でいいかけたカティーナが、「うっ!?」と喉のどを鳴ならして地面にうずくまった。鼻と口を押さえて必死で吐はき気けを堪こらえている。

「神よ──」

　フェルゼンは額の〝聖石〟に手をやり、思わず祈いのりの言葉を唱となえた。




「こんな所にアビス教の司し祭さいとはねえ。ま、これで葬そう式しきの手て間まが省はぶけたってわけだ」




「!?」フェルゼンとカティーナが驚おどろいて顔を上げると──。

　何い時つの間まに現れたのか、池の向こうに二つの人ひと影かげが立っていた。

　一人はアウトドア用の三つ揃ぞろいを気き障ざに着こなした、端たん正せいな風ふう貌ぼうの若い男。もう一人は、対照的に革かわジャンパーにスリムジーンズというラフな出いで立たちの若い女。

　共に、カティーナと同どう年ねん輩ぱいの少年と少女だった。

「おや？　誰かと思えば、カティーナ・コリンズじゃないか。奇き遇ぐうだねぇ」

　少年の方が小こ馬ば鹿かにしたように嗤った。

「眼め鏡がねを取ると意外に美人じゃないか。もっとも、野や暮ぼったい服装のセンスは相変わらずのようだけどね。何だいその抹まつ香こう臭くさい白しろ装しよう束ぞくは？　女の子ならもっとファッションに気を遣つかいたまえ！」

「ルスカ・ゲルハルト……！」

　カティーナは唇くちびるを嚙かみしめて少年を睨にらみ付けた。握にぎりしめた拳こぶしが微かすかに震ふるえている。

「……そうか。君が例の監察官か」

　傍かたわらで見ていたフェルゼンが、事情を察さつしたように口を開いた。

「どうやら、互いに名乗り合う必要もなさそうだね──ときに、この非ひ人じん道どう行こう為いは君らがやったことかい？」

「おっと、そいつはとんだ濡ぬれ衣ぎぬってもんさ！　そもそも、異教徒の大たい量りよう殺さつ戮りくは君らアビス教徒のお家いえ芸げいじゃないか？」

「異い端たん審しん問もん制せいは……とうの昔に廃はい止しされたよ」

「だといいがね！　──それはともかく、そこに積まれてるのはファティムの市長ヴァイラス・ドーソンとその家族、及び取り巻き連中。殺したのは〝黒い太陽〟の連中さ」

「どうして!?」

「テロリストどもとの付き合いに嫌いや気けがさした市長は、〝遺い産さん〟を手て土産みやげにソシエタスに寝ね返がえるつもりだった。現物を受け取るためにボクらが来たんだけどね。残ざん念ねんながら裏うら切ぎりが組そ織しきにばれ、一いち族ぞく郎ろう党とうもろともに〝粛しゆく清せい〟されちまったってわけさ」

「そういうことか……」

　フェルゼンはもう一度死体の山を見やり、

「だからって、何も女子供まで殺さなくても……いくら何でも酷ひどすぎる！」

「ま、ボクらには関係のないコトさ。約束通り〝遺産〟を頂いたら、さっさとこの町からおさらばするよ。テロリストどもの始し末まつは、王宮の役人連中の仕事だからね」

「そういうわけには、いかない」

　いいながら、フェルゼンが一歩前に踏み出した。

「この町にゼルファナスの遺産──いやゼルファナス自身の遺体があるなら、僕はアビス教司祭としてそれを封ふう印いんしなければならない」

「聖職者ボウズの出る幕まくじゃあないんだよ！」

　ルスカの表情が憎にく々にくしげに歪ゆがむ。

「大錬金術師の叡えい智ちはボクら異術師の共きよう有ゆう財ざい産さんであり、擬獣災害で荒あれ果はてたこの国を復ふつ興こうさせる切り札だよ？　おまえたちの都合で勝手に封印されちゃたまらないよ」

「君たち異術師が、書しよ斎さいや実験室の中で真理を探究するのは自由というものだよ。その結果無む神しん論ろんを唱となえようが、魔ま神じん崇すう拝はいに走ろうがそれも勝かつ手てだ。しかし──」

　一瞬、フェルゼンの顔から穏おだやかな笑みが消え去った。

「浅はかな知恵を弄もてあそび、自然の摂せつ理りを乱すことは僕が許さない。例えこの身を地獄の劫ごう火かで焼くことになっても──もう二度と、擬獣災害の悲劇は繰り返させない!!」

「わひっ……!?」

　青年司祭の気き迫はくに圧あつ倒とうされ、狼ろう狽ばいしたようにルスカが後ずさる。

　実は単なる小しよう心しん者ものなのか。

「もういいわルスカ。〝仕事〟にかかりましょう」

　監察官の肩を軽く叩たたき、革ジャンパーの女──レベッカが前に出た。

「この二人のことは、私が引き受けるわ。貴方あなたは早く聖堂に行って、〝棺〟の所在を確かめてきて！」

「あ？　ああ……判った。後のことはよろしく！」

　しゅびっ！　と敬けい礼れいしたルスカは恐る恐る二、三歩後退し──やがて脱だつ兎とのごとく聖堂に向かって走り出した。

　後を追おうとしたフェルゼンらの前に、滑すべるような動きでレベッカが立ちふさがる。

「君も監察官か？　どきたまえ。婦ふ女じよ子しに暴力は振るいたくない！」

「誤ご解かいしてるようだからいっとくけど──私は監察官じゃないし、別に〝遺産〟のことなんか興きよう味みもないわ」

「──？」

　フェルゼンとカティーナは怪け訝げんそうに目を見合わせた。

「ソシエタス保ほ安あん局きよく第二課所しよ属ぞく──対テロリスト特とく捜そう官かん、レベッカ・ラシュタール」

　首から下げた牙きばの護ご符ふを撫なでながら、女は簡かん潔けつに名乗った。

「保安局……二課だって？」

　驚おどろいたようにフェルゼンがつぶやいた。

　ソシエタス保安局──元々は擬獣対策を目的として発ほつ足そくしたこの部局は、対擬獣戦兵器の開発とその運うん用ようにあたる、いわばソシエタスの軍事部門である。総兵力一万五千名に及ぶ機械化異術兵団に加えて各種の航空兵器、生物化学兵器を保有し、その実質的な戦闘能力は王宮近この衛え隊たい十五万名と互ご角かくに戦い得うるとさえいわれている。

　ただしそれは対擬獣戦担当の第一課に関する話であり、〝黒い太陽〟のテロが本格化した王暦四〇〇年代初頭（現時点より約十年前）に保安局内に設立され、対テロ対策を初め各種諜ちよう報ほう活動に携たずさわる第二課の存在については、ゾシモス理事の監察局以上に謎なぞのベールに包まれていた。

「だとしたら……君とは闘ういわれがないよ。僕らはテロリストじゃない！」

「それは判ってるわ。でも、今回は監察局との合同任にん務むだから──まあ、あちらの顔も立ててやらなきゃ何かと不ま味ずいのよ」

　ゆおぉぉんん──。レベッカの頭上の闇が、ふいにその濃のう度どを増した。

　闇の奥に穴でも開いたかと見えた瞬しゆん間かん──辺あたり一帯に生なま臭ぐさい匂においが立ちこめ、二人の司祭の前に鉤かぎ爪づめの生はえた二本の巨大な足が踏み降ろされた。

「せ、先輩ーっ!?」

　目の前に出現した生物の姿を確認した瞬間、恐怖に怯おびえるカティーナの悲ひ鳴めいが上がった。

　アビス教徒ならば、当然の反応であろう。

　身長六、七メートルはあろうかという生物は全体としては人間に似ていたが、鋭するどい手足の爪、尖とがった嘴くちばし、そして肩けん胛こう骨こつの辺あたりから広がる[image: 蝙]こう蝠もりのような翼──それは正に、アビス・ウルの信徒が思い描く悪魔そのものの姿であった。

「これも、疑似精霊……？」

「うふふ、よく見なさいよ。この子にはキチンと肉体があるわ──そう簡単に消えやしないわよ」

　レベッカは左手で護符を握にぎったまま、右手で誇ほこらしげに怪物の後あと肢あしを撫なでた。

「地獄から黒くろ魔ま術じゆつで召しよう喚かんした魔ま獣じゆう──だとしたら、私は火か刑けい台だい送りかしら？」

　そういってクスリと笑う。

　同時に〝魔獣〟が動いた。

「！　カティーナ、逃げ──」

　退たい避ひする暇ひまも与えず巨大な腕が伸び、次の瞬間にフェルゼンとカティーナはそれぞれ魔獣の左右の掌てのひらに握にぎり締しめられていた。

「せんぱい……～っ!?」「カティー……ぐぐっ！」

「殺しちゃ駄だ目め。傷つけても駄目よ、ガーグ！」

　まるで自分自身が二人の身体を握っているように慎しん重ちような表情で、レベッカは怪物に命じた。

「聖堂から引き離すだけでいいの。そうね……町の反対側にでも運んで、そこで放──」

　指示が終わらないうちに──空中で青白い閃せん光こうが輝き、レベッカは僕しもべの魔獣共とも々ども己おのれの目を塞ふさいで後ずさった。

「な、何なの!?」

　再び向き直ったレベッカは我が目を疑うたがった。

　広場の石畳を四本の足で踏みしめ、魔獣ガーグより一回り巨大な有ゆう翼よく生物が忽こつ然ぜんと出現していたのだ。

　頭部と前まえ肢あし、それに翼よく長ちよう二十メートルに及ぶ優ゆう雅がな翼つばさは鷲わしのようであり、胸から下の半身は獅し子しを思わせる。それは正に、伝説の聖せい獣じゆうグリフォンを思わせる大型擬獣だった。

『何度もいうようだけどね、ソシエタスのお嬢さん』

　グリフォン──いや疑似人間ミルヴァスの尖とがった嘴くちばしが開き、フェルゼンと同じ気さくな口く調ちようで人語を発した。

『例たとえ君が魔女だとしても、火ひ炙あぶりになんかさせやしないよ。魔女狩りも異い端たん審しん問もんも、もう過去の遺い物ぶつなんだから！』

　ミルヴァスの巨大さに隠れて目立たないが、そのすぐ傍かたわらには全身を柔やわらかな白い絨じゆう毛もうにくるみ、半はん透とう明めいの翼を広げた妖よう精せいのような生き物が寄より添そうように浮ふ揚ようしていた。

　疑似人間エフェメルに相そう変へん異いしたカティーナである。

「総主教府の司祭の中に、ホモ・ファルサスと融ゆう合ごうした者がいるとは聞いていたけど……まさかここで遭あうなんて！」

　呆ぼう然ぜんとして二体の疑似人間を眺ながめていたレベッカだが、すぐに気を取り直すと、

「丁ちよう度どいいわ！　二体とも捕ほ獲かくして、〝ザインの棺ひつぎ〟共々王都モラツクスへの土産みやげにしてやる──ガーグ！　こいつらは人間じゃない、もう手て加か減げんの必要はないわよ！」

　主の命を受け、有翼の魔獣は巨大な敵に臆おくする様子もなく咆ほう吼こうを上げた。

『やれやれ、姿すがた形かたちが変わればもう人じゃないのかい？　それじゃ、異端審問の発はつ想そうと変わりないじゃないか──いいだろう、相手になってあげよう！』

　二体の巨獣は十メートルほどの間ま合あいをとり、互いに相手の一瞬の隙すきを狙ねらう剣けん闘とう士しのごとく睨にらみ合った。

　ぶわっ──。魔獣ガーグが軽く羽ばたいて宙ちゆうに舞い上がり、ミルヴァスの左に回り込もうかという動きを見せた、その瞬間。

　聖堂跡の方向から複数の銃じゆう声せいが轟とどろいた。

『──!?』「……!?」

　ミルヴァス＝フェルゼンとガーグを操あやつるレベッカ、双方の注意が聖堂の方に逸それる。

「く、くそうっ──罠わなだっ!!」

　罵ののしり声を上げながら、聖堂の中からルスカが転ころげ出てきた。

「逃げるぞレベッカ！　棺なんか何ど処こにもない──あったのは〝黒い太陽〟の待ち伏せだけだ!!」

「──何ですって!?」

　夜の空気を引き裂さく連れん射しや音おんと、銃弾の擦さつ過か音おん。

　ルスカに向かって何か叫ぼうとしたレベッカの左肩から、赤い飛ひ沫まつが飛び散った。

『きゃああああっ!!』

　悲鳴を上げたのはエフェメル＝カティーナだった。

　レベッカ自身は声一つ立てず、ただ独こ楽まのように半回転しながら石畳の地面に倒れた。左手が胸の護符から離れ──同時に、魔獣ガーグが宙に溶とけるように消失する。

「レ、レベッカ──!?」

　撃たれた同僚の名を叫ぶルスカ。だが次の瞬間、ミルヴァスの姿を目の当たりにし、両眼を点にして立ちすくんだ。

　監察官の後を追うように、聖堂の中から短機関銃を構えた兵士たちがわらわらと飛び出した。

　闇に溶け込みそうな黒い野や戦せん服ふくに、両目のあたりだけ穴を開けた黒い毛糸の覆ふく面めん。

　──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のテロリストたちだ。

　聖堂だけではない。レベッカを撃うち倒した銃じゆう声せいが合図だったように、広場周辺の廃はい屋おくの中から、あるいは路ろ地じの奥から同様の兵士の群が走り出し、一いつ斉せいに射しや撃げき姿し勢せいを取った。

『──いけないっ!!』

　慌あわててミルヴァスが羽ばたいた。せめて十秒以上の余よ裕ゆうがあれば翼から巻き起こす秒速百メートル、竜たつ巻まき並みの突とつ風ぷうで兵士たちをまとめて吹き飛ばすこともできたのだが、今の状況では到底間に合いそうにない。

　両翼を大きく広げ、地面に倒れたレベッカ、エフェメル、ついでにルスカをも庇かばって包み込んだ。

　わずかに三秒遅れて一斉射撃が始まった。

　短機関銃の発射速度は毎分五百発。実際には弾だん倉そうを換かえながら撃うつので多少落ちるが、それでも毎分二百発近い弾丸をばらまく凶きよう暴ぼうな兵器である。

　五十余名の兵士が発射する毎分一万発の銃弾が、広場に翼を伏せた白い擬獣目がけて叩き込まれた。

『──しっかりして！』

　文字通り弾丸の雨、いや集しゆう中ちゆう豪ごう雨うの中──ミルヴァスの翼の下では、負傷して意識を失ったレベッカの身体をエフェメルが必死に抱きかかえていた。

「わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!」

　その隣で、ルスカが一人でパニック状態に陥おちいっている。

「わーっ!!　わーっ!!　何だ、何なんだこの鳥の化け物は!?　おいそこの白い奴、おまえいったい何者だっ!?」

『うるさいですわ!!　静かになさってっ!!』

　エフェメルは顔を上げ、白目のない紫むらさきの瞳ひとみでルスカを睨にらんだ。

「そ、その声──さては貴様カティーナかっ!?」

『そうですわ!!　何か文句ありますの!?』

「いえ……別に。何にも……」

『なら、すぐにその上着を脱いで──袖そでを千ち切ぎって渡して下さい！』

「そ、そんなモノどうする？」

『止し血けつです！　せめて出血ぐらい止めないと──この女ひとは死んでしまいますわ！』




　数分の後──。




　兵士たちが射撃を停止したとき、夜の広場に残されたものは硝しよう煙えんと無数の空から薬やつ莢きよう。そして全身から紫の体液を流して息も絶え絶えのミルヴァスの姿だった。

　ホモ・ファルサスと融合することで強大な擬獣の力を我が物にしているとはいえ、異術師ではないフェルゼンはエーテルの防ぼう御ぎよ界かいで身を護まもることもできず、銃弾を残らず身体に受けていた。

　一枚一枚が薄うすくとも鋼はがねのように硬い羽根に覆おおわれた鎧よろいのごとき翼である。十発二十発くらいの命中弾であれば、こともなげに弾き返したことだろう。だが身動きとれない状態で短時間にこれだけ濃のう密みつな火力の集中を受けたとあってはそのダメージも小さいものではなく、何十発かの弾丸は羽根を貫かん通つうし確実にミルヴァスの体内に食い込んでいた。

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

　地面に頭を横たえたままぐったり身動きしない有翼の擬獣を、早くも死んだと思ったのか──兵士の一人が銃を両手で掲かかげ、誇ほこらしげに組織の合い言葉を叫んだ。

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

　周囲の兵士たちもそれにならい──。

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

　覆ふく面めんの兵士たちは全員が直ちよく立りつ不ふ動どうで銃を掲げ、憑つかれたようにその場で合い言葉を唱しよう和わし始めた。

「浮うかれるな愚おろか者もの！　奴は、まだ生きておるわ！」

　合い言葉の唱和がピタリと収まった。

　兵士たちの間から、黒いフロックコートをまとった赤毛の男が進み出た。

　背後には対擬獣用の重じゆう狙そ撃げきライフルを抱えた巨きよ漢かんグレンデルを引き連れている。

　その姿を目にしたミルヴァスの頭部が、苦しげにもたげられた。

「久しぶりだなフェルゼン、いやミルヴァス。いつぞやはアッザムで、随ずい分ぶんとコケにしてくれたものだが──」

　ミルヴァスの負ふ傷しようの度合い、そして翼の下で雛ひな鳥どりのごとく守られている三名の人影を認め、全てを理解したロイガーの顔に残ざん忍にん極きわまりない嗤わらいが広がった。

「うはははは、笑しよう止しだなミルヴァス！　エフェメルだけならまだしも、敵であるソシエタスの連中まで庇かばってこのザマとは。とどのつまり、貴き様さまのお人好しは死ぬまで治らなかったというわけだ！」

『……違う』

「何だ？　何が違うミルヴァス？　聞いてやるからいってみろ！」

『ゼルファナスに造られた順番は……試作のエフェメルを別にすれば、僕がいっとう初めなんだぜ……君は五番目じゃないか』

「……だから、何だ？」

『僕を呼ぶときは〝ミルヴァスさん〟だろ？　まったく……先輩に対する礼れい儀ぎがなっちゃいないんだから！』

「……！」

　ぎりりっ──ロイガーの口くち許もとで、不ぶ気き味みな歯は軋ぎしりの音が洩もれた。

『ほらほら、手下の前で見苦しいよ』

「最後まで……口の減らん奴めっ！」

「同志司令官、とどめを刺しますか？」

　背後に控ひかえたグレンデルが尋たずねた。

　槍やりのごとき重狙撃ライフルの筒つつ先さきは、既にミルヴァスの頭部に向けられている。

「いや、待て。ホモ・ファルサスを滅ぼせるのは同じホモ・ファルサスの〝眷けん族ぞく〟だけ──よって、とどめは私が刺す」

　グレンデルと兵士たちを後退させたあと、ロイガーは両手の拳を上げ額のあたりで交こう差ささせた。

「炎よ──我が元に集え！」

　低いつぶやきと共に──空間から抽ちゆう出しゆつされたエーテルが紅ぐ蓮れんの炎と化して男の身体を焼き、高々と膨ふくれ上がった炎の中から体高二十メートルの赤い恐竜が出現した。

　肉食恐竜型擬獣フラーマ──異術師ロイガーの身体を〝器〟とし、炎の戦闘異術を得意とする〝黒い太陽〟の疑似人間。

〈貴様の〝器〟を破壊し、エーテル体を喰くらえばもう終わりだ〉

　ホモ・ファルサス同士だけに通じる念ねん話わ──異術師のエーテル通信に類似している──で、フラーマはミルヴァスの心に直接語りかけてきた。

〈思えば、貴様とこうして相あいまみえるのも何度目かになるが──幕まく切ぎれは案外と呆気あつけないものだな〉

〈………〉

〈兵士たちの前だからあえていわなかったが、私個人としてはこういう勝ち方は不ふ本ほん意いだったぞ。やはり部下の手など借りず、私自身の手で〉

〈あのねえ、フラーマ君？〉

〈む。何だ？　遺ゆい言ごんか？〉

〈下らないお喋りだったら、また今度にしてくれないかなぁ？　今、僕の翼の下にはケガをした女の子が寝ていてね。一刻も早く彼女を医者に診みせてあげたいんだよ〉

〈女？　──女だとぉ!?〉

　逆ぎやく上じようのあまりフラーマの思し念ねんが爆ばく発はつ的てきに乱れた。

〈貴様ァっ!!　私との勝負より、下くだらん女の心配をしておったのか!?　許せん!!〉

〈いやあの、許せんっていわれたって君──〉

〈よかろう！　ソシエタスの犬もろとも捻ひねり潰つぶしてくれるわーっ!!〉

　周囲で見守っている〝黒い太陽〟の兵士たちには、もちろん何が起こったのか全く理解できない。ただ唐突にフラーマが狂ったような咆ほう吼こうを上げ、瀕ひん死しのミルヴァス目がけて襲いかかっていく姿が目に映っただけだ。

　フラーマは長大な尻尾しつぽを大地に打ち付け、その反動で高々と宙に跳とび上がった。

　二五〇トンの全体重を乗せたストンピング。鳥のような爪つま先さき立ちの後あと肢あしがミルヴァスの翼の付つけ根ねを踏ふみ砕くだこうとした、その刹せつ那な──。

　彼方かなたから飛来した光の矢が、フラーマの胸のあたりを直ちよく撃げきして後方に弾はじき飛ばした。

『ぬおおおおおっ!?』

　赤い肉食恐竜は背後にあった聖堂の手前まで吹き飛ばされ、ちょうどそこにいた運の悪い兵士数名を押し潰して肉にく煎せん餅べいに変えた。

『うぬっ。何なに奴やつ!?』

〈気の早い連中よねー。主しゆ賓ひんを待たずにパーティーを始めちゃうなんて！〉

　尻尾を振ふるって器き用ように立ち上がったフラーマ＝ロイガーの意識に、元気いっぱいの少女の声が飛び込んだ。








第４章　紅ぐ蓮れんの暴竜









　広場に展開していた〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の兵士たちが、弾はじかれたように顔を上げ光の飛ひ来らいした方角を見やった。

　北東だ。漆しつ喰くいの剝はげ落おちた廃はい屋おくの向こうから、巨大な銀色の人影が立ち上がった。

　身の丈たけ十八メートルの女巨人──メルティア融ゆう合ごう体たい。既すでに炎の紋もん様よう型がた防ぼう御ぎよ界かいを身にまとい臨りん戦せん態たい勢せいを整えている。

〈気の早い連中よねー。主しゆ賓ひんを待たずにパーティーを始めちゃうなんて！〉

　巨人の視界を通して広場の状況をざっと確認し、ユピテルの意識が威い勢せい良よく叫んだ。

　同じ光景を見ているメルティアの意識が、さっそく広場にいる二頭の大型擬ぎ獣じゆうに目を止めた。

〈あの二体はどちらも〝眷けん族ぞく〟だな。どちらも初めて見るが……〉

〈翼つばさのある方は、たぶんアビス教会のフェルゼンさん──たいへん、ケガしてるわ。早く助けなくっちゃ！〉

〈ではあの赤い奴は──〝黒い太陽〟のフラーマか！〉

　メルティアの紅あかい眼めが怒りに輝いた。

　擬獣ミルヴァスとしてのフェルゼン、及びフラーマに対たい面めんするのは彼女たちにとってこれが初めてだったが、両者のことはラッセルから聞いてよく知っている。アッザム郊外でフラーマに襲おそわれたラッセルが、間かん一いつ髪ぱつでミルヴァスに救われたことも──。

　広場の方では、メルティアの放った光の矢で吹き飛ばされたフラーマが再び身を起こそうとしている。

　メルティアは大きく膝ひざを屈かがめ、ついで両足で大地を蹴けった。




　身体からだを沈しずめて廃屋の陰かげに隠れた──と見えた瞬しゆん間かん、銀色の巨人は足あし下もとの廃屋を弾き飛ばしてジャンプし、五十メートル近い距離を一気に跳ちよう躍やくして広場の中央に躍おどり出た。

　着地地点は、翼を広げて倒れたミルヴァスとフラーマのちょうど中間。着地の勢いで白はく銀ぎんの髪と形の良い胸が大きく上下に揺ゆれ、八十トンの質しつ量りようが廃はい墟きよの公園を地じ震しんのごとく震しん撼かんさせた。

「て、敵てき襲しゆうーっ！　新あら手ての擬獣だっ!!」

〝黒い太陽〟の兵士たちは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。慌あわてて機き銃じゆうを構かまえ直すが、彼らの大半は既にミルヴァス相手に手持ちの弾薬を使い果たしていた。

　それでも散さん発ぱつ的に発射された何発かが命中したが、全弾が炎の防ぼう御ぎよ界かいに溶とかされ巨人の肌に触ふれることもなく鉛なまりの霧きりとなって空中に四し散さんした。

「ええい、狼狽うろたえるな！」

　グレンデルが大だい音おん声じようで叫ぶ。司令官ロイガーがフラーマとして闘っている最中、兵士たちの指揮は彼に一いち任にんされていた。

「弾を撃うち尽つくした者は、各かく自じ肉にく弾だん戦せんにて反撃！」

　非ひ常じよう識しきな命令である。だがその言葉を聞いた兵士たちは、何を思ったのか突然持っていた銃を投げ捨て野や戦せん服ふくを脱ぬぎ始めた。

　ウオオオォ────ンンン……。

　兵士たちの間から獣のような遠とお吠ぼえが沸わき上がり──彼らの肉体が変形を開始した。




「げげっ──こいつら、全員が擬ぎ獣じゆう兵へいかっ!?」

　ミルヴァスの翼の陰から外の様子を窺うかがっていたルスカが顔をひきつらせた。

『擬獣兵!?　何ですのそれは？　彼らは人間なのですか!?』

　エフェメルが怯おびえたように尋ねる。

「人間の身体からだに擬獣細胞を移い植しよくした、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の生せい体たい兵へい器きさ。カラナンで領りよう主しゆの戦艦が襲おそわれた時にも使われたって聞くけど……いつの間にか、あんなに数を揃そろえてたとはねぇ」

『そんな、そんな……惨ひどすぎます！　人の考えることではありませんわ!!』

　エフェメル＝カティーナが紫むらさきの目に涙を浮かべて叫んだ。異い形ぎようという意味では彼女も同類かもしれないが、カティーナがホモ・ファルサス〝エフェメル〟と融合したのはあくまで不ふ可か抗こう力りよくの事故なのだ。同じ運命を背せ負おったユピテルやフェルゼンに出会うまで自分を責せめ続けていた彼女にとって、人間が自ら望んで──あるいは他人に強きよう制せいされて──異形の存在に変わるなど、とても容よう認にんできないことだった。

「……その通りよ……だから、ソシエタスはその技術を自ら封ふう印いんしたわ……」

　意識が戻っていたのか。エフェメルの胸に抱かれた女が、苦しげにつぶやいた。

『レベッカさん!?』

「封印されていた技術を……あの男が悪魔に売り渡した……いえ、あいつ自身がたぶん悪魔」

『誰なんです!?　誰がそんな罪つみ深ぶかいことを!?』

「ドクター・ライオス──元ソシエタス理事長、ライオス・ライモンドス」




　ヴェパールの頃ころに比べて、ライオスの技術も数段進歩を遂とげたらしい。十秒足らずの間に兵士たちは相そう変へん異いを完了し、深夜の広場はさながら魑ち魅み魍もう魎りようの見み本ほん市いちと化かしていた。

　熊を思わせる直ちよく立りつの肉食獣。

　頑がん丈じようそうな鱗うろこでセンザンコウのごとく全身を鎧よろった者。

　翼よく手しゆを広げ空中に舞い上がる者。

　寒かん天てん状じように変質した肉体をぶよぶよと膨ぼう張ちようさせていく者──。

　カラナン沖の海上において領主アルディオラ家の戦艦を襲撃したのは、指揮官アルマとヴェパールを除のぞけば人間の兵士を中心に構成されたゲリラ部隊だった。

　だが最初から大型擬ぎ獣じゆうクラスの敵を想そう定ていした今回の軍事行動において、〝黒い太陽〟は擬獣兵のみで編成された精せい鋭えい──擬獣化歩ほ兵へい部ぶ隊たいを投とう入にゆうしていたのだ。彼ら一体一体の戦闘力はせいぜい小型擬獣ていどのものであり、もちろんメルティアやミルヴァスに敵かなうはずもない。だが戦力を集中して人じん海かい戦せん術じゆつに持ち込めば、かなりの補ほ助じよ戦せん力りよくとして期待できよう──それが今回の作戦の立案者ドクター・ライオスの意い図とだった。

「──かかれっ！」

　グレンデルの号ごう令れい一いつ下か、数十体の擬獣兵が一斉に動き出し銀色の女巨人めがけて突撃していった。

〈でぇっ!?　何なのよこいつら～!?〉

〈雑ざ魚こどもだな。数にモノをいわせるつもりか〉

〈数に──ったって、防ぼう御ぎよ界かいが……〉

　現在、メルティアの全身に浮き上がっている紅い紋様──蛮ばん族ぞくの戦士の刺いれ青ずみにも似たそれは、彼女の全身を守る炎の防御界だ。戦闘異術や通常火か器きによる攻撃をガードする他、白兵戦においては接せつ触しよくした物体を高温で焼き尽つくす強力な武器ともなる。

　だが殺さつ到とうした擬獣兵たちは、躊躇ためらう様子もなく巨人の両足めがけて飛びついてきた。

　先陣を切って突っ込んできたのは、擬獣化部隊の中では最大の体たい軀くを有する熊に似た擬獣だった。身長約五メートル、ちょうどメルティアの膝ひざくらいの高さにあたる。

　ジュヴァ──ッ!!　白はく煙えんが立ちのぼり、擬獣の身体の前半分が焼しよう失しつした。獣毛と人肉の焼ける異様な臭しゆう気きがたちこめる。焼け残った後半分の肉が、ぶすぶすと音を立てて燃えながらもメルティアの足にべったり張り付いた。

　だが、擬獣兵たちはひるまない。次いでセンザンコウのような姿の擬獣が飛びつき、先頭の同志の死し骸がいの上をよじ登ってメルティアの腿もものあたりにかじりついた。もちろんすぐに燃え上がるが、こいつは頑丈な鱗があるだけに燃え尽きるまでにまだ数秒を要するだろう。その上に新手の擬獣兵が──。

〈やめて！　やめてよ！　──いくら何でも、こんなのってないよぉ!!〉

　ユピテルの意識がほとんど半はん泣なきになって叫んだ。

〈ボヤっとするな小娘！　さっさとこいつらを蹴け散ちらしてフラーマを叩たたけ！〉

　たやすいことだ。思い切り足を振り上げ、群むらがる擬獣兵たちを蟻ありのごとく踏ふみにじっていけばよい。

　相手が単なる小型擬獣の群むれなら、ユピテルも躊躇いなくそうしたことだろう。

　だが、ほんの一分前まで彼らは人間だったのだ。

〈そんな──こと──いわれたって〉

　人間を踏ふみ潰つぶす。蟻のように。

〈こいつらは自分の意志で人間を辞やめた。同情は無用──そういったのはユピテル、おまえ自身だろうが!?〉

〈それはそうだけど──でも、でも……！〉

〈──もういいっ。おまえに出来ないなら、わたしがやる！〉

　意識体同士の情報交換のため、客きやつ観かん的てきには一秒にも満たない間のやりとりである。

　だがその刹せつ那なの時間にフラーマはエーテル抽ちゆう出しゆつを完かん了りようし、立ち上がると同時に巨大な炎の球を生み出していた。

『同志諸君、ご苦労!!』

　鼻はな先さきに浮かべた大だい火か球きゆうを、大きく開けた口こう腔こうから発する衝しよう撃げき波はのような吐息ブレスで加速して投射。

　火竜サラマンデルの力を封ふうじ込めた大火球は一直線に飛ひ翔しようし──そして足あし下もとの擬獣兵に気を取られていたメルティアの顔面を直撃した。

〈きゃあああああっ!!〉

　巨人の全身が炎に包まれ、彼女を押さえつけていた二十体以上の擬獣兵は巻まき添ぞえを食って全ぜん滅めつした。

　八十トンの巨体が木この葉はのように吹き飛ばされ、百メートル以上も先の地面に叩きつけられバウンドする。

　熱ねつ衝しよう撃げきの九十％以上は防御界の効果で無む力りよく化かされたが、それでも至し近きん距きよ離りからまともに喰らったダメージは小さくない。直ちよく撃げきのショックでメルティアとユピテル、両者の意識が一瞬ブラックアウトした。

『──もらった！』

　勝しよう機きと見たフラーマは、先せん刻こくと同様に尻尾しつぽで地面を叩き跳ちよう躍やくした。

　肉食恐竜の巨体が再び宙ちゆうを舞まい──手足を伸ばしてぐったりと倒れたメルティアの腹に、天から落下した巨大な爪つま先さきが食い込んだ。

『メルティアさーんっ!?』

　ミルヴァスの翼つばさの陰かげから闘たたかいを見み守まもっていたエフェメルが、悲ひ鳴めいを上げて顔を覆おおう。

　直下型地震のような激げき震しんが広場を揺ゆさぶり、二五〇トンの体重をまともに受けたメルティアの細い身体からだが〝く〟の字に折れ曲がって地面にめり込んだ。

〈……ちっ〉フラーマは内ない心しんで舌した打うちした。

　石畳の下は思いのほか脆もろい地質だったらしい。今の衝しよう撃げきの何なん割わりかは大地に吸きゆう収しゆうされてしまい、完全にとどめを刺さすには至らなかったようだ。

　それでもかなりのダメージは与えたはずだ。後あと肢あしの下に踏ふみつけられたメルティアは気き絶ぜつしたように頭こうべを垂たれ、手足の先を微かすかに痙けい攣れんさせている。

〈存ぞん外がい、他た愛あいないものだな……他の幹部連中の手を借りるまでもなかったか〉

　フラーマは四本指の前まえ肢あしでメルティアの長い髪を鷲わし摑づかみにし、生き残った部下たちに彼女の顔を見せつけるように持ち上げた。

　長い顎あぎとを開き、鮫さめのような鋸のこぎり歯ばを剝むいて人語で叫んだ。

『今だ、グレンデル──重じゆう狙そ撃げきライフルでこいつの頭を破は壊かいしろ！』




「──了りよう解かい」

　グレンデルは低い声で答え、肩かたに背せ負おった重狙撃ライフルを降ろした。

　王暦三九〇年に制せい式しき化かされた九〇式殺さつ獣じゆう狙そ撃げき騎き銃じゆう。元王国騎き士し団だんの狙撃中隊にいた彼にとっては、随ずい分ぶんと懐なつかしい武器だ。

　二メートルを超す長なが槍やりのごとき銃じゆう身しん。もはや銃弾とは呼べない二〇ミリ徹てつ甲こう弾だんを秒速一・五キロで発射する強力な対擬獣兵器だ。本体だけで五十キロ近い重量は歩兵が気軽に持ち運べる代物ではないが（騎士団では馬で運んでいた）、擬獣化手術により筋きん力りよくを大幅に増強したグレンデルにとっては玩がん具ぐの木もく銃じゆうていどの重さも感じなかった。

　メルティアの動きを封じるための捨て石として擬獣化部隊の約半数を失ったが、敵の大型擬獣二頭を仕し留とめた代だい償しようとしては安いものだろう。

　付け加えれば、アビス教会とソシエタスのエージェント計三名を生いけ捕どりにした。彼女たちからは、これからじっくり時間をかけて情報を絞しぼりとらねばなるまい。

　生き残った擬獣兵たちにミルヴァスの監かん視しを命じると、グレンデルは膝ひざ射うち姿し勢せいで重狙撃ライフルを構えた。

　標ひよう的てきのヒト型擬獣は尻しり餅もちをついたような体勢で半ば地面に埋うもれ、フラーマの後あと肢あしでがっしりと踏ふみつけられている。

　距きよ離り、約百五十メートル。彼の腕うでなら外はずしようがあるまい。

　夜間なので精せい密みつ狙そ撃げきには少々不ふ利りだが、それも問題ない。月つき明あかりがあるし、この銃には〝黒い太陽〟が独どく自じに開発した夜間用照準器スターライト・スコープ──月や星の明かりを数十倍に増ぞう幅ふくして昼間と変わらぬ視し界かいを確かく保ほするスターライト・スコープが装着されている。

（ふん。まるで擬獣狩りだな……あの頃も、友軍がおびき出した大型擬獣に最後はこうして重狙撃兵がとどめを刺さしたものだ）

　かつて騎士見習いの少年兵として王国騎士団に従じゆう軍ぐんしていたあの頃。愛あい馬ばに颯さつ爽そうと跨またがり、町や村を擬獣の脅きよう威いから守る英えい雄ゆうたちに憧あこがれていた時代の記憶が蘇よみがえり、男の口くち許もとに微かすかな笑みが浮かんだ。

　皮肉なことに──厳きびしい訓くん練れんを経へて彼が騎士の位い階かいを授さずけられたとき、既すでに騎士の時代は終しゆう焉えんを迎むかえていた。戦車や飛行機などという無ぶ粋すいな兵器が工こう廠しようの生産ラインから姿を現し、王国政府は誇ほこりと伝でん統とうを重んずる騎士団を疎うとんじ高度な科学技術を独どく占せんするソシエタスとの提てい携けいを選んだのだ。

（愚おろかなことだ。誇りと伝統を捨てた国家など、この世に存在する価か値ちもないというのに──）

　科学技術。合理主義。進歩思想──それがいったい何だというのだ。清きよらかな信しん仰こうと揺ゆるぎなき伝統、そして国王陛下への忠ちゆう誠せいに裏打ちされた騎士の誇り以上に尊たつといものなぞあるものか。

　だが、裏切られた。王国政府に──いやこともあろうに国王自身が下した勅ちよく命めいによって王国騎士団は解かい体たいされ、近代軍制を導入した王宮近この衛え隊たいが創そう設せつされたのだ。騎士団員の大半は勅命に従したがい近衛隊に編へん入にゆうされたが、騎士団内部でも最精鋭といわれた特とく殊しゆ狙そ撃げき中ちゆう隊たい〝白い旅団ブリガーテ・アルベド〟──その中にグレンデルもいた──は潔いさぎよしとせず、地下に潜せん伏ぷくして国王とソシエタス理事長シュレディングの暗殺を目もく論ろみ──そして失敗した。

　もう三年になる。〝白い旅団〟の同どう志したちがその後どうしたかは知らないが、グレンデル自身は闘いを止めるつもりなど毛もう頭とうない。だからこそ〝黒い太陽〟に身を投じたのだ。昔は彼自身が反吐へどが出るほど忌いみ嫌きらっていたテロリストたちの組織に。

　夜間用照準器スターライト・スコープの明るい視界一杯に、ヒト型擬獣の横顔がくっきりと映うつっていた。

　鼻筋が通った美しい細ほそ面おもてだ──ただし鼻び孔こうも口もない、銀の仮面のような顔。

（そういえば、あの擬獣──正体はソシエタスの異術師とかいっていたな）

　重狙撃ライフルが火を吹く。

　メルティアの右みぎ肩けん胛こう骨こつの辺りで紫むらさきの血ち飛沫しぶきが弾はじけ、大きく仰のけ反ぞった彼女の喉のどから甲かん高だかい悲鳴が上がった。

『ば、馬鹿！　何ど処こを狙ねらっておる!?』

　百五十メートルの彼方かなたで、驚いたフラーマが叱しつ責せきしている。

「失しつ礼れい致いたしました」

（ほざけ、異術師が！）内心で舌を出しながら、グレンデルは何事も無かったように空から薬やつ莢きようを排はい出しゆつし、次弾の発射準備を整えた。

（一発では殺さん。──嬲なぶり殺しにしてやる！）

『こ、今度は良く狙えよ！』

「お任まかせを」

（さて、お次は何処を狙ってやるか──）

　口許に楽しげな嗤わらいを浮かべながら、グレンデルは再び照準器を覗のぞき込んだ。

（くひひひひ……そうだ、胸がいい。擬獣ケダモノの分ぶん際ざいで人間の娘のような乳をしおって──生なま意い気きな奴め！）

　背中から紫の血を流し、髪の毛をフラーマに鷲わし摑づかみにされて身み悶もだえするメルティアの頭部から照準を外し、豊かに膨ふくらんだ右の胸に狙いを定めた。

（痛がってやがる。くっくっく……そうれ、もう一発）

　トリガーを引く寸前、照準器の視界の中で閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　肉にく眼がんで見てもまぶしさに目が眩くらむその光は、夜間用照準器で増ぞう幅ふくされた結果凶きよう悪あくな光の針と化して狙撃手の右みぎ眼めを貫き、激痛と共に視し神しん経けいを灼やき切った。

「あぎぃいいいいいっ!?」

　重狙撃ライフルを投げ出し、右眼を押さえてグレンデルは絶叫した。

（──閃光榴弾スタン・グレネードか!?）

　軍人である彼は瞬しゆん時じに状じよう況きようを理解した──が、既にどうすることもできなかった。




　何処からともなく撃ち込まれた閃光榴弾スタン・グレネード──強きよう烈れつな光の疑似精霊を解かい放ほうし、敵の視力を一時的に奪うばう非ひ殺さつ傷しよう兵へい器き──は運悪く夜間用照準器を覗いていたグレンデルの右眼を潰つぶしたほか、負ふ傷しようしたミルヴァスの周囲に集まっていた擬獣兵たちの視力を奪うばい無力化させていた。

　混こん乱らん状じよう態たいに陥おちいった広場の中に、疾風はやてのように長身の人影が走り込んだ。

　最初に気づいたのは、たまたまミルヴァスの陰かげにいて閃光の被ひ害がいを免まぬがれた擬獣兵の一人──身長二メートルの類るい人じん猿えんのような姿に相そう変へん異いしていた──だった。

「む？　何者だ貴き様さま、同志ではないな!?」

「あたりまえだろ。勝手にテメエらの仲間にすんな！」

　そう叫んだ野戦服姿の若者──アルノーは、たった今閃光榴弾を発射した突撃拳銃スツルムピストルをホルダーにしまい、代わって野戦用ナイフを抜ぬき放った。

「ソシエタスの犬か!?　それともアビス教会の手先かぁーっ!?」

　いずれにせよ、敵。そう判はん断だんした擬獣兵は、ドクター・ライオスの手術で筋きん力りよく増ぞう強きようを受けた両腕を振り上げた。人間の頭ず蓋がい骨こつなど紙かみ細ざい工くのように叩たたき潰すほどのパワーを秘ひめた腕だ。

　アルノーは身体を沈しずめて擬獣兵の剛ごう腕わんの下をかいくぐり、懐ふところに飛び込んだ瞬しゆん間かんに相手の脇わきの下を刃やいばで突き上げた。

　古いにしえの戦場においては、落馬した騎士の重甲冑を貫くために使われた野戦用ナイフ。特殊鋼で鍛きたえられた刃渡り二十センチの刃が、強化された擬獣兵の筋肉を突き通し心臓まで貫いて絶ぜつ命めいさせた。

「どっちでもねーよ、バカ！」

　後も振り返らずにミルヴァスの頭のそばへ駆かけ寄よった。

「おい司し祭さいさん、生きてるか!?」

　鳥のような擬獣の瞼まぶたが上から下に降おり、まん丸の瞳ひとみがくりっと動いて若者を見上げた。

『おや？　君は……確たしかユピテル君の友だちの……』

「アルノーだよ！　あんたのことは、ラッセルから聞いてる。ケガの具ぐ合あいはどうだ？」

『僕は大だい丈じよう夫ぶだ。ただ翼つばさの下にカティーナと、ケガをしたソシエタスの女の子が……』

「ソシエタスの女ぁ？　まさか、ルスカと──」

　そこまでいいかけた時。

「貴様っ、よくも同志を──っ!!」

　怒いかりの雄お叫たけびが頭上から降り注いだ。

　両腕がそのまま翼になった、翼手竜タイプの擬獣兵。三つ叉またの槍やりのごとく尖とがった後あと肢あしの爪つめを剝むき出し、アルノーめがけて急きゆう降こう下かしてくる。

「──ちっ！」

　素す早ばやくナイフを構え直すアルノー。だが、さすがに空から攻撃されては分ぶが悪い。

　擬獣兵の爪が、傭よう兵へいの脳のうを搔かき出そうと振ふり下おろされた瞬間──。

　巨大な影が頭上を過よぎり、擬獣兵に体当たりして地面に叩き落とした。

「何なんだ……げっ、悪あく魔ま!?」

　反射的に、アルノーは空いている左手の人差し指と中指を重ねていた。亡くなった祖そ母ぼに教わった魔ま除よけの印である。

　すぐ目の前で擬獣でも疑似人間でもない、正に〝悪魔〟としか形けい容ようしようのない有ゆう翼よくの生物が、鋭するどい鉤かぎ爪づめの生はえた足で翼手竜型擬獣兵を踏みつけていたのだ。

「ガーグ、そいつを殺しなさい」

　氷のように冷たく、そして絶対の威い厳げんを込こめた命令の言葉。

　魔獣は主命を承しよう認にんし、足の下で痙けい攣れんする擬獣兵を無む造ぞう作さに圧あつ殺さつした。

　やがてミルヴァスの翼の陰からレベッカが現れた。ルスカの上着を破った応急の包ほう帯たいで左腕を吊つっている。

　右手は胸の護ご符ふをしっかりと握にぎりしめている。やはりガーグは悪魔などではなく、彼女の意志で操そう作さされるある種の人造生物なのであろう。

「あら？　貴方あなた、昼間に森で助けてくれた──」

「やっぱり、あんただったか……」

　アルノーは軽くため息をついた。

　レベッカの後に続くようにエフェメルが、ついでルスカが翼の陰からもぞもそと這はい出してきた。

「ユピテルと一緒にいた傭兵!?　何でおまえがここにいるんだ？」

「ルスカ、はまあいいとして──そちらの白い方は？」

『カティーナです。……こんな姿でお恥はずかしいですわ』

　画えに描かいたごとき呉ご越えつ同どう舟しゆう状態に、アルノーは思わず苦にが笑わらいした。

「このメンツを見ただけで、何かこう……この場所で何が起きてたかよ～く判わかるぜ」

『いや～、面めん目ぼくない』

　顔のあたりの羽う毛もうを紅あかく染そめ、照てれくさそうにミルヴァスが詫わびた。

「──っとお、のんびり挨あい拶さつしている場合じゃなさそうだ！」

　生なま身みの人間であれば数分間は効果が持じ続ぞくするはずの閃光榴弾であるが、大おお幅はばに体質を強化した擬獣兵に対してはさしたる効きき目もなかったらしい。指し揮き官かんのグレンデルは未いまだに右眼を押さえて倒たおれていたが、部下の擬獣化部隊は早くも立ち直り、アルノーたちを完全包ほう囲いしてじわじわ迫りつつあった。

　対メルティア戦で半数を失ったとはいえ、まだ二十体以上の擬獣兵が無む傷きずで残っていたのだ。

　ただし同志一名を瞬またたく間に倒したアルノーの戦せん技ぎ、及および新たに出現した正体不明の魔獣を警けい戒かいしてか、すぐには襲おそってこない。翼手竜タイプが何体か舞い上がった所を見ると、空くう陸りく呼こ応おうして一気に襲いかかろうという魂こん胆たんだろうか。

　何か途と方ほうもない重量物が倒れる音と共に、地面が微かすかに揺ゆれた。

　アルノーがちらりと目を上げると、フラーマとメルティアがもつれ合うように大地に倒れている。どうやら、意い識しきを回かい復ふくしたメルティアが反撃に転じたらしい。

（だが、あのトカゲ野郎を倒す前に俺たちが人質になっちまったら……マジいよなぁ）

「連中は、私が引き受けるわ……貴方たちは、ルスカと一いつ緒しよに何とか脱だつ出しゆつして」

　苦しげに肩かたで息をつきながら、レベッカがいった。

『レベッカさん!?　無む茶ちやです、そんな身体で！』

「カティーナのいう通りだ。しんがりだったら、その悪魔みたいなヤツに務つとめさせりゃいいだろ？」

「そうはいかないのよ……」

　レベッカはちらりと魔獣の顔を見上げ、

「彼は──ガーグは、人間や他の生き物と同じ〝生命の種〟を与えられた疑似精霊で……実じつ体たい化かさせている間は、肉体を持った本物の生物として活動できるの」

「おい？　それじゃ擬獣と同じ──」

「もちろん、安あん全ぜん措そ置ちとして連続して実体化できる時間は十分間に抑おさえられているし、最低限の知性しか持たされてない──つまり戦闘みたいに複ふく雑ざつな命令を実行させるときは、操作者の私がそばにいてやる必要があるってわけ」

「にしたって、あんたが命令できない状態になっちまえば意味ないだろーが」

「………」

「そうアツくなるなよ。これはお仕事だって、自分でいってたろ？　クールに行こうぜ、クールに」

　負ふ傷しようのためかレベッカが妙みようにナーバスになっていることに気づいたアルノーは、わざと余よ裕ゆうたっぷりの軽口を叩いた。

「余よ計けいなお世せ話わよ！　私の使命はテロリストどもを撲ぼく滅めつすること──この場で奴らと差さし違ちがえるなら本ほん望もうだわ！」

「それってプロの発言じゃねえな。あんた、奴らに何か恨うらみでもあるのかい？」

「………」

「ま、いいか──とにかく、まだ早まるなよ。あいにく閃光榴弾は品切れだが、ザシュラン相手に使った臭気榴弾が一発残ってる。ひょっとしたら、多少は効こう果かがあるかもしれねえ」

　ふいに、擬獣兵たちの間に動きが起こった。

　いよいよ襲いかかってくるのかと思いきや、彼らは一様に驚おどろいたような顔で──擬獣化しているので表情は判らない。つまりそういう風に見えたということだ──頭上を見上げている。

「……？」

　つられてアルノーも夜空を見上げ──そしてあ然とした。

　上空五メートルほどの暗くら闇やみには敵の擬獣兵が旋せん回かいしていたが、彼らのさらに頭上に謎なぞの飛行物体が出現していた。

　直ちよつ径けい二メートル。磨みがき抜かれた鏡のごとき銀の球体──月の照り返しを受け、あたかも夜空に第二の月が誕たん生じようしたかのようだ。

「ひゃーはっはっはっはっはっはっはっは!!」

　広場全体に轟とどろく馬鹿笑い。

　アルノーたちが慌あわてて振り返ると、何い時つの間によじ登ったのか──倒れたミルヴァスの背中の上に傲ごう然ぜんと仁に王おう立だちになったルスカが、両手を腰にそえて絶笑していた。

「よ～く聞け不ぶ細さい工くな半獣人ども！　たかだか下げ司すなテロリストの分ぶん際ざいで、よくもこのルスカ・ゲルハルト様をさんざっぱらコケにしてくれたじゃないか!!　ええっ!?」

『ひどいよルスカ君。何も僕の上に乗るこたぁないだろ？』

　哀かなしそうなミルヴァスのつぶやきは、もちろんルスカの耳には入っていない。

「ま～自ら望のぞんで悪の秘密結社に走り、それにも飽あき足たりずバケモノにまで身を堕おとした君らだ。どうせ顔にも金にも家いえ柄がらにも女性にも不自由しまくりの、さぞや劣れつ等とう感かんまみれの情なさけない人生だったこととお察さつしする。その点についてだけは、深く同情するよ！」

『いったい何ですの、あの丸い物体は？』

「疑似精霊の一種らしいぜ。確かロック・ナーとかいってたけど」

　不思議そうに尋たずねるエフェメルに、アルノーが答えた。

「あの球の中から、何だか斧おのみたいなモノが飛び出すんだよ──にしても、本当に役に立つのかね？　ちなみにユピテル相手にはまるで歯が立たなかったが」

『頼たよりないですわ……』

「しかし、喜よろこびたまえ！　そんな冴さえない君らの苦しみも今こ宵よいでジ・エンドさ！

　君らが今日この日まで生きてきた存そん在ざい意い義ぎを、生命の輝かがやきをこのボクが与あたえてやろう！　すなわち五十年後に執しつ筆ぴつ予よ定ていの『世界の帝てい王おうルスカ・ゲルハルト様栄えい光こうの回かい想そう録ろく』への実名出演権を！　ただし冒ぼう頭とう十頁ページくらいで、若き日のボクに華か麗れいに成せい敗ばいされる悪あく党とうどもの役だが！」

「……何だとぉ!?」

「このガキっ、いわせておけば……!!」

　擬獣兵たちが一いつ斉せいに色めき立った。

「ちっくしょおおおっ、どうせ俺おれは貧びん乏ぼう人にんの小こ倅せがれで彼女いない歴れき三十二年だよ！　何か文もん句くがあるかーっ!?」

「泣くな同志！　体たい制せい側がわのイヌに、人民の怒りを思い知らせてやろうではないか！」

「とりあえず同志グレンデルの指示を仰あおごうと思っていたが──もう我が慢まんならねえ！　八つ裂ざきにしてくれる!!」

「そうだ！　他の連中は捕ほ虜りよだがあのガキだけは殺そう！　よしっもう決まった!!」

「殺せ!!」「殺せ!!」「殺せ!!」「殺せ!!」「殺せ!!」「殺せ!!」

　それから先は言葉にならず、擬獣化部隊の兵士たちは悉ことごとく殺さつ戮りくの凶獣と化し月に向かって吠ほえ始めた。

「このバカ！　状況を悪あつ化かさせてどうする!?」

　演えん説ぜつを終おえ大満足で笑うルスカを、アルノーが怒ど鳴なりつけた。

「はっ！　まあ大人おとなしく見てろよ傭兵。森の中ではユピテルに不ふ覚かくをとったが、ボク本来の力はあんなモノじゃないってことを、たった今証しよう明めいしてやるから！」

「ま、まだ根に持ってたのか……粘ねん液えき質しつなヤツ」

　石畳の地面を揺ゆるがし、二十数名の人獣の群むれが一斉に襲おそいかかってきた。

『きゃあ──っ!?』

「やれいっ、ロック・ナー!!」

　すぽっ。

　夜空に浮かぶ球体の中から一本だけ戦せん斧ふが飛び出し、突撃してきた擬獣兵たちの足下にぼこっと突き立った。

「あ………タマ切れ」

「あのな──っ!?」

「ケッ、やっぱり虚こ仮け威おどしだったか──殺やっちまえ!!」

　いったんはひるんだ擬獣兵たちが、再ふたたび雄叫びを上げて肉にく迫はくする。

「というのは、単なるジョ────ック!!」

　芝しば居いがかったポーズでルスカが叫んだ。

　ブワッ──周囲の地面から、黒い霧きりのような影が舞い上がった。一見すると蜂はちか蝗いなごの大群のようであるが、その割には羽は音おとの類たぐいは一切聞こえない。

「な、何だ!?」

「驚くことはないさ。君ら自身の手でばらまいたモノじゃないか！」

『──弾だん丸がん!?』

　カティーナが小さく叫んだ。

　擬獣化部隊がまだ人間の姿をとっていた時、彼らは装そう備びしていた短機関銃から合計数万発に及ぶ銃弾を発射してミルヴァスを行こう動どう不ふ能のうに追い込んでいる。もちろん発射された弾丸のうち何十、何百発かはミルヴァスの身体に食い込んだろうが、その他ほかの大量の弾たまは外れたりミルヴァスの羽根に弾はじき返かえされるなどして周しゆう辺へん一いつ帯たいに転ころがっていた。

　それら外れ弾が、今一斉に宙に浮かび上がり──上空の疑似精霊〝ロック・ナー〟に吸収されていったのだ。

　ほんの数秒の出来事である。

　ルスカがいったい何を企たくらんでいるのか──最初に気づいたのはアルノーだった。

「──バカっよせ！」

　擬獣兵たちは気づかない。ただ、呆気あつけにとられて無数の弾丸を吸収した〝ロック・ナー〟を眺ながめている。

「小さい頃に親にいわれなかったかい？」

　サディスティックな笑いを満面に湛たたえ、ルスカがいった。

「──『拾った物は、持ち主に返しましょうね』と！」

　次の瞬間、雷らい鳴めいのような音と共に〝ロック・ナー〟は吞のみ込んだ数万発の銃じゆう弾だんを吐き出した。ただ吐いたというだけではない。機関銃から発射された時よりも十倍以上の高初速で、しかも擬獣化部隊が密集してアルノーたちを包ほう囲いしていたドーナツ状の地ち帯たいだけを狙って叩き込んだのだ。
















　二十数名の擬獣兵たちは──空中にいたものも含ふくめ──一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつされた。一体あたりが百発近い高速弾を受け、足下の石いし畳だたみもろとも文字通り粉ふん砕さいされていた。

　──皮肉なことに、彼ら自身がミルヴァスに撃ち込んだ弾丸によって。

　ミルヴァスとその傍かたわらにいたアルノーら三人には、かすり傷一つなかった。

「敵の兵器に合わせて進化するのか……!?」

　対地制圧精霊〝ロック・ナー〟の本ほん質しつを悟さとったアルノーの口から驚きの声が洩もれた。

「……あれは元々、保安局うちが開発した局地戦用の疑似精霊だったのよ」

　レベッカが地面に座すわり込みながらいった。

「一歩間違えば大量殺さつ戮りく兵器になりかねないんで、途中で開発は凍とう結けつされたはずなのに、どういうわけかプロトタイプが監かん察さつ局きよくの方に流れて……困ったもんだわ」

「ナントカに刃物か……やれやれ」

「ひゃーはっはっは、見たか！　〝ロック・ナー〟の、いーやこのボクの真の力!!」

　ミルヴァスの背の上で、腹の底から愉ゆ快かいそうな高笑いを上げるルスカ。

　だが──それまで地面に這はいつくばっていたミルヴァスが出し抜けに立ち上がったため、宙に放り出されて擬獣兵たちの骸むくろの上に脳のう天てんから落下した。

　といっても、ミルヴァスは別にルスカに対して腹を立てたわけではない。

『いかん！　みんな伏ふせて──!!』

　叫ぶが早いか、翼を広げてアルノーら四人を覆い隠す。

　数秒後──広場全体を焼やき尽つくさんばかりの火柱が立ちのぼり、ファティムの街並みと夜空を朝焼けのように染め上げた。







『こ、今度は良く狙えよ！』

「お任せを」

　グレンデルの様子がおかしいことは、フラーマも薄々感づいていた。

　だからといって、今メルティアから離れるわけにはいかない。例え巨人の脳を破壊しても、それで〝彼女〟が死ぬわけではないからだ。

〝器うつわ〟──すなわち肉体の生命活動が停止すればホモ・ファルサスのエーテル体は解放され、新たな〝器〟を求めて彷徨さまよいだす。その瞬しゆん間かんを捕とらえ、メルティアのエーテル体そのものを吸収するのがフラーマの目もく論ろ見みだった。

　実はドクター・ライオスからの指令はあくまで〝捕獲〟なのだが、フラーマは最初からその命令は無視するつもりでいた。ミルヴァスにせよメルティアにせよ、勝利した後は自ら喰らい、彼らの魂たましいを融ゆう合ごうする。ライオスの実験材料になぞさせるものか──屈くつ折せつしているようだが、それがフラーマなりの〝眷けん族ぞく〟たちへの仁じん義ぎであった。

　いずれにせよ、そのためには〝器〟の至し近きん距きよ離りで待たい機きしていなければならない。

　とにかく早急にとどめを刺ささせるしかなかった。

『フラー……マァァ!!』

　重狙撃ライフルによる最初の狙撃が急きゆう所しよを外したため、激げき痛つうで意識を回復したメルティアが呻うめくように叫んだ。自分の腹を踏み締めているフラーマの後肢を鋭するどい爪で搔かきむしり、必死に起きあがろうともがき始めた。

〈うぬっ……まだこれほどの余力を残していたとは！〉

　フラーマ＝ロイガーの意識に微かすかな怯おびえが生じた。メルティアの擬獣としての戦闘力と闘争本能は予想以上だ。ここで仕し留とめなければ──今度は自分がやられる。

『無む駄だなあがきはよせ！　もう貴様の負けだ!!』

　巨人の頭と顎あごを前肢で押さえつけ、力任まかせに捻ひねった。ぐぎぎぎ──異様な音が響き、メルティアの顔が不自然な方向にねじ曲げられる。人間ならば頸けい骨こつが折おれて即そく死しするところだが、鋼鉄以上に強きよう[image: 靫]じんかつしなやかな擬獣の骨はそう簡かん単たんに折れてはくれない。

　虫けらのように地面に踏みつけられ、徹てつ甲こう弾だんを撃ち込まれ、首を限界まで捻られても──なお、メルティアの紅い眼は不ふ敵てきにフラーマを睨にらみつけていた。

『くそぅ──早く撃てっ、グレンデル!!』

　擬獣化部隊が集結している広場の中央で、ふいに閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　重狙撃ライフルのマズルフラッシュではない。

〈あの光は──閃光榴弾!?　いったい誰が〉

　部下たちの方に気を取られた、その刹せつ那な──。

　後肢に激痛を感じてフラーマは悲鳴を上げた。

　脚あしの下のメルティアが、肘ひじの一部を変形させた刃物状突起ブレードで腱けんのあたりを刺し貫いたのだ。

『ぐおおおおっ!?』

　痛みのあまり、反射的に後肢にかけていた体重をわずかに緩ゆるめた。

　──と思った瞬間、フラーマは鼻先から地面に激げき突とつしていた。

　メルティアが右後肢の膝ひざの辺りにしがみつき、肉食恐竜の巨体をうつぶせにひきずり倒したのだ。

『くそっ、小こ癪しやくな真ま似ねを──』

　前肢を突っ張って素早く立ち上がろうと──が、立てない。

『なにぃ!?』

　メルティアは、まだフラーマの後肢にしがみついていた。正確にいえば、うつぶせに倒れた恐竜の右足首を抱かかえ、右膝の関節を極きめていたのだ。

　膝ひざ十じゆう字じ固がため。格かく闘とう術じゆつを嗜たしなんだものならそう呼ぶ技である。

『ば、馬鹿な!?　貴様、何をやっている!?』

　返答のように、フラーマの右後肢全体に激痛が走った。

『ぎゃあああああっ!!』

　恐竜型擬獣フラーマの脚の骨は、残念ながらメルティアの頸骨ほど柔やわらかくはない。二五〇トンの質しつ量りようを支ささえる必要上、硬こう度どはあっても柔じゆう軟なん性せいを欠かいているのだ。

　当然、関節部分に無理な負ふ荷かが加くわわれば折れるし、なまじ強きよう[image: 靫]じんなだけにその際の苦痛は想像を絶するものがある。

〈へえ～。あんたでも、やっぱり痛みは感じるんだぁ〉

　突とつ然ぜん、フラーマ＝ロイガーの意識に何者かが語りかけてきた。

〈な、何者だ!?〉

〈痛いでしょ？　でもねー、あんたに殺されかけた弟やカティーナやフェルゼンさん──それにあんたが見み殺ごろしにした手下たちの痛みは、たぶんこんなモノじゃないよ。それをこれから、あたしとメルティアがじっくりと教えてやるからね！〉

〈メルティア!?　そうか、貴様メルティアの──〝器〟の小こ娘むすめだな!?〉

〈るさいわねー。あんたに小娘呼ばわりされる筋すじ合あいなんかないよ！〉

　フラーマの意識に、赤いケープをマントのように翻ひるがえした少女の姿が一瞬だけ浮かび上がって消えた。赤みがかったショートヘアのあどけない少女──だが彼女の丸っこい大きな瞳は、凜りんとした怒りの炎を宿やどしてフラーマを睨み据えていた。

〈こ、これがメルティアの〝器〟!?　ば、馬鹿な──確かにラザルスからは若い娘だと聞かされていたが──これではまるっきり子供ではないか!!〉

　動どう転てんのあまり、フラーマは瞬しゆん刻こくの間右膝の痛みすら失しつ念ねんした。

〈そんな、そんな……！　こんなガキを相手に、我が〝黒い太陽〟は総そう力りよく戦せんを挑いどんでいたのか!?〉

〈ガキですってぇ!?　失礼しちゃうわね！　あたしもう十五よーっ!!〉

　ユピテルの怒りに応えたメルティアが、新たに力を込めフラーマの膝関節を捻った。

　めぎめぎめぎ──[image: 靫]じん帯たいが千ち切ぎれ関節が破は壊かいされていく不ぶ気き味みな音と共に、フラーマの膝から脳のう天てんまでを凄すさまじい痛みが突き上げた。

『ぐぬわぁああああっ!!』

　鋭い鉤爪で武ぶ装そうした前肢、あるいは左後肢を必死に振り回して巨人の身体を引き裂こうと図はかるが──届とどかない。唯ゆい一いつ自由に動く、鞭むちのような尻尾しつぽでメルティアの背中や後頭部を乱らん打だしたが、フラーマにとって無理な伏ふく臥が姿し勢せいなので力が入らず決定的な打撃は与えられなかった。

　戦闘異術による闘いならば何なん人ぴとにもひけを取らぬ自信がある。肉弾戦であっても、肉食恐竜の爪や牙きば、長大な尻尾はどれをとっても強力な武器だ。しかし──まさか大地の上で、相手と肌はだを密着させた状態での格闘戦など予想だにしていなかった。

　仮に人間の姿であれば、同じ技をかけられても手の打ちようがある。フラーマの〝器〟ロイガーは、〝黒き太陽〟の闘とう士しとして格闘術を含むあらゆる戦技訓練を積つんでいるのだから。

　だが、今の彼はグラウンドでの攻こう防ぼうに最も不ふ向むきな二足歩行の恐竜形態である。

　その時になって、今さらながらフラーマは理解した。擬獣を別にすれば地上に出現した最強の生物である肉食恐竜たちが、自らの肉体を強大化させ過すぎたが故ゆえに亡ほろびの道を歩んでいった事実を。

〈いかん！　このままでは──〉

　戦闘異術か。だが紋もん様よう型がた防御界で身を護まもるメルティアに対してなまじの術は効きかないし、これだけ密着した状態で強力な術を使えば、却かえって己おのれの肉体を破壊してしまう。

〈やむを得えん──切り札を出すか！〉

　フラーマの頭部──盛り上がった眉み間けんの骨あたりで緑色の光が輝いた。同時にうつぶせになった巨体──逞たくましく盛り上がった背はい筋きん、鋸のこぎりのごとき背せ鰭びれ、大だい蛇じやのように蠢うごめく長い尻尾──の全てが燃え上がるような真緋に包まれた。

　体内のエーテルを総動員して炎の竜サラマンデルに変へん換かんし、自らの体表面に防御界バリユームとして展開したのだ。

〈燃もえ尽つきろ、メルティアーっ!!〉

〈ふっ。そーくると思ったわよ！〉

　フラーマの意図を察さつ知ちしたメルティアも、すかさず防御界を強化。炎の紋様が広がり、彼女の全身が鮮あざやかな緋色の光を放った。もちろん恐竜の右膝は放さない。

　力比べである。互いに防御界と炎の疑似精霊を強化していき──力の尽きた方が、文字通り燃え尽きる。

　もつれあって大地に倒れた巨人と恐竜の身体が、熔よう鉱こう炉ろの内部を思わせる色に輝いた。

　体表面の温度が急上昇していく。千度。二千度。三千度──。

　メルティアの背中の傷口から融ゆう解かいした二〇ミリ徹てつ甲こう弾だんの弾だん頭とうが滴したたり落ち、瞬く間に蒸じよう散さんした。

　身体の下の地面も溶とけ始め、両者は活火山の噴ふん火か口こうを思わせるマグマ溜だまりの中にズブズブと沈みこんでいく。

〈あんたも無茶するわねフラーマ！　このままじゃ、二人とも地面の底まで潜もぐっちゃうわよー？〉

　さすがにあきれ果てたユピテルが警告を発した。

〈かまわぬ！　──死なば、もろとも!!〉

〈吹いたわね！　い～い度胸じゃない。こーなりゃ大地の裏までつき合ったげるわよ！〉

　が、その時──。




〈フラーマ──いやさロイガー。おぬし、儂わしの命令を理解しておらなんだな〉




　地の底から響ひびくような声が、二人の念ねん話わに割り込んだ。

〈!?　貴方は──〉

〈あらら？　あんた誰？〉

〈誰が差し違えろといった？　儂はおぬしに、メルティアの生け捕りを命じたのだぞ〉

〈な、なぜ貴方がここに!?　そ、そんなはずはない！　そんなはずは……〉

〈驚くにはあたらぬ。〝スパルトイ〟に適てき当とうな〝器〟が見つからなかった故ゆえ、儂自身に移い植しよくしたのだ──造ぞう作さもないことよ〉

〈何ですと!?　指導部の承しよう認にんも得ずに、何たる勝かつ手てな行こう為い──独どく断だん専せん行こうとして問題になりますぞ！〉

　地底から響く声は、どうやらフラーマにとって格かく上うえにあたる人物らしい。

　数千度の熱気の中、フラーマはメルティアとの闘いさえ失念したような風ふ情ぜいで、せわしなく長い頭部を動かしていた。

　──まるで、目の前に立った上じよう司しに対し必ひつ死しに抗こう弁べんしているかのように。

〈ねー、どうしたのさフラーマ？　誰なのよこのお爺じいちゃんは？〉

〈独断専行はおぬしの方よ。アッザム以来の度たび重かさなる失しつ敗ぱい。擬獣化部隊の無意味な喪そう失しつ。そしてこの度の命令違反──粛しゆく清せいの条件は充分に満たしておるな〉

〈粛清だと!?　ば、馬鹿な──ならば最高指導部の承認を得た上で、正式の軍法会議を召集するがよい！〉

〈必要ない。大だい幹かん部ぶの権けん限げんとして、この場で刑を執しつ行こうする〉

〈待てい！　せ、せめて抗弁の機会を寄よ越こせっ!!　私は幹かん部ぶ構こう成せい員いんとして、当然の権けん利りを──〉

〈──見苦しい！〉

　既に地面から十メートル以上も沈ちん降こうした地下である。しかも周りは数千度の溶岩。

　にもかかわらず──フラーマに膝十字固めを極めたままのメルティア／ユピテルの目前で、それは起こった。

　マグマ溜まりの中に伏臥していた恐竜の背せ鰭びれの間から、突とつ然ぜん「グボッ」と鈍にぶい音を立てて黒こく褐かつ色しよくの角つののような物体が飛び出した。

〈なによ……コレ？〉

　それが地面の下から生えてきた石せき筍じゆんであること。鉄をも溶かす超高温に達していたフラーマの胴どう体たいを、いともたやすく串刺しにしたものであること。

　メルティアとユピテルがそこまで理解したとき、フラーマが身を仰のけ反ぞらして断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうを上げた。

〈いかん！　ユピテル、ここから脱出するぞ！〉

　とっさに判断したメルティアがフラーマの後肢を放はなし、足下のマグマを跳ね上げて陥かん没ぼつした穴の外へと跳ちよう躍やくした。

　再び地上へと飛び出し、夜の冷たい空気に触ふれたと思った瞬間──。

　背後の穴の底で凄まじい火か焰えん爆ばく発はつが発生した。

　あの石筍はフラーマの肉体を貫いただけに留とどまらず、同時に本体であるエーテル体──心臓の近くに寄生している──をも破壊したのだろう。フラーマは〝器〟であるロイガー共とも々ども絶ぜつ命めいし、制せい御ぎよを失った火の疑似精霊サラマンデルが一気に暴走したのだ。

　瞬刻前まではメルティア自身が底にいた、直径五十メートルの巨大な穴。

　穴の直径とほぼ同じ太さの大火柱が立ち上り、それは夜空を朝焼けのごとく染め上げながら遥はるか天界に向けてそそり立った。

　ある程度までの高度に達すると火柱は気流に乗って流れ始め──それはまさに、天空を駆かける火竜の姿にも似ていた。

　メルティアは放心したように穴の側に座すわり込み、ユピテルの意識と共にフラーマ＝ロイガーの墓ぼ標ひようのごとく燃えさかる火柱を見上げていた。

『地面の底に新手の〝眷族〟がいたようだが……なぜ仲間のフラーマを殺したんだろうな？』

〈さあ？　何だかあたしらとは関係ない、あっち側の事情らしいけど。でもフラーマを殺した奴の声、昔どこかで聞いたような……〉

『知り合いか……何なら、また潜せん在ざい記き憶おくにアクセスしてみるか？』

〈え？　あ！　いーよ、いーよ。どーせ思い違いだろーし〉

『──なら、いいさ。わたしもおまえの思い出を掘ほり返すような真ま似ねは……くっ』

　突然の脱力感。一瞬意識が遠ざかり──。

　数秒後──銀色の巨人は姿を消し、燃え続ける火柱の傍かたわらに人間の女に戻ったメルティアがうつぶせに倒れていた。

「さすがに、今回は……少しきつかったかな」

　まるで人ごとのように、ぼそりとつぶやく。

〈メルティア──〉

　大丈夫か──などと白々しいことは、もう聞けない。戦闘中はメルティアの方で気を遣つかいユピテルの意識が感じる痛つう覚かくを遮しや断だんしてくれているとはいえ、一心同体で闘っていれば彼女がどれだけの傷を負っているか嫌いやでも判る。

「〝黒い太陽〟の連中を片づけたのはいいが、フラーマが死んで〝遺産〟の手がかりもなしか……困ったものだな」

〈心配ないよ！　フェルゼンさんだってこの町に来てるんだし、事情を話せばきっと力になってくれるわよ〉

「あの司祭には……礼をいわねばならんな。ラッセルの命を救ってもらった」

〈何かユニークな人だけどねー。あ、そーだ！　司祭さんとカティーナにメルティアのこと紹介しなくちゃ。ほらあの二人、あなたの〝眷族〟なんでしょ？　きっと、いい友だちになれるよ！〉

「友だちだと？　ふん……」

　無ぶ愛あい想そうにつぶやくメルティア。だが悪い気はしないのか、彼女の口許にふっと穏やかな笑みが浮かんだ。

　百メートルほど離れた広場の中央で、立ち上がったミルヴァスが巨大な白い翼を広げている。傍らにはアルノーの他、なぜかルスカやレベッカの姿もあった。

「あちらの方も、何とか片づいたようだな」

〈何でルスカがいるのかしらねー？　ま、いーか。さあ、みんなの所に行きましょ〉

「そうだな」

　銀髪の女はゆっくり身を起こし、上体についた土つち埃ぼこりを軽く払った。




「まだ動かない方がいい。今の貴方あなたは、歩けるような身体じゃないはずだ」




「!!」〈!?〉

　声のした方に顔を上げると──闇の中に、象ぞう牙げ色いろのコートを羽は織おった少年が佇たたずんでいた。

　歳とし格かつ好こうは、ユピテルとほぼ同どう年ねん輩ぱいか。くせのない銀ぎん髪ぱつに蒼あおい瞳ひとみ。整ととのった相そう貌ぼうが燃え上がる炎に映え、まるで陶とう磁じ器きの人形のように見えた。

　前髪の間にわずかに覗く〝タブレット〟──異術師だ。

〈メ……メルクリウス!?〉

　ユピテルの意識が絶ぜつ句くした。

「無茶なことをするね。〝火竜使いサラマンデル・マスター〟ロイガーと炎の術を競きそい合うなんて……見た目は無む傷きずなようだけど、いま貴方のエーテル体はダメージでボロボロのはずだ。命に関かかわるほどじゃないけど、しばらく戦闘異術は使えないと思うよ」

「その言い方からすると……おまえもヤツの〝同志〟というわけだな？　小僧」

　メルティアは警けい戒かいしながら、ゆっくり立ち上がる。

「ロイガーが強きよう硬こうに主しゆ張ちようしたんだ。貴方と闘いたいと」

　燃えさかる大火柱を見やりながら、少年がいった。

「本来なら、貴方を捕らえるのは僕の任にん務むだった。僕なら貴方を傷つけずに拠点アジトまで〝案内〟できるからね。でも」

　その言葉が終わる前に、既にメルティアは動いていた。右手の先を鋭い爪そう刃じんに変え、残像を残すほどの速さで少年の喉のど元もとめがけて斬きりかかる。

〈やめてぇ──っ!!〉

　ユピテルの意識が絶叫する。

　生身の人間ならかわしようのない、至近距離からの奇き襲しゆう。

　だが銀色の刃が到とう達たつした瞬間、もうそこに少年の姿はなかった。

「!?」

　何か強い力がメルティアの全身を捕らえ、宙に持ち上げた。

　苦痛はない。だが手足を動かして抗あらがうこともできない、柔やわらかく暖あたたかな大気の縛いましめ。

〈──風の疑似精霊シルフイード!?〉

「火は強い力を持っているけど、所しよ詮せんは泡沫うたかたのものだ。どんな強い炎でもいつかは燃え尽きる。でも風は違うよ。風はただ草や木をそよがせ、水面に波を立てて吹き過ぎていくだけ──風には、命も形もないから」

　空中に捕らわれたメルティアの耳元で、抑よく揚ようのない透き通った声がつぶやく。

「だから、誰も──風を殺すことなんかできない」

「おまえは……!?」

　唯一自由になる首を動かし、声の方に振り向いたメルティア／ユピテルの視界に──。

　銀色の少年が浮かんでいた。

　七色に輝く硝子ガラスのような髪。水銀を思わせる滑なめらかな肌はだ。白目のない青玉のような双そう眸ぼう──戦闘形態のメルティアをそのまま十代の少年に変えたような疑似人間が、二メートルほどの距離をおいて共に浮いていたのだ。

〈……そういうこと……だったんだ〉

　そうつぶやくユピテルの思念は裏切られた怒りと悲しみで乱れ、言葉の形を取るのがやっとの様子だった。

「カラナンの海かい底ていで遭あった奴だな。あの後ずっと、我々をつけていたというわけか」

〈知らない！　こんなヤツ知らないよぉーっ!!〉

　肉体のない少女の悲痛な叫びは、銀色の少年の耳には届かない。

「ドクター、標的の確保に成功しました」

　メルクリウスは淡々とした口調で報告した。

〈うむ、ご苦労。手負いの獣とはいえ、わずか一秒で捕獲完了か──さすがは儂の直じき弟で子しだけのことはある。〝風の魔術師シルフ・ソーサラー〟メルクリウスよ〉
















「初めから僕が出ればよかったんだ……そうすればロイガーや擬獣化部隊の同志たちは死なずに済すんだし、彼女を傷つけることもなかったのに」

　やや不満そうに、メルクリウスがうつむいた。

〈そう拗すねるな。擬獣兵なぞいくらでも補ほ充じゆうが効きくし、ロイガーは……あ奴は儂の動向を監視して、指導部の連中に密みつ告こくするスパイ役を務めておった。いずれ始末せねばならぬ男だったのよ〉

「………」

〈ともあれ、これで〝Ｚ計画〟は上の連中に干かん渉しようされることもなく、儂の一いち存ぞんで推すい進しんできる。ホモ・ファルサス七号、すなわちメルティアの確保にも無事成功したことだしな〉

「そういえば、ドクターもスパルトイの〝器〟になられたそうですね。お身体からだの具ぐ合あいは如いか何がですか？」

〈ぬふふふふ……最高じゃ。四十は若返った気分よ〉

　微かに大地が揺動した。

〈こうまで心地良いものと知れておれば──真っ先にこの儂が〝器〟になっておったものを！〉

　穴の縁ふちに茶ちや褐かつ色しよくの鋭い爪が食い込み、地獄の窯かまのごとく燃えさかる劫ごう火かを背はい景けいに巨大な黒い人影が這はい上ってくる。

「こいつが、スパルトイ……？」〈………〉

　風の結界に捕らわれ五体の動きを封じられたメルティア／ユピテルは、絶望的な気分でその光景を眺ながめていた。

　メルクリウスが指摘した通り、対フラーマ戦の疲れが残っているのだろう。結界を破ろうと頑張っても、疑似精霊を具現化させるまでのエーテルがどうしても抽ちゆう出しゆつできない。

〈悔くやしいけど……どうやらこの場は、大人しく捕虜になるしかないわね〉

　だが、まだやるべきことが残っている。

　手持ちのエーテル全てをつぎ込み、ユピテルはこの場で自分が見聞した情報、およびメッセージを凝縮したエーテル波として放った。

　百メートル先にいるはずのもう一体の眷けん族ぞく。そして仲間たちに向けて。

〈フェルゼンさん、逃げて！　みんなを連れてここから離れて──っ!!〉








第５章　ドクター・ライオス









「また、あんたらか……」

　わずかに開けた扉の隙すき間まから未み明めいの来訪者を確かめた瞬しゆん間かん、グラソル老人は露ろ骨こつに顔をしかめた。

「出て行けといったろうがっ──今度来やがったら、警けい備び隊たいを呼ぶからな！」

　罵ば声せいを浴びせて、乱らん暴ぼうに扉を閉めようとする。

「っとお！」

　閉まる寸前の扉の隙間に軍ぐん靴かの爪つま先さきを差し込み、アルノーは半なかば強引に家の中に入り込んだ。大声で怒鳴ろうとしたグラソルの口を塞ふさぎ、喉のど元もとに野や戦せん用ナイフを突きつける。

「騒さわいだら殺す。脅おどしじゃねえからな」

「ふぁ、ふぁがが……!?」

「悪いなジイさん。俺だってこんな強ごう盗とうみてぇな真ま似ねしたくはないぜ？　けど事態コトが急を要するんでね」

「？？？」

「ケガ人だ。女とアビス教の司し祭さい。──だから薬と包ほう帯たい、それに熱ねつ湯とうが欲しい」

「……！」

　老人が急に抵てい抗こうを止め、「解わかった」と言いたげに若者の腕を二、三度軽く叩たたいた。

「よーし、聞き分けのいいジイさんだ」

　アルノーはニヤリと笑ってナイフを鞘さやに収めた。

「げほっ、げほっ……しさい……あんた今、司祭様といったな？」

「あー、二人いるよ。庭先に待たせてあるぜ」

　グラソルはアルノーの肩越しに狭い庭を覗のぞき──白い法ほう衣いをまとった男女を認めて大きく息を吞のんだ。

「お、お連れしろ！　薬でも包帯でも、あるものは何でもくれてやる！」

　間もなく──。

「いや～、どうもどうも。こんな時間に恐れ入ります」

　カティーナと彼女に肩を借りたフェルゼンが、ペコペコ頭を下げながら家の中に入ってきた。

「おおお……間違いねえ……本物の司祭様じゃ！」

　蠟ろう燭そくの灯ひで二人の〝聖せい石せき〟を確認したグラソルは感かん極きわまったように声を上げると、やにわに跪ひざまずき床に額ひたいを擦こすりつけて拝はい礼れいした。

「この町にも、ようやく正規の司祭様がいらっしゃった──ありがてえ！」

「え!?　いやあの、こりゃどうもご丁てい寧ねいに──」

「司祭様！　唯ゆい一いつ至し高こうなるアビス・ウルのお言葉を賜たまわり下せえ！　孫のティティスに正式な洗礼をお授け下せえ！　──儂わしらの魂をお導みちびき下せえっ!!」

「と、とにかくお手を上げて──いや、こいつは参ったなぁ」

　一般信しん徒とからこうまで篤あつく敬うやまわれたのは初めてなのか──フェルゼンは照れくさそうに苦笑して頭を搔かき、カティーナに至ってはふくよかな頰ほおを真っ赤に染めて俯うつむいてしまった。

「何やってるんだ、このジジイは……イカれてるのか？」

　後から入ってきたルスカが呆あきれたようにつぶやく。

「別におかしくはないわ。復ふつ興こう以来の四十年間、この町は外がい界かいとの接触を断たってきたんですもの。つまりアビス教会への信仰が強かった時代の感覚が、そのまま保存されてるってだけのこと」

　応急の止し血けつ帯たいの上に革ジャンパーを羽は織おったレベッカが、冷静な口く調ちようで説明した。

「は～っ！　やだやだ、アナクロニズムもいいとこだね！」

　グラソルはソシエタスの男女を胡う散さん臭くさそうに睨にらんだが、司祭たちの手前もあってか殊こと更さらに追及はしなかった。

　最後に、しおしおと入ってくるラッセル。

　少年は別にケガをしているわけではなかったが、その顔は死人のように蒼あおざめ放心したように足あし下もとを見つめていた。

「誰が来たの、お祖じ父いちゃん──あー！　ラッセルと傭よう兵へいのおにーちゃん！」

　寝ね間ま着き姿で部屋から出てきたティティスが目を輝かせた。

「わあ、まだ帰らなかったんだ！　ね、ね、何い時つまでいるの？　また、あたいと遊んでくれる!?」

「………」

　答えない。少年は顔を上げ、少し驚いたようにティティスを見つめた。

「あれ？　そういえば……おねーちゃんは？　森であたいをおぶってくれた、あの綺き麗れいなおねーちゃん！」

「メルティア……姉さんと、メルティア……」

　小声でつぶやいたかと思うと──ラッセルの丸っこい瞳からボロボロと涙がこぼれ落ち、張りつめた糸が切れたように大声を上げて泣き始めた。

「うわあああん！　どうしよう、姉さんとメルティアが殺されちゃうよーっ!!」

「心配ないよ、ラッセル君」

　少年の細い肩に手をかけ、フェルゼンが優しくいった。

「少なくとも、彼らが今すぐユピテル君たちを殺すことはないと思う」

「何でそう言い切れるのさ!?　あいつらアッザムやカラナンで、無関係な人たちを大勢殺してるんだよ？　きっと姉さんたちも──」

「いや、それはあり得ない──ユピテル君自身がそういっていた」




　ほんの一時間ほど前──。

　ファティム旧市街の廃はい墟きよと化した広場で、彼らは大地から立ち上る巨大な火ひ柱ばしらを目撃していた。

　火柱のそばでは、人間形態に戻ったメルティアが新たに出現した敵の疑ぎ似じ人にん間げん──皮ひ肉にくにもメルティアに酷こく似じした銀色のヒト型擬ぎ獣じゆうだった──を相手に苦戦している。

　助けに行こうとミルヴァスが傷ついた身体からだを起こしたとき、火柱を吹き上げる穴の中から〝そいつ〟が現れた。

〈──神よ！〉

　ミルヴァスの〝器うつわ〟フェルゼンは思わず内心で祈き禱とうの文句を唱となえていた。

　翼つばさの陰かげにいる仲間たち──アルノーもエフェメルも、そして魔ま神じん崇すう拝はい者しやのルスカですら〝そいつ〟の姿を見て嫌けん悪おに顔を歪ゆがめている。

　それほどまでに醜みにくい怪物だったのだ。

　地面の下から現れた上半身で判断する限り、全体のフォルムはおそらく逞たくましい筋きん骨こつに恵まれた二足歩行のヒト型であろう。だが茶ちや褐かつ色しよくに風ふう化かした皮ひ膚ふの所々から骨格が剝むき出し肉の筋が垂れ下がっている有様はどうみても腐くさりかけた死体であり、剝き出しの頭ず蓋がい骨こつのような顔の中でそこだけ生々しい精せい気きを湛たたえている両眼が、却かえっておぞましさを倍加させている。

　地の底から這はい出した身長三十メートルの腐乱死体は、燃えさかる劫ごう火かを背景に地獄からの使者のごとく大地に立ち上がった。

〈フェルゼンさん、逃げて！　みんなを連れてここから離れて──っ!!〉

　そのとき、フェルゼンの意識に聞き覚えのある少女の〝声〟が飛び込んだ。

〈ユピテル君か!?〉

〈話はあと！　とにかくここから脱出して！〉

〈そんなわけにはいかないよ！　君とメルティア君を置いては──〉

〈あたしらは大丈夫！　どーやら、今すぐ殺されるってワケじゃなさそーだから〉

〈いや、そうはいったって君！〉

〈心配ないってば！　命さえあれば、反撃のチャンスなんかいくらだってあるんだから。とにかく一時撤てつ退たいして、体勢を立て直して──でもって、できれば後で助けに来てね☆〉

〈──解わかった。約束する！〉

　一秒の何分の一にも満たない、ホモ・ファルサス同士の念ねん話わである。最後にユピテルが知り得た情報のすべてを圧あつ縮しゆくエーテル波の形で受け取り、ミルヴァスは翼を広げて人語で叫んだ。

『ユピテル君たちが敵の手に落ちた！　いったんこの場を離り脱だつしよう！』

　両者の念話を聞き取っていたエフェメル、戦闘のプロとして状況を冷静に把は握あくしたアルノーとレベッカが、沈ちん痛つうな面おももちで頷うなずく。ただ一人「ＹＥＡＨ！」と叫んでガッツポーズをとったルスカはアルノーに殴なぐり倒された。

　腐ふ乱らんした巨人──いや疑似人間スパルトイの瞼まぶたのない眼がぎょろりと動き、ミルヴァスの方を睨にらんだ。

　唇くちびるの溶とけ落ちた剝き出しの顎あごをくわっと開き、まばゆい光の束たばを吐はきかける。

『──!?』

　光こう束そくはわずかに狙ねらいを逸それ、ミルヴァスの後方三百メートルほどに建ち並ぶ廃はい屋おくの家並みに命中。旧市街の一ブロックをまとめて吹き飛ばした。光の元素フオトンを応用した戦闘異術らしいが、フラーマの大火球を遥はるかに上回る威い力りよくである。

『さあ、みんな乗って！』

　ミルヴァスは両りよう翼よくを広げ、離陸準備を開始した。

「飛べるのかよ？　そのケガで」

『メルティア君が時間を稼かせいでくれたおかげで、だいぶ回復したよ──町の外くらいまでなら、何とか行ける！』

「荷物は軽い方がいいでしょ？　私たちは、ガーグを使うわ」

　レベッカは僕しもべの魔ま獣じゆうに命じ、自分とルスカの身体を抱かかえ上げさせた。さしあたり共通の敵に当たっているとはいえ、長年敵対してきたアビス教徒の手は借りたくないというのがソシエタスとしての本ほん音ねというところか。

『私は自分で翔とべますわ！』

　蜻蛉かげろうを思わせる半透明の羽は根ねを広げ、エフェメルがふわりと浮き上がった。

「何だ俺だけか──んじゃ失礼するぜ、司祭さん」

　そう挨あい拶さつしてミルヴァスの背中に上りかけた時──アルノーは一瞬だけ振り返り、戦場となった廃公園の広場を見やった。あるいはメルティアの防ぼう御ぎよ界かいで焼かれ、あるいはルスカの疑ぎ似じ精せい霊れいロック・ナーに粉ふん砕さいされた擬ぎ獣じゆう兵へいたちの屍しかばねの群。

（親玉のフラーマも含めて──こいつらみんな、メルティアを生いけ捕どりにするための捨て駒ごまだったってのか……哀れなもんだな）

　元は同じ兵士として、割り切れない思い。だがその時、ふと妙なことに気づいた。メルティアを狙そ撃げきした擬獣兵──持っていた重狙撃ライフルが、かつて自分も所属していた騎き士し団だんの制式兵器だったので気になっていたのだ──の姿が見あたらない。ロック・ナーに倒されたのかとも思ったが、地面にそれらしい死体もなかった。

（逃げちまったかな？　ま、いーか）

　アルノーを乗せたミルヴァス、エフェメル、それに魔獣ガーグが石いし畳だたみの地面を蹴けって夜空に舞い上がった。スパルトイの戦闘異術による対空攻撃を警けい戒かいして、ただちに散さん開かいしながら広場を撤てつ退たいする。

　しかし腐乱死体のような巨人は追撃どころか逃げていくミルヴァスに一いち瞥べつもくれず、巨体を屈かがめて風の結けつ界かいに捕とらわれたメルティアを見つめていた。

　その後──いったん町外れの農地まで退たい避ひしたミルヴァスたちは、そこで待たい機きしていたラッセルと合流。レベッカは魔獣ガーグのエーテル体を護符に見せかけた封ふう印いん容よう器きに回かい収しゆうし、疑似人間の司祭二人は相そう変へん異いして人間の姿に戻った。

　無人の旧市街区域といえ町中に大型擬獣が出現し、さらには一ブロックが消滅するほどの騒動が起きたというのに、夜間飛行中に見下ろしたファティムの町は死んだように静まり返り路上に野や次じ馬うまの影すらなかった。

　数十年にわたり町を支配してきた市長の一派は〝黒い太陽〟に虐ぎやく殺さつされ、警備隊も組織の傘さん下かに組み込まれたというから、あるいは夜間外出の禁止令でも布告されているのかも知れない。

　擬獣ミルヴァスの巨体が消え失うせフェルゼンの姿に戻ったとたん、周囲の地面にバラバラと銃じゆう弾だんが落下した。旧市街でミルヴァスの身体に撃ち込まれた敵の弾丸である。

「へ、平気かよ……司祭さん？」

「心配ないよ。この程度の負傷なら、〝器〟の肉体に傷が残ることはないから」

　アルノーに向かって穏おだやかに笑うフェルゼンだが、その額からは大粒の汗が噴き出し、たちまち崩れるように膝ひざをついた。

「……もっともその分、肉体と重なるエーテル体の方にダメージが蓄ちく積せきされるらしいから、すぐに完全回復ってわけにもいかないけどね」

　すぐそばの地面では、やはり肩を撃たれたレベッカが座り込んで微かすかに震ふるえている。

　敵の包囲から脱したことで緊きん張ちようが緩ゆるみ、ケガの痛みがぶり返してきたらしい。

「僕はともかく、彼女の方を治ち療りようしてあげないと──」

「おいルスカ、異い術じゆつ師しの力で何とかできないのか？　復活の術とか何とか」

「これだからいやだね、素人しろうとは」

　ルスカはうんざりしたように肩をすくめ、

「ボクら異術師は魔法使いじゃないよ！　そりゃあエーテルを応用した生命気治療で、傷の回復を早めるくらいは可能だけど──その前に、まずは外げ科か手術で身体の中の弾丸を摘てき出しゆつしなけりゃ」

「手術か……といっても、いま町に出て医者を捜すわけにもいかねえしな。せめて薬と包帯、消毒用の熱湯があれば、俺でも何とかできると思うけど」

　かつて王国騎士団の特とく殊しゆ狙撃中隊に所属していたおり、野戦訓練の一環として戦場における応急医い療りようの訓練は一通り受けている。

「ティティスの所のお祖じ父いさんに頼めば、分けてくれるかも……」

　おずおずと口を開いたのはラッセルである。

「望のぞみ薄うすだな。あの爺じいさん、よそ者の俺たちのことをえらく嫌ってやがるし……下手へたに顔を出して、警備隊にでも密みつ告こくされたら目も当てられねえ」

「でも、でも！　アルノーさんだって見たでしょ、あのお祖父さんの作った細さい工く物もの……あんな綺き麗れいなもの作れる人が悪人なわけないよ！　ぼくらが心を込めてきちんと説せつ得とくすれば、きっと……！」

「う～ん……」

　数すう瞬しゆん考え込んだ後、アルノーはポンと手を打った。

「よし。──一発気合いを入れて、〝説得〟してみっか！」




　それから、数時間の後。

　前述の通りアルノーの魂込めた〝説得〟、及びアビス教司祭の威い光こうにより、彼ら六名は首しゆ尾び良く機械職人グラソルの家に落ち着いていた。

　居い間まにおかれた木製の食卓の上に、妙に不ふ釣つり合いな銀の燭しよく台だい。ティティスの命を助けたアルノーたちに、御お礼れいとして差し出そうとした品だ。どうやら司祭二人を歓かん迎げいするため急きゆう遽きよ引っぱり出してきたものらしい。また卓上には、夜食として人数分の暖かいスープが湯ゆ気げを立てていた。

　再び寝室に戻ったティティスを除のぞき、七名の男女が燭台の灯とう火かを囲んで夜明け間近の時間を落ち着かぬ表情で過ごしていた。

　アルノーとラッセル。アビス教会の司祭フェルゼンとカティーナ。ソシエタスから派は遣けんされてきたルスカとレベッカ、そして家の主グラソル。

　レベッカの肩に入った銃じゆう弾だんはグラソルが提供した薬やその他の道具を使ってアルノーが摘出し、彼女のケガの苦痛は先せん刻こくまでに比べてだいぶ軽くなった様よう子すである。

「ほ、本当に……市長のヴァイラス様や、ご一族が皆殺しにされなさったのか!?　その〝黒い太陽〟とかいう連中に──」

　フェルゼンから聖せい堂どう前の惨さん劇げきを聞かされたグラソル老人が、声を震ふるわせて質ただした。

「お気の毒ですが。どうやらこの町は、恐ろしいテロリストたちの組織に占領されたと考えるべきでしょう。聖堂に行こうとした僕とカティーナ司祭も、危あやうく彼らに殺される所でしたから」

　と、当たり障さわりのない言い方で状況を説明するフェルゼン。目の前の青年司祭の正体が有ゆう翼よく擬ぎ獣じゆうミルヴァスだと知ったら、老人はどう思うであろうか。

「何てこった。何てこった……おお、神様……」

　白しら髪が頭あたまを抱かかえこんで呻うめくように祈いのりの言葉をつぶやくグラソル。

「なあ。そんなに惜おしまれる人物だったのか？　殺されたヴァイラスって市長は」

　老人には聞こえないように声を落とし、アルノーはルスカに尋たずねた。

「いーや、全然。ソシエタスに届いた市長の手紙を読む限り、奴は己おのれの保ほ身しんのことしか頭になかった豚ぶただね。任務でなければ頼まれたってお近づきにはなりたくないよ」

　珍しく、正直かつ的確に事実を告げるルスカ。

「にしちゃあ、爺じいさんの落ち込みぶりは尋じん常じようじゃないぜ」

「市長個人の人格なんか問題じゃないんだよ。連中は外界から隔かく絶ぜつされたこの町で、ドーソンの一族だけを神聖なる指導者と信じて──いや信じ込まされて生きてきた。それだけのことさ。ま、この手の洗せん脳のうはこの町に限った話じゃないけどね」

　ソシエタスの監かん察さつ官かんは肩をすくめてせせら笑った。

「………」

　そんな会話はあえて聞かなかったことにして、司祭フェルゼンは改まった口く調ちようでグラソル老人に切り出した。

「以上のようなわけで……僕とカティーナ司祭はこの暴ぼう挙きよをただちに総そう主しゆ教きよう府ふ並びに王国政府に訴うつたえ、この町をテロリストの手から解かい放ほうしたいと考えています。ご協力頂けますね？」

　老人ははっとしたように顔を上げた。

　数すう瞬しゆんの間ま、逡しゆん巡じゆんするように視線を宙ちゆうに泳がせていたが──。

「──断る！　余よ計けいな真ま似ねは、せんでおいて欲しい」

　フェルゼンとカティーナは当とう惑わくして顔を見合わせた。

　グラソル老人の純じゆん朴ぼくそうな性格や信仰心の篤あつさから考えて、当然のごとく協力してくれるものと期待していたのだ。

「しかし、彼らはこの町の市長を──」

「市長様はお気の毒じゃが、死んじまったもんは仕し方かたねえ。〝黒い太陽〟とかいう奴らがこれからこの町を取り仕し切きるってんなら、儂わしらそれに従うよりほかあるめえよ」

　腕を組み、開き直ったような態度で老人は言い切った。

「待って下さいよ！　これは町の実力者が交こう替たいしたとか、そういうレベルの問題ではないのです。〝黒い太陽〟は僕ら神聖アビス教会のみならず、このヴァリシニア王国そのものを敵に回した革命結社なんですよ!?」

「けっ、それがどうした！　この四十年間、〝外〟の連中が儂らのために何をしてくれた？　儂らファティムの住民は、誰の助けも借りずにここまで町を復興したのじゃぞ。〝黒い太陽〟の連中は先代市長様の頃からここに出入りしてるがな、この町で悪さをするわけじゃなし、儂らの生活に干かん渉しようするわけでもない。だから、連中が〝外〟で何をやらかそうが儂らにゃ一切関係のないことよ！」

「──それに〝黒い太陽〟は、貴方あなたの大切なお得とく意い様ですものね」

　グラソルの表情が硬こう直ちよくした。眼球だけ動かし、レベッカの顔を見やる。

「この町には貨か幣へいが存在しない、完全配はい給きゆう制度って聞いてたけど……にしては、この家は薬も食料も豊富じゃない。もし配給の食しよく糧りようしか手に入らないなら、突然押し掛けた私たちのために出すスープの材料なんかないはずよ？」

「そ、それはいざという時のために取っておいた分で……」

「機械職人ですってね？」

　手術後の真ま新あたらしい包ほう帯たいで左ひだり腕うでを吊つったレベッカは席を立ち、つかつかと居い間まの隣りん室しつにあたる扉に近づいた。アルノーは声を上げそうになった。夕べ警備隊の兵士が訪おとずれたとき、グラソルがアルノーたちを匿かくまってくれた機械工房の扉だ。

「よせっ!!　儂の仕事場に勝手に入るなーっ!!」

　老人が大声で止めたときには、もう彼女は扉を開け放ち工房の中に踏ふみ込んでいた。

「あら何かしら、この設計図は？　これって爆弾の信しん管かんよねえ？」

「あ……」

「武器密みつ造ぞう。暴ぼう力りよく革かく命めい組そ織しきへの協力……現行犯ね。懲ちよう役えき二十年は堅かたいわよ」

「こ、この町は──」

「この町はなに？　──地図に載のってないから王国の法律なんか関係ないって？」

　レベッカは空いている右手でグラソルの襟えり元もとをつかみ、ケガ人とは思えない力で工房の奥に突き飛ばした。

　老人の身体が工房の棚たなにぶつかり、大きな音を立てて棚ごと転てん倒とうする。

　工具や部品が散さん乱らんし、老人が趣味で作っていた透すかし彫ぼりのアクセサリーは床に落ちて砕くだけ散ちった。

「おっと！　彼女の好きにさせてやれよ」

　レベッカを止めようと慌あわてて席を立ったアルノーとフェルゼンの前に、ルスカが立ちふさがった。

「十年前、レベッカは〝黒い太陽〟のテロで異術師の両親を亡くしてるのさ。馬車に仕し掛かけられた爆弾でね。七つだった彼女の目の前で吹き飛ばされたって聞くよ」

「ひっ……!?」

　工房の床に倒れた老人の目に明らかな怯おびえが走った。

「バラバラになって、道一杯に広がっていたわ──」

　レベッカは誰にいうともなく、ぶつぶつとつぶやき始めた。

　うつろな目で右の掌てのひらを見つめながら。

「優しかったお父様も。美しかったお母様も。私は泣きながら一いつ生しよう懸けん命めいかき集めたんだけど、どれがお父様でどれがお母様だか判わからなくって………今でも夢に見るわ」

「わ、儂は……儂は……」

「十年間、捜さがし続けたのよ。あの爆弾が作られた町を。あの爆弾を作った奴を──」

　濃い眉まゆを怒りに逆立て、涙に濡ぬれた目で老人を睨にらみ据すえる。

　彼女の右手が、ゆっくりと胸を飾る牙の護ご符ふへと伸びた。

「ゆ、許してくれぇ────っ!!」

　グラソルは頭を抱かかえ込み、家中に響ひびく声で叫さけんだ。

「し、仕し方かたない。仕方がなかったんだ！　逆らえば儂らが殺されていた！　この町で連中に逆らった奴やつは生きていけねえ！　現に市長様だって──」

「初めから逆らう気もなかったくせに。だから、今でものうのうと生きてられるんでしょ？　ちゃっかり配給の割り増しまでもらって！」

「違う！　一度は、一度は逃げようとしたんじゃ！　だが駄だ目めだった──息子夫婦は奴らに殺され、熟じゆく練れん工こうだった儂とまだ赤ん坊だった孫だけが──」

　ガタッ──。

　物音に全員が振り向くと、寝室の扉の陰に寝間着姿のティティスが立っていた。

　騒ぎを聞きつけ寝ね床どこから出てきたものらしい。

「なに……それ？」

　少女は目を一杯に瞠みはり、唇をわななかせながらつぶやいた。

「噓うそでしょ。お母ちゃんとお父ちゃん、〝外〟の町で働いてるって──お祖父ちゃんいったじゃない。ティティスがいい子にしてたら、いつかきっと帰ってきてくれるって──。

　噓！　噓！　お祖父ちゃんの噓つきーっ!!」

　音を立てて寝室の扉が閉ざされる。

「あの子も私と同じ……テロの犠ぎ牲せい者しやってわけね」

　レベッカはため息を洩もらし、右手を護符から離した。

「何はともあれ、おめでとうレベッカ！　これで君の十年越しの復ふく讐しゆうも、めでたく成じよう就じゆしたってわけだ」

「うるさいわね。あんたは黙っててよ、ルスカ」

「まあまあ。ともあれ、〝ザインの棺ひつぎ〟の回収に失敗した時点で、この町における監察局ボクらの任務は終了したよ。この先は君ら保安局の独どく壇だん場じようじゃないか」

「おい、そいつはどういう意味だ？」

　妙に引っかかるものを感じたアルノーが、険けわしい顔つきで質した。

「今回の合同任務の主しゆ眼がんは、当然〝ザインの棺〟回収にあったんだけどね。万一に備えて最悪のシナリオも用意されていたのさ。つまり今のように〝棺〟の回収に失敗し、ファティム側の協力も得られなくなった場合だよ。

　ボクとレベッカはこのあと大急ぎでこの町を離れ、その時ついでにこの町の正確な座ざ標ひようをエーテル通信で後方の〝支し援えん部ぶ隊たい〟に送る。そうすると──」

「支援部隊だと？　まさか……」

「ソシエタスがアッザム警けい邏ら隊たいから買い上げ、現在は保安局一課の所有物になった超ちよう重じゆう突とつ撃げき砲ほう〝バルラス〟が、ミザリアの森の出口で待たい機きしてるわ」

　ルスカの言葉を受け、レベッカが説明した。

「その通り！　〝バルラス〟の射しや程ていは最大五十キロ──森の外から火か竜りゆう焼しよう夷い砲ほう弾だんを撃ち込んで〝ザインの棺〟を〝黒い太陽〟の拠きよ点てんもろとも焼き払っちまおうって趣しゆ向こうさ！」

「焼夷砲弾だと!?　正気か、そんなもの使用したら、この町も！」

「はっ！　そんなの、ボクらの知ったことかい。ゼルファナスの叡えい智ちがテロリストどもの手に渡れば、この国はもちろん世界全体が亡びるかもしれないんだよ？　こんな地図にすら載ってない町一つの犠ぎ牲せいですむなら安いもんじゃないか！」

「貴様ら、何てことを──！」

「待って、ルスカ。まだ砲撃要よう請せいは行わないわ」

「はあ？」

「忘れたの？　貴方あなたの元クラスメート──ユピテルさんが奴らに捕とらわれてるのよ。私たちには、まず彼女を救出する義務があるわ」

「うえぇ～～？　ユ・ピ・テ・ル～？」

　これ以上ないというほど嫌いやそうな顔で、ルスカはその名を発音した。

「いや～アイツはいいよ。取るに足らないオカッパ胸ナシ娘だもの。別に助けたからって人類社会に貢こう献けんするワケでもないし。このチャンスに……いやいやこの非常時だから、ひとつ平和のため尊とうとい犠ぎ牲せいになってもらおう。よしっ、それで決まった！」

「今のセリフ、王都に帰ったらもう一度いってもらうわよ。彼女のお父様──シュレディング理事長閣かつ下かの目の前で」

「………へ？」

　レベッカを見つめるルスカの両眼が見る見る収しゆう縮しゆくし、針はりでつついたような二つの点と化した。

「し、知ってたのかい？」

「保安局の仕事には要人警けい護ごの任務もあるのよ。理事会メンバーと家族に関する情報は頭に叩き込んであるわ──まあどういう理由か、彼女が自分の素す性じようを隠かくしたがってたようだから、こっちもわざと気づかないふりしといたけど」

「おや？　ということは、ユピテル君はソシエタスの仕事で旅してるわけじゃなかったんだね。僕は、てっきりお父上の特とく命めいで動いているものとばかり思ってたけど」

「司祭さんも知ってたのか？」

　アルノーが驚いて尋ねた。

「アッザムで別れたあと、総主教府の方に問い合わせてみて初めて判わかったんだけどね。あの歳としの女の子で、監察官と渡り合えるほどの力を持った異術師なんてそうはいないよ」

「私はフェルゼン先輩に伺うかがいました。驚きましたわ、ユピテルさんがそんな偉えらい方のお嬢様だったなんて……」

「ってコトは──」アルノーは部屋にいるメンツを見渡し、

「全員知ってたんだな？　あの子がソシエタス理事長の娘だってことを」

　アルノー、フェルゼン、カティーナ、レベッカ、ルスカの五人は狐きつねにつままれたような面おももちで互いの顔を見み交かわした。

「気づいてないのは、たぶん姉さん本人だけだ……」

　ぽつりと、ラッセルがつぶやいた。







〈ねー、メルティア？〉

「何だ」

〈ひょっとして……あたしら、いきなり絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいってカンジ？〉

「知らん」

　不安を紛まぎらわすためしきりに話しかけてくるユピテルの意識に対し、メルティアは面めん倒どうそうに投げやりな答えを返し続けていた。

　ファティム旧市街地の広場でメルクリウスに敗やぶれ、風の結けつ界かいの中で気を失った後──。

　あれからどれだけの時間が経たったのか。

　どちらからともなく意識を回復したとき、彼女──人間形けい態たいのメルティア──のしなやかで均きん整せいの取れた身体は金属製の拘こう束そく台だいにがんじがらめに縛しばり付けられていた。

　具体的には、鋼こう鉄てつ製せいの椅い子すに座った姿し勢せいで首、腰、両手足の各所を金属製のバンドで固定されている。拘束バンドは柔らかい革かわのクッションでカバーされ締しめ付けも緩ゆるいのでさほど苦痛ではないが、思い切り手足を動かそうとしてもある程度の所で力が吸収されてしまい、台から立ち上がることは出来なかった。

　メルティアの怪かい力りきをもってしても抜け出せない所からみて、おそらく最初から人間ではなく擬ぎ獣じゆうクラスの生物を拘束するために設計された設備なのだろう。

　周囲は暗黒に閉ざされている。

　光こう源げんを得るため火か光の疑ぎ似じ精せい霊れいを具ぐ現げん化かさせようと試こころみたが、いずれも失敗した。対フラーマ戦のダメージが癒いえてないのか、あるいはこの部屋自体に異い術じゆつ師しの力を無力化する仕し掛かけが施ほどこされている──ソシエタスと同等以上の技術力を擁ようする〝黒い太陽〟ならば不ふ思し議ぎではない──のか、それはユピテルにもメルティアにも判らなかった。

〈これって、何かの拷ごう問もんなのかしら？〉

「ただ縛り付けて放っておくことがか？　笑わせるな」

　単身（心は二つだが）敵てき地ちに捕らわれた不安と動どう揺ようを隠かくせないユピテルに引き替かえ、メルティアの方は泰たい然ぜん自じ若じやくとしたものである。待つことと耐たえることに関する強きよう[image: 靫]じんさは、擬獣として生きてきた百年間にメルティアのエーテル体に刻きざみつけられた、もはや本ほん能のうの一部と言ってよいほどのものだった。

〈そもそも〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のヤツら、あたしらを生いけ捕どりにしてどうしようってのかしら？　メルクリウスが〝ドクター〟って呼んでた、あのジジイのことも気になるし……〉

「ビクビクするな。フラーマと闘ったとき、我々は二千度の溶よう岩がんの風ふ呂ろに浸つかっていたのだぞ──それを思えば、このうえ怖おそれることなぞあるものか」

　実にもっともな意見である。

〈でもさでもさ。例えばスケベ親父おやじが入ってきて、エッチなコトされちゃうとか……〉

「それは面白そうだな。一度は人間の交こう合ごうというものを試ためしてみたかった。わたしは大歓かん迎げいだぞ、うふふ……」

〈あんたね──っ!?〉

「と、いうのは冗じよう談だんだ。まあ安心しろ。そんな命知らずが現れたら、コトに及およぶ前に一いち物もつを嚙かみ千ち切ぎってやるさ」

〈いや～ん！　ヘンな場面想像させないでよぉ!!〉

　そんな他た愛あいない会話を何時間続けていたのか──。

　唐とう突とつに明りがつき、メルティアは紅あかい目を眩まぶしそうに細めた。

「何だ、ここは？」〈……水すい槽そう？〉

　メルティア／ユピテルはその時になってようやく、自分たちの閉じこめられている場所が尋じん常じようの部屋ではなく、一面が硝子ガラス張ばりになった極めて狭い空間であることに気づいた。

　より正確には、部屋というより円えん筒とう形けいの巨大な水槽（水は張られていないが）の中に詰め込まれているという表現が相応ふさわしいかもしれない。

〈何よコレ!?　チクショウ、あたしはモルモットか！〉

　目の前の分ぶ厚あつい硝子の向こうに、三人の男女が立ってこちらを見ていた。

　一人は、くせのない銀ぎん髪ぱつに蒼あおい瞳ひとみの少年。相あい変かわらず人形のように虚うつろな目だ。

〈メルクリウス……！〉

〈辛つらいようなら──おまえの人格を〝凍とう結けつ〟しようか？　一時的にせよ存在を消去すれば心の痛みを感じずにすむぞ〉

　メルティアが念ねん話わで直接語りかけてきた。会話の内容を悟さとらせないためである。

〈余よ計けいな真ま似ねしないでったら！　あいつの顔は、絶対に忘れない──あたしの心を、ニコラ兄さんの思い出を弄もてあそんだ報むくいを、いずれ必ず思い知らせてやる！〉

〈………〉

　もう一人は黒い野戦服を着込んだ二十代後半くらいの若い女。縮ちぢれた黒髪を肩の辺あたりまで伸ばしている。顎あごの細い整ととのった容よう貌ぼうだが、切れ長の目と薄うすい唇がどことなく爬は虫ちゆう類るい的てきな冷れい血けつさを感じさせた。

〈あの女は初対面──だと思うけど〉

〈の割には、やけに敵てき意いのこもった表情でこちらを睨にらみ付けているな〉

　そして三人目。魔ま導どう師し然ぜんとした黒いローブをまとい、錫しやく杖じようを携たずさえた老人の顔に視線を止めたとき、ユピテルの意識が驚きのため動揺した。

〈この人、ライオス博士──ニコラ兄さんのお父さん!?〉




「こいつがメルティアの〝器〟？　こんな女、ソシエタスにいたかしら？」

　防ぼう爆ばく硝子ガラスの水すい槽そうの中に拘束されたメルティアの姿をじろじろ眺ながめながら、黒髪の女が訝いぶかしげにいった。

「アルマよ、おぬしとてラザルスの報告書は読んだであろう？　メルティアは〝器〟の元の人格とホモ・ファルサスとしての自じ我がが分ぶん離りしたまま融ゆう合ごうを遂とげた、極めて珍めずらしいケースじゃ。従したがってあそこにおるのは、彼奴きやつが自ら造つくり上げた、独どく自じの人間形態ということになる」

　陰いんにこもった低音でライオスが答えた。頭髪と顎あご髭ひげが蓬ほう髪はつと伸びた瘦そう顔がんの中で、そこだけが異様な生気を湛たたえて輝く双そう眸ぼうと、額の〝タブレット〟を中心に彫ほられた巨大な目の刺いれ青ずみが、拘こう束そくされたメルティアをじっと見つめていた。

「へえ……若い女に化ばけて、男でもたぶらかすつもりだったのかしらねぇ」

　口の端はしを吊つり上げ、女が意地悪く嗤わらった。

　彼女──アルマ・ローネは〝黒い太陽〟の行動隊長の一人で、現在はホモ・ファルサス〝アルラウネ〟の〝器〟でもある。かつてメルティアと闘い完敗した苦にがい記憶があるが、その時の両者は最初からヒト型擬獣として相まみえ、互いの人間形態を一度も目にすることなく終わっている。

　いまアルマの眼がん前ぜんに捕とらわれているのは、その美び貌ぼうを別にすれば何の変へん哲てつもない人間の若い女であり、彼女が「メルティアだ」といわれてもピンと来ない様よう子すであった。

「でも、こいつを生け捕どりにするためにフラーマは殺やられちゃったんでしょ？　差し引きゼロ……いえ、ロイガーの指揮官としての能力や擬ぎ獣じゆう化か部ぶ隊たいの喪そう失しつを考えれば、今回の軍事行動の結果はこっちの大赤字じゃないの。随ずい分ぶんと間まの抜けた話だわね」

「木を見て森を見ざる者の言葉よのう。アルマよ──おぬしは知らぬだろうが、このメルティア一匹にロイガー十人分と引き替かえても釣つりの来る値ね打うちがあるのじゃ」

「ふうん……ま、いいけどさ」

　アルマは苛いら立だたしげに髪をかきあげた。

「そんなことより──〝Ｚ計画オペラシオ・ザイン〟の進しん捗ちよくはどうなってるの？　今日は私がカラナンから連れ帰った〝彼〟を、本格的に蘇そ生せいさせる日だと聞いて楽しみにしてたのよ。なのに──何でこいつがここにいるのよ!?」

　そういって指さした先には──。

　三階分の高さまで吹き抜けになった大規模な実験施設──その天井までそびえ立った円筒型の巨大装置。

　実験に携わる〝黒い太陽〟の技師たちからは俗ぞくに〝円柱〟と呼ばれている装置の、その一部にはめ込まれた硝子張りの水槽の中に、拘束台に縛り付けられたメルティアの姿があった。

「知れたことよ。今から〝円柱〟を起動させ、メルティアと〝器〟の肉体を再び分離する」

「冗談でしょ？　技師長の話じゃ、この装置は一稼か働どう分のエーテルを抽ちゆう出しゆつするのに半月はかかるっていうじゃない。〝彼〟の蘇そ生せいはどうするのよ!?」

「メルティアの分離が優先じゃ。ゼルファナスの復活はその後でよい」

「……本気でいってるの？」

　呆あきれたようにライオスを見つめるアルマ。

「そんなにホモ・ファルサスのサンプルが欲しいなら〝器〟を壊しちまえばいいじゃないのさ！　あの女の五体をバラバラにして、エーテル体が外部に抜け出した瞬間に捕ほ獲かくすれば──あんたほどの異術師なら、造ぞう作さもないはずよ！」

「それでは困る。儂わしはあの娘を、生きたまま手に入れねばならぬのだから」

「……何ですって？」

　返答はない。半月前の実験と同様、ライオスは片手を挙あげ技師たちに合図を送った。

「黒き太陽の下にマグヌス・ソル・ニゲル！」

　頭から爪つま先さきまでを灰色の防ぼう護ご服ふくで固めた技師たちは一いつ斉せいに敬けい礼れいし、直ただちに所定の作業にかかった。

「生理食塩水、注水開始！」

　拘束台の背後に当たる壁に開いた注水口から音を立てて水が流れ込み──拘束されたメルティアの足下をひたひたと濡ぬらしながら、徐じよ々じよに水槽の内部を満たしていった。




「………!!」

　青白いアストラル光に満たされた水の中で、メルティアは拘束台のベルトを引き千切らんばかりに身体を仰のけ反ぞらした。

　長い銀髪を水中に振り乱し、しなやかな四し肢しをひきつらせ、豊かに膨らんだ胸を激しく揺らして悶もだえ苦しんでいる。

　顔を歪ゆがめて絶ぜつ叫きようを上げたが声にならず、代わりに口から吐き出された大量の泡が水槽の中に浮かび上がった。

〈メルティア！　メルティア──!?〉

　ユピテルは慌あわてて呼びかけてみたが反応はない。ただ全身を刃物で切り刻まれるような、あるいは硫りゆう酸さんで焼かれるような苦痛と恐怖の感情が、自我の境界を突き破ってユピテルの心に逆流してきた。

〈いやぁああぁあああっ!!〉

　そのとき二人の人格の識しき閾いきはほぼ消滅していたが、蒼あおい光の中でのたうち回って苦しむメルティアの意識の片かた隅すみで、わずかに残存したユピテルの意識が状況を理解しようと必死に思考を巡めぐらせていた。

　どうやら彼女らが閉じこめられているこの水槽は巨大な機械装置の一部で、内部に満たされた液体──それ自体は無害な生理食塩水──を媒ばい体たいとして膨ぼう大だいな量のエーテルを流し込んできているらしい。制せい御ぎよをあやまればこの施設を──いやファティムの町そのものを一瞬に消し飛ばし元げん素その塵ちりに変えるほどの強大な力オプス。それだけのエネルギーが、身長一七〇センチ弱のメルティアのほっそりした身体に集中して叩たたき込まれているのだ。たとえて言えば、一ｔハンマーで無抵抗な蟻ありを殴なぐりつけているに等ひとしい。

　せめて防ぼう御ぎよ界かいを張れれば何とか耐たえ凌しのいだかもしれないが、戦闘異術を封じられた今のメルティアは実質的に普通の人間と変わらぬ無む防ぼう備びな状態にある。

〈でも何で!?　何であたしらを殺すのに、こんなつまんない手間かけなきゃならないのよ!?　こいつらの目的はいったい──〉

　論理的にまとまった思考ができたのは、そこまでだった。

　メルティアのエーテル体が砕くだけ散ると同時に肉体的な苦く痛つうは消え、代わって夢を見ているように様さま々ざまな光景がユピテルの視界の中を過よぎっては消えた。

　それは子供の頃に観みた風景であったり、父親クレヴィンや弟ラッセル、三年前に病死した母親セレーネであったり、学院時代のクラスメート、あるいはアルノーやフェルゼンやカティーナやエリーンといった旅の途中で出会った人々の顔であったりした。ぶざまに失しつ神しんしたルスカの姿が何度も繰り返し出てきたが、心当たりが多すぎてどれが何時のことなのか見当もつかない。

　幼おさない頃は優しい兄代わりであり、八年前に死亡したニコラ兄さん──ニコラウス・ライモンドスの顔が過ぎったときには胸が張はり裂さけるような思いがしたが、ユピテルにはもう涙を流すための肉体はなかった。

　時じ系けい列れつも脈みやく絡らくも無む視しして浮かんでは消える懐なつかしいそれらの幻げん像ぞうに混まじり、時とき折おりユピテル自身の記憶にはない光こう景けいが目の前に現れた。

　幾いく千せんとも知れぬ異い形ぎようの巨大生物に蹂じゆう躙りんされ、劫ごう火かと悲ひ鳴めいの中に崩くずれ落ちていく都市。

　どんより曇くもった空の下に広がる無人の廃はい墟きよと、崩ほう落らくした建造物の合あい間まを我わが物もの顔がおに繁はん殖しよくし、縄なわ張ばり争あらそいを繰くり広ひろげるおぞましい群ぐん棲せい生せい物ぶつのコロニー。

　黒くろ焦こげになって横たわる兵士の死体にたかる奇き形けい昆こん虫ちゆうの群むれ。

　今より百年前、王暦三〇〇年代初頭にこの国を襲った人類史上空前の災さい厄やく。

　──擬ぎ獣じゆう災さい害がい。

〈これ、いったいなに……？　ああ、そうか……メルティアの記き憶おく〉

　今はメルティアがユピテルであり、ユピテルがメルティアであった。

　ただしユピテルの思い出と違い、メルティアの記憶からは何の温ぬくもりも懐かしさも感じられなかった。それは彼女がまだ心を持たなかった時代に、ホモ・ファルサスのエーテル体が機械的に記録してきた情報に過ぎなかったからだ。

　果てしなく続く廃はい墟きよと荒こう野や。同類の擬獣や反はん攻こうに転じた人間の軍隊との交戦。死闘の中で彼女の肉体は幾度となく切り刻まれ、引き裂かれ、粉ふん砕さいされ、その都つ度どに自分を殺した敵の肉体を〝器〟として転てん生せいを繰り返してきた。

　ホモ・ファルサスは自我と知性を持った人間を〝器〟にした場合、その人間の自我を奪うばい取り速すみやかに同どう化かする。より好こう意い的な言い方をすれば元の人格を〝継けい承しよう〟するともいえる。フェルゼンやカティーナ、あるいは〝黒い太陽〟の幹かん部ぶたちは皆みなそうだ。だが他の眷けん族ぞくたちに比べいち早く野に放たれ、百年近い歳月を擬獣として生きてきたメルティアのエーテル体の内部には膨ぼう大だいな情報が蓄ちく積せきされ、既すでに原始的な魂たましいともいうべき自じ我がの原型を形成しつつあった。創そう造ぞう主ぬしであるゼルファナスがそこまで計算していたのかは判らない。だが彼女の中では、専もつぱら特とく殊しゆ容よう器きの中に封印されていた他の〝眷族〟たちとは明らかに違うある変化が起きつつあった。

　その矢や先さき、初めて人間──異術師の少女ユピテルに憑ひよう依いしたメルティアは、ユピテルの自我を奪う代わりに少女の意識構造から必要な部分だけを複ふく製せいし、初めて独立した自我と知性──すなわち心を獲かく得とくした。複製でない自らの魂を手にした疑似生命。しかし皮ひ肉にくなことにその瞬間から、擬獣として生きてきた百年間の情報が悪夢のような記憶となって〝彼女〟にのしかかってきたのだ。

〈それで……あたしとメルティアは、他の眷族たちみたいに簡かん単たんに融ゆう合ごうしなかったの？　でも……そんなのあんまりだよ。廃はい墟きよの中で、ひとりぼっちで、ただ闘って殺し合って……そんなのだけが思い出だなんて……〉

　ふいに、暖あたたかな日ひ差ざしが頰ほおを撫なでる感覚。

　隣にラッセルがいる。ユピテルは弟のラッセルと手をつないでどこかの町の市場を歩いていた。再び自分の思い出が始まったのかと思ったがそうではなかった。

〈この町、サブナックだ。あたしとメルティアが合体してから、初めて行った街──〉

　公園のベンチに腰こし掛かけ、彼女とラッセルはクレープを頰ほお張ばっていた。ただそれだけ──人間として街で暮くらしていれば容易たやすく体験できる、思い出と呼ぶほどの価値もない日常。

　だがメルティアの心を通して観みたラッセルの姿──少年の華きや奢しやな身体からだつき、柔らかな茶色の髪、日差しを浴びて微笑ほほえんでいる顔は、百年に及ぶ破壊と殺さつ戮りくの記憶を背負ってこの世界に誕生した彼女の孤こ独どくを癒いやす、魔法のように不思議な優しさに満ちていた。

〈そうか………寂さびしかったんだね、メルティア〉

　ラッセルの姿が闇の奥に遠ざかる。

　同時にその他のビジョン──ユピテルの思い出も、メルティアの記憶もすべて光の点にまで収しゆう縮しゆくし、夜空に撒まかれた幾いく千せんの星のように瞬またたいた。

〈あー、遠くなってく。あたし、もう死ぬんだ……〉

『安心しろ。おまえは、まだ死なないよ』

　唐とう突とつに、ユピテルの意識に強く暖かいもう一つの意識が流れ込んできた。

　懐かしく頼たのもしい、もう一人の自分の声。

　孤こ独どくな旅の果てに家の灯ひを見たような思いで、ユピテルは再び泣きそうになった。

〈メルティア!?　あんた、まだ消えてなかったのね！　よかった～、一時はどうなっちゃうかと〉

『もう時間がないから、手て短みじかにいう。奴らの目的が判った──我々を、強制的に分離するつもりらしい』

〈え？　ぶ、分離って──〉

『おまえの中からわたしの存在だけを取り除のぞこうという、強い意志を感じる。おそらくこの水槽は、〝器〟を生かしたままホモ・ファルサスを分離する、大規模な機械装置の一部なのだろう』

　分離。引き離される。メルティアと。たぶん永遠に──。

『何ともありがたい話さ。頼みもしないのに、連中の方で我々の念ねん願がんを果たしてくれるというのだから』

〈ちょ、ちょっとタンマ！　そりゃあたしだって自分の身体は取り戻したいけど──こんな形で実現したって、全然嬉うれしくないよ！　だいいち今あんたが消えちゃったら、残されたあたしはどーなるのよ!?　敵に捕とらわれてひとりぼっちなのに!!〉

『……すまない』

　メルティアの声が、力無く詫わびた。

『これ以上おまえやラッセルの力になってやれないのは、わたしも辛つらい……だが、これでよかったという気もする』

〈何で!?　いったい何がいいってのよ!?〉

『おまえも見ただろう。わたしの中の記き憶おくを──』

〈あ──〉

『あれが、わたしだ。忌まわしいわたしの存在全てだ。この百年間にわたしがやってきたことに比べれば〝黒い太陽〟の悪あく事じなぞ子供の遊びさ……とても、ラッセルには見せられない。あの子には、ティティスのように同じ人間の女の子が相応ふさわしいよ』

〈ま、待って……〉

『間もなく、わたしはおまえの中から──いや、この世界から完全に消しよう滅めつする。もう〝器うつわ〟はいらないよ。思えばこの世界には、最初からわたしの居い場ば所しよなんか存在しなかったのだから──』

〈あたしはイヤよ、こんな別れ方！　ここまで一いつ緒しよにやってきたんじゃない。ねえ、もうちょっと頑張ろうよ──弟があんたのこと待ってるのよ。カティーナやフェルゼンさんだって、きっと友だちになれるって──〉

　ふいにユピテルは、暗くら闇やみの中で誰だれかに強く抱だき締しめられる感かん触しよくを覚おぼえた。

　背中に回されたほっそりした腕。柔らかく暖かい胸。

〈メル──〉

『短い間だったが──おまえと一緒にいられて楽しかったよ』

　耳元でささやく声を聞いたのが、最後の記憶だった。

　急速に意識が遠ざかり──メルティアの気配も、ユピテルの心も果てしない闇の中に拡かく散さんし消滅した。




　全ては、一分にも満たない短い時間の出来事であった。




　防ぼう護ご眼がん鏡きようなしには正せい視しに耐たえぬほど目ま映ばゆいアストラル光に満たされた水槽の中で、拘こう束そく台だいに縛められたメルティアの身体はもはや身動き一つしなかった。

　虚うつろに目を見開いた彼女の顔がぐらりと傾かたむいたかと思うと──首からもげて拘束台の下に転ころげ落ち、そこで粉こな々ごなに砕くだけ散った。

　無む防ぼう備びな状態で高密度のエーテルに晒さらされた体たい組そ織しきが、壊え死し崩ほう壊かいを開始したのだ。

　それが合図だったように、手も足も胴体も一いつ斉せいに崩壊を開始し、砂さ糖とう菓が子しのごとく溶と崩くずれ拘束台のベルトをすり抜けて液中に拡かく散さんした。

「第一段階は成功じゃな。〝器〟の肉体と精神体、そしてホモ・ファルサスのエーテル体は一つに溶け合い、元げん素その塵ちりと化して液中に拡散した」

　ドクター・ライオスが満足そうにうなずいた。

「同じセリフ、前回の実験の時も聞いたわよ。でもあの後モーズリは──」

　疑うたがわしい半はん眼がんで半月前の失敗例を蒸むし返すアルマ。

　メルクリウスはただ無表情で水すい槽そうを見つめている。

「まあ見ているがよい。これからがこの装そう置ちの本ほん領りようじゃ。技師長、第二段階の開始を」

「了りよう解かい致いたしました。〝混こん沌とんの坩堝るつぼ〟よりホモ・ファルサスの分ぶん離り抽ちゆう出しゆつ、並びに〝器〟の肉体の復元作業開始致します」

　技師たちの間で命令が復ふく唱しようされ、やがて〝円柱〟は巨大なパイプオルガンのごとく様々な音おん階かいの唸うなりを奏かなでながら次なるプロセスを開始した。







「ホモ・ファルサス〝メルティア〟とユピテルが合体してるって!?」

　アルノーから事情を聞かされたルスカが驚おどろきの声を上げた。

　この場にいるメンツのうち、アビス教会のフェルゼンとカティーナは既すでに知っている。〝黒い太陽〟に捕らわれたメルティア／ユピテルを救出するためにはソシエタスから派は遣けんされた二人──レベッカとルスカの協力も不ふ可か欠けつである。ただし行動を共にする以上メルティアの秘密について知らせないわけにはいかず、結局アルノーがラッセルと相談して真実を打ち明けることに決めた。

「ヒト型擬獣に進化したメルティアがあちこちの街に現れたって情報は、伯お父じ貴きからも聞いてるけど……何だって、理事長令嬢がホモ・ファルサスの〝器うつわ〟に？」

「まあ、色々と込み入った事情があってな。興味があるなら、救出したあとで本人に聞けよ」

「……昔から、どこか人間離れした所がある女だと思ってたけど……いやはや、まさか本当に人じん外がいのバケモノに成り果てていたとはねぇ」

　口に出してから、アルノーやカティーナの怒りの形ぎよう相そうに気づいたか。

　慌あわててぐいっと拳こぶしを握にぎりしめ、

「い、いやどんな身体からだになろうとユピテルはユピテルじゃないか！　ボクと彼女の堅かたい友情は永遠のものだよ!!」

「声が上うわ擦ずってるわよ、ルスカ」

　冷ややかな口く調ちようでレベッカが突っ込む。

「さすがに驚いたけど──でも、これでサブナックやアッザムに現れたメルティアが、他の大型擬獣と闘って街を守った理由が判ったわ。おまけにカラナンじゃ地元の領主アルディオラ伯はく爵しやくを〝黒い太陽〟のテロから救い出してる。評判が王都にまで伝わって……擬獣やテロリストを退治する〝銀色の女め神がみ〟は、今ちょっとした英えい雄ゆう扱いよ」

「まあユピテルの意い向こうを無視して、ソシエタスのあんたがたに話しちまったわけだが──監かん察さつ局きよくの連中は、まだメルティアの捕ほ獲かくを諦あきらめてないのか？　あのアシュモールの奴みたいに」

「捕獲ですって？　冗談じゃないわよ」

　レベッカは苦く笑しようして右みぎ肩かたをすくめた。先せん刻こくの激げき情じようは鎮しずまり、今はすっかり特とく捜そう官かんの冷れい静せいさを取り戻したようである。

「理事長令嬢のことを別にしても、もうソシエタスはメルティアに手出しできないでしょうね。衰おとろえたとはいえ、アルディオラ家は王宮に強い人じん脈みやくを持つヴァリシニア有数の貴族なのよ？　私たちだって、今さら王宮を敵に回したくなんかないもの。ここに派は遣けんされる前、保安局の上司から特別に指示を受けたわ。万一任にん務む中ちゆうに銀色のヒト型擬獣に遭そう遇ぐうしたら、こちらからは決して攻撃せずに何とか意志疎通を図れと」

「……よかった！」

　ラッセルが胸を撫なで下ろすようにつぶやいた。

「それにしても、判らないのは〝黒い太陽〟の目的だ。奴らメルティア君を生いけ捕どりにしてどうするつもりなんだろう？」

　食卓の上に手を組み、無む言ごんで考え込んでいたフェルゼンが口を開いた。

「カラナンで連中の邪じや魔まをした意い趣しゆ返がえし……ってとこかな。でなきゃメルティアをソシエタスの生体兵器か何かと勘かん違ちがいして、調査するつもりとか」

　考えられるケースをアルノーが一つ一つ挙あげていく。

「僕も、初めはそう思ってたんだけど……ユピテル君からもらった最後の情報を解かい読どくして、すっかり判らなくなってしまったんだよ。彼らは、味方であるフラーマを処しよ刑けいしてまでメルティア君の生け捕りを優先している。フラーマはメルティア君と互ご角かくのホモ・ファルサスだし、〝器〟のロイガーは組そ織しきの幹部で優秀な指揮官だ。──どう考えても作戦として筋すじが通らないよ」

「あら、やけにロイガーの肩を持つのね。正義の司し祭さいさんのクセに」

　レベッカの言葉には刺さすような皮ひ肉にくが込められていた。

「まあ敵同士とはいえ、彼とは長い付き合いだったからね……僕は総主教府のエージェント、彼は教会と王宮の転てん覆ぷくを目論む革命主義者──今まで、何度闘ったことか」

「……友情を感じてた、なんていわないでよ。テロリスト相手に」

「あはは、まさか！　向こうが僕をライバル視しして、一方的につけ狙ってただけだよ。

　──ただねえ。こういう死に方は、彼にとっても不ふ本ほん意いだったと思うよ。あれだけ組織の理念イデオロギーに尽つくしてきた男が、よりによって組織の同志に裏切られて殺されるなんて」




『くっくっく……俺も落ちぶれたものだな。貴き様さまごときに同情されるとは』




　アルノーがホルスターの銃じゆうに手をかけて椅子を蹴けった。

　カティーナは庇かばうようにラッセルのそばに駆かけ寄より、レベッカとルスカも立ち上がって各おの々おの戦せん闘とう態たい勢せいをとった。

　フェルゼンだけが動じない。テーブルの上に手を組んだままの姿し勢せいで座っていた。

「やあ……そろそろ、来るんじゃないかと思っていたよ」

　笑え顔がおが地じになったような穏おだやかな瞳ひとみが、すぐ目の前に置かれた銀の燭しよく台だい──蠟ろう燭そくの炎を身じろぎもせずに見つめている。

　橙オレンジ色いろの炎がふいに揺ゆらめき──音もなく広がったかと思うと、テーブルの上にぼんやりとした人間の上半身を思わせる形ぎよう相そうをとってフェルゼンと向き合った。

「皮ひ肉にくなものだね。筋すじ金がね入りの無む神しん論ろん者しやだった君が、霊れい魂こんになって僕の所に来るなんて」
















『霊魂？　くくっ、そのような非ひ合ごう理りなものではないわ』

　炎の人ひと型がたが嘲あざけるようにいった。

『確かにフラーマのエーテル体はスパルトイの奴に破は壊かいされた。だがその直前、俺は自分の──ロイガーとしての意識を火の疑似精霊サラマンデルに転てん写しやして、火か竜りゆうの暴走に紛まぎれて逃げおおせたのだ。──といっても所しよ詮せんはその場しのぎ。町の上空に漂ただよう火竜どもが散ってしまうまでの短い命だがな』

「で……何の用だい？　生せい前ぜんの罪つみを悔くい改め、懺ざん悔げの祈いのりでも捧ささげにきたのかい」

『相変わらず皮肉がうまいな……まあよい。聞きたいことがある』

「何だい」

『メルティアの〝器〟──いったい何者だ？　スパルトイがこの俺と引き替えても捕らえようとした、あの小娘は』

「ユピテル・シュレディング……ソシエタス理事長のご令れい嬢じようだよ」

『……！』

　炎の人型──ロイガーの亡ぼう霊れいは絶ぜつ句くしたように寸すん刻こく、黙だまり込んだ。

『くくっ……そうか、そういうことか……これで納なつ得とくがいったぞ』

「納得？」

『奴がメルティア捕ほ獲かくにこだわった理由が判ったということよ。今回の計画の総指揮者。スパルトイの〝器〟──ドクター・ライオス』

「──何だってっ!?」

　大声を上げてフェルゼンが立ち上がった。

　レベッカとルスカ──ソシエタスの二人も、強こわ張ばった表情で顔を見合わせた。

『驚くことはなかろう？　要するにメルティア自体は奴やつの眼がん中ちゆうになかった。奴の目的はユピテル・シュレディング──現理事長の娘を捕とらえ、ソシエタスへの復ふく讐しゆうに利用するこにあったというわけだ』

「しかし、今のあの子はユピテルであって、ユピテルでない！　それくらい君らだって──」

『そうでもないぞ。ソシエタスではどうか知らんが、我が〝黒い太陽〟は既すでに〝器〟を生かしたままホモ・ファルサスと分ぶん離りする装置を開発しておるわ』

「！　それじゃあ、ユピテル君たちは──」

『メルティアがどうなるかは知らん。だが理事長の娘はただではすまぬだろうな。何しろ、同どう志しですら平へい然ぜんと生せい体たい実じつ験けんの材料にする男だ』

「装置の場所を教えろ!!　そんな私的な復讐に組織を利用されるのは、君だって不ふ本ほん意いなはずだろう!?」

　フェルゼンが怒ど鳴なった。日ひ頃ごろの温おん和わな笑え顔がおからは想像もつかぬ剣けん幕まくである。

『教えると思うか？』さも愉ゆ快かいそうにロイガーが嗤わらった。

『確かにライオスには一杯喰くわされたが、だからといって俺が貴き様さまらに味方せねばならん理由もない。まあ貴様がそうして取り乱す姿が見られただけで、今こん生じようのよい土産みやげになったわ。くっくっく……』

「悪魔っ!!　地じ獄ごくへ堕おちろぉ──っ!!」

　叫ぶなり、フェルゼンは燭しよく台だいを手に取りロイガーに投げつけた。亡霊を突き抜けた燭台が大きな音を立てて壁にぶつかり、蠟ろう燭そくの炎が消える。夜明け間近の薄うす青あおい闇の中に、依い然ぜんとして炎の亡霊と化かしたロイガーの上半身が揺らめいていた。

『──さて、ここらで茶ちや番ばんは終わりだ。本題に入るか』

「本題だって？」

『知れたこと。貴様と俺の決着だ！』

　亡霊はフェルゼンに向かってぐいっと右手を突き出した。

「決着？　何をいってるんだ……君は、もう」

『たわけ！　我々の闘いはどちらかが死ねば終わりなどという、そんな生やさしいものではないわ！　俺の信しん念ねんか、貴様の信しん仰こうか──どちらかの心の炎が燃え尽つきるまで続く、互いの魂たましいを賭かけた男と男の勝負だったはず！』

「暑あつ苦くるしい野郎だな。水の精せい霊れいでもぶっかけて退散させちまえ」

　アルノーがルスカの肩をつついていった。

「か、勘かん弁べんしてくれよ……ボ、ボクは幽霊の類たぐいはちょっと苦手で」

　ガタガタ震ふるえながら、ルスカが答えた。ゲルハルト家の人間が代々信仰する魔ま神じんアーリマンの護ご符ふを握りしめてすっかり蒼あおくなっている。

「貴様っ筋すじ金がね入りの小しよう心しん者ものかーっ!?」

「構かまわないよアルノー君。手出しは無用だ」

　青年司し祭さいは静かな口く調ちようでいうと、右腕の法ほう衣いの袖そでをめくり──無む造ぞう作さに亡霊の右手に合わせ、力比べを挑いどむかのように指を絡からませた。

　ジュウウウゥ……白煙が立ち上り、肉の焼ける悪あく臭しゆうが薄うす暗ぐらい部屋に立ちこめる。

「止やめて下さい──っ！」

　カティーナが悲鳴を上げて顔を覆おおう。

　フェルゼンは苦く痛つうに顔を歪ゆがめたが、つかんだ右手を決して放そうとはしなかった。

　いったい何十秒そうしていたのか──。

　ふいに亡霊が口の両りよう端たんを吊つり上げてニヤリと笑い、人型が崩くずれたかと思うと天てん井じようまで焦こがす大きな火柱と化して瞬またたく間に消滅した。

　半なかば炭たん化かした右手を押さえ、フェルゼンが床にがっくり膝ひざをつく。

「おいっ司祭さん！」「先輩ーっ!?」

「心配ないよ……そんなことより、肝心なのはユピテル君の救出だ。ドクター・ライオスといえば、精神に異常を来きたしてソシエタスを追われた第一級の危険人物じゃないか！」

「言いにくいけど、それは事実ね。付け加えるなら、彼は自分を追放した現理事長閣下を心の底から憎んでいる──確かにユピテルさんはただではすまないと思う」

　レベッカの言葉を聞いたラッセルの顔が血の気けを失った。

「あの幽霊野郎は〝器〟の人間からホモ・ファルサスを分離する装置──とかいってたけど、そんなこと可能なのか？　今の技術で」

「〝器〟の肉体をいったん元げん素そレベルに還かん元げんして、ホモ・ファルサスのエーテル体だけ取り出してから元に戻す──まあ原理的に不可能じゃないけどね」

　アルノーの疑問にルスカが答えた。

「しかし実際にやるとなると、これは大おお事ごとだよ。おそらく小さな発電所クラスの設備が必要になるだろうね。どう考えたって、こんな辺境の田舎いなか町まちじゃ──」

「あるぞ」

　全員が振り返り、仕事場の入り口に座り込んだグラソル老人に注目した。

「あんたらのいう装置かどうかは知らん。だが半年ほど前に、町の南にある工場にやたらにでかい地下室が掘られて、そこに何だか判らねえでっけえ機械が運び込まれたって話は……いつも工場から来る兵隊の世間話で、聞いた覚えがある」

「つまり、ここで製造した部品を卸おろしてる──組織の武器密造工場ってワケね」

「儂わしの知ってるのは……それだけだ」

　老人は疲れ切った声でいうと、よろよろ寝室へと消えていった。

「ファティムに来る前に市長の代理人から町の地図を貰もらったけど、南の約四分の一の面めん積せきは〝工場地域〟と書かれて塗りつぶされているだけで、何の情報もなかったわ」

　レベッカが思案顔でいった。

「ただ〝工場〟といわれても、それだけじゃね……偵てい察さつに行くにしても、よそ者の私たちが町の中を気安く動き回るわけには行かないし」

「いや……その必要はないよ」

　大おお火傷やけどを負おった右手にカティーナの介かい抱ほうを受けながら、フェルゼンがいった。

　無傷の左手を挙げて、天井を指さす。

「上……？」

　不思議そうに見上げたアルノーはあっと声を上げた。

　ちょうど窓から差し込んできた朝日が、天井一面に残った焦こげ跡あと──奇き妙みようなほど人工的な幾き何か学がく図ず形けいを浮き上がらせていた。

「こ、工場の──地図!?」

「すまないね、ロイガー君……」

　右手の火傷やけどを見ながら、フェルゼンが苦笑いを浮かべた。







〝円えん柱ちゆう〟は既すでに作動を停止していた。

　作業を監かん督とくする技師長の命令で排はい水すいが開始され、水すい槽そう一杯に張られた生理食塩水が見る見る落とされていく。

　ずぶ濡ぬれの拘こう束そく台だいの上に座すわった人影は、二十分前に縛しばり付けられていた銀髪の美女ではなかった。

「……今度はうまくいったのね。この装置、ソシエタスの人間と相性がいいのかしら？」

　水槽の中を覗のぞきながら、アルマが精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくを洩もらした。

　彼女の言葉通り、拘束台の上には身長一五〇センチに満たない小こ柄がらな少女が意識を失ったままぐったりと頭を垂れていた。赤みがかったショートヘアが水に濡れて額ひたいに張り付き、その狭間はざまから緑みどり色いろの〝タブレット〟が覗のぞいている。

「モーズリが失敗したのは、あ奴の精神が壊こわれておったからよ。元げん素そ還かん元げんされた人体を再構成するにあたっては、その人間の意志力が重要な鍵となるのだ」

　ドクター・ライオスは顔の半分だけを歪ゆがめてニンマリと笑った。

「──儂わしの造り上げた装置は完璧じゃ。ロイガーの奴に見せてやりたかったわい」

「それはともかく……いったい何者なのよ、この娘は？」

「ユピテル・シュレディング──ソシエタス現理事長、クレヴィン・シュレディングの娘」

「……!!」

「クレヴィンの息子の方は異術師になれなんだから、事実上彼奴きやつの後こう継けい者しやというわけじゃな」

「待ってよドクター──アンタ、この娘の素す性じようを知ってたの!?」

「ラザルスの報告書を読んだ時にな。弟を連れた十四、五の女異術師。憑ひよう依いしたホモ・ファルサスを御ぎよするほどの意志力の持ち主──このヴァリシニア広しといえども、クレヴィンの娘以外には思いつかぬわ」

「馬鹿ね！　そんな重要なこと、何ですぐ組そ織しきに報告しなかったのよ!?」

「よいではないか。敵てき対たい組そ織しきの長おさの娘を捕ほ虜りよにしたのだぞ──利用価値は計はかり知れぬ」

「とぼけないで！　こんなガキみたいな小娘一人捕らえるのに、どれだけの犠ぎ牲せいを出したと思ってるのさ!?　アンタの個人的な意い趣しゆ返がえしのために、組織の戦力を湯ゆ水みずみたく使い捨てにされちゃたまんないわよ!!」

「それはおぬしとて同じであろう、アルマよ？　〝黒い太陽〟に加わった動機は、かつて自分を虐ぎやく待たいした貴族たちへの復讐だと聞いておるが」

「そ、それとこれとは話が違うわよっ！」

　激しく言い争う幹かん部ぶ二人をよそに──メルクリウスは水槽の防ぼう爆ばく硝子ガラスに両手を突き、拘こう束そく台だいの少女の顔を食い入るように見つめていた。

「いいこと!?　この件については──必ず指し導どう部ぶに報告するわよ！」

　吐はき捨すてるように言い放つと、アルマは憤ふん然ぜんと実験場の構こう内ないから立ち去った。

「ふむ……あの女も、そろそろ始し末まつする頃ころ合あいかも知れぬのう」

　顎あご髭ひげをしごきながら、技師たちに聞こえぬ小こ声ごえでつぶやくライオス。

　ふと傍かたわらのメルクリウスに目を留とどめ、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……どうした？」

「ドクター……僕は、この子を知っています」

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、ライオスの片手から錫しやく杖じようが離れ音を立てて床に転がった。

　どす黒い老人の顔が、驚きよう愕がくというより恐きよう怖ふで硬こう直ちよくする。

「……な……」

「カラナンの街で知り合った子です──どうかなさいましたか？」

「い、いや……何でもない」

　技師の一人が拾い上げ恭うやうやしく差し出す錫杖を受け取り、ライオスは取り繕つくろうかのようにローブの襟えりを直なおした。

「知らなかった。メルティアの〝器〟だったなんて……」

　少年は床に視線を落とし、哀かなしげにつぶやいた。

「こ、この娘は儂わしらの敵じゃ──それ以上のこと、おまえが知る必要はない！」

「……はい。ドクター」

　機械の力によって水槽の硝子が引き上げられ、警けい備びの兵士が短たん機き関かん銃じゆうを突きつける中、〝黒い太陽〟の医師が拘束台のユピテルの身体からだを診しん察さつした。

「脈みやく拍はく、心しん拍ぱく共に異常なし……生命に別状ありません！　〝タブレット〟も含めて、被ひ験けん者しやの肉体は完全に復元されております！」

「うむ。医い療りよう施し設せつに運ぶがよい」

　診察が終わると、医師と入れ替かわるようにして技師たちが歩み寄り、まだ意識のないユピテルの頭に金属製の奇妙な冠かんむりを被かぶせた。額の〝タブレット〟に微び弱じやくな電流を流し、異術師の能力を封じる特とく殊しゆなヘッドギアである。

　その時、拘束台のユピテルが初めてびくっと手足を動かし、寝返りをうつように顔を傾かたむけた。

「メルティア……」

　少女の唇から微かすかなつぶやきが洩もれ、一筋の涙が頰ほおを伝った。







「間違いないよ！　工場の建物は、天井の地図とぴったりいっしょ！」

　居い間まに飛び込んでくるなり、ティティスが大声で叫さけんだ。

「よし！　これで作戦が立てられるぜ」

　食卓を囲かこんで待たい機きしていたアルノーたちは大きくうなずき、改めてロイガーの亡霊が残した天井の焦こげ跡あとを見上げた。

「正しよう直じきな奴やつなのね。テロリストのクセに……」

　複ふく雑ざつな表情でレベッカがつぶやく。

「根は生き真ま面じ目めな男なんだよ。そういう人間が過か激げきに走ったときが、いちばん恐ろしいんだけど……」

　湿しつ布ぷの上に包ほう帯たいを巻いた右手を撫なでながら、フェルゼンがいった。

　ファティムの南側に位置し、町の面積のおよそ四分の一をしめる工場地域は、二つの大きな建物を中心にその他幾いくつかの小さな建物や小屋で構成され、周囲は厳げん重じゆうなバリケードで取り巻かれているという。

　もっとも、その広大な敷しき地ちのどこにメルティア／ユピテルが収しゆう容ようされているかまでは判らない。そこから先は自分たちの手で何とかしろということなのだろう。

「重要なのは中央の二つだな。その他の建物は兵へい舎しやとか倉そう庫ことか、その類たぐいだろう」

　焦こげ跡あとを参考に描き起こし、食卓に広げた地図を指さし、アルノーがいう。

「じゃ、じゃあ〝ザインの棺ひつぎ〟もこの中にあるわけだね!?」

　ルスカが勢いきおい込んで身を乗り出した。

　この町に運び込まれた〝棺〟──ゼルファナスの遺い体たいが保ほ管かんされた黒い筐きよう体たい──が旧市街区の聖堂跡に安あん置ちされているという情報は、〝黒い太陽〟サイドが故こ意いに流した囮おとり情報だった。もしこの町の中に本物の〝棺〟が在あるとすれば、それはファティムにおける組織の拠きよ点てんともいうべき工場施設の中に違いない。本来〝棺〟回収のため派は遣けんされてきた監かん察さつ官かんのルスカとしては、ユピテルの救きゆう出しゆつよりそちらの方が気になって仕し方かたがない様よう子すだった。

「ごめんね、ティティス。君に危険な斥せつ候こう役をやらせちゃって……」

「平気よぉ。あたいだったら、町の何ど処こに行ったって怪あやしまれないもの！」

　すまなそうに詫わびるラッセルに、ファティムの少女は屈くつ託たくない笑顔を見せた。

　が、ふっと真ま顔がおに戻ると歳としに似合わぬ決けつ然ぜんとした表情で工場の地図を睨にらみつける。

「仇かたきを討うつんだ。お母ちゃんとお父ちゃんの……！」

　ユピテル救出への協力は、ティティス自身が言い出したことだった。

　祖そ父ふグラソルは、朝から仕事場に閉じこもったきり出てこようとしない。組織に強要されていたとはいえ、自分の造った部品の組み込まれた爆弾で犠ぎ牲せい者しやの出ていた事実を知らされたことは、根が純じゆん朴ぼくで信しん心じん深い老人には相そう当とうの精神的ショックのようだった。

　既すでに作戦の概がい略りやくは決まっていた。

　擬獣ミルヴァスに相そう変へん異いしたフェルゼンが正面から突入して警けい備びの兵へい力りよくを引きつけ、ルスカの疑ぎ似じ精せい霊れいロック・ナーで一いつ気きに制圧する。敵の注意が正面に集中したところで魔獣ガーグに運うん搬ぱんさせたレベッカとアルノーが空から潜せん入にゆう。東と西に建てられた工場棟とうに別れて潜入し、捕らえられたユピテルを救出する。

「フラーマと擬獣兵部隊を失ったことで、いまファティムにいる〝黒い太陽〟の戦力は大幅にダウンしているはずだ。町の警備隊から動員してきた一般兵士くらいなら、僕とルスカ君で何とかできる」

「スパルトイとメルクリウスが出てきたら、どうする？」

「僕のミルヴァスは喧けん嘩かは弱い代わり、逃げ足の速さにはちょっとばかり自信があってね。うまく森におびき出して、引っかき回して見せるさ。ははは」

　カティーナはラッセルと共に後方で待たい機き。万一味方が全ぜん滅めつしたときは、ファティムを脱出してアビス教会とソシエタス双そう方ほうに事態を通つう報ほうする。

「ちょっと待てよ。〝棺ひつぎ〟はどうなるんだ？」

「あれば確保するわよ。もっともその後の所しよ有ゆう権けんがどうなるかは、ソシエタスとアビス教会双方のお偉えら方がたが話し合って決めることね。私たち現場の人間が、高度な政治レベルの問題に関かん与よするべきじゃないわ」

　ゼルファナスの遺い産さんにこだわる監察官ルスカに、同じソシエタスでもあくまで対テロ戦を使命とする特とく捜そう官かんレベッカはクールに告げた。

「ア、アルノー……ぼく」

「悪いがラッセル、おまえは連れてけねえ……判ってるだろ？」

「………」

　ラッセルはしょげ返ったように食卓にうつむいた──が、すぐに顔を上げてきっとアルノーを見つめた。

「イヤだ！　やっぱり、ぼくも一緒に行く！」

「おい──」

「ぼ、ぼくはみんなと違って闘う力は何もないけど──でも姉さんの弟で、メルティアの友だちなんだ！　二人が敵に捕つかまって辛つらい目にあってるのに、自分だけ安全な場所になんかいられないよ──そばにいてあげたいんだ！」

「ラッセル君。気持ちは解わかるけど、やはり危険すぎる。お姉さんのことは、僕らに任まかせて──」

「みんなは姉さんを助けに行くんだよね!?　でもさっきから聞いてると、誰だれも『メルティアを助けに行く』とはいわないじゃないか！　姉さんは人間で、理事長の娘だからみんなに心配して貰もらえるけど、メルティアのことはついでくらいにしか考えてないんじゃないの!?　彼女は姉さんの添そえ物ものじゃないよ！　例たとえ人間じゃなくても、自分の身体からだを持ってなくても──メルティアはメルティアとして生きてるんだ！」

「それは誤ご解かいですわラッセルさん！　私たちだって彼女のことは……」

「ぼくだって姉さんのことは大切だよ。でもメルティアだって大切なんだ！　父さんと母さんの両方が好きなのと同じで──どっちが上かなんて決められない。でも、みんなが姉さんの心配しかしないなら、ぼくはメルティアのことを想おもってあげる──それができるのは、ぼくだけなんだから。

　──連れてってくれないなら、ぼく一人でも行くからね！」

「そういえば貴方あなた、メルティアと念ねん話わができるそうね？」

　黙だまって少年の言葉を聞いていたレベッカが、ふいに尋たずねた。

「つまり、彼女の居場所があるていど摑つかめるってこと？」

「え？　うん、近くまで行ければ……たぶん」

「子供の体重なら、あと一人くらいガーグで運べるわ。それに……私は左手をケガしてるから、何か手伝って貰もらうことがあるかもしれない」

「ほ、本当!?　ありがとう！」

「その代わり──貴方が理事長のご令れい息そくでも、戦場で特別扱いはしないわよ。覚かく悟ごはいいんでしょうね？」

　ラッセルは緊きん張ちようしたように唇くちびるを嚙かみ締しめ──それでもしっかりとうなずいた。







「兵隊さん、もう一杯お代わり！」

　最後の一口を吞み込むなり、ユピテルはすかさず大声でさけんだ。

「またか？　いい加か減げんにしろ、もう三杯目だぞ」

　黒い野や戦せん服ふくに毛糸の覆ふく面めんを被かぶった兵士──〝黒い太陽〟の警けい備び兵へい──は空からになったシチュー皿と木のスプーンを持ったまま、呆あきれたように少女を睨にらんだ。

「しょーがないじゃない、育ち盛ざかりなんだから。それに、こんな状況じゃ食べるくらいしか楽しみがないもん！」

　そこは白しろ塗ぬりの壁かべに囲まれた殺さつ風ぷう景けいな部屋だった。

　家具らしい家具もない部屋の隅には、短機関銃を抱かかえた監視役の兵士が壁に寄りかかって立っている。

　部屋の中央に置かれたベッドの上には、頑がん丈じような革の拘こう束そく衣いを着せられたユピテルが哀あわれ蓑みの虫むしのような姿で寝転がっていた。

　頭には異術師の能力を封ふうじる特とく殊しゆなヘッドギアが被されている。戦せん闘とう異い術じゆつを封じた時点でユピテルはただの女の子と化かすわけだが、加えて勝手にギアを脱ぬがないように拘束衣で両手が固定され、その結果あたかも拘こう禁きんされた凶きよう悪あく殺人犯のごとき不ふ穏おんな格かつ好こうをさせられているわけである。

　当然、食事は当番の兵士が枕まくら元もとにきてスプーンで与える。まるで寝たきりの病人である。

「お代わりちょうだい、お・代・わ・り！　こんなんじゃ全然足りないよーっ！」

　食事当番の兵士は困ったように、背はい後ごで銃じゆうを持って立つ同どう僚りようの方に振り返った。

「いいんじゃないのか？　メシだけは、好きなだけ食わしてやれというお達たつしだ」

「……けっ。死し刑けい囚しゆう並なみの好こう待たい遇ぐうってワケか」

　不ふ吉きつなジョークをかましてあざ笑うと、当番兵は空の食器をトレイに乗せて部屋の外に出ていった。

「サイテーッ。縁えん起ぎでもないわねっ！」

　お代わりの皿が来る間、ユピテルはごろんとベッドに寝ころび、時折寝ね返がえりを打って室内の様子を確かめた。

　ドクター・ライオスのエーテル体分ぶん離り装そう置ちによりメルティアと強制分離された後、目が覚さめた時にはこのベッドの上だった。あれから何日が過ぎたのか、ここが何ど処こなのかも判わからない。ただし覚かく醒せいしてからは、まだ半日も過ぎていないはずである。

「……メルティアぁ」口に出して、そっとつぶやく。

　いつもならすかさず突っ込みを入れてくるはずの、あの無ぶ愛あい嬌きようで高たか飛び車しやな女の声が、今はひたすら懐なつかしい。

　念ねん願がんだったはずの自分の肉体を取り戻した喜よろこびなど、カケラも感じなかった。

　扉が開き、シチューのトレイを持った兵士が入ってきた。先せん刻こくの嫌いやみな兵士が戻ってきたのかと思ったが、急に体格が良くなっている所を見るとどうやら別人らしい。

（ま、どーでもいいけどね。どーせ全員同じ覆ふく面めん姿すがたなんだし）

　三杯目のシチューを運んできた兵士はユピテルの姿を目にした途と端たん、何な故ぜか怯えたように立ちすくみ、なかなか入室しようとしなかった。

「おい、何をしてる？　さっさと済ませろ」

「な、なぁ……大丈夫なのかよ？　同どう志しの話じゃこの小こ娘むすめ、ソシエタスでも一、二を争う凶きよう暴ぼうな異い術じゆつ師しだって噂うわさじゃねえか。何でも素す手でで擬ぎ獣じゆうを殴なぐり殺すとか」

（ちょっとぉ!?　いったいどーいう噂うわさが広まってるのよ!?）

「安心しろ。だからああして、身動き取れないように拘こう束そくしてある」

　監かん視し役やくの兵士が面めん倒どうそうに説明した。

「で、でもよう、戦闘異術の方はどうなんでぇ？　あの額の石が輝いた日にゃあ、人ひと死じにを出さずには済すまさねーって聞くぜ」

（失礼しちゃうわね！　人を死しに神がみか何かみたく──）

「あのヘッドギアが見えないのか？　あれを被かぶせてる限り、異術師といえども一般人と変わらん」

「げへへっ。そいつを聞いてようやく安心したぜい」

　新しい当番兵は妙みように下げ卑びた笑い声を立てると、下へ手たな口くち笛ぶえを吹き吹きトレイを抱かかえてユピテルの枕まくら元もとへやってきた。丸まる椅い子すに腰こし掛かけ、トレイを膝ひざに置く。

「さ～てお嬢じようちゃん。楽しい食事の始まりだぜぇ」

　いうなり、おもむろに手を伸ばしユピテルのヘッドギアを剝はぎ取った。




　敷しき地ちの中央にある煉れん瓦が壁かべ三階建ての大きな建物──二棟とう並んで建つうちの東側の方──の三階付近で発生した大爆発の閃せん光こうは、ティティスの道案内で人ひと目めを避さけつつ工場地域のバリケード近くまで接近したアルノーたち六名の目にもはっきりと判わかった。

「何だ、あの爆発は？　まさか、もう砲ほう撃げきが始まったのか!?」

「あり得ないわ！　私が暗号のエーテル通信を送るまで、支し援えんのバルラス隊は絶対に動かないはずよ」

「事故じゃないのかい？　何しろあそこは武ぶ器き密みつ造ぞう工場だ。爆発物には事こと欠かかないからね」

「……まあ、いいか。敵側のアクシデントは、俺たちにとっちゃ大だい歓かん迎げいだからな」

「では、作戦は予定通りだね？　いくよ、みんな！」

　全員が力強くうなずく姿を確認した後、司祭フェルゼンはその場から十歩ほど先に歩み、両手を組み祈いのるように頭こうべを垂たれた。

　相そう変へん異いに伴ともなう青白いアストラル光──。

　次の瞬しゆん間かん、空中に出現した白い大型擬ぎ獣じゆうミルヴァスは、二十メートルの翼を広げて〝黒い太陽〟の拠点アジトへと襲いかかっていた。




「さあ～っ、どっからでもかかってらっしゃい!!」

　四方の壁が崩くずれ去り、大地じ震しんの後の廃はい墟きよのごとき様よう相そうを呈ていした廊ろう下かの真ん中で、仁に王おう立だちになったユピテルが雄お叫たけびを上げていた。

　普段は愛あい嬌きようのある大きな瞳と額の〝タブレット〟をギラギラ輝かせた怒いかりの形ぎよう相そうはまさしく死に神の化け身しんであり、小型擬獣の一頭や二頭素す手でで殴なぐり殺ころしそうな勢いである。

　廊下の向こうから短機関銃を抱かかえた兵士たちが十数名、バラバラと走り寄ってきた。

「行けぇーっ風の疑似精霊シルフイード！」

　叫ぶと同時にユピテルの正面に膨ぼう大だいな量の大気が凝ぎよう集しゆう。圧縮空気の爆発で発生させた竜たつ巻まき並みの突とつ風ぷうが、トリガーを引く暇ひまを与えず一個小隊の歩ほ兵へいを吹き散らした。

　拠きよ点てんの警けい備び隊たいの中には異術師部隊もいたらしい。無個性な野や戦せん服ふくと覆ふく面めん姿は他の兵士たちと同様だが、銃を持たない彼らは廊下に現れるなり両手の間に小型の火ひ蜥蜴とかげを具現化させ、ユピテルめがけて放ってきた。

「洒落しやら臭くさいわね！　火の疑似精霊サラマンデルってのは、こーゆーのをいうのよ！」

　ユピテルの背はい後ごに巨大な火ひ柱ばしらが立ち上がり、瞬またたく間に全長十メートル以上の大だい火か竜りゆうと化かして敵の放った火蜥蜴の群むれを一いつ掃そう。余よ勢せいをかって異術師たちに襲いかかり、全員に重度の火傷やけどを負わせて戦闘不能状態に陥おとしいれた。

　実力が違いすぎる。ロイガー、アルマ・ローネら幹部級ならいざ知らず、粗そ悪あくな密みつ造ぞう〝タブレット〟を体内に移い植しよくし付つけ焼やき刃の戦闘異術を仕し込こまれた彼ら異術兵では、ユピテルを制圧するどころか有効攻撃射しや程ていに踏ふみ込むことすら適かなわなかった。

　ドクター・ライオスの手によりモルモット同然の生体実験を受け、一心同体のパートナーであったメルティアを失った怒りが、一五〇センチ足らずの小さな身体の中で暴ぼう風ふうのように渦うず巻まいている。

　腹の底からこみ上げる怒いかりに任まかせ、五分足らずの戦闘で〝黒い太陽〟の異術兵七名、一般兵士二十名以上を行動不能状態に追い込んでいた。

「まさか、これで終わりってことはないでしょーねっ!?」

　臨りん戦せん態たい勢せいを整え第二波の襲しゆう来らいを待っているさなか、ふいに窓の外から銃じゆう声せいと男たちの怒号が上がった。

　何事かと顔を出すと、広大な工場の庭に牽けん引いん式しきの高こう射しや機き関かん砲ほうが引き出され、上空を旋せん回かいする有ゆう翼よくの巨大生物を狙ねらい猛もう烈れつな対空砲火を浴あびせている。

「あの擬ぎ獣じゆうってばフェルゼンさんの……そっか、助けにきてくれたんだ！」

〝黒い太陽〟の機関砲から発射される火線が天あま駆かける擬獣ミルヴァスに突き刺さるかと思えたとき、突如空中に出現した銀色の球体が全ての高こう射しや砲ほう弾だんを吸収した。

「あら？　あれって確かルスカが使ってた──」

　鏡のごとき球体が陽よう光こうを照てり返かえしきらめいたかと見えた次の瞬間、吸きゆう収しゆうした砲弾を全く同じ弾だん道どうで撃うち返し、機関砲を砲ほう手しゆもろとも残ざん骸がいに変えた。

「あっちゃ～。やりすぎよルスカぁ……」

　ガタッ。背後で何者かの気け配はい。

「──誰だれよっ!?」

　掌てのひらに攻撃用の光元素フオトンを具ぐ現げん化かさせながら振り返ると、崩くずれた壁かべの陰かげから〝黒い太陽〟の兵士が立ち上がった。

「まだ残ってたのねーっ!?」

「ちょ、ちょっと待ったあ！」

　兵士は両手を挙あげ武器のないことを示しめしながら、

「アッシは味方ですぜ！　ホレ、さっき嬢じようちゃんを助けたろうが」

　その声を聞いて思い出した。ユピテルの異い術じゆつを封ふうじていたヘッドギアをいきなり剝はぎ取った、食事当番の兵士。

「いったい誰よ？」

「げっへっへ。いや～、暫しばらくぶりじゃねえか」

　兵士は露ろ骨こつに悪あく党とう然ぜんとした笑い声を上げながら顔の覆ふく面めんをかなぐり捨て、頰ほお骨ぼねの突き出した険けん相そうを露あらわにした。

「あーっあんたは!?　………………誰だっけ？」

「フリッツだよ！　ホラ、アッザムの街で嬢ちゃんに懲こらしめられた。無む法ほう者ものの」

「ルスカの……手下？」

　いわれてみれば、あの時蹴け散ちらしたチンピラたちの中に、こんな顔が在あったような気もする。憶おぼえる前に戦闘異術で撃げき破はしてしまったので、全く印いん象しように残ってないが。

「何だかよく憶えてないけど……そのフリッツさんが、何でこんなトコに？」

「げへへっ。アッシもあれから思う所あって、ヤクザな稼か業ぎようからスッパリ足を洗ってよ。今ではソシエタス監察局のエージェントとして、専もつぱら潜せん入にゆう捜そう査さや破は壊かい工こう作さくにいそしんでおりやす」

「そういうの……足を洗ったってゆーのかなぁ」

「ルスカ様の命令でこの町の内ない情じようを探りにきたのはいいが、あいにく町に入る前に捕つかまっちまってよ──」

　警備隊による手て厳きびしい尋じん問もんにも拘かかわらず頑がんとして身元を明かさなかったフリッツは、結局この工場内にある強制労働施し設せつに送られたのだという。

「で、スキを見て監かん視しの兵隊をブッ殺ころして入れ替かわったんだがよ、逃げだそうと思った矢先に嬢ちゃんが捕らわれてるって話を聞きつけてさ」

「で、予定を変へん更こうして助けに来てくれたってわけ？　ふ～ん」

「まあ、そういうこってさぁ」

「でも、何でよ？　ルスカの子こ分ぶんだったらあたしは関係ないじゃない」

「げへへへへ。決まってるじゃねーですかアネゴ。おとぼけはナシ！」

　フリッツはもうこれ以上はないというくらいの胡う散さん臭い愛あい想そ笑いを浮かべ、掌てのひらで「ぺしっ」と額ひたいを叩いた。

「ルスカ様は理事会メンバー・ゾシモス様の甥おい御ごさんですが、嬢ちゃんはズバリ理事長閣かつ下かのご令れい嬢じようでやしょ？　先々の出世のことを考えて、どちらに取り入るかっていやーこれはもう！　でへへへへ」

「バッカじゃない？　あたし家出中だもん。父さんのコトなんか知らないよーだ」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませ、ぷいっとそっぽを向くユピテル。

「まま、そーいわずに。とりあえず今日の所は顔つなぎってことで。ひとつ、よしなに」

「はあ……ま、いーか。借かりを作っちゃったのは事実だし」

　何となく脱だつ力りよく感かんを覚おぼえつつ、ユピテルはため息をついた。

「あ、そーだ！　ここで働いてたっていうなら、一つ聞きたいんだけど」

「？　へえ」

「ここの敷しき地ちの中で、デーっかい実験室って知らない？　こうドドーンと広くて、天井なんかもドカーンと吹き抜けてて」

　メルティアと分離される直前、〝水槽〟の内部からちらりと見えた実験施し設せつの印象を、ユピテルは何とか再現しようと身み振ぶり手て振ぶりを交まじえて説明した。

「ドドーン、でドカーン……でやすかぁ？」

　フリッツは戸と惑まどい気ぎ味みにぽりぽり頰を搔かいていたが、

「ひょっとして……〝円柱の部屋〟のことかな？」

「〝円柱〟？」

「へい。工場にいる技師連中が話してたんでさ。何でも、この建物の地下にそういう名前の実験室があって……組織の幹部連中と、一部の技術者しか出入りを許されないってくらい警けい戒かい厳げん重じゆうだって……」

「！　それよ、それだわ──何よ、まだ同じ屋根の下にいたんだ！」

　頰を上じよう気きさせて叫ぶと、ユピテルはフリッツの腕を取って走り出した。

「案内なさい！　その地下室の入り口！」

「へ!?　あの、逃げねえんで!?」

「るさいわね！　もしこれでメルティアが救えるなら──あんたのための紹しよう介かい状じようなんか、何百通だって書いてあげるわよ！」







「重要書類、および〝ザインの棺〟の運うん搬ぱん準備はいいわね？　準備が済み次し第だい、出発するわよ！」

　暗い地下道の坑こう内ないを異術で具現化させた仄ほのかな光元素フオトンで照らしながら、アルマ・ローネは部下の兵士たちにてきぱきと指示を下くだし続けた。

「ど、同志アルマ……本当に、ファティムの拠きよ点てんを放ほう棄きなさるおつもりですか？」

　副ふく官かんを務つとめる異い術じゆつ師しのダコンが、やや困こん惑わく気ぎ味みに質ただした。

「当然でしょ？　ソシエタスとアビス教会が結けつ託たくして攻めてきたのよ。この拠点に残った兵力で勝てるわけないじゃないのさ。それに連中を撃げき退たいしたところで、次に来るのは長ちよう距きよ離り砲ほうと航こう空くう部ぶ隊たいによる攻撃──要するに、この町の存在が敵に知られた段階で私たちは負けてたのよ」

　現在彼女たちがいるのは、ファティムの地下十数メートルの深さに掘られた地下坑こう道どうの中。幅五メートル、高さ三メートルの地下トンネルは〝黒い太陽〟が十年がかりで掘り抜いたものであり、周囲を擬ぎ獣じゆう棲せい息そく地帯に囲まれたこの町が外部と安全かつ隠おん密みつに連絡できる、ほぼ唯一のルートだった。

「しかし……地上には、まだ同志ライオス博士が残っております。我々の一いち存ぞんで勝手に撤てつ退たいするのは、どうも」

　その言葉を聞いたアルマは薄うすい唇くちびるを歪ゆがめてあざ笑った。

「勝手な計画を実行して、わざわざ連中を呼び寄せたのはあのジジイよ。その責任を取って闘って貰おうじゃない。所しよ詮せんあいつはソシエタスを追い出されて我が組織に身を寄せてきたはぐれ異術師──ホモ・ファルサスと擬獣兵の技術を提供した時点で、既すでに用よう済ずみだったのよ。そんなことより、〝ザインの棺〟の方は──」

　そこまでいいかけた時、坑道の奥から悲ひ鳴めいが上がった。

「どうしたの!?」

「先行させた〝棺〟の運うん搬ぱん班はんですな」

　短たん機き関かん銃じゆうの連れん射しや音おん。

　戦闘異術によるものと思われる閃せん光こう。

　そして男たちの悲鳴──。

　それらは十数秒で終しゆう息そくし、坑道は再び闇と静せい寂じやくに包まれた。

「て、敵てき襲しゆうでしょうか？　それとも地底擬獣の……」

「確かめるわよ。来なさい！」

「は、はあ」

　露ろ骨こつに気き後おくれするダコン。しかし上官のアルマが優秀な異術師であると同時に、擬獣とも互ご角かくに渡り合う力を持つ疑似人間アルラウネである事実を思い起こし、何とか勇を鼓こしてついていく。

　前方に放った光元素フオトンが闇の一部を拭ぬぐい、恐怖に目を剝むいて地面に倒れた兵士たちの姿を照らし出す。

「運搬班の同志が……!?」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむアルマとダコン。

　点々と転がる死体の先には、横倒しになった荷に車ぐるまと、そのそばに転がる黒い筐きよう体たいがあった。

「棺ひつぎの蓋ふたが……開いている!?」

「噓うそよ！　棺の開放手順を知ってるのは、ライオスと死んだロイガーを別にすれば私だけ──」

　アルマは口を噤つぐんだ。

　棺の側に、人影が立っている。金きん欄らんの布を衣服のように身体に巻き付け、黄金の仮面で鼻から上の顔面を覆おおっている。

「まさか……そんな……」

　副官ダコンは恐怖に駆かられて後ずさるが、アルマは魅み入いられたように立ちつくしている。

　人影は歩きだそうとするかのようにぐらりと揺ゆれ動き──。

　その弾はずみで、仮面が外れて地面に落ちた。

　その下の素顔を見た瞬間、アルマの顔は恐怖に凍こおり付ついたが、数秒の間をおいてそれは畏い敬けいと崇すう拝はいの入り交った陶とう然ぜんたる微笑びしようへと変化していた。

「そうなの……新しい〝器うつわ〟が欲しかったのね」

　暗い坑道の奥からダコンの断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが轟とどろき、それは長く残ざん響きようしつつ、消えた。







　おそらく武器工場と研究施設を兼かねていると思われる建物の構内には、奇き妙みようなくらい人気がなく、フリッツに案内されたユピテルは驚くほどスムースに地下室の入り口までたどり着いてしまった。

　擬獣ミルヴァスと疑ぎ似じ精せい霊れいロック・ナーによる襲しゆう撃げきを受け、警けい備び兵へいは迎げい撃げきに回り技術者や研究者はどこか避難場所に退たい避ひしたのだろうか。フェルゼンたちの行動がユピテル救出のためのものであるとすれば、アルノーやラッセルたちもこの工場施設に突入しているのかもしれない──ユピテルはちらりと思った。

（みんな、ゴメン……でもあたしは、〝彼女〟を見み捨すてるわけには行かないのよ！）

　敵兵士から奪った短機関銃で武装したフリッツを入り口で待たせ、実験施設の構内へ一歩踏み込むと、まず最初に地下室の中央にそびえ立つ円筒形の巨大装置の姿が目に飛び込んだ。

「あれが、〝円柱〟？　……なるほど、よくいったものだわ」

　独ひとりごちながら数歩、近づく。

　それじたい天井を支ささえているかのような円筒型機械の根本に分厚い硝子ガラスのはめ込まれた水槽部分を発見したとき、ユピテルは険けわしい顔つきで拳こぶしを握にぎりしめた。

（間違いない……あの中で、あたしとメルティアは分離されたんだ！）

「来るんじゃないかと、思ってた」

　ユピテルが振り向くと、解かい析せき機関の筐きよう体たいの傍かたわらにほっそりした人影が立っていた。

　メルクリウスだ。カラナンの下町で初めて会った時と同じ、象ぞう牙げ色いろのベストとスラックスに身を包んでいる。

「外に攻めてきた擬獣と疑似精霊──君の仲間かい？」

「………」

　その質問には答えず、ユピテルは無む言ごんで歩み寄り──。

　腕を振り上げ、力を込めて少年の頰ほおを叩たたいた。

「……知らなかったんだ」

　ユピテルの打ちよう擲ちやくを受け、大きく傾いた姿勢のままでメルクリウスはいった。

「──噓うそっ！」

「ヴェパールの実戦データを取るためにカラナンにいたのは確かだ……でも……君にあったのは偶ぐう然ぜんだった。まさか、メルティアの〝器〟だったなんて──」

「今さら、ムシのいいこと言わないでよっ!!」

　ユピテルは泣きながら叫んでいた。

「じゃあなに？　あたしとメルティアの関係を知ってたら、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟を裏切ってあたしらを助けてくれたとでもいうのっ!?」

「判らない……」

　少年は虚うつろな目でつぶやいた。

「謝あやまっても許ゆるして貰もらえるとは思えない。僕が憎いなら、この場で殺したって構わない。どうせ僕は、ドクターに拾われなければ死んでいた人間なんだから」

「殺したって許せないわよ!!　あんた、自分があたしに何をやったか判ってるの!?　あの拷ごう問もん台だいみたいな機械の中で、あたしとメルティアがどんな思いを味わったか知ってるの!?」

　叫びながら、もう一度ユピテルはメルクリウスを叩いた。

「許さなくっても、いい……」

　ずるずると力無く床に跪ひざまずき、メルクリウスはいった。

「ただ、信じて欲しい。昨日の実験に立ち会うまで、僕は君とメルティアのことは知らなかった。カラナンで初めてあった晩……君と僕は、まだ敵同士じゃなかった」

「──!!」

　愕がく然ぜんとした表情で、ユピテルはメルクリウスを見下ろした。

「……いいの？」

　冷たいコンクリートの床にぺったり座り込み、少年と視線を合わせる。

「信じて……いいの？　信じていいんだね？」

　メルクリウスは顔を上げ、蒼あおい瞳ひとみでユピテルを見つめた。虚ろな目の奥で、初めて会った日と同じ淡あわい光が揺ゆれ動いていた。

　ユピテルは少年の身体にしがみつき、胸の奥にたまった熱いものをすべて吐はき出すように泣き始めた。

「信じるよ!!　信じるからね!!　あたし信じちゃうからね!!」

　ふと右の掌てのひらに冷たい感かん触しよくを覚おぼえた。

　顔を上げ訝いぶかしげに見ると、親指大ほどの金属的な球体。わずかに楕だ円えんがかったそれは、磨みがき抜かれた鏡のごとく銀の光を放っていた。

「これって……？」

「君の身体から抽ちゆう出しゆつされたメルティアのエーテル体──彼女は、まだ死んじゃいないよ」

「!?　……何で……」

「分離実験が成功して、装置の中から運び出された時、君は泣いていた……彼女の名前を呼びながら。だから……ここで待っていれば、また会えると思った」

「でも……」

「このことで僕はドクターに殺されるかもしれない。もう一度メルティアと闘えと命令されるかもしれない──どちらでもいいと思った。ただ君と僕が初めて会った、あの夜の思い出を君に否ひ定ていして欲しくなかった」

　エーテル封ふう印いん用の特とく殊しゆ容よう器きを握にぎりしめ、ユピテルは不ふ思し議ぎそうにメルクリウスを見つめた。

「あたし、判んないよ……何で？　何であんたが〝黒い太陽ソル・ニゲル〟なの？　何でテロリストの仲間なんてやってるの？」

「本当は、僕は……〝黒い太陽〟の同志じゃないんだ」

　少年は恥はじ入るように俯うつむいた。

「兵士としての戦闘訓練は受けたけど、結局誰も殺せなかったから……連絡員や情報収集くらいはやったけど、本格的な軍事行動に参加したのは今回が初めてだった」

「………」

「ロイガーもアルマも、僕のことを同志だなんて思っちゃいなかった。それでも粛しゆく清せいされずに済んでいるのは、僕がドクターの養よう子しで直弟子だから……〝黒い太陽〟のためじゃない。僕はあくまでドクター一人のために生きてると思ってる」

「ドクター……ドクター・ライオス!?」

　水槽の中からライオスの顔を見たときからユピテルの内心にわだかまっていた漠ばく然ぜんとした不安が、突然黒い結けつ晶しようとして胸の奥に凝ぎよう集しゆうした。

　ライオス博士の息子ニコラウス。幼なじみのニコラ兄さん。

　八年前に死んだはずの少年が、いま目の前にいる。

　同じライオス博士の養子として。八年前と寸すん分ぶん変わらぬ姿で。

（メルクリウスは……きっと本名じゃなくて、メルティアやフラーマやみたくホモ・ファルサスの名前よね。それじゃあ、〝器〟になった人間は誰なの……？）

　背筋を、冷たいものが走った。

「メルクリウス、あの──」

　入り口の方から、短機関銃の銃声が起こった。

　続いて男の悲ひ鳴めい。

「──フリッツ!?」

　実験場に踏ふみ込んでくる、新たな人影。

　頭とう髪はつと髭ひげを蓬ほう髪はつと伸ばした、どす黒い顔の老人。枯骨のような腕で、泡を吹いて失神したフリッツの顎あごを摑つかみ軽々と吊つり上げている。

「こんなところにいおったか……捜さがしたぞ。クレヴィンの娘」




　擬ぎ獣じゆうミルヴァスとの共同作戦で工場の守備隊を壊かい滅めつさせたルスカは、疑ぎ似じ精せい霊れいロック・ナーを解かい除じよするとすかさず工場棟に飛び込んだ。これは当初の打ち合わせにない行動であったが、ソシエタス監察官としてはあくまで〝ザインの棺ひつぎ〟の有う無むを確認しなければならないと考えたのだ。

（他の連中が戻ってくるのを馬ば鹿か正しよう直じきに待ってられるかい。レベッカたちは西棟だったな──ならボクは東だ！）

　東棟の内部は意外に部屋が多く、工場というよりは研究所に近い雰ふん囲い気きがあった。

「ふん、貧ひん弱じやくな研究施設だね。考えて見れば擬獣兵だって元はと言えば我がソシエタスの開発していた技術だし、〝黒い太陽〟の実力なんて所しよ詮せんは──」

　そこまでいいかけ、ルスカの足は凍こおりついた。

　十人ばかりの敵兵士が、死体になって廊ろう下かに転がっている。

　大半は人間の兵士だが、そのうち何体かは野戦服を着込みながらも鋭するどい牙きばや爪つめをもった半人半獣の怪物だった。

「擬獣兵──まだ、生き残りがいたのか」

「よう、監かん察さつ官かんさん。どこに行く気だい？」

　ぎょっとして振り向くと、血の海──その中には擬獣兵の紫むらさきの血も混まじっていたが──と化した廊下の奥に、先行して東棟に潜せん入にゆうしていたアルノーが座すわり込んでいた。

　野戦服のあちこちが破け、頭から爪つま先さきまで浴あびたような血の朱に染まっている。大半は敵兵の返り血だろうが、本人もかなりの重じゆう傷しようを負っている様子だった。

（こ、こいつ一人で全部殺やったのか……!?）

「ルスカ、何でおまえがここにいる？　打ち合わせと違うだろうが」

　赤黒く染まった傭よう兵へいの顔の中で、殺さつ戮りくの興こう奮ふんの冷さめやらぬ双そう眸ぼうが異様な輝きを帯おびて異術師を睨にらみ付けていた。

「……抜け駆けってヤツか？」

　ルスカの肝きもはすっかり縮ちぢみ上がった。

「そ、そんな人聞きの悪い！　心配になったんで様子を見に来ただけさ！　あは、あはははは」

「ほう、そりゃ悪いな。そんなら様子見ついでに、ちょっと肩を貸してくれねーか？」

　敵兵から奪った短機関銃を杖つえ代わりに、よろよろ立ち上がる。

「建物に侵しん入にゆうしたとたん、敵と鉢はち合あわせになっちまってな。こいつらも、逃げ出す途中だったらしいが……」

　とても断れる雰ふん囲い気きではない。

　慌あわててルスカは傭よう兵へいに肩を貸した。

「そ、そんなケガじゃ、ユピテルを捜すどころじゃないだろ？　とりあえずボクと一緒に外へ──」

　そんなルスカの言葉を聞いているのか、いないのか──。

　アルノーはちょうど向かいの壁に、同じく座り込むような格かつ好こうで息いき絶たえている一人の擬獣兵をじっと見つめていた。

　身みの丈たけ二メートル近い巨体に、虎とらを思わせる顔を持つ半獣人の兵士。何な故ぜか右みぎ眼めに眼がん帯たいを巻き、左眼の方にはアルノーの野戦用ナイフが深々と突き立っていた。

「こいつが一番手て強ごわかったぜ……右眼が潰つぶれてなかったら、俺が殺やられてただろうな」

「それにしても、いい腕うでだね君……」

「別に、たいしたこっちゃねーよ。古ふる巣すの部隊にいた時に、先輩に教わった通り闘っただけさ。名前は……そう、グレンデルだったかな」

　突然、建物全体が地じ震しんに見み舞まわれたように揺ゆれた。

「な、何だぁ!?」

　バランスを崩くずし、肩を組んだアルノーもろとも廊下に転てん倒とうする。

　驚くルスカの目の前で煉れん瓦がの壁が崩ほう落らくし、その向こうで巨大な生物の影が立ち上がった。




「こんなところにいおったか……捜したぞ。クレヴィンの娘」

「ライオス……博士？」

「空くう襲しゆうをかけてきた擬獣はアビス教会の飼い犬じゃな？　クレヴィンの奴め、今度はアビス教会と手を結びおったか」

　いうなり、手にしたフリッツを投げ捨てる。八十キロはある大の男の身体がクリケットの球のように宙を飛び、実験場の機材を派は手でに押し倒した。

「フリッツ!?」

　ユピテルは床から立ち上がり、きっとライオスを睨にらみ付けた。

「五年前のことを思い出すわい。あの時あやつは、アーリマン教団のゾシモスと貴族連中に評判のいい医師のジルクリストを懐かい柔じゆうし、この儂わしを陥おとしいれおった。保身のためならば誰にでも尻尾しつぽを振る八はつ方ぼう美び人じん、男だん妾しようのような奴やつよ」

「……だから、どーしたってのよ」

「父が父なら、娘も娘。儂が手て塩しおにかけた愛まな弟で子しをたぶらかしおって──」

「違います、ドクター！」

　メルクリウスが叫さけんだ。

「僕が一いち存ぞんでやったことです──罰ばつをお受けする覚かく悟ごはできています」

「たわけ！　そんな小娘にすっかり惑まどわされおって。女は男の精神を腐くさらせる魔ま物ものと、常日頃言い聞かせておろうが。もうよい、下がっておれ！」

　老人は顔の半分だけを歪ゆがめて不ぶ気き味みに嗤わらった。

「おまえにたかった害がい虫ちゆうは──師しである儂が退たい治じしてくれよう」

　顔色がいっそう黒みを増し、ローブをまとった瘦そう身しんがむくむくと急速に盛り上がっていく。

　ユピテルは右手の中の封ふう印いん容よう器きを握にぎりしめた。完全密みつ閉べい、ただし異術師の〝力オプス〟により内部のエーテル操そう作さが可能なタイプ。

（──行ける！）

　右手を高々と掲かかげ、容器の〝回かい路ろ〟を開いた。




　フラーマ率ひきいる擬獣化部隊との闘いに比べると、武器工場の敷地を守る警備隊の抵抗は拍子抜けするほど貧ひん弱じやくなものだった。

　最初に対空砲火を加えてきた機関砲をルスカの疑似精霊が沈ちん黙もくさせた後は反撃らしい反撃もなく、陽よう動どう任にん務むを一手に引き受けていたミルヴァスはいささか手持ち無ぶ沙さ汰たで工場の上空を旋せん回かいしていた。

　いったん地上に降りてフェルゼンの姿に戻ろうかと思っていた矢先、東側の工場棟が崩落し、その下から銀色に輝く人型の影が立ち上がった。

〈──メルティア君!?〉




　地下の研究所棟とうで相そう変へん異いするなり頭上三階分のフロアを突き破り、煉れん瓦が壁の工場を一瞬にして瓦が礫れきの山に変えたメルティアは、地上に這はい出すと地じ響ひびきを立てながら工場の庭に移動し、そこでしゃがみ込んで掌てのひらの中の〝荷物〟を地面に降おろした。

　気絶したフリッツとメルクリウス。

「すぐに逃げた方がいい。ドクターに……いやスパルトイに殺されるよ」

　そんなメルクリウスの言葉を無視するように背を向けると、銀色の女巨人は工場の残ざん骸がいに向かって身み構がまえた。

〈こらあ、随ずい分ぶん捜さがしたゾ☆　あんまり心配かけさせるんじゃないわよ！〉

　巨人の中で再び意識体となったユピテルは、復活したパートナーに弾はずんだ声で呼びかけた。

　一方、封印中の記憶が欠けつ落らくしているメルティアはやや戸と惑まどい気ぎ味みだ。

〈どういうことだ、ユピテル？　なぜ、またわたしを──〉

〈決まってるじゃない！　だってあたしらの旅はまだ終わってないもの。あんたに相応ふさわしい〝器うつわ〟を見つけだすまではね。途と中ちゆうで勝手にリタイヤしよーたって、そうは問とん屋やがおろさないのよ☆〉

〈しかし、それではおまえが……〉

〈つべこべいわないの！　今度はあたしが望んで融ゆう合ごうしたんだから。だから金こん輪りん際ざい、『自分には居い場ば所しよがない』なんてつまんない勘かん違ちがいして落ち込むんじゃないわよ。いい加減にしないとあたし怒るからね！　もうっ〉

〈……すまん。ユピテル〉

　メルティアの意志が、涙ぐむかのように揺ゆらいだ。

〈しんみりしてる場合じゃないわよ！　復ふつ帰き第一戦の相手はちょっぴりハードなんだから。何しろ奴の〝器〟は──〉

　瓦が礫れきの山が跳はね上げられ、中からメルティアを上回る大きさの巨人が出現した。

　墓場からはい上がった腐ふ乱らん死体を思わせるヒト型擬獣、グロテスクな疑似人間スパルトイである。

〈元ソシエタス理事長、ドクター・ライオス！〉

〈異術師どもの親玉か……そいつは確かに手て強ごわそうだな〉

　小こ細ざい工くや駆かけ引ひきの効きく相手ではない。緒しよ戦せんで一いつ気きに叩たたく決意を固めたメルティアは、左右の両手首を十字に組んでルミナス・カスケイドを放った。

　両手首の交こう点てんからまばゆい光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしり、まだ戦闘態勢を取らぬスパルトイに命中、激しいエネルギー反応で視界がハレーションを起こす。

　だが再び視界が戻ってきたとき、そこに立っていたスパルトイの様よう相そうは一変していた。

　昔せき日じつの重じゆう騎き士しを思わせる茶ちや褐かつ色しよくの外骨格で全身を覆おおっている。髑どく髏ろを思わせる忌いまわしい頭部は以前と同じだが、腐乱死体に比べればずいぶんと凛り々りしい姿に変貌したものである。

『ぐふふふ。貴様が〝炎の紋もん様よう〟で身を守るように、儂にも〝大地の鎧よろい〟という鉄壁の防ぼう御ぎよがあるのだぞ』

〈なーるほど。ルミナス・カスケイドでだめなら、他の飛び道具もあんまり意味なさそうね……つまり戦闘異術は防ぼう御ぎよ界かいに振り向けた方が効率的ってこと！〉

〈なら、あとは肉弾戦あるのみだな〉

　しなやかな肢し体たいを炎の紋様が包み込み、メルティアは長い髪をなびかせてスパルトイに突進した。

　一気に間合いを詰め、巨体の割には意外に細い両足を狙ねらってローキックを叩たたき込む。

〝器〟が老人のためかやや反射神経の鈍いスパルトイは嫌いやがるように膝ひざを上げてメルティアの蹴けりをガードしていたが、

『うるさい蠅はえじゃのう！』

　おもむろに腕を伸ばすと、腰こしまで垂れたメルティアの白銀の髪を鷲わし摑づかみにした。

〈きゃあ!?　ちょっとそれは反則よーっ！〉

『獣同士の闘いに反則も何もあるかっ』

　いうなり、スパルトイは髪を握にぎりしめたままメルティアの身体を振り回し、充分勢いをつけてから大地に叩きつけた。

『ぐあっ!?』

　銀色の細い喉のどから苦痛の唸うなりが洩もれる。

　スパルトイはお構いなしに、女巨人の身体を二度、三度と地面に打ち付けた。

　あたかも、子供が戯たわむれに人形を弄もてあそぶように。

『女の子に乱暴はやめたまえ！』

　見かねたミルヴァスが、いかにも司し祭さいらしい警けい告こくを発しながら急降下する。

　スパルトイが顎あごを開いて戦闘異術──超高熱の光の束を放射し、翼つばさの端はしを焼かれたミルヴァスは慌あわてて上空に逃げ戻った。

『くそっ。僕にも防御界があればなぁ』

　だがミルヴァスの援えん護ごは無む駄だではなかった。スパルトイの注意が上空に逸それた一瞬を狙い、メルティアは自分の髪を摑つかむ相手の右手首を捕とらえると、飛びつくようにして左足を相手の首にかけ、もろともに倒れ込んでスパルトイの右腕を極きめた。

　バギッ!!　鈍い音がして、スパルトイの腕があっさりと肩の付け根からもげた。

〈と、とれちゃった……!?〉

『ぐはははは！　フラーマごときと一緒に考えるな！』

　腕一本を失ったはずのスパルトイが高らかに笑う。

　同時にもぎとられたスパルトイの右腕が別べつ個この生物のように蠢うごめき、メルティアの喉のどを捕らえた。

『うぐっ!?』

『馬鹿め。我が五体は、例えバラバラにされても本体の意志で自在に動かせるのよ！』

　腕を失ったスパルトイの右肩の関節から、十数本の触しよく手しゆを思わせる器き官かんがじゅるじゅると伸び始めた。

『儂わしも何かと忙いそがしいのでな。このへんでお遊びは終わりとしよう』

　スパルトイの〝触手〟は蛇へびのように空中を移動し、分離した右腕に首を絞められて地面に倒れたままのメルティアを狙って伸びていく。

『！　やめろーっ!!』

　ライオスの意い図とを察さつしたミルヴァスが差し違え覚悟で体当たりをかけたが、寸すん前ぜんでスパルトイが口こう腔こうから吐はく光こう束そくを浴あび、炎に包まれて工場の庭に落下した。

〈フェルゼンさん!?〉

　ちょうどその瞬間、スパルトイの身体から伸びた触手がメルティアの胴に絡みついた。

〈ま、まさか!?〉

『ダムダルとは闘ったな？　ではこれが何かは察さつしがつくはず！』

　触手の先端が白はく熱ねつし、瞬間的に凝ぎよう集しゆうした〝力オプス〟がメルティアの紋もん様よう型がた防ぼう御ぎよ界かいを突とつ破ぱ。彼女の銀色の皮ひ膚ふをも食い破った。

『うあああああっ!?』〈やめてーっ!!〉

　メルティアの体内に潜もぐり込んだスパルトイの触手はそこで無数に枝分かれし、彼女の肉体そのものを自らに融ゆう合ごうするべく侵しん食しよくを開始した。滑なめらかな銀色の肌はだに不ぶ気き味みな網あみ目め模も様ようが浮き上がり、身体からだの中を無数の蛇へびがはい回るような苦痛に巨人がのたうち回る。

〈惜おしむらくは、おぬしが再びメルティアと融ゆう合ごうしてしまったことよ〉

　ユピテルの意識の中に、ライオスの顔色と同じどす黒い思し念ねんが流れ込んできた。

〈生なま身みの身体でおぬしを手中にしておれば、あの男──師であり友でもある儂を理事会より追いやったクレヴィン・シュレディングに──最愛の跡あと継つぎを失った儂の無む念ねんさを思い知らせてやれたものを！〉

〈ドクター・ライオス！　最後に、最後に一つだけ教えてよ！〉

　全身を蝕むしばむおぞましい感覚にメルティアと共に耐たえながら、ユピテルは必死になって問いかけた。

〈うむ？　何じゃ〉

〈彼は──メルクリウスは一体何者なの？　貴方あなたの息子のニコラウスとどういう関係なの!?〉

　ライオスに返答する意志はないようだったが、部分的にせよ両者が融合状態にあるためダイレクトに情報が伝わってきた。

〈実験中の事故──一命は取り留とめたものの──脳のう死し──植物状態──ソシエタスの最高機密──理事長権けん限げん──ホモ・ファルサス〉

〈なん……です……って〉

　真しん相そうを知ったユピテルの意識に衝しよう撃げきが走った。

〈ニコラ兄さん……死んでなかったの？　脳の機能だけが破は壊かいされて、植物状態で眠り続けて……その身体からだに、研究施設に封印されてたホモ・ファルサスの一つを……〉

〈ぬふふふ……知られてしまっては仕し方かたないのう〉

〈ひどい……何て、何てことしたのよ……そんなことして身体だけ蘇よみがえらせたって、ニコラ兄さんでも、何でもないじゃない……人の命を何だと思ってるのよ!?〉

〈クレヴィンと全く同じことをいいおって！　じゃがのう、例たとえ一切の記憶をなくしておろうが、やはりあれはニコラウス、儂わしの可愛い一人息子よ。儂にはあくまで従じゆう順じゆん。変に成長して反はん抗こうすることも、儂を捨てて家を出ることもないからのう。正に、理想の孝こう行こう息むす子こよ！　ぬはははははは!!〉

〈ふざけるなぁ────っ!!〉

　ライオスの触手に身体の半なかばまでを侵食されたメルティアが、自分の喉のどを握りしめていたスパルトイの右腕を力任まかせに振りほどき、その切断面に爪そう刃じんを突き立てた。

『ぐぅあは──っ!?』

　凄まじい悲鳴を上げスパルトイが大地に跪き、同時に触手がメルティアの身体から引き抜かれて慌てたように収しゆう縮しゆくした。

『思った通りだな。肉体を離れた腕を脳のう波はで操あやつっていたか』

　外骨格に包まれた巨大な右腕を抱えたまま、メルティアが冷静につぶやいた。

『つまりは、痛つう覚かくも残っているということさ!!』

　唯一〝大地の鎧よろい〟の防ぼう護ご効こう果かの及ばぬ腕の切断面を爪刃で抉えぐり、さらには生体電流を流し込む。

『ギィニィニャアアアアアアッ!?』

　スパルトイは存在しない右腕の痛みに悶もだえ、外骨格に包まれた巨体を大地になげうった。

　異術師としては強力でも、所しよ詮せんは老人だけに肉体的な苦痛には脆もろいのか。

　すかさず右腕を放りだし、メルティアは仰あお向むけのままスパルトイ目がけて〝光の矢〟を放った。スパルトイの右肩付近で火花が飛び散り、髑どく髏ろの巨人が新たな悲鳴を上げて海老エビのごとく跳ね上がる。

　ふいに鉄てつ壁ぺきの防御界──〝大地の鎧〟が消失し、再び腐乱死体を連想させる醜みにくい本体が剝むき出しになった。

〈メルティア！　こいつは、こいつだけは絶対に逃がしちゃ駄だ目めっ!!〉

『頼まれたって逃がすか──っ!!』

　メルティアは全身を使って跳はね起きた。両手首を十字に組み、無む防ぼう備び状態で倒れたスパルトイに向けてルミナス・カスケイドの照しよう射しや態たい勢せいを取る。

『やめて!!　この人を殺さないで!!』

　悲痛な叫びと共に青白い光が輝き──。

　目の前に、もう一人の巨人が出現した。

　身の丈たけおよそ二十メートル。銀色の肌はだに白はく銀ぎんの髪、蒼あおい両眼──メルティアをそのまま十代の少年に変えたようなヒト型擬獣。

『もう勝負はついた！　ドクターにこれ以上闘う力はない！』

　少年のような巨人は両手を大きく広げ、メルティアの前に立ちはだかった。

〈メ、メルクリウス!?〉

『何だ貴き様さまは!?　どけっ!!』

　照射態勢のまま怒ど声せいをあげるメルティア。

『君がこの人を許せない気持ちは判る!!　でもドクターは記憶のない僕を助けてくれた恩人で、父さん代わりなんだ!!　撃つなら僕を撃ってくれ!!』

　メルクリウスに戦意はなかった。あえて防御界を展開せずに無防備な身体をさらけ出し、這いつくばって痙けい攣れんするスパルトイを庇って立っていたのだ。

『小僧、貴様何も知らんのか!?　いいか、その男はおまえの──』

〈ダメーっ!!　やめてメルティア!!　それだけは、彼に話しちゃダメ!!〉

　そのとき──。

『うははははっ!!　小娘、ご苦労!!』

　メルティアでもスパルトイでもない嘲ちよう笑しよう。文字通り、天から降ふった声。

　白昼だというのに、天てん頂ちよう付近で黄昏たそがれを思わせる茜あかね色いろの雲が沸わき上がった。

〈え……!?〉

　落らく雷らいのごとき咆ほう吼こうが轟とどろき、天頂の茜あかね雲ぐもから一直線に巨大な火か球きゆうが落下してきた。

　天空から飛来した大だい火か竜りゆう。

『思い知れっ、ドクター・ライオス!!』

　炎のあぎとは大地に倒れ伏したスパルトイを吞のみ込み、一瞬にして天空の彼方かなたへと連れ去った。

〈……ロイガー!?〉

　茜雲は出現したと同時にかき消すように消え去り、そして──。

　元通りに晴れ渡った蒼あお空ぞらより、風を切って落下してくる物がある。

　黒くろ焦こげになった老人の手足や胴体。

　火竜のあぎとに食いちぎられたドクター・ライオスの亡なき骸がら。

『………』

　メルティアはルミナス・カスケイドの照射態勢を解とき、哀あわれむように銀色の少年を見やると──その姿勢のまま、青白いアストラル光に包まれて消滅した。

　巨人が姿を消すのと入れ替かわりに、彼女が立っていた地点に現れたユピテルがかくっと跪ひざまずく。

「あれ？　あたしの身体……？」

　不思議そうに自分の手を見やった。

　すぐ足下に、メルティアが封ふう印いんされていた銀色の容器が転がっている。

「……あ、そーゆーコトか」

　前方に人の気け配はいを感じ、はっとして顔を上げた。

　すぐ目の前に、やはり人間の姿に戻ったメルクリウスが立っていた。

　少年の瞳は、もう虚うつろではなかった。

「あんなに、頼んだのに……」

　澄すみ切った蒼あおい瞳に宿る強い情じよう念ねんの輝き──怒りと悲しみ、そして憎ぞう悪お。

「違う……違うよ……あたしは」

「判ってるよ、フラーマがやったことだろう。でも同じことだ。君らは、ロイガーの亡ぼう霊れいと結けつ託たくして──最初からあの人を殺すつもりだったんだ」

「違う!!　違うの!!　あたしの話を聞いてよ、ニコラ兄さん!!」

「ニコラ兄さんじゃない」

　少年は静かな怒りをこめて宣せん告こくした。

「僕は──〝黒い太陽ソル・ニゲル〟のメルクリウスだ」

「に………」

　ユピテルもメルクリウスも、それ以上語る言葉が見あたらない。

　無言のままきびすを返し、少年はユピテルの前から立ち去っていった。




「おい、ユピテル！」

　ふいに肩を叩かれ、再びはっとする。

　恐る恐る振り返り──ルスカの垂たれ気ぎ味みの瞳ひとみを見た途と端たんがっくり脱だつ力りよくした。

「お、驚かせないでよぉ～」

「何いってるんだ、おまえ？　さっきからボ～っとして、ボクが何度声をかけても反応なかったクセに」

「え、そーなの!?　ごめーん。テヘッ☆」

　取り繕つくろうように舌を出す。

「……で、何であんたがここにいるのよ？」

「失しつ敬けいなやつだな！　ボクらは、おまえを助けるためにわざわざ乗り込んできたってのに」

「あ、そーかそーか。ありがとね。……で、みんなは？」

「見てみろ、あの有あり様さま」

　ルスカの指さす先にはブリッツとフェルゼンが横たわり、その傍かたわらに血ち塗まみれのアルノーが座すわり込んでいた。

「あ……」
















「ご覧の通り、ボク以外は満まん身しん創そう痍いだよ。──まあ幸さいわい、三人とも命に別状はないようだけど？」

「………」

　ユピテルは呆ぼう然ぜんとして傷ついた仲間たちを眺ながめていたが──。

「ご、ごめん……ごめんなさい！　ごめんなさい！　あたしのために──!!」

　メルティアの封ふう印いん容よう器きを胸に抱いてすすり泣き始めた。

「わわっ!?」

　日頃滅多にみないユピテルの涙に、ルスカは思わずたじろいだ。

「バ、バカ！　泣くこたないだろ!?　それに御お礼れいだったら実際にケガした連中にいえよ！　ボクはまあ、例によっておまえが死んじまえばいいと思ってたクチなんだから！」

「うん……でも、今度ばかりはルスカ、あんたにも御礼をいうわ。ありがとうね」

「……おまえ、何か悪いものでも食ったのか!?」

　憎にくまれ口を叩きつつも、ルスカはガラにもなく赤せき面めんしてそっぽを向いた。

「ところで、ラッセルはどうしてる？　ティティスの家かな？」

「いや……彼もここに来てるよ」

「えーっ!?」

「レベッカと一緒に西棟の調査に向かって──そろそろ戻ってくる頃じゃないか？」

　ルスカがそこまでいったとき──。

〈──ユピテル!!〉

　取り乱したようなメルティアの叫びが、心の中に響ひびいた。

　ユピテルは慌てて掌てのひらの封印容器を見つめた。

「メルティア？　あんた、この中から話しかけてるの？」

〈そうだ！　だが、そんなこと今はどうだっていい。早く西の建物に行け！　ラッセルが、ラッセルが──!!〉








転章　ラッセル・シュレデイング









　工場の東棟を破壊して出現したメルティアとスパルトイが、文字通り死し闘とうを繰り広げるわずか前の時間──。

　ミルヴァスたちによる陽よう動どう作戦の混乱に乗じて工場の敷地内に潜せん入にゆうしたレベッカ、アルノー、そしてラッセルの三人は、その後アルノーが東棟、レベッカとラッセルが西棟へと潜入して捕らわれたユピテルの捜そう索さくを開始した。

　レベッカとラッセルが踏ふみ込んだ西の建物は文字通りの兵器工場で、ティティスの祖そ父ふグラソルの工房を何十倍も拡大したような生産設備が、広大な建物の隅すみ々ずみにまで行き渡っていた。

「すごいや！　こんな立派な工場、王都にだってそうはないよ」

「喜んでる場合じゃないのよ、ラッセル君。ここで作られていたのは全部人殺しの道具──テロリストたちが使う銃や爆弾なんだから」

「！　ご、ごめんなさい──」

　しょげ返ったラッセルの顔を見ていたレベッカが、ついクスリと笑った。

「あなた変わってるわね、ラッセル君」

「え？　な、なんで？」

　少年は心しん底そこ不ふ思し議ぎそうにレベッカの顔を見上げた。俗ぞく世せを超ちよう越えつした姉と行動を共にしているせいか、彼自身が変わり者扱あつかいされたのは生まれて初めてだった。

「だってそうじゃない？　貴方あなたのお父様、クレヴィン・シュレディング氏はソシエタスの現理事長閣下──この国では、国王陛へい下かやアビス教会総主教に匹ひつ敵てきする権力者なのよ。そのご令れい息そくだもの──もっとこう、我わが儘ままで自信たっぷりな子供かと思ってたわ」

「………」

　ラッセルは丸っこい瞳ひとみをぱちくりさせてレベッカをみつめていたが、やがて

「……何か、実感わかないや。あはは」

　そういって照てれくさそうに笑った。

「ふうん……」

　レベッカは今一つ物足りなさそうに考え込んでいたが、間もなく悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべて少年に向き直った。

「じゃあ、こういうゲームはどう？　あなたは理事長閣下のお坊っちゃまで、私は一いつ介かいの職員──いちおう〝タブレット〟の移植は受けてるけど、異い術じゆつ師しの資格はないの──ってことで、この場で何でも命令できるとしたら？」

「あれ？　だってレベッカさん、戦場じゃ特別扱いしないって……」

「あれはタ・テ・マ・エ。何のかのといっても、大人の世界でモノをいうのは、世せ俗ぞくの権力ですからね。うふふ……」

　本気とも冗じよう談だんともつかぬ口く調ちようでいう。

「ふーん。そういうモノなんだぁ」

　ラッセルは妙みように感心したように何度もうなずいた。

「では、ご主人様。ご希望はなんですか？」

「え!?」

「いったでしょ、私に何でも命令していいって」

　工場の作業台に身を預あずけ、レベッカは妙に艶なまめかしく笑った。

「あの……ホントに……何でもいいの？」

　にっこり笑って、レベッカはうなずいた。

「………」

　少年はしばらくもじもじしていたが、やがて特とく捜そう官かんの女を上うわ目め遣づかいで見ながら、

「だったら……グラソルさんを……ティティスのお祖じ父いさんを、許して上げられない？」

「え……？」

「だってレベッカさんいってたじゃない、懲ちよう役えき二十年は確実って」

「確かに、そうはいったけど──」

　あまりに唐突な話題の転換に、やや戸と惑まどうレベッカ。

「レ、レベッカさんがテロリストを憎む気持ちはよく判るし、グラソルさんがやったことはすごく悪いことだと思う──でも、あの人はティティスのたった一人の家族なんだ！　あの人がいなくなったら、ティティスは、ティティスは──！」

　おそらく、夕べから言い出す機会をうかがっていたのだろう。ラッセルは工場の冷たい床に座すわり込み、額を地べたに擦こすり付つけんばかりにして泣きながら懇こん願がんを始めた。

「お願い！　お願いします！　あのお爺じいさんを許してあげて!!」

「あ、あの……私は『命令していい』っていったんだけど……」

「え？……あ！　ご、ごめんなさい……」

「べ、別に謝あやまることでもないけど……」

「それで、あの……グラソルさんは」

「心配しないで。あのご老人は懲ちよう役えき刑けいになんかならないわ」

　レベッカは天てん井じようを見上げ、澄すました顔でいった。

「だって私は夕べ、あの人の仕事場なんか覗のぞいてないもの。おまけにお孫さんのティティスは私たちに協力してテロリストと闘ってくれた──表ひよう彰しようざれこそすれ、何だって牢ろう屋やにいくのよ？」

　彼女の言葉の意味を悟さとったラッセルの顔が輝いた。

「あ、ありがとうレベッカさん！」

「御お礼れいなんかいいわよ。うふふ……でも、これでようやく納なつ得とくいったわ」

「？　納得つて？」

「つまりね、何でメルティアが貴方あなたを〝選んだ〟のかってコ・ト。私は、まだ〝彼女〟に会ってはいないけれどね」

「？？？」

　ラッセルはしきりに首を傾かしげている。

「さ、これでゲームはお終しまい。急いで捜さがさなくちゃ。お姉さん──とメルティアをね」

　そういって作業台から離れ、工場の奥へとすたすた歩き出す。だが、ふと思い出したかのようにクルリと少年に振り向いた。

「でも、ちょっと悔くやしいな。こんな素敵な人間の男の子を、メルティアに取られちゃうなんて！」

　何な故ぜだか急に照れくさくなり、ラッセルはレベッカから慌あわてて目を逸そらした。




　擬ぎ獣じゆうミルヴァスが空から襲しゆう来らいした段階で、工場にいた兵士や技術者は脱出したのだろうか。三階までざっと見渡しても、ユピテルやメルティアはおろか猫の子一匹見あたらなかった。

「どうやら、この建物は外れね。基本的に生産設備だけで、とてもホモ・ファルサスを分離するような高度な実験施設があるように見えないもの」

「それじゃあ、姉さんたちは、アルノーの入った東の建物に……？」

「おそらくはね。私たちもあっちに移動しましょう。人手は多いにこしたことないわ」

「う、うん！」

　だが、再び工場の一階に戻ったとき──。

　薄うす暗ぐらい構こう内ないをゆらゆらと歩く人影が目に留まり、レベッカに緊きん張ちようが走った。

「ラッセル君、私から離れちゃ駄だ目めよ！」

　魔ま獣じゆうガーグを封ふうじ込めた牙きばの護ご符ふ──護符にカムフラージュした封印容よう器き──を握にぎりしめ、油ゆ断だんなく人影を確認した。

　黒い野戦服に黒くろ覆ふく面めん──身元を質ただすまでもなく〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の兵士だ。

　だが兵士は手に武器も持たず、まるで酔っぱらいのような足取りで近づいてきた。

「蓋ふたが……棺ひつぎの蓋が開いた……あのお方が、目め覚ざめられて……へひひひひ」

　覆面から覗のぞく両眼は虚うつろに見開かれ、すぐ目の前にいるレベッカたちの姿にすら気づかない様よう子すである。

「壊こわれてるわ……でも、なんで？」

　いいながら、もう一度構内を見回したとき──。

「レベッカさん、見て！」

　発見したのはラッセルだった。

　薄暗い構内に並ぶ鋼こう鉄てつの作業台の列。その中のいくつかが全体の調和を乱す形で脇わきにずらされ、工場の床に五メートル四方ほどの四角い穴が開いている。

「最初に来たときには、こんな穴なかったのに──」

　考えられるとすれば、二人が階上に行っている間に穴が開き、あの精神に異常を来きたした兵士が出てきたということだった。

「そうか！　この穴は、きっとこの町の──いえ周囲の擬ぎ獣じゆう棲せい息そく地ち域いきの外にまで通じてる、組織の秘密の通路なんだわ！」

　レベッカは軽く興こう奮ふんした面おももちで叫さけんだ。

「彼らは、この工場で作った兵器をこのトンネルを通して王国各地に送りこみ──逆に兵器の原材料にする資材や何かをこのトンネルから運び入れているのだわ」

「じゃあひょっとして……メルティアたちは、この穴を通ってどこか別の場所へ……」

「可能性はあるわね。いずれにしてもお手て柄がらよ、ラッセル君。このトンネルを抑おさえれば、〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の全ぜん貌ぼうが──」

　なま暖あたたかい風が、レベッカの髪かみを揺ゆらした。足下に開いた地下トンネルの入り口から吹き込んで来る地底の風だ。

「……血の臭におい!?」

　闇の奥から、何らかの重じゆう量りよう物ぶつを引きずる音が近づく。

　間もなく──暗い地の底から、シュウシュウという呼こ吸きゆう音おんと共に異い形ぎようの怪物が出現した。

　蛇へびを思わせる細長い胴体の上に、人間の女性を思わせる上半身。

　神話のメデューサを彷ほう彿ふつとさせる女とも蛇ともつかぬ擬獣。

「地底擬獣!?」

「違うよレベッカさん！　こいつはアルラウネ──前にメルティアに退治された〝黒い太陽ソル・ニゲル〟の疑ぎ似じ人にん間げんだ！」

「かかれっ、ガーグ！　こいつを八やつ裂ざきにおし！」

　ラッセルを背後に庇かばい、レベッカは彼女の分身ともいうべき肉体を持つ疑ぎ似じ精せい霊れいガーグを実体化させた。

　[image: 蝙]こう蝠もりを思わせる翼つばさを広げ、鋭するどい鉤かぎ爪づめを剝むいた悪魔のような人造魔獣が半はん人じん半はん蛇じやの疑似人間に襲いかかる。近代技術の先せん端たんを詰つめ込んだはずの兵器工場の構内が、瞬またたく間に神話の戦場に変へん貌ぼうした。

　だが、勝負は数すう瞬しゆんの間に終わった。ガーグの空中からの攻撃をうるさそうに凌しのいでいたアルラウネがおもむろに地底から鎌かま首くび（彼女にとっては腰だが）をもたげ、天てん井じようの方に逃のがれようとしたガーグの両足を摑つかんだのだ。

「！　いけない──ガーグ、戻れ！」

　慌あわてて魔獣を封印容器の中に呼び戻そうとするレベッカ。

　だが、間に合わず──一瞬にして、魔獣は股こ間かんから頭部まで真っ二つに引き裂さかれた。

「きゃあーっ!?」

　同時に、魔獣のコントローラーをも兼ねていたレベッカの胸の封印容器が粉こな々ごなに砕くだけ散った。

「ラッセル君、建物の外に逃げて！」

　そう叫ぶなり、レベッカは戦闘異術で闘う体勢をとった。元もとより負ふ傷しようした身体からだで勝てるとは思っていない。一秒でも長くアルラウネの注意を引きつけ、ラッセルを逃にがすのが目的である。

　だが、そんな彼女の悲ひ壮そうな決意をあざ笑うかのように、アルラウネは細長い胴体をすばやく入り口方向に移動させ、二人の退たい路ろを断たった上で初めてレベッカの細い身体を摑み上げた。

「ぎゃあああああああっ!!」

　応急の治ち療りようを受けたとはいえ、つい最近銃じゆう弾だんを受けたばかりの左肩を万まん力りきのような力で鷲わし摑づかみにされ、女は全身から悲ひ鳴めいを絞り出した。

「やめろぉ──っ!!　やめろアルラウネ──っ!!」

　自分が逃げるのも忘れ、拳こぶしを握にぎりしめてラッセルが叫ぶ。

　かつてアルラウネがゲリラ部隊を率ひきいて戦艦〝エウリディケ〟を襲しゆう撃げきした際、ラッセルはメルティアやアルノーと共に勇ゆう敢かんに立ち向かい、不ふ意い打うちとはいえ閃せん光こう榴りゆう弾だんで手痛い一撃を与えている。だがそんな因いん縁ねんのある少年に対し、今のアルラウネは奇き妙みようなくらい無関心であった。

　自分の手の中で歯を食いしばって激げき痛つうに耐たえているレベッカを、値ね踏ぶみするように眺ながめていたが──。

『やっぱり……女はマズいわよねえ』

　初めて口を開き、意い味み不ふ明めいの言葉を洩もらした。

『それにケガしてる……こんなんじゃ、あのお方に失礼だわ』

　そういうなり──手にしたレベッカの身体からだを、無む造ぞう作さに投げ捨てた。

　特とく捜そう官かんの女は受け身を取る余よ裕ゆうもなく背中から作業台に叩きつけられ、一回転して床に投げ出された。

「レベッカァ──っ!?」

　うつぶせになったまま痙けい攣れんするレベッカの元に駆け寄ろうとしたラッセルの身体からだが、他た愛あいもなく宙に吊り上げられた。

「きゃあああああっ!!」

　少年の華きや奢しやな身体を恐怖の感情が貫つらぬいた。あどけない顔をひきつらせ、精せい一いつ杯ぱい手足をバタつかせて抵てい抗こうにもならぬ抵抗を続ける。

　因いん縁ねん浅あさからぬ関係であるはずのラッセルを、しかしアルラウネは初対面の相手であるかのごとくじろじろと観察した。

『容よう姿し……健康……知性、もまあＯＫね……ちょっと若すぎる気もするけど……まあ最初はこんなモノでしょ』

　またしても意味不明の言葉をつぶやき、独ひとりで納なつ得とくしたように大きくうなずいた。

『あのお方が……この〝器うつわ〟で満足して下さればよいのだけど……』

　ついに気を失い、ぐったりと動きを止めた少年の身体を小こ脇わきに抱かかえ、最初に現れた地下トンネルの入り口へと胴体をうねらせながら移動を開始する。

「ラ……ラッセル……！」

　床に倒れたレベッカが掠かすれた声で叫んだ。

　立ち上がって後を追いたかったが、作業台に叩きつけられたショックで肋あばらが折れたのか激げき痛つうで足あし腰こしが立たない。

「く、悔くやしい──私じゃ駄だ目めっ、私じゃあの子を助けられない!!

　メルティア!!　ユピテル!!　誰か、誰か早く来てっ!!　あの子を助けてあげてーっ!!」

だが、その叫びは虚むなしく構こう内ないに反はん響きようしながら消え去り──。

　薄れていく彼女の視界の中で、ラッセルを抱えたアルラウネの蛇じや身しんは地下坑こう道どうの闇の底へと沈しずみ込んでいった。





（疑似人間メルティア４・完）










あとがき









『疑ぎ似じ人にん間げんメルティア４』お楽しみ頂いただけましたでしょうか？

　シリーズ４冊目であると同時に、対つし馬まにとっては今年（平成十一年）の初仕事ということになります。

　当初の予定では平成十年のうちに本巻を入にゆう稿こうして気分も新たに正月を迎むかえ……るはずだったのが、この文章を書いている現時点がすでに二月（とほほ）これも作者の不ふ徳とくの致いたすところであります（関係各位に土ど下げ座ざ）。




　さて、前作においてついに庇ひさしを貸して母屋おもやをとられた（笑）ユピテル嬢、今回は哀あわれオバケ状態からのスタートです。肉体を喪そう失しつして少しは大人しくなるかと思ったら、全然変わらんですな。かえって過激さが増したように思えるのは気のせいでしょうか。

　もう一人のヒロイン（？）メルティアの方も負けてはおりません。人間形態で出ずっぱりになるわ、必ひつ殺さつ技わざらしきモノ（笑）が出てくるわで色々大変です（何が？）。

　一巻以来二転三転してきた両者の『融ゆう合ごう』問題、本巻でついに決けつ着ちやくが付きます。結末は内容を読んでのお楽しみということで。

　さてサブタイトルに『黒き太陽のもとに』と銘めい打うった通り今回は敵の秘ひ密みつ結けつ社しや（白昼堂々マシンガンぶっ放して秘密もないもんですが）中心のストーリーです。というか、

「勢いで秘密結社なんか出したのはいーけど、こいつら短たん機き関かん銃じゆうなんかどこで調ちよう達たつしとるんだ？」というのが発はつ想そうの原点です。ほら、昔のヒーローものによくあったじゃないですか。「主人公たちがたまたま訪おとずれた平和な地方都市。そこが実は悪の○○団に占せん拠きよされていて絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい！」という、ありがちだけど結構怖いシチュエーション。もっとも、現代日本を舞台にしたヒーロー物と異世界ファンタジーではおのずとリアリティの質が異なってくるのか、今回の舞台となる町ファティムはだいぶ違う雰ふん囲い気きになりましたが。




　全５巻完結予定の第４巻。物語もフィナーレに向けていよいよ佳か境きように入っていきます。

　１巻以来のレギュラー（ほぼ）総登場に加え新キャラ・ゲストも多数登場で結構賑にぎやかなことになってます（もっともそのせいで頁数もだいぶ超過してしまいましたが……）。

　今回であっさり御ご臨りん終じゆうになる方、傷を負いつつも生きていく方、各キャラの人生も様々です。出てきて三頁くらいで死んじゃうような方は別として、この「メルティア」のキャラたちは善ぜん悪あく・脇わき役やく問わずそれぞれ思い入れがあり、今回も特に第４章以降は「書いても書いても書き足りない状態」で、時間との闘いも相まって「楽しい苦く行ぎよう」というか「過か酷こくな道どう楽らく」というかまあそういう体験をさせて頂きました。

　なお本巻のラストを「エピローグ」ではなく「転章」とした通り、第５巻への引きを残した幕切れとなっております。ユピテル／メルティアの前に未まだ見ぬ最後の強敵が降こう臨りんするシリーズ完結編、ぜひともご期待下さい。




　最後になりましたが、今回も素敵なキャラ＆カッコいい擬ぎ獣じゆう＆センスのいいアイテムデザインでシリーズを盛り上げて下さるイラスト担当の小河原亮先生。専せん業ぎようになっても相あい変かわらず遅ち筆ひつでスロースターターの対馬を叱しつ咤た激げき励れいして作品完成への活力を与えて下さる担当のＳ田様。たいへんお世話になりました。

　そして何より、頁数超過で既き刊かんに比べてちょっぴり高くなっている（はず）の本書を読んで下さった貴方あなた！

　それだけでもう大感謝でありますが、ご意見ご感想応援お叱しかりキャラへのラブコールのお手紙など頂けるとなお嬉うれしかったりしますので、ひとつよしなに。
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